


「岩井◎境都市計画冬木特定土地区画整理事業」は9　昭和48年度に日本住宅

公団によって計画され9　県西地区の開発事業として期待されております。

この地域の9　埋蔵文化財包蔵地としては9　冬木A貝塚◎冬木B貝塚が存在す

るため9財団法人茨城県教育財団は9昭和54年度に日本住宅公団から委託をう

けて記録保存のための発掘調査を実施いたしました。その結果9　冬木A貝塚か

ら10数体に及ぶ人骨をはじめ9　多数の獣骨◎魚骨などが出土し，郷土の歴史を

解明する上に貴重な資料を得ることができました。

この冊子は9　発掘調査の報告書として昭和55年度に整理し執筆◎編集したも

のであります。この報告書が上梓するまで種々の御協力をいただいた日本住宅

公団9　五霞村教育委員会9　地元関係者及び御指導いただいた茨城県教育庁文化

課9　人骨の科学的処置による取り上げの御指導をいただいた東京国立文化財研

究所，それに人骨◎獣骨◎魚骨等の調査執筆にあたって下さいました東京大学

総合研究資料館等の各位に対し9　心から感謝を申し上げます。

おわりに，本書が学術研究の資料としてはもとより9　教育資料としても十分

活用されますことを希望してやみません。

昭和56年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　　竹　内　藤　男



例 描

1㊤本書は9日本住宅公団と財団法人茨城県教育財団との委託契約に基づいて，昭和54年度に実

施した猿島郡五霞村に所在する冬木A貝塚◎冬木B貝塚の発掘調査報告書である。

2◎　冬木A貝塚◎冬木B貝塚の調査にかかわる当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　 事　 長 竹　 内　 藤　 男 （茨城県知事）

副　理　事　長
大　 金　 新　 一 （詔 票禦 票．6）

古 橋　　 靖 （詔 監禁 長）

常　務　理　事 川野辺　 四　 郎 （昭和52．4～　 ）

事　務　局　長
大　 内　 秀　 夫 （昭和52．4～55．3）

小　 林　 義　 久 （昭和55．4～　 ）

調　査　課　長
川　 俣　 吉之助 （昭和52．4～55．3）

大　 塚　　　 博 （昭和55．4～　 ）

企画管理班長

企画管理班

坪　　　 秀　 雄 （昭和54．4～　 ）

鈴　 木　 三　 郎 （昭和52．4～　 ）

栗　 田　 孝　 志 （昭和53．4～　 ）

調査第 1 班

補　 助　 員

青　 木　 義　 夫 （昭和54年度班長）

荒　 堀　 彰　 夫 （昭和54年 4月～12月調査）

高　 村　　 勇 （鵠 震 逓 謡 ‾碧寒本A貝塚）

根 本　 康　 弘 （鵠 喜芸等産室謡 響 寒木B貝塚）

橋　 本　　　 勉 （昭和54年 4月～ 7 月調査）

鯉　 淵　 和　 彦

宮　 内　 良　 隆

仙　 波　　　 亨

3。本報告書で使用した記号等は次の通りである。

SI‥……・住居址　　　P　………柱　穴（ピット）

SK‥‥‥…土　噴　　　K　‥……・貝　層

SI）‥‥‥…溝　　　　　YI）…‥…・黄色パ．ミス

4¢住居址や士風　ピットなどの深さは，すべて遺構確認面からの計測値である。

5◎土層及び土器の色については「新版標準土色帖」（農林省農林水産技術会議事務局監修）を使

用した。

6。冬木A貝塚◎冬木B貝塚の発掘調査，出土遺物等の整理に際して御指軋御協力を賜わった

関係諸機関◎各位に深く感謝の意を表したい。
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第盈章　調　査　経　緯

第　節　調査に至る経過

日本住宅公団の行う51haに及ぶ「岩井◎境都市計画事業冬木特定土地区画整理事業」が，昭

和48年に計画された。

この区域内の埋蔵文化財包蔵地については，茨城県教育委員会と五霞村教育委員会による分布

調査が実施された。その結果に基づいて，茨城県教育委員会◎五霞村◎日本住宅公団の三者によ

り協議された結果，冬木A貝塚◎冬木B貝塚の2遺跡については現状保存が困難であるため，記

録保存の措置をとることで合意した。

茨城県教育委員会は，冬木A貝塚◎冬木B貝塚の発掘調査について，日本住宅公団に対して財

団法人茨城県教育財団を紹介した。これにより茨城県教育財団と日本住宅公団は，昭和54年4月

に発掘調査業務についての委託契約を締結し，冬木A貝塚◎冬木B貝塚の調査については同年4

月1日より同7月までの予定で実施することになった。

このため，当教育財団は五霞村の冬木A貝塚◎冬木B貝塚に関する発掘調査に「調査第1班」

の調査員3名を配置し，業務の進行を図ることになった。

調査員は4月より現地に赴き，日本住宅公団冬木宅地開発事務所◎五霞村教育委員会などと互

いに連絡をとりながら，作業員募集◎現地調査事務所の建設◎発掘器材の搬入◎調査区設定◎残

土置場の問題など調査前の諸準備を進めた。

第2節　調蚕の経過

4月　23日から小調査区（グリッド）設定のための杭打ち作業等発掘調査に入る前の諸準備に

入った。

5月　9日　冬木A貝塚において鍬入れ式を挙行し，本格的な調査を開始する。

〔A貝塚〕遺跡の南側，り2区より遺構分布状況確認のためのグリッド発掘を開始した。とりあ

えず表土のみを除去することにし，中旬以降はC2区◎Cl区⑳Bl区◎Al区◎A2区まで行なっ

た。表土層下付近より多くの縄文土器片◎獣骨等が出土し始めた。

6月　〔A貝塚〕　上旬から表土除去の終了したグリッドの掘り下げ，り2区内の溝⑳住居址◎土

壌などの調査を開始した。雨が少ないため調査区域内の乾燥がはげしく，作業は困難であった。

作業はり2区及びC3区を主に進めたが，全体に貝層の広がりが見られ，貝層上面で一時ストップ

し，以後貝のサンプリングをしながら作業を進めた。
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20日　日本住宅公団◎茨城県教育委員会及び当教育財団で協議の結果，調査期間が延長される

ことになった。

〔B貝塚〕　これまではA貝塚のみの調査であったが，B貝塚も同時に調査を進めることにな

り，下旬に遺跡の全景写真を撮影した。

7月　〔A貝塚〕　り2区内の遺構調査を続行する。住居址は6軒を確認した。中旬からC3区及

びC2区内の遺構調査に入ったが，貝層の調査◎処理に時間がかかり，思うように進まない。特

にC3区は全面貝層に近いため，出土遺物も多かった。骨類は保存状態も良好で，多量に確認さ

れた。25日，C2a。において頭蓋骨の一部が発見された。これまで多くの骨類は出土していたもの

の，人骨の出土は初めてである。これ以後18体分もの人骨が続々と発見されることになったが，

この時点では想像もつかなかった。記念すべき第1号人骨であった。

〔B貝塚〕遺跡西側Al区◎Bl区より遺構分布状況確認のためのグリッド発掘作業を開始し

たところ，多くの土壌やピットが検出され，中旬以降は各遺構の調査も開始することにした。

8月　〔A貝塚〕　人骨の出土状態は良好なため，取り上げ保存を図ることにし，11日東京国立

文化財研究所文部技官青木繁夫氏の指導を受け，23日に取り上げ作業を実施した。下旬にはC2区

内の遺構調査にとりかかった。南側の遺構は密度が高く，多くの土壌及び8軒の住居址を検出し

た。

〔B貝塚〕　遺跡が低湿地状のため，雨が降るとしばらく作業が中断され，調査が遅れがちで

あったが，Al区を主に調査を進めた。南及び北側が低く，中央部が馬の背状に盛り上がってお

り，遺構も中央部に多く検出された。

9月　〔A貝塚〕　毎日のように新たな人骨が発見され，それにつれて見学者の数も増加し，調

査員は四苦八苦の日が続いた。C2区内の調査を続けながら，C3区内の遺物の処理を行なった。

下旬から雨天日が多く，作業も中止がちとなり，調査にもかなりの影響が出た。

10月　〔A貝塚〕　C3区の調査が終了し，Bl区eB2区◎Al区◎A2区の調査に移った。D2区

で検出された溝は，C3区内においても北北東に伸びて検出された。

〔B貝塚〕　水はけ不良のため連続した作業ができず，調査も遅れがちである。掘り込みの終

了した遺構から，写真◎平面図作成などの作業を進めていった。

11月　〔A貝塚〕上旬にC2区，下旬にはCl区も調査が終了し，遺跡北西側のA区◎B区の一

部を残すのみとなった。B2区◎B3区より調査を開始し，これまで通路としていた部分について

も調査を進めた。

〔B貝塚〕　各遺構の調査は平面図作成を残してほぼ終了し，12月末を目標に作業を進めた。

12月〔A貝塚〕18体の人骨処理も上旬には終了し，遺構の掘り込みも中旬にはほぼ終了した

ため，18日にはB貝塚とともに航空写真を撮影した。両遺跡とも写真と平面図を残すのみとな
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り，事務所内の整理も開始し，27日をもって全ての現地における調査活動を終了した。

昭和55年1月18日　五霞村協和会館において，大澤村長はじめ村関係者◎日本住宅公団等多数

の出席者を得て，発掘調査報告会を行なった。
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第2葦、遺跡の立池と環魔

第豊前　地理的環境

猿島郡五霞村は関東平野のほぼ中央にあり，茨城県の南西端に位置する。北から北東にかけて

利根川を隔てて古河市◎総和町⑳境町に接し，東は江戸川を隔てて千葉県関宿町に，南西は権現

登用を隔てて埼玉県幸手町◎栗橋町に接する。東西約6km9　南北約5km，面積は23．32km2であ

り，楕円形に近い輪中の様相を呈する。人口は約8，700人を数える。

台地は最高点で標高13～14mを測るが，一般的には12m前後と比較的低く平坦である。低

地との比高は1．5～2mを計る。周囲を河川に囲まれているため洪水が多かったが，現在は河川改

修◎土地改良がなされ，従来畑地として利用されていた台地も陸田化している。

住民は，日常の買物等は埼玉県幸手町や栗橋町へ行くことが多く，生活感覚は茨城県よりも埼

玉県に近い。また，都心部まで40数kmで，栗橋町◎幸手町へ出れば国鉄◎私鉄1◎四号国道に

より容易に都心へ達することができる。このことから，近年工場の進出，住宅の建設等が行なわ

れている。

A貝塚は冬木字貝塚にあり9　県道幸手一境線の西側に接し，権現重用の東側約0．8kmに位置

する。B貝塚は，A貝塚の東南東約0．8kmに位置する。両遺跡とも奥東京湾に画した低台地上

に立地し，A貝塚は標高約12m◎南西側水田との比高1．5～2mを計り，B貝塚は標高約12m

南側水田との比高約1mを計る。ともに平坦な地形である。ただしA貝塚はかつては南側が高く

北へ行くにつれて低くなっていたが，10数年前木工所建設の際に削平され，現在の地形になった

ものである。

第2節　歴史的環境

五霞村に存在する遺跡は地図に示す通りである。

縄文時代の遺跡はほとんどが淫滅状態にある。この中で調査が行なわれたのは，小手指貝塚◎

冬木A貝塚◎冬木B貝塚◎江川貝塚（以上，埼玉県立不動岡高校社会クラブ）（注1）◎坂間遺跡

（立正大学考古学研究会）（注2）◎石畑遺跡（石畑遺跡調査会）（注3）であるが，石畑を除けば

いずれも遺跡の一部及至確認調査だけだったようである。これらの調査によると，小手指貝塚におい

て縄文中期の土器の出土が見られ，冬木A貝塚が縄文後期初頭◎冬木B貝塚が縄文後期中葉～後

葉に形成された遺跡とされている。石畑遺跡は昭和5巨52年に調査され，住居址21軒◎土壌200

基弱が検出された。縄文前期から晩期にまたがる集落址であり，ヤマトシジミを主とする地点貝
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塚が確認された。耳栓◎土偶◎土版◎土器等が出土している。なおB貝塚については，本来は今

回の調査区域に隣接した西側の畑地が遺跡の中心部であったと思われるが，住宅建設によりその

大部分が破壊されており，今回調査した地点と異にしている。

弥生時代の遺跡は，現在までのところ確認されていない。

古墳時代の遺跡には，小手指の伊勢塚古墳（前方後門乳全長60m◎後門部径40m⑳高さ7m，

破壊）◎元栗橋の痕泉塚古墳（前方後門凰全長50m◎高さ6m，破壊）◎川妻の県指定史跡穴

薬師古墳（円墳，径30m◎高さ約4m）・がある。穴薬師古墳は昭和44年に調査が行なわれた。

主体部は羨道e前室◎玄室から成り，奥壁には五輪塔に似た板状の石を用いており，胴張りを呈

する貴重な横穴式石室である。この古墳は古くから知られ，「利根川図誌」（赤松宗且著）に「川

妻の隠里膳椀伝説」として紹介されている。昭和47年に復元◎整備が行なわれた。

元栗橋には中世の栗橋城跡（城山城跡）がある。これは古河公方足利氏にゆかりのある城跡で

ある。一部宅地となっているが，堀跡の保存状態は良好である。

注1金井忠夫　「ひびき」5～8　埼玉県立不動岡高校社会クラブ1963～1966

ノノ　　「五霞村の貝塚」

注2　立正大学考古学研究会　「坂間遺跡B地点発掘調査報告概要」1974

注3　茨城県猿島郡五霞村教育委員会　「石畑遺跡」1977e3
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第2図　冬木A貝塚全体図
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第3図　冬木B貝塚全体図
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第　葦　冬木　A　貝塚

窮鼠節　興層◎Å骨◎自然遺物

今回の発掘では，土層をI層（表土）◎H層（黒色土◎黒褐色土）⑳Ⅲ層（暗褐色土）◎IV層（褐

色土，一部地山）とした。貝の混入が見られる場合，それぞれに「K」を付し，これを表わした。

「IK層」◎「mK層」の如くである。

純貝層は全て表土下にある。混土貝層◎混貝土層は純貝層と同一層位を成す場合が多く，一部

がm層に落ち込みを見せていた。しかし，各員層には明瞭な重層関係は認め難く，土器も層位に

より決まった形式を出土したわけではない。IIのHK各層の出土遺物は堀之内式に属するものが

圧倒的に多く，称名寺式⑳加曽利B式◎安行式に属するものがわずかに混在していた。

1．貝　　層

冬木A貝塚における貝層の堆積は，図に示したように6ヶ所が確認された。この中で、a～C

の各堆積区はその規模が小さく，廃棄された遺構内に投棄された貝殻によって形成されたものと

判断される。ここでは、d～fの各堆積区について論述する。

d堆積区（図5）

全面に貝殻が散布するものの一様ではなく，堆積の厚さ◎貝殻の密集の度合はさまざまである。

また，純貝層の下から住居址等の遺構が検出され，その周辺には混土貝層◎混貝土層が見られた。

このことは，廃棄された遺構等に対する貝殻の投棄の範囲が，堆積の進展に伴って漸次拡大し、

ついに連続するに至ったものと理解することができる。

本堆積区の貝層を構成する貝類はシジミが大部分を占め，一部にカワニナを混ずるがほとんど

単一種から成ると言える。

断面図のC2i6◎h6には暗褐色土層中に黒褐色混貝土層の落ち込みが見られ、その上に堆積する

黒色混貝土層にはさまれるように貝殻が集中して堆積している部分があることが認められる。こ

の部分が遺構の一部であることは確実であり，調査を進めた結果，第20号住居址が確認された。

本堆積区の貝層下及び周縁部からは，第2号◎11号◎15号◎17号の各人骨が発見された。土器

は，堀之内式期のものが大部分を占め，称名寺式期のものが散見される。

e堆積区（図6）

部分的に貝殻が密集する堆積状況が観察された。貝層はd堆積区と同様の過程を辿って形成さ

れたものと思われる。エリアの西端は，土採りのために崖になっている。この崖面にも貝層の唯

一　9　－
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第4図　冬木A貝塚グリッド及び遺構配置図
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積が見られた。これは本堆積区の一部であり，更に西へ伸びていたことを示すものである。土地

の人達の話によれば，エリア西側の土が削り取られた部分にも貝殻が散布していたということで

あり，上記の事実はその裏付となろう。

純貝層は30～40cmの厚さに堆積しており，d堆積区よりも広範囲に及ぶ。廃棄された遺構を

埋めた後も，継続して貝殻の投棄が行なわれたものと思われる。

本堆積区の貝層を構成する貝類は，d堆積区同様に少量のカワニナを混じ，大部分をシジミが

占める。しかし，Cl区内にはタニシを多量に含む純貝層が見られた。

断面図のBle9には，暗褐色土中に混貝土層の落ち込みが見られ，その上に堆積している純貝層

にも混貝土層中に落ち込んでいる部分があることが認められる。この部分に遺構があるものと予

想されたが，床◎柱穴等を確認することはできなかった。Blf9◎g9にも土壌状の落ち込みが見ら

れ，第159号土壌◎第153号土壌が確認された。第153号土境が暗褐色混土貝層を掘り込んでい

ることは，断面図から判断することができる。さらに，この土壌の覆土に堆積する黒褐色混土貝

層がBlf9の北端付近まで8mにわたって堆積しており，暗褐色土◎暗褐色混土貝層を掘り込ん

だような状態にあることが認められる。この部分でも遺構の存在が考えられたが，確認すること

ができなかった。

本堆積区の貝層中及び貝層下からは，第1号◎4号◎7号等11体の人骨が発見された。土器

は，堀之内式期のものが大半を占め，北半と南端付近に加曽利B式期のものが少量認められる。

f堆積区（図7）

本貝塚中量も大規模なものである。表土にも貝が散布しているのが顕著に認められた。エリア東

側の陸田にも貝の散布が認められ，更に東へ伸びていることは確実である。貝層の形成過程は，

d◎　e各員層と同様であったと思われる。貝殻が密集する様子は，断面図においても顕著に認め

ることができる。

本堆積区の貝層を構成する貝類は，一部にタニシとシジミがほぼ半々に混在する純貝層が認め

られたものの，全体にシジミの占める割合が非常に高く，e堆積区と同様である。エリア東寄り

の部分には，破砕されたシジミの貝殻を含む混貝土層が認められる。

断面図には，数ヶ所の純貝層が認められる。調査の結果，遺構も確認された。東西の断面図で

は，C2f。に認められる純貝層下に第197号土壌があり，C3e4◎e5の純貝層下には第11号住居址が

あった。C3e2の純貝層下では東側純貝層下から第71号土壌，西側純貝層下から第77号土塀をそ

れぞれ確認している。断面から，第71号土境が第77号土壌よりも古いと考えられた。出土遺物

についても同様のことが言える。しかし，C3e3の純貝層下には，遺構を確認することはできなかっ

た。

本堆積区西端の貝層下からは，第5号◎6号の人骨が発見されている。土器は，堀之内式期の

－111－－－－－一一
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ものが大部分を占め，一部に加曽利B式期のものが認められた。

以上のように，冬木A貝塚の貝層はその大部分がシジミによって形成されており，ほとんど単

一種から成ると言っても過言ではない。Cl区・C3区に部分的にタニシを多量に含む貝層が存在す

る以外は，少量のカワニナを認めるにすぎない。

貝層下には遺構を確認する場合が多い。貝層の堆積は，廃棄された住居址等への貝殻の投棄に

ょって進展したと言える。人骨の埋葬場所は，貝層下及びその周縁に集中する0これは骨の保存

の可能性と関係があることはもちろんであるが，いずれも堆積区の周縁部に近く，貝層の堆積が

比較的薄い部分であることを併せ考えると興味深い。

2．人　　骨

冬木A貝塚において出土した人骨は，以下にその出土状況を詳述する0文中「右膝位」とは・

人骨の膝が体の中心線よりも右側に位置する事を意味する0頭位は，骨盤の中央（またはそれに

相当する場所）と頭頂部を結び，決定した。

第1号人骨

C2a3　の貝層中に，頭をS

－100－Eに向けた仰臥伸展葬

の状態で埋葬されていた。埋葬

遺構は確認できなかった。

脚部はほぼ南北に真直に仲ば　越　野
しているが，骨盤及び背骨は200

ほど東へ曲がり，首から上が再

び南北に真直になる。一見投げ

出されたような印象を受ける。

顔は西へ傾いている。

本貝塚において出土した人骨

竃誌

第8図　第1号人骨

の中では，保存状態は良い方であるが，右手骨及び左右の脛骨以下の部分の保存は悪かった0脱

落したものと思われる歯が数本，顎骨周辺に見られた0土圧のため骨盤が押し広げられた状態に

あり，長骨も折れていた。頭部は右側頭方向からの圧力により，つぶれかかっていた0

発掘に際し，堀之内式に属する土器片の出土をみたが，人骨の時期を示すものか貝層の堆積時

期を示すものか，確証は得られなかった。

第2号人骨

C2g7の貝層下に，頭をS－59㌧Eに向け，仰臥伸展葬の状態で埋葬されていた0埋葬遺構は，

－15－



平面形状が長楕円形を呈

する墓嬢であるが，長径

は不明である。短径は

70cmを計る。なお，膝か

ら下の部分は，第101号

土境によって切られてい

る。

下顎骨は歯と共に比較

的良く残っていたが，上

顎骨にほとんど残ってい

ない。この上顎から脱落 第9図　第2号人骨

したと思われる歯が，頸椎付近において検出された。骨盤から上の部分は保存が悪く，背骨及び

左右の手骨はほとんど残っていない。大腿骨及び脛骨の遺存部の保存は良い。しかし右腰部から

右大腿部にかけて授乱を受け，特に右大腿骨はほとんど直立していた。

堀之内式に属する土器片を伴い，時期もその頃と推定される。

第3号人骨

C2f。の貝層中に，頭をH－90－Eに向け，右下横臥屈葬

の状態で埋葬されていた。全身（特に脚部）を強く折り曲

げており，この姿勢で埋葬されていたのは，この人骨だけ

である。埋葬遺構の確認はできなかったが，墓境があった

ものと思われる。 第10図　第3号人骨

顔の部分の保存は極めて悪く，右下顎骨を残すのみであ

る。左右の足を交差させており，埋葬姿勢と共にこの人骨の特色となっている。両足骨・両手骨

共に残っていない。しかし，上腕骨・前腕骨の状態から判断して，両手は胸のあたりでそろえて

いたようである。後頭骨下に鹿の下顎骨があり，副葬品の可能性がある。

堀之内式に属する土器片と加曽利B式に属する土器片を伴うが，員層形成と人骨埋葬のいずれ

の時期を示すものかは不明である。

第4号人骨（写23－1・2）

C2C6の貝層下に，頭をS－250－Eに向け，仰臥伸展葬の状態で埋葬されていた。埋葬遺構は，

平面形状が長径240cm・短径70cmの長楕円形を呈する墓境である。

上顎右第2門歯が抜歯を受けているのが，この人骨の特色である。また，左上顎が下顎にくい

こみ，上顎左第2門歯及び犬歯が脱落していた。右鎖骨の上において2本の歯が見られ，その形

－16－



状から脱落した

歯であると思わ

れる。これは，

左側頭方向から

強い土圧を受け

たためと思われ

る。この他にも，

モ駐ニニニ、デ歩華‡無料
十‾‘∴・＿‾　▼、∴工手ノ二∴、

」　＿＿　一半■　　　！

第11図　第4号人骨

左右大腿骨・右前腕骨・左上腕骨がほぼ中央で折れており，やはり土圧の影響

によるものと推測される。なお，左右の手骨は遺存していない。

本貝塚で出土した人骨の中では，最も保存状態が良好であったにもかかわらず，伴出遺物に乏

しく，時期は不明である。

第5号人骨

C2d8の貝層下に，頭をS－48LEに向け，O

右膝位仰臥屈葬の状態で埋葬されていた。埋

葬遺構は，長径100cm・短径50cmの楕円

形を呈する墓横である。

保存状態が悪く，遺存する骨もわずかであ 第12図　第5号人骨

り，非常に脆かった。

墓墳内に堀之内式に属する土器片が見られたが，人骨の時期を確定するには至らなかった。

第6号人骨

C2d7の貝層下

に，頭　を　S

－450－Eに向け，

伏臥伸展葬の状態

で埋葬されていた。

伏臥の状態にあっ

たのは，この人骨

のみである。埋葬

遺構は，平面形状 第13図　第6号人骨

が長径170cm・短径70cmの楕円形を呈する墓境である。

墳底はゆるいスリバチ状を呈し，人骨もわずかに弓なりに反っていた。足は墓凍端にかかり，

・顔は左頬側を下にし，右側頭部を上にしていた。胸部・背骨の保存は悪い。右手骨は右腰部の下

に入り込み，右膝を少し折り曲げるなど，埋葬の際に墓嬢に投げ込まれたかのような印象を受け

－171・



る。左手骨は遺存しない。

堀之内式に属する土器片を伴い，人骨もその時期に属するものと思われる。

第7号人骨（写23－3）

C2a3からa4にかけての貝層下に，頭をS

－250－Eに向け，仰臥伸展葬の状態で埋葬さ

れていた。埋葬遺構は確認できなかった。

′・、一＝こら
一・・ヂ

≠雲二　一′　伊

叫願？儲

叫・し1、ミキ＼＼豊二童二．

この人骨は，頭部が目と耳を結ぶ線で上下　　　第14図　第7号人骨

に分かれ，上部が後方及び右方へそれぞれ4分の1回転した状態にあり，さらに左手骨が大きく

腰部の下へもぐり込み，右寛骨の下で右手骨と重ねられた状態にあるという特異な埋葬形態を呈

していた。

埋葬地点は，堀之内式に属する土器片を包含する員層の下約30cmであり，しかも貝層には撹

乱の様子は見られなかった。また，称名寺式に属する土器片を出土した第149号土壌が東側に隣

接し，明らかに土壌が埋没した後から葬ったものと判断された。このことから，本人骨は堀之内

式期に属するものと思われる。

第8号人骨

C2b〟からb5に

かけての貝層下に，

頭をS－540－E

に向けて埋葬され

ていた。埋葬遺構

は，平面形状が長

径200cm，短径90

cmの長楕円形を

呈する墓癖である。

¢亘【ヨ琵琶㌘

ニーヶここご　二二二二二

第15図　第8号人骨

11？二二二二
匂
＠

圏　∈＝2gタ

40cH

グリッドの堀り下げの際に，前頭部を削られてしまった。保存状態が悪く，頭部・左右の上腕

骨・大腿骨及び脛骨が遺存したにすぎない。下顎骨及び歯は比較的良く残った。

加曽利B式に属する大型深鉢の破片を伴い，人骨もその時期に属するものと思われる。

第9号人骨

C2a。の貝層下に埋葬されていた。保存状態は劣悪であり，しかも下半身部に撹乱を受けている

ため，頭位・葬法ともに不明である。埋葬遺構の存在は確認された。平面形状が円形を呈する墓

境と思われる。しかし，北半に撹乱があり，長径方向が南東を示すと思われること以外には，判

然としない。

一18一



第10号人骨（写23－3）

C2a4の員層下に，第7号人骨

と並ぶように頭をS－380－E

に向け，仰臥伸展葬の状態で埋

葬されていた。埋葬遺構は確認

できなかった。

右側頭部から右肩部にかけて

撹乱を受け，頭蓋骨の破片が右

上腕骨の東側20cmの所に

q〇

：二・二＿．二＿三
も

さ→トト＼

くi
C7

！　　40：CM　　」

第16図　第9号人骨

∈芸ミミミも

て害毒毒も

第17図　第10号人骨

あった。保存はあまり良い方ではなく，左右の手骨・膝関接部・足骨は遺存しない。

上部を覆う貝層は堀之内式に属する土器片を包含し，しかも本人骨の下には称名寺式期に属す

る第149号土壌があり，人骨は堀之内式期に属するものと思われる。

第11号人骨

第18図　第11号人骨

第2号人骨の南側に隣接し，頭をS－620－Eに向け，仰臥伸展葬の状態で埋葬されていた。2

体の人骨が意図的に並べられて埋葬されたものとは思えない。埋葬遺構は確認できなかった。

頭蓋骨は原形をとどめないほどバラバラになっていた。又，9月末の台風の際に厚板がぶつか
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り，かなりの骨が壊れた。この時，右側頭部に相当する位置が崩れ，石鉄が発見された。しかし，

人骨に伴う（または射込まれた）ものと判断することはできなかった。

時期は不明である。

第12号人骨

C2b5　からC5　にかけての貝層下に，頭をS

－79。－Eに向け，右膝仰臥屈葬の状態で埋葬されて

いた。両グリッド間のベルトの断面に，暗褐色土中

に黒褐色混貝土層の落ち込みが見られ，その上に黒

褐色浪士貝層の堆積を確認した。混貝土層最下部に

人間の大腿骨が認められたため，この落ち込みが人 第19図　第12号人骨

骨埋葬の際に掘られた墓境であることは確実と思われた。しかし，慎重に調査を進めたにもかか

わらず，平面形状は明瞭な状態で確認できなかった。いずれにせよ，墓嬢の存在は確実であり，

平面形状は楕円形を呈するものと思われる。

本人骨の墓蝶は黒褐色土層から掘り込まれたものである。上に堆積する混土貝層は，さらに西

へ伸びるが，墓塀から西へ1m程の所で切れる。墓墳覆土中に貝の混入が見られ，埋葬地点にす

でに貝が投棄されていたことをうかがわせる。混土貝層は，埋葬後に投棄された貝が堆積したも

のであろう。この貝層には加曽利B式期の土器が見られ，人骨もその時期に属するものと思われ

る。

額から顔に相当する部分にかけて陥没しており，頭頂部がひさし状を呈していた。顔は左側を

向いていたようである。右前腕骨・左右手骨及び膝から下の部分は遺存していない。

第13人骨

C2b4からC。にかけて

の貝層下に，頭をS

－270－Eに向け，仰臥伸

展葬の状態で埋葬されて

いた。埋葬遺構は，平面
、∵∴ここ三J
匂

形状が長径230cm・短径

80cmのの長楕円形を呈する墓境である。

仁・一「てこ二二ニーご－ヰ

∀

（一ミ　　、i

事さ

第20図　第13号人骨

墓塀の下から，第24号住居址のピット列の一部が検出された。この住居址の時期は加曽利B式

期と思われることから，人骨の所属する時期はそれ以降と判断される。しかし，明確な時期を決

定することはできなかった。

頭部左半分と左肩に擾乱を受けている。保存状態は劣悪で，長骨が遠存しているのみである。

一20一



第14・16号人骨

いずれも第4号人骨の周辺で発見された頭蓋骨の破片で，発見順に番号を付したものである。

第4号人骨が埋葬された際に撹乱を受けた人骨と思われる。

時期は不明である。

第15号人骨（写23－4）

C2g7からh7にかけての貝層下に，

頭をS－80。一Eに向け，右膝位仰臥屈

葬の状態で埋葬されていた。埋葬遺構

は確認できなかった。

骨は全体に小さくて薄く，脆かった。

下顎骨を発掘する際に歯冠が抜け落ち，

歯槽内に萌出しようとしている歯があ

ることが認められた。これは，この人 第21図　第15号人骨

骨が永久歯の萌出前（または萌出期中）に葬られたものであることを示しているものと思われる。

時期は不明である。

第17号人骨（写23－5）

‾C2j6の貝層下に，頭をN－160－Eに向け，

右膝位仰臥屈葬の状態で埋葬されていた。埋

葬遺構は，平面形状が長径150cm・短径60cm

の楕円形を呈する墓境である。

左足は強く折り曲げられ，右足の上に重ね

N
l

＼　　　　　　　二二／’て

られている。左腕はひじで曲げられ，手は顔　　　　第22図　第17号人骨

の付近にあったものと思われる。頭蓋骨全体が左に傾いており，左手を左頬に添えて首をかしげ

たような状態である。上顎骨はほとんど遺存せず、歯だけが並んでいた。下顎骨は歯とともに比

較的良好な保存状態であった。

時期は不明である。

第18号人骨（写23－6）

B2j4の貝層下に埋葬されていた。埋葬遺構は小規模な墓頓である。平面形状は判然としない。

死後バラバラされた骨を，小さな墓境内に乱雑に積み重ね，最後に頭骨を乗せたような状態に

あり，再葬が行なわれたものと思われる。保存状態は劣悪であり，遺存した部分も少なかった。

時期は不明である。

ー21一
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第23図　第18号人骨

3．獣骨・魚骨

本貝塚のIIK層から出土した獣骨・魚骨については，東京大学助教授赤澤威氏に分折を依頼し

たので，その項を参照されたい。その他の獣骨・魚骨については，以下に簡単に記す。

獣骨（写56・57・58・59）

シカ・イノシシ・イヌ・タヌキ・テン

シカ・イノシシが大部分を占める。両者を比較すると，シカの方が多い。テンは下顎骨1点を

確認したのみである。

魚骨（写60・61・62）

ボラ・スズキ・フグ・タイその他

ボラが多く，スズキ・フグがそれに次ぐ。その他は数点を確認したのみである。

第2節　遺構と遺物

1．住居址

第1号住居址（実測図　図24，遺物　図29，写5－1）

本住居址は調査区南側D2区に位置し，第2号・第4号住居址と重複関係にある。第2号住居

址との新旧をみると，当住居址の方が古いとみられる。なお南から北にかけて第1号溝が縦断し

ている。

主軸方向はN－230－Eで，長軸約4．15m，短軸約3．7mの隅丸方形を呈している。床面までの

深さは5cm内外と非常に浅い。このため壁の立ち上がりは確実ではないが，ゆるやかに立ち上が

るものとみられる。壁溝は東側及び西側に部分的に検出できた。壁溝内及び壁直下に径15cm，深

さ15cm内外の壁柱穴があり，ほぼ25cmの等間隔で並んでいる。

床面はほぼ平坦であるが，締まりはない。炉址は検出できなかったが，恐らく第1号溝によって

失なわれたものと考えられる。ピットは5ヶ所検出されPl～P4が主柱穴とみられるが，第4号

－22－
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第24図　第1・2号住居址

第1号◎第2号住居址土層解説
1　表　　　　　土

2　黒　褐　色　土

3　褐　　色　　土

4　黒　褐　色　土

5　　　　　／／

5K黒　褐　色　土

6　暗　褐　色　土

（YP。ソフトロームブロック・粘土

ブロックを含む）

（細砂粒を少量含む）

（YP・小レキを含む）

（締まりなくYP eハードロームブ

ロックを含む）

（混貝土層）

（ソフトロームブロックを多量に含

む）

－23…



土墳◎第1号溝内にも存在したものと思われる。深さは30cm～50cmであるが，P。は88cmと

例外的に深い。覆土は表土下第3層が浅く不規則に堆積し，柱穴などの落ち込みには小礫を含む

黒褐色土が堆積している。

出土遺物は少く，深鉢形土器片，磨石片などである。

第2号住居址（実測図　図24，遺物　図29）

本住居址は調査区南側D2区に位置し，第1号住居址◎第1号溝と重複している。第1号住居

址との新旧関係をみると本住居址のほうが新しいと考えられる。

主軸方向はN－870…Wで，長軸3．75m，短軸約2．9mの不整方形を呈している。床面までの深

さは15～20cm程で，壁はいずれも外傾して立ち上がる。柱穴をはじめ壁溝や壁柱穴は全く検出

されなかった。

床面は締まりがなく，炉址は確認できなかった。遺構内覆土は1層のみで，部分的に混貝土層

の混入がみられる。いずれにしても本住居址は第1号溝の掘り込みによる撹乱の影響が大きかっ

たものと思われる。

遺物は少量で，称名寺式とみられる土器片が出土している。

第3号住居址（実測図　図25，遺物　図28◎29◎30，写5－2）

本住居址は調査区南側D2区に位置し，第1号住居址の西側に接している。なお床面上に第8

号◎9号土壌が存在しており，第9号土壌は明らかに本住居址を切って掘り込まれていることが

わかるが，第8号土壌は確実ではない。

主軸方向はN－80…Eで，長軸4．13m，短軸3．76mの隅丸方形を呈している。床面までの深

さは，5～30cmで，南及び西に向かって傾斜しているが，凹凸はほとんどなく平坦である。した

がって壁も南及び西側では明確に立ち上がりが認められるが，東及び北側ではほとんど認められ

ない。

床面はロームで，中央部はやや締まっているが，周辺部は軟らかであり，炉址はない。ただ覆土

中に焼土粒子を多量に含んだ土層の堆積がみられた。ピットは4本検出され，Pl◎P2は50～60cm

と深いが，P3◎P。は12～20cmと浅くなってしまう。

覆土は1層のみで，黄色パミス◎焼土粒子を含む褐色土層である。南東部コーナー付近には少

量の貝の堆積がみられた。床面からは20～30cmぐらい上面に当たる混貝土層である。

出土遺物は縄文土器片多数と，磨石1点，石棒片1点などである。

第4号住居址（実測図　図独遺物　図30，写6－1）

－24－
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第25図　第3号住居址

第3号住居址土層解説
AwA′，B～B′

1

2

3

3

4

5

暗　褐　色

土

土

土

（YP e廃土粒子を含む）

（極めて固くYP e廃土粒子を含む）

（3に同じ，ハードロームブロックを

含む）

（固く締まりハードロームブロック

を多量に含む）

（極めて固く粘性あり，ノ＼－ドローム

中にソフトロームが混入する）

6　暗　褐　色　土（YP eハードローームブロックを含

む）

7　褐　　色　　土（よく締まりローム質）
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第26図　第4号住居址

第4号住居址土層解説
1　表　　　　　土

2　黒　褐　色　土

2′　　　　ノ／

3　黒　　色　　土

4　極暗褐色土
5　暗　褐　色　土

6　　　　　　ノノ

7　　　　　　ノノ

（YPを含む）

（締まりなくソフトロームブロック

を多く含む）

（混貝土層）

（締まりなくYP含む）

しよく締まりローム質）

（ハードロームブロックを含む）

（よく締まりパミスを多く含む）

－26－
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第27図　第5・8号住居址
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表1　第28図　住居址出土遺物

出土遺構 e 区 遺物No 器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S 「－09 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 29 ．2 縄文 （R L ）のみ施文 胎 土にス コリア細粒

現存高　　　 25 ．7 内面 はへ ラ整形 を含 む赤褐 色を呈 す

胴部最大径　　 29 ．8 る

2 深　 鉢　 形

！

口　 径　 （32．8） 大型の粗製土器 で，斜方 向のへラ削 り整形が 胎土 に砂粒， スコ リ

現存高　　　 28．1 み られ る アを含 む， にぷ い褐

色 を呈す る

SI－10 1 深 鉢 底 部 口　 径　　　　 9．1 外面　 へラナデ 胎土 にス コリア砂粒

現存 高　　　　 5．7

底　 径　　　　 9 ．6

内面　 へラ削 り 含 む，にぷい赤褐色

を呈 する

2 深 鉢 底 部 現存高　　　 6 ．6 内外面 ともへ ラ磨 き整乳 底 部に網代圧痕 を 胎土 に砂粒 を含有す

底　 径　　　　 7．8

i

有す る る。外面 は，にぷい

橙色 を室 し，内面 は，

黒色 を呈す る

3 鉢　　　 形

l

口　 径　　　 21．9 内面 は，へラ磨 き，外面 はへ ラ削 り整形 ，体 胎土 にス コリア砂粒

現存 高　　 12 ．7 部 に半裁竹管 で弧状沈線 を配す る を含有す る。明褐色

を呈 する

4 釣手形土器 器　 高　　 lL 8 平行沈線，孤状沈線 による区割内 に縄文 。列 胎士 に砂粒 ス コリア

底　 径　　　　 5 ．8 点文 を配す る。釣手集 合部 は盛 り上が り貫通 を含 む。 にぷい橙色

孔 を有す る。底部網代痕 を呈 する（写39－ 7 ）

5 深　 鉢　 形 現存高　　 15．5 胴部 に粗い縄文 （L R ） を施 す。 内面 は，へ 胎土 にスコ リア砂粒

ラナデ を含 む。灰黄褐色 を

呈す る

SI…11 1 鉢　　　 形 口　 径　　　 26 ．7 半裁竹管 による長 楕円形のモ チー フを施 し， 胎 土に砂粒 を含む。

現存高　　　 25 ．3 下位 に懸垂丸 弧線文 を配 しロー ト状 空間 に， に ぷ い褐 色 を呈 す

三角形 を図案化 して配 す る る

2 波 状 目 線 現存高　　 13．4 目線 に粘土 を盛 り上 げ， 内攣 させ る波頂部 は 胎 土 に細 砂 粒 を含

隆起 させ刻み を配す る む。黒褐色 を呈す る

3 深 鉢 底 部 底　 径　　　 7．5 全 面へ ラナデ整形 胎土 に砂粒， スコ リ

ア を含有，外面 は，

明褐色，内面 は黒色

を呈 す る

4 深 鉢 底 部 現存 高　　　 4 ．1

底　 径　　　　 5．3

全面へ ラナデ整形 胎土 に砂礫¢スコリア

を含有，黒褐色 を呈す

5 深 鉢 底 部 現存高　　　 7．6 全面へ ラナ デ整形 胎土 にスコ リア，砂

底　 径　　　　 9．3 粒 を含 む。 にぷい褐

色 を呈す る

…31－



表2　第29図　住居址出土遺物

出土遺構 ¢区 庖 触 器 形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

iP … 1 目　 線　 部 目線部 に横 1 条の沈線 が走 り部分 的に浅 い刺

突文 が残 る

2 ノノ 1 本 の隆帯 を貼付 け， これにななめ方向の刺

突 を加 える。沈線区画 内に縄文

I

3 ノノ 無文帯 の中に横方向の沈線

4 ノノ 目線部 内攣 e 口唇下部 に凹 みをもち胴部 にか

けての地文 は R L

5 頸　　　 部 紐線 で区切 られ，上部 は縄文 を地文 とし太 目

の沈線 が横 方向に 2 条

6 胴　　　 部 沈線 で区画 された中に まばらに縄文が施文 さ

れ る

称名 寺式

7 ノ／ 縄文施文後沈線 で区画 され，区画外 は磨消 し 堀之 内式

8 ノ／ 地文 な し縦 方向の隆帯 に細か な刺突が ある ノノ

9 ノノ 8 の字状の粘 土紐 張 り付 け ノノ

10 ノノ 沈線や直線 的に区画 し，内部 はL R の縄文。

区画外 は磨消 し

ノ／

11 ノノ 太 い沈線が縦 方向に走 る。ヘ ラ整形

12 ノノ 沈線が主で若干 の刺実がみ られ る

SI…02

i

1 胴　　　 部 曲線状の沈線。 ヘラ整形

2 ノノ 直線及 び曲線 の沈線 で区画 し内部に米粒状の

刺実が ある

称名寺式

3 ノノ 粗製。縦方 向の条線

4 ノノ 粗製。 ななめ方 向の条線

SI－03 1 目　 線　 部

】

地文 はL R の縄文 で沈線 。口唇部 は平坦で刺

実が施文 され る

2 〃

ノ

H 緑部 に 2 ～ 3 条 の沈線 が横 方向に走 る。胴

部にか けて縄文

堀之 内式

3 ノノ 直線的 な沈線 で区画 され，刺突が施文 される

4 〃 口唇 部直下 に 1 条の沈線

5 ノノ 口縁部上端 は無文。胴 部の縄文 とは沈線 で区

切 され る
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表3　第30図　住居址出土遺物
桓 土遺構 e 区 遺物No 器形 。部位 法量 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SI一一03

i

6 鉢形口綾部 目線部 はゆる く内攣 す る。頸部 は くびれ 1 条 ；堀之 内式

i
l

の沈線が施 され る

7 口　 緑　 部

！

目線部 は くの字状 に内攣 す る。指頭大の円形 ノノ

刺 突文が施 され る

8 ノノ 口唇部 に 1 本 の沈線 。縦 方向の蛇行撞埠璽旛

璽 薮 る陣ジ′カ′′

ノノ

9
！　 ノノ

目線 部はゆ るく外反 し， 口唇部 に平行沈線 が

走 り内部 には連続刺突文が施文 される

ノノ

10 ノノ 紐線 を貼 り付 け る。横 方向の沈線間 に右下 が

りの沈線 が施文 され る

11 頸　　　 部 連続刺突文 で文様帯 が区画 され上部 は平行沈

線文が施 され る

12

！

胴　　　 部 隆帯が縦及 び横方 向に走 り，上に刺突が施 さ

れ る

13 ノノ 曲線 状の平行沈線が施 され，内部に連 続爪形

文 が施 され る

14 ノノ N o．13 と同様 に平行 沈線十連続爪形文

15 ノノ

i

太 い沈線 が縦 方向 に施文 され， 間に曲線 文が

施 される

16 ノノ 波状沈線 が横走 す る。地文 は縄文

17
！
ノノ 隆帯 が楕 円形 に貼 り付 けられ，半裁竹管文 が

み られる

SI当

l

i

！

1 口　 緑　 部 目線部 は外反 して立 ち上 が る。平行沈線間 を

半裁竹管 によ り刺実 で埋 め る

前　 期

2 ノノ 目線部 は直立 し，数本 の沈線 が横走す る

3 ノノ 目線部 はゆ る く外反 し，平行 沈線 間に山形の

平行沈線が施 され る

前　 期

4 胴　　　 部 直線 e 曲線 か らな る沈線文。地文 は まば らな

縄文

ノ／

5
！　 〝 ス リッ トの入 る隆帯で 区画 され， 下部は縦方

向の細 密線

SI－05

l

i

1 胴　　　 部 平行沈線間 に刺 突を施 す

2 口　 緑　 部 目線部 はゆる く内攣 し無文で ある。 口辱部 に

円形刺実が並 ぶ

堀 之内式

3 胴　　　 部 2 本の沈線 が横走 し，直下 に三角形の刺突文

が施 され る

4 ノノ 沈線文

5 ノノ 目線部 に近 い胴部 で 2 本 の沈線が横走す る。

地文 は縄文

6 ノ／ 縦位 及び斜位の平行沈線文。地文 は荒 い縄文

7 ノノ 縄文 のみ

8 ／ノ 沈線 に よる曲線文 堀之内式

9 目　 線　 部 極 めて荒 い縄文のみ
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本住居址は調査区南側り2区に位置し，第3号◎第5号住居址にはさまれており，本住居址に

接する形で第28号住居址が北側に存在する。なお第28号住居址とは重複しており9　新旧関係を

みると本住居址の方が新しいものと思われる。

平面形は長径4．63m9　短径4．5mの円形を呈し，床面までの深さは，北側で約20cm，南及び

西側は浅くなり5～10cm程である。よって壁も北側では外傾して立ち上がるが，南西部では明確

な壁はみられない。壁溝及び壁柱穴は検出されていない。

床面はほとんど平坦であるが，わずかに北東部に向けて傾斜している。床全面がロームであり

中央部を除き締まりがない。炉址は元来なかったものと思われる。ピットは15ヶ所検出された。

いずれも壁内側，円周上に並ぶように確認されたものが多い。直径15～30cm，深さ10～20cmの

ものが主であるが，Plだけは内部に段がつき，深さ34cmを測ることができる。覆土は暗褐色土

層のみであったがヲ　自然堆積の様相をみせている。表土直下には部分的に混貝土層の堆積がみら

れる。

出土遺物は深鉢形胴部片などの縄文土器片の他，磨石片が1点出土している。

第5号住居址（実測図　図279　遺物　図30，写6－2）
鍔

本住居址は調査区南側り2区に位置し，第8号住居址，第14号◎15号◎16号◎18号◎23号土

壌の各遺構と重複している。なお本住居址は第8号住居址に切られており，より古いことがわか

る。第16号◎23号土壌は本住居址の床面を切っており，第14号◎18号土壌は床面上に検出された。

主軸方向はN－850－Wで，長径3．9m，短径4．24mの楕円形を呈している。長径が短径より短

いのは，西側4分の1程を第8号住居址に切られているためであり，本来は5・5～6m程になるで

し　〉◆　　ゝ　　　　rl一一丁一　つ一　一，1　′で＼、′rP　く、l　ヽ　【1′ヽ　　　√ヽ′ヽ　　m”　＿一プT、J一　〉タ　I　や　　　士！口rr〉㌘r、）1＿ロ立）1－Tサケ三号7＿づて．ごレ′　㍉」JL、′イモ、　ロ立、1♯」レイ、）∴L／T＼⊥ノゝr rl　ト、γ

あらっ。′木田コ来　し、、の7寒さは∠U／、）JUCIIl L’戎）七日ひ㍉　岡′脚」し、は笠は確冨芯し’さ　タ1支い隻牌ノごりUノ†爽〔玉レ」

とどまる。この壁溝も東及び北側では検出できなかった。

床面は平坦で締まりがあり，南側にゆるく傾斜を有する。中央やや南東寄りに炉址とみられる

焼土の層が検出された。しかし床面の掘り込みもなく焼土層も極めてうすいものであることから

長期間の使用を考えるのは無理であり9炉址かどうかの断定は避けたい。ピットは11ヶ所確認さ

れ9　壁及び壁溝に沿ってアトランダムに並んでいる。直径15～40cm，深さ10～50cmを測

るものが大部分である。

覆土は2層に分かれ，上層は混土貝層であり，遺構内全面に堆積していた。住居廃棄後の凹み

に貝が捨てられたものであろう。貝はその大部分がシジミ類であった。

出土遺物の大半は混土貝層中からで，深鉢形土器の破片とみられるものが多数認められた。他

に黒曜石の剥片が数点出土した。
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第5号◎　8号住居址土層解説

A…A′，B…B′

1　表　　　　　土

2　黒　褐　色　土（混土貝層）

3　　　　ノノ　　　　（よく締まりYPを含む）

：3′　暗　褐　色　土（3に同じ）

4　　　　〝　　　　（固く締まりYPを含む）

5　極暗褐色土（混土貝層）

Cww一一一C′

1黒　褐　色　土（混土貝層）

3　暗赤褐色土（ローム層）

D…D′

1　黒　褐　色　土（粘土ブロックのローム粒子を含む）

2　暗　褐　色　土（粘土が多い）

ノ／ （ローム粒子の貝を含む）

lI一一一l－Il’

1　暗　褐　色　土（廃土粒子を含む）

2　黒　褐　色　土（よく締まりYPの廃土粒子を含む）

2′　極暗褐色土（2層に同じ）

2　　　　ノ／　　（粘土ブロックeローム粒子を含む）　　　3　暗　褐　色　土（ローム粒子砂員片を含む）

第6号住居址（実測図　図31，遺物　掬359　写7…1）

本住居址は調査区東側C3区に位置し言ヒ側に第7号住居址，南西側に第n号住居址が検出さ

れている。

主軸方向はN…70－Wで，長軸5．05m，短軸4．0mの隅丸方形を呈している。南東コーナー部

はエリア外のため確認できなかった。床面までの深さは南側で15cm，東側で12cmであるが9

北及び北西部ではわずか数cmの立ち上がりが認められるに過ぎない。壁溝及び壁柱穴は検出さ

れなかった。床面はロームで，それほど締まりはなく平坦であるが9　南から北に向けてゆるい傾

斜を有している。炉址は確認されなかった。

ピットは壁及び床面より12ヶ所検出されたが，位置及び形状はまちまちである。深さ20cm前

後のものが主で，P6の46cmが1番深いピットである。覆土は大きく2層に大別される。自然

堆積と思われ，ともに良く締まりをおびた暗褐色土層である。覆土上部には貝の堆積がみられ，

厚さ15～45cmである。西側では2層に分かれ，上から完全な貝の多い混土貝層，混員土層であ

るが，他は混土貝層だけである。なおこれらの貝層はそれぞれ廃土粒子を多く含むのが特徴であ

る。

出土遺物は縄文土器片と打製石斧1点である。

第7号住居址（実測図　図32，遺物　図35）

本住居址は調査区東側C3区に位置し，第24号◎57号◎59号土壌と重複している。各土壌と

も本住居址よりは新しいと思われ，中でも第24号土壌は明らかに住居址を切って掘り込まれたこ

とがわかる。

主軸方向はN－300－Eで，一辺約4．7m（推定）の方形を呈する。北及び東側は後世の撹乱や

エリア外のため確認できなかった。床面までの深さは5～10cm程で，壁はゆるく外傾して立ち
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第31図　第6号住居址

第6号住居址土層解説
A…A′，H ll’

iK　黒　褐　色　土（混土貝層）

2K　　　　ノノ　　　　（混貝土層ラ　YP録焼土粒子を含む）

2K′　　　ノノ　　　　（2Kに同じ，廃土粒子が多くなる）

3　　　　ノノ　　　　（固く締まりYP eハードロームブ

ロックを含む）

4　暗　褐　色　土（固く締まりYP◎ハードロームブ

ロックを多く含む）

5　　　　〟　　　　はく締まりハードロームブロック

を含む）

6　褐　　色　　土（ハードロームブロックのみ）
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第32図　第7号住居址

第7号住居址土層解説
A…A′

土

2　褐　灰　色　土（よく締まり小レキを含む）

3　異　　色　　土（YPを含む）

4　暗　褐　色　土（YP eロームブロック含む）

5　　　　　ノノ　　　　（YPを少量含む）

6　褐　　色　　土（ロームブロックを含む）

C…C′

l　褐　　色　　土（廃土eローム粒子e炭化物を含む）

2　暗　褐　色　土（廃土を少量含む）
3　褐　　色　　土　はく締まりローム粒子e炭化物を含

4　暗　褐　色　土

む）

（ローム粒子e廃土e炭化物を含む）
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上がる。床面はロームで言頃斜もなく平坦である。炉址周辺は少々締まりがみられるものの他は

それほどではない。住居址主軸線上のほぼ中央部に炉址が設けられている。直径95cmの円形を

呈し，深さ35cmの地床炉である。炉址内部には，炭化物の廃土粒子混入の層が3層ほど堆積して

いたがハードな焼土層は認められなかった。

ピットは床面上に9ヶ所確認されたが，規則的な配置は認められない。いずれのピットも小規

模で9径23～55cmである。深さは12～35cmを測る。P8だけが2段掘り込みのピットであり9

径60cm9　深さ23cmと35cmである。覆土は自然堆積の状態を示しているが，おおむね暗褐

色土1層であった。

出土遺物は少量の縄文土器片だけであり，床面からの出土遺物はみられない。

第8号住居址（実測図　図27，遺物　図36）

本住居址は調査区南側り2に位置し，東側で第5号住居地　第16号◎23号土境と9　中央部で第

22号土壌と，そして西側で第17号土壌の各遺構と重複している。本住居址との新旧をみると，第

5号住居址◎第17号土壌よりは新しく，第16号⑳22号◎23号土躾よりは古いと思われる。

平面形は不完全ながらも直径4．4mの円形を呈している。床面までの深さは25～37cmで，

壁は外傾して立ち上がっている。しかし重複している第5号住居址と床面のレベルが同一である

ため9　東側では壁の検出ができなかった。ただ壁溝状のわずかな凹みがみられ，この部分が本住

居址東側の境界になると考えられる。床面は多少の凹凸はあるもののほぼ平坦で言頃斜もみられ

ない。ロームを掘り込んだ床面であり，P7～P9の周辺はよく踏み固められてしまっているが，

他の部分はそれほど顕著ではない。炉址は検出されなかったが，あったとすれば第22号土壌によ

れ「nセム姦∴斗∴ん1－㌢1　4＝　′mJ㌧∴Tr台ヒノレトふヾ」一立I、し　日］1し、↓1、Z IJ、、，LJヰ踪有力上梓再77むゝので　n　ノア百に旗三刃、曇を1ナフ
ソ瑚又堺C、4し」　し′C入　YJ／」．＝」目にl工んrJノ＼ご　V．C一ノL、ペノ4してJ o L－　／l Vふノ／l＼L上封／「に⊥」VJIL」ノ　L J　／！ノ＝」日エロノい」∴ペレ／」○

規則性はないが，直径30cm，深さ60～70cmのピット（P5◎P6◎P8◎P9）と直径30～35cm，

深さ10～39cmのピット（Pl◎P2◎P3◎P4◎P7）の2種がみられる。

覆土は大きく2層に分かれ順に黒褐色土層，暗褐色土層である。上部での貝層は認められなかっ

たが91層下部まで掘り下げたところ，中央部及び東部の2ヶ所から貝層が検出された。貝層上

部は床面レベルより20cm上にあたっている。覆土内の貝層であったため，そのまま床面まで掘

り下げたところ，貝層は床を切って堆積していることが判明した。結果的にこの貝層は住居址覆

土を切って掘り込まれた第22号◎23号土壌の覆土であったわけである。以上の経過から2基の土

境は住居址床面から掘り下げられているような結果になってしまったが9　実際には床面より最底

20cm以上も㌧上部から掘り込まれていたと考えられるのである。

出土遺物はその大部分が覆土中からで，縄文土器片（深鉢形土器の破片が主）言無茎石鉄2点（黒

曜石◎チャート）などであった。
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第33図　第9号住居址

第9号住居址土層解説
C…C′

1　暗黒褐色土（混貝士層）

2　灰　白　色　土（締まりなく廃土を含む）

3　明赤褐色土（焼土層）

4　黄　褐　色　土（ローム，焼けて固い）
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第9号住居址（実測図　図33，遺物　図28◎36◎37，写8…1◎2）

本住居址はC2区東側に位置し，第88号鱒1号土壌と重複している。また北側に接して第145

号土壌が所在する。床面がロームを掘り込んで作られていないためにピット列のみの確認しかで

きなかった。したがって2基の土壌との断面図作成が不可能であったため，新旧は不明である。

主軸を東西方向に有し，長軸6．8m9短軸5．35mの長方形を呈する。前述のように遺構確認面

が床面であった関係で壁の検出はできなかった。壁溝は断続的に周回しており幅15cm，深さ5

cmである。壁溝内には壁柱穴がある。これは2種に大別でき9　径15cm深さ5～10cm程の小

柱穴と，径25～50cm深さ30～80cm程の大柱穴とである。床面はロームでよく締まり平坦で

ある。特に炉址周辺は貼り床と思えるほど踏み固められていた。炉址は主軸北軋　やや東寄りに

確認され，長径65cmの楕円形を呈している。床面より約ユ5cmほど掘り下げた地床炉で，赤

褐色に焼けた廃土の堆積がみられた。

ピットは壁柱穴以外に35ヶ所認められた。主柱穴としてP5◎P8◎P9◎Pl。◎P14◎P16◎P17◎P】8◎

P27◎P28◎P32◎P3。などが考えられ，径35～65cm9　深さ26～94cmを測る。P12は径（95cm）

のわりに浅く（28cm）9　灰及び廃土粒子の堆積が認められたことから炉から出た灰などを一時的

に捨てるためのピットと考えても良いと思われる。遺構内の覆土は確認できなかったが，C3区

から西に向かって伸びる員層の先端部直下に当たっている。表土下数cmよりヤマトシジミを主

にした純貝層が遺構北東部上面に堆積していた。

出土遺物の多くの縄文土器片の他に，粗製深鉢形土器，深鉢形土器の目線部片などがあり，ピッ

ト内からも土器片の出土をみた。

ノr′r l′ヽ　⊂コ／⊥ロl＿t　／仁土ご∴Hlll、、′l r、、′l　′11　、宰　ヰみ71　1、、′l‘1し）一　つT　　√ト’／ヽ　　　1　＿　・1＼

芽弓　且Uでデ1土暦識エ　フモ則L丞」　凶J49　ノはまm　凶ム0噌∴Jト事　▼うトコ　　⊥　甲　乙ノ

本住居姐まC2区南東部に位置し，第15号住居址の西側にあたっている。

主軸方向はN－340－Eで9　長径5m以上，短径4．26mの楕円形を呈している。南側は通路や

土嬢との重複のため確認できなかった。床面までの深さは5～20cmで，壁は外傾して立ち上が

る。壁溝は北及び東側の一部で切れているが，幅約20cm，深さ約5cmのものが検出された。

壁溝内には径◎深さとも20cm前後の壁柱穴が存在している。床面は炉址周辺が固く締まり，ほ

ぼ平坦である。中軸の西側やや北寄りに炉址があり，径55cm，深さ17cmの地床炉である。床

面を皿状に掘り凹めたもので，厚さ8cmの焼土がみられた。

ピットは床面に23ヶ所確認された。炉址周辺及び北側に多く集中しているのが特徴である。径

17～58cm，深さ16～74cmを計る。覆土は住居址中央部に純貝層の混土層が厚く床面まで堆積

していた。住居廃棄後，早い時期から貝の堆積が始まったものと思われる。

出土遺物はほとんど覆土からで，多数の縄文土器片，深鉢形土器，釣手付土器，石皿片，砥石

－40一



第34回　第10号住居址

第10号住居址土層解説
Ar……A′j主牒′

l　純　　貝　　層

2　黒　褐　色　土（混貝土層）

3　　　　ノノ　　　（よく締まり廃土の灰e YPを含む）

3′　暗　褐　色　土（ロームブロックを含む）

4　黒　褐　色　土（固く締まりY Pのハードロームブ

ロックを含む）

4′　暗　褐　色　土（粘りがありYI）を含む）
rl育　与Eヨ　A5　日目　憫　巳　土（ハードロームブロックeブラック

ハhm…ドロームブロックを多く含む）

6　褐　　色　　土（大変固く締まっている）

7　黒　褐　色　土（固く締まりハードロームブロック

を含む）

．＿11－

1）1）‾

1にぷい褐色土（員も灰e焼土粒子を含む）

1′　　　〝　　　（貝を含まない，他は1に同じ）

2　灰　白　色　土（大部分が灰で廃土粒子を含む）
3　明赤褐色土（廃土胤　大変固い）

4　暗　褐　色　土（上部は熱を受けて何年廃土を含
む）

5　極暗褐色土（灰e廃土粒子を少量含む）
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表4　第35回　住居址出土遺物

出土遺構e区 器形の部位

泥状日縁

法蔓（cm） 表　面　の　裏　面　の　特　徴

隆帯を渦巻状に貼りノ榔ナラ　そこに楕同形の刺

突文を配する

日 日 縁 部　 ≡誓≡≡≡≡喜蓋…薫 孟恵 し軒 ～ 「

l
i3 ［　 ノノ　　　　　　　　　 外反する目線で弧状の沈線を配する
［
畑　 ノノ　　　　 誓 霊 霊 立ち上が蟻 行沈線を配す

！5 廉 ［摘　　　 慧 霊 誓 票 志 禁 霊 冒して2本の　　 「

6 i日 縁 部i　　 票 ㌻豊 孟孟；珊 瑚 慄文を配する0 地文！

つ　 〝

8　 胴　　 部　　　　　　　　 縦位の沈線を配し撃その間を斜行沈線でうめ　堀之内式

i　　　　　　　 る

9 i　 〝　　　　　　　　　 直線及び曲線の沈線文のみ。地文は縄文　　　 ノノ
［
1中　 ノ　　　　　　　　 直線的な沈緩。地文は縄文

H l　 〝　　　　　　　　　　　 縦位の沈線を配す。ラ地文は縄文

12 i　 ノノ　　　　　　　　　　 斜行沈線。地文は縄文

i13 ！ もノノ　　　　　　　　　 地文は縄文でラ直線的な沈線

E午 ］緑部　　　 芸芸‡禁慧霊芸濃慧警；票的な文様に堀之内式

15　　　 ノ　　　　　　　　　　　 細い絶縁を配 し撃　沈線で直線的な文様を区画　　 〝

し，中に縄文を充填する。外側は磨消し

16　 胴　　　 部　　　　　　　　　　 羽状縄文のみ

当　 ノノ　　　　 慧 霊 芸あたり言二部からの沈線が止 まる。

18　 ノノ i　　　 博 文のみ

可　 〝 ！　　　 楓文のみ

r7㌔
つ 〔二」 綾 部 i　 孟本の蒜 議 が施蒜 ㌫ 嘉 蒜 「．uu‾‾ ～ w

j日 胴〝部槌 」 の平行沈線。地文は縄文。

十 」 ⊥ 」 禁 票 禁 を区画し普高に縄文を充

巨 i ノノ i　　　 縄文のみ。LR　　　　　 i＋ …‾「

…45－



表5　第36図　住居址出土遺物

出土遺構 e 区 i遺物No・器形 e部位
E
法量 （crn） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SI－…08　 日

！

i 波 状 目 線

！
i
［
［

小 突起 をつ くる波状 目線部で外反 して立 ち上

が る。沈線 で直線 的な文様 を構成 す る。地文

は縄文

2 口　 縁　 部

】i

王

内攣 して立 ち上 がって きて，口唇部 で くの字

状 に外反す る。連続刺 突文が曲線状 に配置 さ

れ る

i 3
ト

6

i三

川

11

12

可

1日

15

1 6

ノノ 目線部 は無文帯で，下部数条 の沈線 が配 され

る

／ノ 口唇 部に沈線 を有 し，胴部 にかけて多数の沈

線 が施文 され る

ノノ ゆ るく外反 して立 ち上 が り，口唇部 と平行に

三本 の沈線が配 され る。幾何学的 に刺 突文 も

施 され，内部 は磨消 しである

ノノ くの字状 に強 く外反す る口緑部 で学　内側 が若

干 凹んでい る。下部 は縄文

ノ／ 直立 する目線部で， 目線 に平行 に 1 本 の沈線

を有 し，下 部は比較的荒 い縄文

ノノ 直立 する口緑部で，縄文の み

ノノ わ ずかに外 反す る口縁部で，地文 は縄文。 口

唇部 内側 が若干凹む

胴　　　 部 半裁竹管文 が弧状 に配置 され る

ノノ 隆帯 をY 字状 に貼 り付 け そこに刺実 を有 す

る。沈線 が曲線状 に施文 される。地文 は縄文

ノノ 横位 の隆帯 に刺突文 を有 し，地文 はまば らな

縄文 。へラ整形がみ られる

ノノ 沈線 が曲線状 に施 文 され る。地文 は縄文．

ノノ 無文。ヘ ラ整形 がみ られ る

〃 縄文の み

ノ／ 縄文の み。 L R

SI当 1

i 2

i 3

浅　　　 鉢

口　縁　部

口唇部に2本の沈線を配し，所々に円形の刺
突文を有する

小型深鉢

目　線　部

l目線部に細い紐線を配し，胴部にかけて直線

及び曲線の沈線で区画した中に縄文を充填す

る。外は磨消し

精製品

i

ノノ 目線部はゆるく外反し，沈線で直線及び曲線

的な文様を区画し，中を縄文で埋める。外側

は磨消し

／ノ

－46－



表6　第37図　住居址出土遺物

出土遺構 。区
桓 物N
0．器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

引㍉牒9 4 日　 縁　 部

［

波状口縁の突起部 で， 口唇部 に楕 円形 の刺 突

文 を有す。太い沈線

5 i讐 緑 禁 目線部 は内攣 して立 ち上が り，三本 の沈線 を

施文 し， 中に まば らな縄文 を残す。胴部 は磨

消 し

6 目　 線　 部 日録部内側が くの字状 に内攣する。口唇 部 は

平坦で沈線 と刺実 を施文 する

7 ノノ 口緑 部は内攣す る′。 口綾部 に平行 な帯縄文 を

有 する

8 ノノ 内攣 して立 ち上 がる目線部で，無文

9 ノノ ゆるい波状 口緑 を呈 し，無 文

10 胴　　　 部 隆帯 を縦位 に貼 り付 け刺突 を有する。平行沈

線 が直線的 につ く。地文 は縄文

11 ／ノ 直線 的な沈線 文。地文 は縄文

12 ノノ 縄文 のみ

13 ノノ 縄文 のみ

SI…10 1 波 状 目 線 目線 は平縁 で突起 を有 し，楕円形の刺突文が 堀之 内式

3 ヶ所 ある。細 い放線 がつ き，下部に C 字状

及び横位の沈線 を施文 する。胴部 は無文 ．

2 口　 緑　 部 目線 部は直立 し， 2 本の沈線 を 2 段 に配 し，

さ らに斜行 する沈線 を間 に施文 し内部 に縄文

を充填 する

ノノ

3 ノノ 口綾部 は直立 し，一条 の紐線 を配す る。胴部

には平行沈線が 2 段 に施文 され る。地文 は縄

文

4 ノノ 日綾 部に隆帯を有 しその上 に刺突 を施 す

地文 はR L の縄文

5 ノノ 目線部 に細 い紐線 を配 し，沈線で直線的 な文

様 を区画 し， 中に縄文 を充填す る。外側 は磨

消 し

堀之 内式

6 ノ／ N 0．5 と同一個体 ノノ

7 ノノ 2 本の平行沈線 を有 し， 中を縄文 で埋 める。

他 はへラ整形

8 ノノ 目線部 に平行 な太い沈線 を有 し，地文 は荒 い

縄文

9 ノノ 横位の沈線 を主体 とし， S 字状の沈線 を縦位

に配す る。 口唇部 の稜 に きざみが はいる

10 〃 目線部が くの字状 に内反 し，無文 であ る

11 胴　　　 部 縦位 に隆帯を貼 り付 け， その上 に刺実 を加 え

る。横走 する数本 の沈線 もみられ る

…47－



状石器9　たたき石9　麿石片9　麿製石斧などがある。

第m号住居址（実測図　図38撃遺物　図28ゆ43◎舶◎嫁写10－1◎2）

本住居址は調査区東側C3区に位置し言ヒ東2mに第6号住居地南2mに第12号住居址が

存在する。平面形は円形で9直径は約5．2mである。遺構確認が覆土上部でできなかった関係で9

壁や壁溝は検出できていない。

床面は平坦やあるが，北東側にゆるい傾斜を有する。なお中央部及び北西部に浅い落ち込みが

あるが9これは炉址直下の掘り込みとみてよいと思われる。ピットは23ヶ所検出された。特徴的

なことは径30cm◎深さ30cm前後のピットと，径40～45cm⑳深さ63～90cmのピットが80

cmの間隔をおいて交互に確認されたことである。なお大ピット列は小ピット列より30cm程内

側に位置している。この規則的なピット列もラ南側においてはいくらか不規則になっており，出

入口との関連が考えられそうである。

遺構内覆土は確認できなかったが9遺構上面は混土貝層の堆積がみられ9　この貝層下部で炉址

が検出された。しかしそれに対応する遺構が確認できないため掘り下げていったところ9本遺構

が検出されたわけである。結果的に炉址が床面より40cm浮いてしまうことになった。炉址内部

には灰白色の灰9赤褐色の焼土の堆積がみられた。なお本遺構には北側床面上にもう一ヶ所炉址

が検出されている。長径約105cmで9楕円形を呈し深さ35cmの地床炉である。しかしPlと重複

していることもあり9　本遺構に伴うものかどうかは判定しがたい。

出土遺物は縄文土器片の底部片5点，目線部片，石皿片，磨り切り手法によるとみられる刀子

状装身具などがある。

第12号住居址（実測図　図39，遺物　図45・46）

本住居址は調査区東側C3区に位置し9　北に第11号住居址，南に第14号住居址が存在する。

東側はエリア外のため確認できなかったが，径約2．75mの円形を呈するものとみられる。床面ま

での深さは約20cmを測り9　壁満車壁柱穴は存在しない。

床面はロームであり，平坦で傾斜はない。炉址は検出されなかった。ピットは3ヶ所検出され

た。径30～40cm，深さ16～20cmのピットで9　径に比して浅いものである。覆土は現地表面

が混貝土層であり，その下部にも混員土層が堆積する。遺構内部は自然流入による様相をみせ9

暗褐色土◎黒褐色土の堆積がある。

出土遺物は縄文土器片の他に，完形の椀形土器上島　無茎石鉄1点などがある。

第且3号住居址（実測図　図蛾　遺物　図57）
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第38図　第Ⅲ号住居址

第11号住居址土層解説
A A′

1K　にぷい黄褐色土（混土貝層）

2　にぷい黄橙色土（固く締まり廃土ブロックe炭化物を
含む）

3　明　褐　色　土（黒色土を含む）

4　黒　褐　色　土（YP e焼土ブロックを含む）

5　　　　ノノ　　　（YPeハードロームブロックを多く

含む）

6　　　　〃　　　（締まり弱くYP eハードロームブ

ロックを含む）

7　暗　褐　色　土（ローム粒子eソフトロームブロック

を含む）

8　にぷい黄褐色土（締まり弱くソフトロームを多く含

む）

－49－

B…B′

lK　にぷい黄褐色土（浪士員層）

2　灰黄褐色土（固く締まり，炭化物e異色土ブロッ

クを多く含む）

3　にぷい黄橙色土（固く締まり焼土。炭化物を含む）

4　にぷい橙色土（締まり弱く焼土粒子e黒色土プロツ

5　橙

6　明

7　黒

8

色
褐色
褐色

土

土

土

クを含む）

（焼土の中に灰が混入する）

（黒色土ブロックを含む）

（固く締まり廃土◎YPを含む）

（締まりなくYP◎ハードロームブ

ロックを含む）

9　暗　褐　色　土（ソフトロームブロックを含む）

10　にぷい黄褐色土（ソフトロームを多く含む）
C－C′

1　黒　褐　色　土（廃土粒子e灰を含む）

2　にぷい黄褐色土（しまりなく灰をブロック状に含む）
3　にぷい黄橙色土（固く締まり焼土e炭化物を含む）

4　明　褐　色　土（黒色土ブロックを含む）

5　暗　褐　色　土（焼けて固く締まる）
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第39図　第且2号住居址

第12号住居址土層解説

1　黒　褐　色　土（混貝上層）

2　暗　褐　色　土（YP。ハードロームブロックを含
む）

2′　黒　褐　色　土

3　褐　　色　　土

4　　　　　　ノノ

（YP e員片を含む）

（YP eソフトロームを含む）

（ハードロームブロックを含む）
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第40回　第13号住居址

第13号住居址土層解説
1　暗　褐　色　土（混貝土層）

2　　　　ノ／　　　（YP eハードロームブロックを含

む）

2′　黒　褐　色　土

3　褐　　色　　土

4　暗　褐　色　土

（貝・土器片を多く含む）

（YP。ソフトローム含む）

（YP e廃土粒子含む）
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本住居址は調査区東側C3区に位置し言ヒ側に第14号住居址魯第48号土壌などが存在してい

る。調査エリアぎりぎりに位置しているため，50％以上の部分が調査できなかった。

調査できた範囲では南北約3mラ主軸方向をN－450－Wに有する楕円形の住居址であろうと思

われる。床面までの深さは約7cmで9壁は外傾して立ち上がっている。壁溝は幅5～10cm程

で撃　壁柱穴が約罰叱m間隔で並んでいる。深さはおおむね20cmを測る。

床面はロームで9締まりがなく軟らかい。起伏はほとんどないが北側に向けてゆるい傾斜を有

している。炉姐まその大部分がエリア外に位置しており，西端部が確認できたにすぎない。ピッ

トは壁柱穴以外に3ヶ所確認できた。径30～40cm　深さはcm程である。覆土は固く締まった

褐色土と暗褐色土である。地表面近くには混貝土層が約20cmの厚さで堆積していた。

遺物は縄文土器片の他に9　完形の小型鉢形土器の出土をみた。

第掴号住居址（実測図　図41）

本住居址は調査区東側C3区に位置し，北及び南側を第12号◎13号住居址によりはさまれてい

る。東榔ま第13号住居址同様エリア外のため確認できないが9一辺約3・4mの方形を呈するとみ

られる。遺構確認画からの深さは8～15cmを測り9　壁は外傾して立ち上がっている。壁溝はほ

とんど確認できず撃　壁柱穴も極めて浅いものが数ヶ所検出できたにすぎない。

床面はロームで言頃斜もなく平坦であるが，P2◎P3を囲むように長軸約80cmの浅い凹みが

認められた。炉址は検出されていない。ピットは7ヶ所検出され，Pl◎P4◎P5が主柱穴の一部で

あると思われる。径35～50cm9　深さ54～61cmを計る。覆土は固く締まった黒褐色土◎暗褐色

土でありラ　地表面より　20cmの厚さで混土貝層がみられた。

遺物は極めて少量で9　破片が数点出土しただけだった。

第摘号住居址（実測図　図429　遺物　図579　写11－0

本住居址はC2区南東部に位置し9内部に第99号土壌が所在する。本遺構との新旧関係である

が9住居址内覆土を切っている様子もないことから，同時乳　すなわち本住居址に付属する貯蔵

穴とみてもよいかと思われる。

遺構の大半が通路にかかっているため9　正確な主軸方向は計測できないが，西側に傾くとみら

れラ南北1．4m彗東西3．2mの長方形を呈している（現況）。床面までの深さは7cmで，遺構中

央部では深くなり約25cmを測る。壁溝は北及び西側において部分的に検出された。壁柱穴は20

～40cmの間隔を置いて検出され9　径は15cm前後9　深さは24～31・5cmである。

床面はロームで締まりがなく9　中央部に向けてゆるい傾斜を有する。炉址は確認できなかった

がラ恐らく通路下部に存在していると考えられる。ピットは2ヶ所しか検出されなかった。覆土
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はおおむね2層に分けられ，廃土粒子や炭化物を含む暗褐色土層である。なお土境内には厚さ15

cm程の純貝層が堆積していた。

出土遺物として多数の縄文土器片9　鉢形土器底部9　無茎石鉄などがある。

第41図　第14号住居址

第14号住居址土層解説

1黒　褐　色　土（混貝土層）

l′　暗　褐　色　土（　ノノ　）

2　　　　ノノ　　　（YP。ハードロームブロックを含

む）

…53一

2′　黒　褐　色　土

3　暗　褐　色　土

4　褐　　色　　土

5　　　　　　ノノ

（貝・土器片を含む）

（YP e廃土粒子を含む）

（YP eソフトローム含む）

（ハードロームブロック含む）



薫．⊥＿二二ご；；誓．－詣IrTで

第42図　第15号住居址

第15号住居址土層解説
1　表　　　　　土

2　黒　褐　色　土

3　暗　褐　色　土

4　　　　　　ノ／

5K　純　　貝　　層

6　黒　褐　色　土

7　褐　　色　　土

8　黒　褐　色　土

9　褐　　色　　土

（締まりなくポロポロである）

（よく締まりYPo廃土粒子e炭化物

を含む）

（よく締まりYP e炭化物を含む）

（極めて固くロームブロックを含む）

（粘りがありロームブロックを含む）

（締まり弱くロームブロックを少量

含む）

（よく締まりロームブロックを含む）
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表7　第43回　住居址出土遺物

出土遺構 ・区 i遺物N0・i器形 e部位 i 法射 cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴　 i 備　　　　 考

S I～11

i

i

［

1 部 i 横位の隆帯をはさんで刺突文を配する。

2 i波 状 口縁

i突 起 部

！
突起部で内側が大きく攣曲し，2 この円形刺

突部より下にU 字形の沈線がほいる

3 i波 状 日縁 口縁に平行して凹みがみられ，波頂部にC 字

i
き

状の陰刻文を配する

4 i　 ノノ 波頂部から左右に太い沈線が入り，これをは
i

i

】
さむ形で円形の刺突文が 2個配される。地文　　　　　　 i

は縄文

5　 j　 ノノ

i
波状目線の突起部で，大きな円形の刺突文が

縦に3 個並ぶ

6 i 〝

i

波頂部より縦位にY 字状の隆帯を貼り付け，

両側を直線的な沈線で埋める

つ 口 縁 部
肇 寒，堅些婆埠。胴部に縦位の沈線。地文は

癖文
堀之内式

8　　　　　 ノノ
i

i

】

口唇部に凹状沈線。胴部に縦位の沈線。地文 〃
は縄文

9　　　　　 ノノ 目線部に1条の沈線。胴部は縦位の沈線で埋 ノ！

j
める

当　 ノノ

［l

日綾部に1条の沈線。胴部に孤状の沈線がの　　 〝

びる

可 胴　 部
直線及び弧状の沈線。地文は縄文 ノノ

当 日 縁 部
口縁部はゆるく内攣し，横方向に円形刺案文

が施される

13
I

ノ／ 細い隆帯が目線と平行して回り，途中に8 の

i

i

字状の貼り付け文がある。沈線で幾何学的に

区画され，中に縄文を充填する。外は磨消し

14

i

ノノ 刺実のある細隆帯をめぐらし，8 の字状の貼

り付け文を有する

当　 ノノ
縦位及び横位の隆帯を有し，その上に刺実を

施す。目線部はくの字状に内側に曲がる

16 つ 口縁部は内攣し，口唇部にきざみを有する。1組の平行沈線を施文し，その上下に接する

形で刺突文を加える

17 i ノノ i

i

内攣する浅鉢の口縁部で，上下を沈線で区画

した縄文帯を持つ

当　 ノノ
N o・17 と同一個体。縄文帯の中に縦方向の沈

線あるいは刺実がある

19 ノノ 日縁部に平行する2 条の沈線を有し，中に刺

i 実を加える。胴部は沈線で区画された磨消穐
文である

20　 胴　　　 部 ！沈線で幾何学的な文様を区画し，中に縄文を 堀之内式

充填する。外は磨消しである

21 ノつ

i

曲線状の沈線で区画し，中に縄文を充填する。

夕日ま磨消し

22 〝 I i蛇行沈練を施文する

23 ！ ノノ i ！′結束第 1種　　　　　　　　　　 ！

j
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表8　第44図　住居址出土遺物
出土遺構 ゆ区 ［遺蜘 0・

器形 e 部位　　　 法巌 （cm ） 表　 面　 ◎　 裏　 面　 の　 特　 徴
i 備　　　 考

SI…m・－11 1j　24
】

I
目　 線　 部 口唇 部が くの字状 に外反 する。胴部 は縄文

i

ii25「

ノつ

li
i

口綾部はゆ る く内撃 に立 ち上が り， 口唇 部で

くの字状 に外反す る。沈線 で区画 され た縄文

帯を もつ

i

i

l

i

】

26 日縁部に 1 条の沈線 を有 し9胴 部 は儀 文の み。
［

［
L R が多い

I

27

28

i

i ノノ i
口唇 部内外 に凸帯 を有 す。地文 は縄文。

ii
ii　　　　　　　　　　　　 i

1
ノノ i
i

縄文 のみ。 R L
】

ミ！
29

ノノ i

l

わずかに外反す る。縄文 のみ
i

30
ー　 〝 i

波状 目線。縄文のみ
i　　　　　　　　　　 ［

31 ノ／ 地文 は縄文
Bi
！

1 32 ノ／ 地文 は縄文
！

33 ノノ 目線部 に 1 条の沈線。地文 は縄文

34
〝 i

口縁部 は凹凸をみせ る。地文 は縄文

35
l 〝 i ！地文 は縄文。 自 つ

i

l

3 6

！
ノ／

上 条の沈線 で区画 し， 口唇部 まで縄文 を充 填

巨 る

［37
〃

五 磯 部に紐線 を付 し瀾 方向の斜沈線 を施す。

地文 は荒い縄文

加 曽利 B 式 （粗製）

38 ノつ ［」縁部 に紐線 を付 し，横方向の沈線 を施 す。

地文 は荒 い縄文

ノノ　　　　　　　 〃

39 ノノ 口縁部 に紐線 を付 し，横方向の沈線 を施 す。

地文 は荒 い縄文

ノノ　　　　　　　 〃

40 〃 日縁部 に紐線 を付 す。沈線で区画 され た中に

斜位 の沈線 を施 す

加 曽利 B 式

l
4 1

4 2

ノノ 口緑部 に経線 を付 し，荒 い縄文の上 に斜位 の

沈線 を施 す

［
ノノ

ノノ H 縁部 に紐線 を付 し，拙 い条線 を斜方向 に施

す

ノノ
［

［l

43 〝　　　　　　　　 i ロ縁部 に紐線 を付 し警　胴部 は縄文のみ r［

44 ノつ 目線部に紐線を付す。地文は縄文
i

l

i

4 5 〃 Lj 縁部 に紐線 を付 す

46 胴　　　 部

】

頸部 に紐線 を付 し，上下段 ともに斜方向 の沈

線 を施 す。地文 は荒い縄文

47 つ 頭部に紐線を付し，上は斜方向の沈線言下は
縄文を施す

48
ロ 縁 可

i

口緑部は外反し9　2本の沈線の問にまばらな

縄文を配す

…60…W



表9　第45図　住居址出土遺物

出土遺構 ・幸 遺物‰！器形 傲部位 法量 （cm ）
！ 表 面 e 裏 面 の 特 徴　 ～ 備　　 考

SL ＋H

i

49 H　 緑　 部

［
目線部 は外反 する。斜行 する沈線 を施す

50 〃 横走す る沈線 を施 す。地文 は荒 い縄文

51 ノノ ゆ る く内攣す る口綾部でラ　横達 する沈線 →斜

行す る沈線 の順 に施文す る

52
！
ノ／ 右下 が り→左 下が りの順 で沈線 を施文 する

53 〃 右下が り→左下 が りの順 に沈線 を施 しラ地文

は縄文 である

54 胴　　　 部 右下が り→左下が りの順 に沈線 を施 す

55 〃
i

右 下が り→左下が りの順 に沈線 を施 す

56 ノノ 右 下が り→左 下が りの順 に斜 行沈 線 を配 す

る

57 目　 線　 部
！

内攣 する浅鉢 の日縁部 で，数条の平行沈線 を

［

引 きラ　間 を斜位 の沈複写　磨 消 し，縄文 などで

施文す る

58
ノノ　 ！

内側の 口唇部 に刻み を持 ち9　内面 は削 りに よ

る凸帯 を残 し， ここにも刻み を有 する

59 ノノ 日経 部内側が凹み予　文様 はな い

60 〃 波状 口縁 を呈 し，波頂部か ら沈線が下が る。

（ ）形 の単位文 が 2 段 に付 く

6つ 底　　 部 ！ 網代痕

湖上」2

i i

i

！
1 I 目　 線　 部 － 隆帯が楕円形 に回 り，中 を幾何学 的な沈線 で

かぎ る

2 ノノ 口唇部 に円形 刺実 を施 こし両側 に 2 条 の沈線

を配 す。胴部 に沈線 を施 文す る

3 ノノ 口緑部が 内攣 しタ　沈線 を施 す

4 ノノ 数条の沈線で文様 を現わ す。地文 は荒 い縄文

5 ノノ 口唇部 に太 い沈線 を配 し9　平行 する教条の沈

線 が横達す る

i
6 i ノノ 口唇 部及び胴 部に横達す る沈線 を施文 する。

地文 は縄 文

！i′TJ ノノ 口唇部 に太 い沈線 を配 す。 地文は縄文

8 ノノ 日綾部 に 2 条の沈線 を横達 させ9　その間．に点

刻文 を施す。地文 は縄文　　　　　　　　　 i

－（う1－、－



表10　第46図　住居址出土遺物

出土遺 構 。区 遺物‰ 器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SI… 12 9 口　 縁　 部 外反す る目線 で，縄文 のみ。 L R

10 ノノ

！

内傾す る口緑部 で， 口唇 部のみ外反す る。横

方向の縄文 ii

1 1 ノノ

l

】
外反す る目線部で， 口唇部 内側 が くの字状 に

屈曲す る。縄文の み

I 1 2
ノ／ 内攣す る鉢形土器で， 10本 の沈線 が横走 し，

内部に縄文 を充填す る。外 は磨消 し

加曽利 B 式

S I…13 1 目　 線　 部 目線部が くの．字状 に屈 曲 し，斜位及 び弧状 に

隆帯 を貼 り付 ける。へ ラ整形

S I… 15 1 口　 緑　 部 くの字状 に屈 曲す る口緑部で，紐線 を付 し，

口唇部 に列点刺突 が施 され る i

2 胴　　　 部 沈線で 区画 した中にR L の縄文 を充填す る。

外側 は磨消 し

3 目　 線　 部 口緑 に平行 に細 い紐線 を付 す。磨消 し
i

4 ノノ 日録 はゆる く外反 し， 口唇 部を沈線 で区画 し

内部 は列点刺突 を加 える。 沈線下 に縄文 を施

す

5 ノ／ 直立す る目線部 で，内側 に数条の沈線が入 る。

縄文の み

6 ノノ 目線はゆる く内攣 し， 口唇部 の 1 条 の沈線 で

区画す る。 縄文のみ

7 ノノ 目線部 は内攣 し， 2 本の平行沈線の間 を斜位

の短 い沈線 で埋 め る

8 ノ／ ゆる く外反 し， 口唇部 内側 は削 り取 られ て稜

を成 す。縄文 のみ

9 ノ／ へ ラ整形

10 底　　　 部 網代痕

第16号住居址（実測図　図63）

本住居址はBl区◎B2区にまたがって検出され，第27号住居址と重複している。土層断面図

をみると，第27号住居址に切られていることがわかるが，床面レベルが同一なこと，壁溝が連続

していることなどから第27号住居址の拡張部分とも考えられる。しかしここでは各々単独の住居

址として説明しておく。

主車離ま東西方向であると思われ，確認部分の南北長3．21m，東西長上5mを測る。壁は確認で

きなかった。床面は黒色土中に検出された比較的軟らかい。また傾斜もなく平坦である。炉址は
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なかった。ピットは1ヶ所検出され9北東コーナー部に位置している。なお床面上には混貝土層

の堆積がみられた。出土遺物はない。

第五7号住居址（実測図　図47，遺物　図57◎58図，写11－2）

本住居址はC3区に位置し，第1号溝◎第190号土壌と重複している。各遺構とも本住居址よ

りは新しいと思われる。特に第1号溝は遺構中央部を横切っているため，炉址などは半分近く失

われていた。

主軸方向はN－250－Eで，長径505m9短径5．0mの楕円形を呈している。床面までの深さは

東及び南側で深く18～23cmを測るが9北及び西側では極めて浅く5cm程である。壁溝や壁柱

穴などは確認されなかった。床面は炉址の周囲は固く踏みしめられていたが9壁近くはそれほど

でもない。また多少の凹凸がみられ，北東方向にゆるい傾斜を有する。

ピットは18ヶ所検出された。主軸と平行に東西に配置されている傾向がみられ9径25～80cm9

深さ16～102cmを測る。この他に第1号港内にも数ヶ所のピットが存在する。第1号溝により

半分切断された形で炉址が床面のほぼ中央部に検出された。元来は長径75cm程の楕円形を呈し

ていたものと思われるが9前述のように東半分は消失している。床面を25cm掘り凹めた地床址

で，焼土層の堆積がみられた。覆土は貝層と暗褐色土層に大別される。貝層は住居址中央部から

南側一帯にかけて床面まで堆積しており9上面は混土貝胤下面は混貝土層である。

遺物は深鉢の破片とみられるものが多数みられ，他に完形の鉢形土器（加曽利B式），小型深鉢

形土器が出土している。

第五8号住居址（実測図　図48）

本住居址はC3区に位置し9南東部には第1号溝◎第17号住居址が所在している。

表土掘り下げ後，ピット列としてとらえることのできた遺構で，径5．6mの円形を呈している。

床面はロームで，それほど締まりはみられない。炉址状の遺構が中央やや北寄りに検出された。

この部分は焼土粒子の堆積が4cmの厚さに堆積していただけで，純粋の焼土層はみられず9長

径約55cmの楕円形を呈している。床面の掘り込みなどもないことから，炉址であった可能性は

少い。ピットは11ヶ所検出された。径のわりに浅いものが多い。P2◎P。⑳P4は2段掘り込みのあ

るピットであった。

遺物とし′て縄文土器片があるだけである。

第19号住居址（実測図　図49，遺物　図57）

本住居址は調査区西側Bl区に位置し，第27号住居址の真下に当たっている。第27号住居址
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第47図　第17号住居址

第17号住居址土層解説
A…A′

1黒　　色　　土（混土貝層）
1′　　　　ノノ　　　（1に同じ，貝がいくらか少量にな

2

2

3

4

5

る）

暗　褐　色　土（混貝土層）
（混貝土層，ハードロームブロックを

含む）

（固く締まりYP。焼土粒子eハード

ロームブロックを含む）

（固く締まりYP eハードロームブ

ロックを含む）

（締まり弱くハードロームブロック

を含む）

－64－

C－C′

1　暗　褐　色　土（固く締まり焼土粒子・ロームブロッ

クを含む）

2　暗　褐　色　土（よく締まり焼土eハードロームブ

ロックを含む）

3　うすい赤色土（固く焼けている）

4　褐　　色　　土（ハードロームブロックが多い）



三≡

第48図　第且8号住居址

が黒色土中に営まれており，調査終了後に黒色土を除去したところ本住居址のピット列が確認さ

れた。

主軸方向はN－260⊥Eで，長径約3・8m，短径約3．3mの楕円形を呈している。床面はローム

で，締まりはなく，炉址も検出されなかった。ピットは29ヶ所検出されたが，主柱穴とみられる

ものはPl～P12である。それぞれ径20～55cm，深さ30～63cmを測る。

遺物として深鉢形土器の胴部片が覆土より出土している。

第20号住居址（実測図　図50，遺物　図57◎58）

本住居址はC2区南側に位置し，第92号◎137号土壌と重複している。新旧関係をみると，2

基の土壌とも住居址より新しいと考えられる。
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第49図　第19号住居址

平面形は長径6．35m，短径5．83mの不整円形を呈している。遺構確認面と床面がほぼ同一レ

ベルであったため，明確な壁は検出できなかったが，南東部で約15cmほどの立ち上がりがつか

めた。壁溝及び壁柱穴は存在しない。床面はロームで，中央部が若干締まりをおびている程度で

ある。炉址はなかったものと思われる。遺構確認面と床面とが同一レベルであるため，覆土の状

況は不明であるが，縄文土器片が多く出土している。なおピットは18ヶ所検出されたが，径◎深

さとも小規模なものが多く，ともに30cm前後である。

第21号住居址（実測図　図51，遺物　図56，写12－1◎2）

本住居址はC2区南西部に位置し南東方向に第20号住居址が所在している。
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主軸方向はほぼ南北線上にあり，長軸6・47m，短軸5・62mの隅丸方形を呈している。壁は確

認できなかったが，土層断面図でみると表土下第2層部分より掘り込みが開始され，床面までの

深さは40cmを測ることがわかる。壁溝は南西コーナー部で切れている他は連続して検出され㍉幅

40cm前後，深さ10cm程の溝である。壁柱穴は0．7～1．0mの間隔をもって位置している。西

及び北側の柱穴は比較的深いものが多く，40～71cmである。これに対して東及び南側の柱穴を

みると一部が深くなるだけで，他は径30cm，深さ11～20cmのものが多い。

床面は中央部が踏み固められて締まっているが9　周辺部は軟らかい。また極端な凹凸はみられ

ないが，炉址周辺がいくらか高くなり，西側に向けてゆるい傾斜を有している。炉址は床面中央

やや北寄りに検出された。長径100cm，短径85cmの楕円形を呈しており，床を30cm掘り下

げた地床炉である。多量の灰，焼土の堆積がみられ，地山部も熱を受けてポロポロの状態であっ

た。なおこの炉址の北東40cmの床面に鯵も小規模な炉址が検出された。長径約70cmの楕円形

で，床を皿状に15cm程掘り下げたもので，内部には廃土の堆積もみられる。ピットは壁柱穴以

第50図　第20号住居址
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轟5且図　第2五号住居址

－68－

第21号住居址土層解説
Å…A′，B…B′

1　表　　土

2　純貝層
3　黒褐色土（混貝土層）
4　　　〝　　（締まり弱くハードローム

ブロック含む）

5　　　ノ／　（良く締まりハードローム

ブロックの焼土を含む）

5′　　　　　　（5層ほど固くなくローム

粒子が多くなる）

6　褐色土（良く締まりローム及び
ロームブロックを多量に含

7　黒褐色土

7′　　　／ノ

8　暗褐色土

9　黒褐色土
10　暗褐色土

C一一一C’，lト一一I｝

l　異色土
2　灰　　層

3　焼土層
4　黄褐色土
4′　　　ノノ

む）

（良く締まりハードローム

ブロックを含む）

（7層よりハードロームブ

ロックが少量になる）

（ハードロームブロックを

含む）

（極めて固くYPを含む）

（締まりなく焼土e灰を多量

に含む）

（灰が混入する）

（灰白色）

（赤茶色）

（熱を受けて固い）

（4より焼土が多い）



外に24ヶ所確認できた。深いもので76cm，浅いもので13cmと数値的にはバラツキがある。

覆土は上部に純貝層がレンズ状に堆積していた。2層目は混貝土層で，この層は床面まで堆積

していた。他の部分は黒褐色土及び暗褐色土であるが，いずれにしても住居廃棄後わりと早い時

期に貝の投棄が始まったものと考えられる。出土遺物は少く，縄文土器片が40数点出土しただけ

である。

ところで本住居址では「出入口」とみられる部分が確認できた。これは南西コーナー部にあた

り9一周してきた壁溝がつながらずにこの地点だけ床面が外側の地山と地続きになっている。こ

の平坦な部分は幅15～40cmであり，その両側には深さ26～63cm程のピットが連続して掘ら

れ9溝状に深く落ち込んでいるようにみえる。平面図でわかる通り，最外部では幅50cmあり2

度の屈曲をみせ撃炉址方向に開いている。床の締まり具合からみても出入口と考えてよいと思わ

れる。

第22号住居址（実測図　図52，遺物　図58，写13…1）

本住居址はC2区中央部に位置し，主軸方向はN－330－E，長径5．0m，短径4．6mの円形を

呈すものとみられる。遺構確認面と床面が同一レベルであったため，壁や壁溝は確認できず，多

数のピット列としてとらえられた遺構である。床はロームで傾斜はなく，ほぼ平坦である。炉址

は中央部に検出されたが，それほど良好なものではない。灰や廃土粒子を含む層は観察できたが，

廃土自体の堆積はみられなかった。

さてピット列であるが，炉址を中心にして円形に並んでいるが，西側では2重に回っているこ

とが確認できる。さらに第21号住居址で確認できた出入日と同様の形態をもつ遺構が，南西及び

北東の2ヶ所に検出された。2軒の住居址が重複しているのかあるいは拡張された結果なのか，

土層断面図が取れなかったこともあり断定はできない。

遺物はほとんどなく，縄文土器片10数点だけである。

第23号住居址（実測図　図53，遺物　図58）

本住居址はC2区北側，通路に接して検出されたピット列からなる遺構である。確認部分だけ

でみると東西5m，南北4．6mの半円形を呈している。

遺構確認面と床面が同一レベルであるため，壁や壁溝は確認できなかった。床面はロームであ

り，平坦で傾斜も有しない。しかし本来はもう少し上の面に床があった可能性が強い。炉址は確

認できなかった。出土遺部は縄文土器片5点のみであった。

第24号住居址（実測図　図54，遺物　図58◎59，写13－2）
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第52図　第22号住居址

第22号住居址土層解説
A－A′

1　褐　　色　　土（焼土粒子を含む）

2　暗　褐　色　土（灰・廃土粒子を含む）

3　灰　褐　色　土（灰を多量に含む）

4　にぷい赤褐色土（焼土を多量に含み，熱を受けて締

まっている）

5　暗　褐　色　土（廃土粒子を含む）
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本住居址はC2区北西部に位置し，内部に第139号土壌が所在する。

主軸方向はN－780－Eで，長径5．67m，短径5．45mの円形を呈している。壁は検出できなかっ

たが，壁溝は幅30cm前後，深さ10cmを測り，円形に回っている。壁柱穴は径⑳深さとも規

則性がないが壁溝内に連続して検出された。径15～50cm9　深さ20～81cmを測る。床面は中央

部に向けてゆるい傾斜を有し，それほど踏み固められた様子はみえない。第139号土壌をはさむ

ようなかたちで，東西に焼土の堆積が確認された。しかし床面の掘り込みは認められない。ピッ

トは13ヶ所検出された。それらの大きさは径20～55cm，深さ18～50cmを測る。

遺物は少量で，縄文土器片，石斧の破片等がある。

第25号住居址（実測図　図55，遺物　図59◎60，写14－1）

本住居址は調査区西側Bl区に位置し，第177号土墳と重複している。東側0．6mには第176

号土壌が所在している。第177号土壌は本住居址の床を切っていることからより新しいと思われ

る。なお全体の半分以上がエリア外のため全体の調査はできなかった。

確認された範囲では主軸を東西線上に有し，短軸3．8m，長軸方向2．7mを測り，長方形を呈

すものと推定される。壁はほとんどとらえることができなかったが，南側では約10cmの深さで

外反して立ち上がることが確認できた。また壁柱穴と考えられる径15～30cmのピットが方形に

連続して確認され，部分的ではあるがピットとピットをつないでいる溝状の落ち込みも検出でき

た。
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第54図　第24号住居址

第24号住居址土層解説
A…－A′

1黒　褐　色　土（締まりなく焼土粒子e灰e炭化物を
含む）

2　にぷい黄橙色土（大部分が灰層，焼土粒子を含む）

3　橙　　色　　土（焼土）
4　黒　褐　色　土（締まり弱く焼土粒子e炭化物・貝を

含む）

5　　　　ノノ　　　（よく締まりハードロームブロッ

クe炭化物を含む）

6　暗　褐　色　土（ローム粒子。炭化物を含む）
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床面はロームで，それ程締まりはない。床面中央部が若干盛り上がっているが，周辺部は平坦

である。炉址とみられる灰の堆積が南東コーナー付近に確認され，長径90cm，短径85cmを測

る。灰及び炭化物を含む層で床面を掘り込んだ様子はみられない。ピットは9ヶ所検出された。

径15～60cm，深さ16～38cmを測る。覆土はその部分が貝層であった。混貝土層が主で，部分

的に混土貝層も存在し床面まで堆積している。

出土遺物は多くの縄文土器片の他に9　凹石，たたき石，打製石斧等がみられる。

第25号住居址土層解説

Å一一A′，B…B′

1K褐　　色　　土（混土貝層）

2K黒　褐　色　土（混貝士風焼土e炭化物を含む）

3　　　　ノノ　　　（締まり弱くハードロームブロッ

クe炭化物を含む）

4　　　　〝　　　（締まりなく灰ブロックの混入があ

る）

D－D′

1黒　褐　色　土（灰と焼けた貝片を含む）

2　　　〝　　（締まりなく炭化物を含む）

第26号住居址（実測図　図62，遺物　図56◎57◎60）

本住居址はB2区に検出され9他の遺構との重複はなかった。

主軸方向はN十一6G－Wで，長径3・52m9短径3・31mの楕円形を呈している。床面までの深さ

は約50cmで，壁は外反して立ち上がっている○壁溝はなく9明確な壁柱穴も検出できなかった。

床面はロームで多少の凹凸をみせながら中央部に向けて傾斜を有している。炉址は最初からな

かったものとみられる。ピットは15ヶ所検出された。円形もしくは楕円形を呈し，径14～34mm，

深さ15～75cmを計る。Pl◎P9◎P13◎P15などが主柱穴であろうか。覆土は黒褐色土◎暗褐色土

ふさ′1玩弓「ブヰ粛シ辰蔓†　　百倣う茶ス！月末岩木日産Jみ寸土でし〕ス〈
〟j JlEf V」－ノロニ′i只しノ9　「ヨプ十バ1ノル／＼）ノ14ゝlH L‾　Vノ　ー　、．　）∪

出土遺物として多数の縄文土器片，磨石，砥石などがみられる。

第27号住居址（実測図　図63，遺物　図57◎61，写14－2）

本住居址はBl区に位置し，第16号◎19号住居址と重複している。

主軸を東西線上に有し，長軸3．7m，短軸3・41mの隅丸方形を呈する。遺構は黒色土中に確認

され，貝及び焼土粒子が全面に堆積していた○ただ確認面がすでに床面であったため9壁は検出

できず9壁溝が幅15～30cm，深さ5cmの数値をみせて周回している。壁溝中からはピットが4

ヶ所検出された。

床面は固く締まっておらず，貝破片の散布がみられほぼ平坦である。主軸線上中央に炉址をもっ

ている。この炉址は長径75cm，短径60cmを測り，楕円形を呈する地床炉である。断面は逆台

形で，床面から20cm程掘り下げてある。内部には焼土◎灰の堆積がみられた。ピットは9ヶ所
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表11第56図　住居址出土遺物
出土遺構 e 区 遺物NG！器形 e部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 j 備　　　　　 考

SI… 2 1 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 28 ．6 目線 に 4 ヶ所 の微 隆起 の刺突 を有 し， 目線部 ！橙色を呈す る。堀之

現存高　　　 29 ．4

胴　 部　　　 26 ．4

無文帯下 に懸垂文 が施 され る 内 I 式 （写31－ 5 ）

S I－ 26 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 45 ．0 目線部 に 4 ヶ所の波頂部 を有 する もの と思わ 外面 は灰褐色で，内

現存高　　　 34．5 れ る。地文 に縄文 を施 し， ナデ整 形後 隆帯 を 面 は淡黄色。堀之内

貼付 け羊歯状 に沈線 を配す る I 式波状 目線

（写31… 1 ）

2 深　 鉢　 形 現存高　　 12．4 4 本 の垂下 す る沈線で 区画 し，問 に屈 曲する 胎土 に砂粒，砂礫 を

沈線 文を配 す る 含む。にぷい褐色 を

呈 す る。堀 之内式

3 鉢　　　 形 口　 径　 （15 ．2） 目線 に平行 な 6 本の沈線 を施 し， 1 段 目 と4 胎 土に砂粒 ，砂礫を

現存高　　　 7 ．8 段 目の沈線 間には刻み 目を充填す る。 内外面 含 む。にぷい赤褐色

底　 径　　　 7 ．2 ともへ ラナデ を呈 する‘。加 曽利 B

式

表12　第57図　住居址出土遺物

出土遺構 。区 遺物NG 器形 e 部位 法量 （c m ） 表　 面　 砂　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SI－ 13 1 小 型 浅 鉢 口　 径　　 11．5 外面 ……へ ラ削 り 胎土 にスコ リア砂粒

器　 高　　　 5 ．6 内面… …口緑部 はへラナデ，胴部以下 はへ ラ を含 む黒褐色 を呈 す

底　 径　　　 4 ．4 削 り る （写4 0… 5 ）

S「」5 1 鉢 形 底 部 現存高　　　 7 ．6 内外面 ともへ ラナデ 胎土 にスコ リア砂粒

底　 径　　　 8．7 内面底部のみへ ラ削 り を含 む。明赤褐色 を

呈す る

S I… 17 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 33．6 目線部 に粘土紐 を貼 り付 け，指頭 に よる刺突 胎 土 に細 砂 粒 を含

最大胴部　　 33．6 を施す。胴部 は 2 段 の平行 沈線 に 2 条の波沈 む。灰褐色 を呈す る

現存高　　　 28．4 線 を配す （32－ 5 ）

S I－ 1 9 1 深 鉢 底 部 現存高　　 18．7 胴部上 半は縄文 （L R ） を施す。胴部下半 e 胎 土 に砂粒 を含 む。

底　 径　　 11．2 底部 はへラ削 り，内面 はへ ラ磨 き にぷい赤褐色 を呈す

る

SI－ 20 1 深鉢 日縁部 口　 径　　　　 34 全面 に縄文 （L R ）が施 され るが， 目線部 に 胎 土に細砂粒 e ス コ

現存高　　　　 27 無文帯 を有 する リアを含む。暗褐色

を呈 する

SI－ 26 1 深 鉢 底 部 現存高　　 12 ．4

底　 径　　 10 ．7

全面へ ラ削 り 胎土 にスコ リア 。砂

礫 を含 む。にぷい黄

橙色 を呈 する

S I－ 2 7 1 深 鉢 底 部 現存高　　　 16 地文 として縄文 （L R ）を施 し，羽状 を呈す 胎土 にスコ リア，砂

底　 径　　　　 6．7 る。沈線 を配す る 礫 を混入 する。赤褐

色 を呈 する

表13　第58回　住居址出土遺物

出土遺構 。区 遺物腕．器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S I－17

i i

！ 1 波 状 口 緑 l 小波状 口緑 で， 目線に平行 な沈線 を配 し，直

線及 び蛇行 する沈線 を施文す る。地文 は縄文

堀 之内式

2 目　 線　 部 口綾部 に左下 が りの沈線 3 条 を有す。地文 は

縄文

3 ノノ 口唇部 に平行 な沈線 を まわ し， さらに鋸歯状

の沈線が 2 段横位 に施 行され る。地文 は縄文

4 ノノ 紐線 を付 し∴ 下部 に平行沈線 十列点刺突の手

法 によ り逆 U 字状 の凸帯 を残 す

5 ノノ 口綾部 に紐線 を付 し，斜行沈線 を施文す る。

地文 は縄文
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出土遺 構 ゆ区 遺物腕．器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 色　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SI… 17 6 ノ／ 目線部内側 に凹帯 を施 す。 縄文のみ 】

7 ノノ へ ラ整形後，平行沈線 e斜行沈線 を施文 する

8 波 状 口 緑 大波状口緑の波頂部。若干 の縄文 を残 す

SI～20 1 胴　　　 部 沈線 で区画 された中に，米粒状の刺突文 を充

填 する。 ヘラ整形

称 名寺式

2 ノノ 蛇行沈線 の両側 に縦位 の沈線 を配 し， さらに

斜行沈線 を施文 する。地 文は縄文

堀之 内式

3 ノ／ 縄文のみ

SI～22 1 ＝　 緑　 部 口唇部横ナデ。縄文の み

SI…23

i

1 目　 線　 部 口綾部に紐線 を付 し，横 位の沈線 を施文す る。

地文 は荒い縄文

2 胴　　　 部
l
縄文 のみ

SI～2日

i

i

i

1 胴　　　 部 波状貝殻文 を施 す 浮島式

2 ノノ 2 本の沈線で 区画 され た内部 に半裁 竹管 によ

る平行沈線が山形 に充填 される

五領 力台式

3 口　 緑　 部 口唇 部表 e 裏面 に刺突が施 され る

4 ノ／ 目線部 に紐線 を付 し，横走す る10本 の沈線 を

施文 し，所 々縦位 の沈線 を入れ る。地文 は縄

文

5 ノノ 極 めて細 い紐線 を貼 り付 け る

6 ノノ 太 い沈線で 口唇部 を区画 し，胴部 は縄文

7 胴　　　 部 縦 位及び斜行す る沈線 を施文 する

表14　第59図　住居址出土遺物

出土遺構 e 区 遺物‰ 器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 。　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S I－24 8 胴　　　 部 横 方 向の細 い条線 に不 規則 な刺突 文 を加 え

る

9 ノノ 縄文のみ

10 ノノ 縄文 のみ

SI－2 5 1 口　 緑　 部 直線及び弧状の沈線で器面 を埋 める。 地文は

縄文

堀 之内式

2 ノ／ 口唇部 に 1 条 の沈線 をめ ぐらし，直線及 び蛇

行状 の沈線 を縦位 に施 文す る。地文 は縄文

ノノ

3 ノノ ゆるい波状 口緑 を呈 し，縦 位 に平行沈線 を施

文 し，両側 に弧状 の沈線 を配する。地文 は縄

文

ノノ

4 ノ／ 口唇部 に 1 条 の沈線 を有 し，斜行沈線 を施文

す る。地文 は縄文

ノノ

5 ノノ 波状 口緑の波頂部で， 円形刺 突文か ら曲線状

の沈線がの びる

ノノ

6 ノノ 目線 は内密 し，目線 に平行 な沈線 をめ ぐらす。

円形刺突文 を 2 個施 し，横位 e 斜位の沈線 を

施文 する

ノノ
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匝 土遺新 区 遺物No．器形 e 部位 法量 （cm ） i　 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴
備　　　　　 考

「 25

」 M＿

7 ノノ

i

日縁 に平行 な沈線 を有 し，直下に列点刺実 を

配す。胴部 に斜行沈線 をのばす

i ノノ　 i

8 ノノ 目線 に平行 な沈線 を有 し，斜行及 び弧状 の沈 ！ ノノ

線 を施 す

9 胴　　　 部 】縦位 の平行沈線の間 に斜行沈線 を施文 す る 〃

10 ノノ 荒 い縄文地 に数条の沈線 を縦位 に施文 する

11 目　 線　 部 目線 は外反 し，数条の沈線が横走 する。 ヘラ

削 り

i

i

1 2 ノ／ 目線 は外反 し， 1 条の沈線が回 っている。 へ

ラ削 り

E［
ji

13
；　 ノノ

目線 はゆる く内攣 し，口縁部に平行な沈線が ！
き

1 条横達す る

14
！

ノ／ 目線部 に紐線 を配 し，胴部 は縄文 のみ

15 ノノ 目線部は くの字状 に屈 曲 し， 3 個 1単位 の円 堀 之内式

形刺 実を施 す。胴 部 は斜行沈線

16 ノノ 目線部 に円形刺 突 を有 し，左下が り→右下 が ノノ

りの順 で沈線 を施 文す る

表15　第60図　住居址出土遺物

出土遺構 e 区
桓 物No・

器形 e 部位 法射 cm ） ！ 表 面 も 裏 面 の 特 徴
備　　　　　 考

SI …25 1 7
i
日　 綾　 部

i 目線 は内断 る。 縄文のみ

18 ノノ
ii縄文の み

［

⊥ ノノ i横位及び斜行する沈線を施す
20 胴　　　 部

E庵 文のみ

21 ノ／ 沈線 を直交 させて文様帯 をつ くり， その間は

博 文 を埋 める

22 ノノ 頚部 と思 われ，半 裁竹管に よる平行沈線 を施

文す る

23 ノノ 曲線 状の沈線 を施 す。地文 は荒 くまば らな縄

文

SI…26

！

1 胴　　　 部 集合沈線 を縦 位に施 し，竹管刺突 を加 える

2 ノノ　 「 ＋ ＋ i隆帯 を帯状 に貼 り付 け言 下に刺 実を配す る

3
ノノ　 ！

i

i

隆帯 で口綾部 と区画 され，沈線 を縦位 に引 く。

地文 は縄文

堀 之内式

4 】
ノノ i

i

沈線 で四角形 を描 き，内部 は縄文 を充填 する。

他は磨消 し

5

［l

口 緑 部 i
3 条 の沈線 を平行 に施文 し，下部 を波状沈線

で埋 める

6 ！胴　 部 ！ N 0．5 と同一個体 であ ろう

ii
7 i
j
ノノ　　　　 r
ま

くびれ部 に紐線 を配 し， その上下 とも横方向 加 曽利 B 式

i
l】さ

i　　　　　 の斜沈線 を施す。地文 は縄文

8　 圧 ］ 縁　 部

［
外 反す る口縁で斜めの浅 い刺突 を施 す
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表16　第61図　住居址出土遺物

i

ト出土遺裾 中 物叫 器形の部位

！ 法射 cm ）

E

［ 表 面 の 裏 面 の 特 徴 j　備　　 考

［Fii
i
！
FL

［す

i堀之内式

jS上2つ十 i
［ ゆるやかな波状目線の波頂部で，円形刺案文 ノノ

を中心に，目線に平行する沈線，蛇行沈線が
iのびる

［
i＋ ‖　 ノノ ［

l

口唇部が凹み，縦位の沈線を施す。地文は縄

文

ノノ

巨　　 ノノ i横位 欄 位の沈線0 地文は縄文
〃

‖ ノノ i
［］綾部に1本の沈線を配し，縦位の沈線を施

文する。地文は縄文

ノノ

ii 中 同　 部
蛇行沈線及び縦位の沈線を施す。地文は縄文。 ノノ

l
i 7　 Lj　緑　 部 目線部に紐線を付 し学　横位の沈線を施文。沈 ノノ

線間は縄文を充填する

E！ 臨 ノ二 。

1l
；i

】

j

日録部に平行な沈線を配する。胴部は縄文 ノノ

半裁竹管による平行沈線を縦位及び斜位に施

文する

I
ノノ

［
i　　　　　 lO　 目　 線　 部

i
i

i
［

小突起を有する目線で，太い沈線を配する。

胴部は縄文

ノノ

n ノノ 弧状 ◎列点状の刺実を有する ノ／

§ヱー28　 日

ii 2

日 ！

胴　　　 部 横位及び斜位の沈線を施文する

口　 縁　 部 口緑に数条の沈線 を横位にめぐらす

胴　　　 部 ね遜 斜交沈線を施文する

S上 29　 1 棒 線 部
沈線で直線的な文様 を区画 し，その沈線 に

［

‖

i

沿って刺実を加える

胴　　 部 i
縦位に磨消し部を配 し， この両端に縦位の沈

線を引く。地文は縄文

目　線　部

胴　　　部

日縁部は外反し，縄文のみ

細い沈線が斜行する
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検出された。直径は18～38cmを測るが，P4⑳P5は大きな振り込みで底部に複数のピットを持ち9

本遺構では特異である。覆土は10cm弱の部分しか確認できなかったが，ほとんどの層に貝破片

の混入が認められた。

出土遺物は縄文土器片多数の他に撃　小型深鉢形土器の胴～底部片，磨石片などがある。

第28号住居址（実測図　図6圭　遺物　図61）

本住居址はC2◎り2両区にまたがって検出され9　第4号住居址と重複している。新旧関係を

みると第4号住居址は本住居址を切って営まれており，明らかに本住居址の方が古いと思われる。

主軸方向はN～53〇…Eで，長軸4815m，短軸3。5mの不整五角形状の平面形を呈している。床

面までの深さは15cmで9　壁は外傾して立ち上がっている。壁溝◎壁柱穴はみられない。床面は

踏み固められた形跡はみえず，平坦である。炉址はない。北西壁側に長径1．15m，短径1．05mを

測る楕円形のピットがある。このピットの深さは45cmで底は平坦である。貯蔵穴と考えてもよ

いと思われる。その他に17ヶ所のピットが検出された。径23～45cm，深さ10～53cmを測り9
争

Pl～P6が主柱穴になると思われる。覆土は暗褐色土層が主で9　この地区は貝層が分布していた場

所にあたり，その一部とみられる混員土層も部分的にみられる。

出土遺物は縄文土器片10数点がある。

第29号住居址（実測図　図659　遺物　図61，写7…2）

本住居址はB2区に位置し，第26号住居址の南東約6mに当たっている。

主軸方向はN－830－Eで，長径3。錮m9　短径3．52mの楕円形を呈している。床面までの深さ

は壁近くで20cm，中央部で38cmを測る。壁は南及び北側では2段掘り込みになっており，1

段目の深さ15cm9　2段目は35cmである（南壁）。壁構は回っていない。

床面はロームで9　中央部に向けてゆるく傾斜している。炉址は検出されなかった。ピットは14

ヶ所検出され径10～45cm9　深さ10～64cmを測る。Pl～P6が主柱穴であると思われる。中でも

P3と　P6は主軸線上に位置している。覆土はおおむね4層であり，1～3層までは炭化物を含ん

でいるのが観察できた。いずれにしても本住居址は自然堆積の様相をみせている。

遺物として，覆土内より30数点の縄文土器片が出土した。

第29号住居址土層解説

A－A′，B一一一B′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色土（多量のYPを含む）

1　黒　褐　色　土（少量のYPを含む）　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　土（1つ）の廃土粒子含む）

2　　　　／ノ　　　　（少量のハードロームブロックを含　　　　6　　　　ノ／　　　「少量Yl㍉ハードロームブロックあ

む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男

3　　　　〝　　　（少量のハードローム粒子も炭化物粒　　　　7　褐　　色　　土　レ＼－ドロームブロックを含む）

子を含むj　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　ノノ　　　　傭はりあり，YPを含むj
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9　黒　褐　色　土（少量のノ＼－ドロームブロックを含　　　12　　　　ノノ

10　褐　　色　　土

11暗　褐　色　土

む）

（締まりあり）

（少量のハードロームブロックを含

む）

13　　　　　／ノ

第62図　第26号住居址

第26号住居址土層解説

1　黒　褐　色　土（炭化物・ローム粒子を含む）

2　　　　　〝　　　　（よ　く締去　りハードロームプロツ

こう　暗　褐　色　土

4　　　　　　ノ／

クeローム粒子を含む）

（ローム粒子を多く含む）

（ハードロームブロックeローム粒子

を含む）

…86…

（多くのハードロームブロックを含

む）

（締まりあり，少量のYPを含む）
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第63図　第鼠6◎27号住居址

第16号◎第27号住居址土層解説
A A′．I「H’

1極暗褐色土（焼土粒子e炭化物e貝細片を含む）

2　暗　褐　色　土（YPe焼土e炭化物を含む）
3　　　　　　ノノ

4

5

6

7

8

9

9′

10

11

12

13

14

15

極　暗　褐　色

暗　褐　色　土

黒　褐　色　土

極暗褐色土
黒　褐　色　土

灰

焼

異

褐　色

褐　色

ノノ

ノノ

LJ

土

土

土

（廃土粒子eハードロームe貝細片を

含む）

（ハードロームブロックを含む）

（柔らかくYPe貝ガラを含む）

（貝。廃土粒子を含む）

（YPe焼土を含む）

（YPe廃土粒子を含む）

（柔らかく多量の灰を含む）

（廃土e貝eYPe炭化物を含む）

（多量の灰e貝を含む）

（ハードロームブロック・廃土粒子を

含む）

（灰・廃土を含む）

（YPe焼土粒子を含む）

（ハードロームブロック・廃土粒子を

含む）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

暗　褐　色　土

黒　褐　色　土

ノノ

暗　褐　色　土

極暗褐色土
暗　褐　色　土

ノ／

黒　褐　色　土

極暗褐色土

（焼土粒子e炭化物を含む）

（炭化物。廃土粒子亘描‾を含む）

（焼土粒子e貝片を含む）

（多量の廃土粒子を含む）

（ハードローーム・炭化物e貝片を含む）

（焼土e炭化物を含む）

（YPe炭化物を含む）

（廃土eハードロームを含む）

（廃土・炭化物を含む）

（廃土e貝片を含む）

（廃土粒子eノ＼－ドロームブロックを

含む）
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第64図　第28号住居址

第28号住居址土層解説
l　暗　褐　色　土（固く締まりYP・パミスを含む）

1K　　　ノノ　　　（混貝土榔

2　　　〝　　（よく締まりYP・焼土粒子を含む）

…88一



第65図　第29号住居址
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表17　住居址一覧表畑

住居址No． 地　　 区 主軸方向
長軸
×
短軸（nl）

壁高 （m ） 恒　 址 備　　　 考

0 1

a 9，a O

D 2

b 9，b o

N …23C、一一E

4．15

×

3．7

0 ．05

／／

！
】隅丸方形

ピッ ト5

0　2 D 2a 9，a O N …870…W

［
3 ．75

×

2 ．9

声 ・～15

0．2

／

不整方形

㌔

0　3

a 8，a9

D 2

b 8，b9

N －　 8。… E

4 ．13

×

3．76

0．05

～

0 ．3

上

i
i［

隅丸方形

ピッ ト　4

0　4

a6　a7

／′

4．6 3 0 ．05
】
円　 形

D 2

b 6，b 7

×

4．5

項 ／

ピット15

0　5

a 4，a5

N 一一85㌧一W

4．2 4
［

0 ．2 楕円形

ピッ ト11

D 2 × ～ ？

b 4，b 5 3．9 0 ．3
】

i
i

0　6

d 5，d（う

N … 7くj…・W

5．05 0 ．12
［
i 隅丸方形

ピッ ト12

C 3 × ～ ノ／

e5，e 6 4．0 0 ．15
】

0　7

a 5，a 6

C ：3

b 5、b 6

N …30Cj… E

生7

×

4 ．7

0・ご5 i

。Ⅰ† ！

○

地床炉

方　 形

ピッ ト9

0　8

a3，a4

／
4 ．4

0．2 5　 】 円　 形

D ヮ ＼ ／

b 3，b 4 0．37 ピット9

‡ ＋＋
f8，f9

C 2

g 8，g 9

N －90くつ

6．8

×

5．3 5

／

○

地床炉

長方形

ピット35

l
1 0 C 2i7，i8 N －…－34．つ一一 E

5．0

×

0 ．05

～

○
i楕円形

4．2 6 0 ．2 地床炉 ピット23

1 1

f。1，f5

C 3

g右　g 5

／

／

5．2

／

○

地床炉 】

円　 形

ピッ ト23

1 2

g右　g 5

C ‥j

h．1

ノ／

2．75
i

0 ．2

／

円　 形

ピッ ト3

…9（）…



表18　住居址一覧表（2）

住 居 址 N o． 地　　 区 主 軸 方 向 ×
短 軸 （nl）

壁 高 （m ） 炉　 址 備　　 考

1 3 C 3i3 J i N … 4 5 ㌧…W

3 ．0 0 ．0 7 ○ 楕 円 形

ピ ッ ト 3

1 4 C 3h 。 ／

3 ．4 0 ．0 8

～

0 ．1 5

／r′

方　 形

ピ ッ ト 7

1 5 C 2i9 ／

3 ．2

×

1 ．4

0 ．0 7

／

長 方 形

ピ ッ ト 2

1 6

B lio

B 2 il

N … 9 0 1．ノ

3 ．2 1

×

1 。5

／ ノ／

隅 丸 方 形

ピ ッ ト 2

1 7

d l，d 2 5 ．5 0 ．0 5

／／

楕 円 形

ピ ッ ト1 8

C ：う N － 2 5 し－… E × ～

d 3 5 ．0 0 ．2 3

1 8

C i，C 2

C 3

d 2

／

5 ．6

／／ ？

円　 形

ピ ッ ト1 1

1 9 B lio N －…2 6 l‾⊥ 虻

3 ．8

×

3 ．3

／ ／

楕 円 形

ピ ッ ト2 9

2　0

g 4，g 5

C 2　 h 。，h 5

11 ，15

．／

6 ．3 5

×

5 ．8 3

0 ．1 5

／

不 整 円 形

2 1

g 2，g 3

C 2

h 2，h 3

N ……　O C

6 ．4 7

×

5 ．6 2

／
／

○

地 床 炉

隅 丸 方 形

ピ ッ ト2 4

2　2

d 5

C 2

e 4，e 5

N － 3 3 0… E

5 ．0

×

4 ．6

／

C〕

地 床 炉

円　 形

ピ ッ ト列 と し て 確 認

2　3

a 右　a 5

C 2

a 6

／
／

5 ．4

×

4 ．6

／／ ／ ′

円　 形

ピ ッ ト列 と し て 確 認

2　4

b 3 ，b 4

C 2

C 3，C J

N －… 7 8 ．こノ…一一一E

5 ．6 7

×

5 ．4 5

／
／

⊂）

地 床 炉 ？

： ッ 竿 。 i

［

…9l N…



表19　住居址…覧表し3．）

住 居址 N u

ミ】
地　 区 i 主 軸 方 向

！

長軸

×　　　　　　　　　　　　　　 址

短軸 （m j

備　　　 考

2　5

B l d 8 i ／／ き
3 。8　　　 i

反 方 形

ピ ッ ト 9

×　　　　　 0 ．1　　　 ‘フ
i
e 8 i 2 ．7

2　6
B2 ：二十 一6。一W ；三；巨 5 i ／／

楕円形
ピット15

2　7

！

B li9，i。 ㌦ 一一9。0

i

3 ．7　　　　　　　　　　 C） 隅 丸 方 形

× ／

3 ・姐 i　　　 地 床 炉

ま

ピッ ト 9

2　8

】i

呂霊 a 7 i

l

N … 53。… E

4 。15 不 整 五 角 形

ピ ッ ト18

×　　　　 0 ．15　　　　 ／

3 b5　　　 ［

I l
i12，13 ［ 3 ．94 楕 円 形

2　9 B 2　　　　　　 N … 8 30－－E ×　　　　 0 ．35　　　 ／

j2，j3 3 ．52 ピ ッ ト14

…92…



2．土　　堰

く土境の形態分類について〉

本遺跡では200基以上の多数の土壌が検出されたため9　これらを整理の都合上いくつかのグ

ループに分けそれをさらに細分する方法をとった。

分類の基本は平面◎断面◎深さ⑳ピットの有無の4点であり9　出土遺物や時期的な要素は考え

ていない。大別すると5グループになったがラ　次の通りである。

グループ　　　 平　　　 面　　　 形　　　　　　 断　　　 面　　　 形　　　　　 類

A

A l

A　 O i i三′′

I　　　　　　　　　　　　　 I ∵
B i i　　 E

Iiii】
P つ

c i 冒 － C

ii

i D

li り1
［

D i　　　　　　　　　　 ㌦′

i
i　　　　　　　　　　　　　 D l′

中 A～りグループのいずれにも属さず、かつ平面形が不抑 もの

Å◎B◎りの3グループは深さにより細分してあるがう　その深さはおおむね40～50cmを細分化

の基準とした。

…93…



表20　土埴一覧表甘

塊 高 区

i

】！
平面形状 ！長軸方向

i
［

！深さm
備　　　　　 考

［
［き b7

長楕円形

［l1i
ヨ
［Nん一－29。－W

ミ

1．87

1　 ＼
1】

0．24
i

i

！ l　　「

］i［0両 D2
芸芸旨ピット19 貝 A l 図66　 …

j i C7 i　　 「 用 巨ヨ
ii

！002iD2：：j隅丸方形i N－鴻 1二［i。．18
i
；
貝層あり
‖ 66 j

i　 i　　 l．78 j

A 。写箆竺 1）j003　 り2叫 不 整 円 形 N …17C－E　ヨ　　 × 目上は

［

1．70

0掴り2：：j不整円形iN…58粟
0．25
i

芸孟；4蜜 A詩

ぎi

。。5　 り2。6 ！楕 円 形 N－－23C5…W 12 8 0．09

ヨ i

ピット2　　 A l i 図66

l
i

i　　 i
i　　 P ・98

輌6 り2C6 i

楕　 円　形
1．49

N …つる㌧－W　　　 x

1．05
0．06 墳底北側にピット1 A l

i
！
】

図66

】ト用7 n c7i ／ i

／ i ／
0．45
住宅の基礎にあたっ！

ていた　 i
／／

［

図66

b8 1．59
0．23

宗詣 ㌶ 翳 る，！

A 図66008 iD2 ㌦　 不整楕円形 N…72。－E　　　 x

1　　nnU9 i 上．Uコ

009

D 2b 8 i隅 丸 方 形

N －850… W

0．77

×

0．63

0．11 S I－03 と重複する D

i上 6 6

0 10

り2C o i楕 円 Y形 ！

N －9〇一 E

上05

×

0．68

I

jO ・25

i
El［

i

A
図66

（写 17～ 2 ）

0日

D 2Co i不整楕円形

N －830一一W

1．75

×

1．14

0 ．18 A
図66

（写 17… 3 ）

012

b o

D 2　　　 長 楕 円 形

Co

N 88GW

1．9以上

×

1 ．08

0．14

i

東側はエ リア外，石

鉱 1

i

A 図67

94…



表21土埴一覧表（2）

土壌NG　 地　 区

！

平 面形 状
i［
！ 長 軸 方向

li

深さm i 備　　 考
分 類 実測図 e 写真

013

i
】
i
i D 2b 6

i

i 不整三 角形

i

i

i N ‾．170‾ E
1 ．93

×

1．52

0 ．15 D l 図 67

0 14

i

ji D 2a 5
隅丸 長 方形 N － 45 0－ W

1 ．8 8

×

1 ．00

0 ．32

i s I一一05 と重複 ， 底

まで混員 土層 が堆積

す る

0 図 67

0 15

i

D 2b 5

i

i 楕 円 形
N － 50－ W

L ll

×

0 ．7 2

0 ．2 9
】S 上欄 5 と接 す る覆土

上部 は混貝 土層
A 図 67

0 16 D 2b 4

！

楕　 円　 形

！

N － 57∴一E

1 ．63

×

1 ．42

0 ．95

南 壁 オ ーバ ー ハ ン

グ， 墳底 まで混 土貝

層 ，浅鉢 形土 器

C
図 67

（写 17－ 5 ）

0 17 D 2a 3 楕　 円　 形

l

N － 78㌔一一W

1 ．4

×

1 ．1

0 ．18 S 上欄 8 重複 A 図 6 7

018

！

D 2b 5 楕　 円　 形 N … 360－ E

1 ．29

×

0 ．93

0 ．32
S 主 05 と重複 ，墳底

まで混 土 貝層
A 図 67

0 19

a 8

D 2

a 9

不 整楕 円形 N … 290… E

1 ．11

×

0 ．90

0 ．8 2

オーバ ーハ ング部 の

径 1 ．4 m ，墳 底 の 径

1 ．0 m

C 図 6 7

0 20 D 2b 3 円　　　 形 N － 170－ E

1 ．07

×

上 03

上 13
オ ーバ ー ハ ング部 の

径 2 ．4m ， 貝層 あ り
C

図 68

（写 17－ 6 ）

02 1 D 2a4 楕　 円　 形 N － 10… E

1 ．8 0

×

0 ．84

0 ．38 混土 貝層 あ り A 図 6 8

0 22 D 2b 4 楕　 円　 形 N － 60－ E

1 ．48

×

1 ．3 6

0 ．45

S I－ 08　と重 複 混 土

貝層 あ り， 多量 の獣

骨

B ′ 図 68

023 D 2a4 不整 楕 円形 N － 6 50－ W

1 ．8 2

×

1 ．70

0 ．45
S レ 08 と重複 ，ピ ッ

ト 1 ，混土 貝層 あ り
A ′ 図 6r8

02 4

1

C 3a6 ／ ／

（N －S江02

（E －W ）0．85

0 ．3 5 東 側 エ リア外 ／ 図 68

…95－



表22　土埴一覧表（3）

土塀‰ 地　 区

i

平面 形状

i
； 長 軸 方向

i［
；

長径 ㈲ ×

短径 ㈲ m
深さm 備　　　　　 考 分類 実測図 e 写真

02 5

C3

C 3

d 3

楕　 円　 形

［

li N … 900

】
ヨ】ii

1 ．58

×

1 ．02

0 。22 ピ ッ ト 2 ，磨 石

I

A l

】】ii
；
図 68

026

g 8

C 2

h 8

隅 丸 方 形

［

N － 55 0－ W

i

1 ．42

×

「 20

0 ．13

小 ピッ ト多 し，断 面

図 か ら C 類 と推定 し

た， 純貝 層

C 図 68

027

i 。2i9

不 整楕 円形

】

N － 61J－ E

1 ．49

×

0 ．68

0 ．08 A 図 68

028

g 8g 9

C 2

h 8h 9

長 楕 円 形

i

N － 850－ E

2 ．54

×

1 ．26

0 ．1 ピ ッ ト 1 A l 図 68

029 C 2h 8 楕　 円　 形 N － 00

1 ．65

×

1．25

0 ．3 墳底 が 2 段 にな る A 図 68

030 C 3i3 不整 楕 円形 N － 6 十一 E

L 6 5

×

1 ．4 8

0 ．6 2
ピ ッ ト 2 ，覆土 上部

に混 貝土 層 あ り

l

A l 図 69

0 31
i
C 3C6，C7 楕　 円　 形 N － 20 0－ E

1 ．14

×

0 ．8 9

0 ．15 ピッ ト 1 A l 図 69

（N －S）

0 32 C 3a 5 ／ N … 00？ 1．0以上

（E －W ）1．24

0 ．3 7 A 図 69

03 3

i

C 3a 5 楕　 円　 形 N － 850－ W

1 。5 7

×

工 18

0 ．18 ピッ ト 2 A l 図 69

03 4 C 3i3 楕　 円　 形 N － 850… E

1 ．4 7

×

1 ．2 4

0 ．2 A 図6 9

03 5

a 2

C 2

a 3

長 楕 円 形 N － 6 0－ W

3 ．04

×

1 ．53

0 ．23
ピッ ト 2 ， 貝層 が混

入
A l 図 6 9

03 6

b 3，b 4

C 3

C3，C 4

楕　 円　 形 N － 620… E

2 ．27

×

1 ．65

0 ．4 A 図 6 9

一96－



表23　土鳩一覧表（4）

土壌N
。！地 区

平面 形状
l
巨 軸 方向

i 長 径㈲ ×

！短 径㈲ m
深さm 備　　　　　 考 分類 実測図 e 写真

0 37 C 3b 5 長 楕 円 形 N － 540－ E

2 ．49

×

1 ．47

0 ．14 A 図 69

038

i

C 3C6 楕　 円　 形 N … 40 0－ E

0 ．99

×

0 ．78

0 ．13 A 図 70

0 39

b 6

C 3

C6

楕　 円　 形 N － 430… W

1 ．17

×

0 ．82

0 ．18 A 図 70

040

b 6

C 3

i　 C 6

楕　 円　 形 N － 5 50－ W

1 ．48

×

0 ．84

0 ．1 1 A 図 70

0 41 C 3C6，C7 楕　 円　 形 N r 580… W

1 ．06

×

0 ．7 3

0 ．13
墳 底東 側 2 段掘 り込

み， ピッ ト 1
A l 図 70

042 C 3a4

I

l］iF 不 整 楕 円形 N … 770－ E

i l ．84

×

1 ．49

0 ．75
オ ーバ ーハ ング部 の

径 2．15m ， 凹石
C

図 70

（写 18－ 1 ）

04 3 C 3C5 楕　 円　 形 N － 190… W

0 ．71

×

0 ．56

0 ．27 A 図 70

0 44 C 2C。 ／ ／

（N …S ）1．45

（E －W ）1．1

0 ．34 東 側 は通 路 A l 図 70

i

04 5

g 3

C 3

h 3

隅 丸長 方形 N － 20－ E

1 ．95 ！

×

1 ．5 8

0 ．2 5 D 図 71

0 46 C 3b 3 楕　 円　 形 N ～ 640－ E

1 ．36

×

1 ．09

0 ．25 A 図 70

047 C 3i3 ／ ／

（N －S ）0．8

（E －W ）0．66

0 ．15 南 側通 路 ／ 図 70

04 8

h 3，h 4

C 3

13，14

楕　 円　 形 N － 160－ E

3 ．03

×

2 ．53

0 ．29 S I－ 13 と重複 A 図 72

ー97…



表24　土壌一覧表（5）

土壌NG
！
地　 区

i　　　　　　　　 i
平面形 状 ［ 長 軸 方向

E［

［j 長 径㈲ ×

短 径㈲ m
深さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 e写真

0 49 C 3i2

i
ji
i

不 整楕 円形　 N － 580－ E

1 ．7 1

×

1 ．2

0 ．47 南 側 は通 路，石 皿

i
l

B ′ 図 70

l
！ ／ ／ （N －S ）0．73

（E …W ）0．94

i

0 ．52

S K － 047　と接 す る。

墳底 が 凹む。皿 形土

器

／

［

図 700 50 C 3i3

／　　　 N － 70－ W

2 ．1 1

×

上 5

0 ．08 S D … 1 と重複 ／／ 図 710 51 C 2io

05 2 C 3C4 楕　 円　 形　 N … 70… W

1 ．56

×

1 ．08

0 ．42

l

A 図 71

05 3

b 3

C 3

C3

隅 丸長 方形 N － 90 0

1 ．93

×

0 ．98

0 ．55 墳 底 は 2 段掘 り込 み B ′ 図 71

05 4 C 3C7 長 楕 円 形 N － 86 0… W

1 ．04

×

0 ．72

0 ．22

i

ピ ッ トか A ′ 図 71

05 5

g 2

C 3

h 2

隅 丸長 方形 N … 3 80… W

2 ．76

×

1 ．74

0 ．28

墳 底 は 2 段 掘 り込

み。 ピ ッ ト 7 ，混 貝

土層 あ り

D 図 71

1 ．17

05 6 C 3g 2 楕　 円　 形 N … 73 0－ W ×

0 ．85

0 ．07

1

凹 石 A 図 72

0 ．98

×

0 ．9 1

】

】

コ0 ．09 S I－ 07 と重複 A 図 72

l
05 7 C 3b 6 不 整 円 形 N － 13 0－ W

05 8 q 3b 3 楕　 円　 形 N － 2 60－ W

1 ．85

×

1 ．19

】

0 ．18
S D － 1 と重複 ， ピ ッ

ト 1
A l

l

図 72

05 9 C 3b 6 長 楕 円 形 N － 60－ E
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表25　土壌一覧表（6）
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表26　土璃－一覧表（7）
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第1号土壌土層解説
1　混土貝層
2 巨邑 褐色土（YP・廃土粒子含む）

3　暗褐色土（粘性あり，YP・ソフトロー
ムブロック中含む）

4　暗褐色土（固い，YP含む）

第10号土墳土層解説
1暗褐色土（YP含む）

2　　／ノ　　（大変固く，YP・粘土ブロッ

ク含む）

第66図　第1～10号土壌
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第14号土壌上層解説
l　異　色　＿i二（混真土層であるが，破片か多

い）

褐色土（締まりなく，YP含む）

土（ハードロームブロック含む）

第19号土壌上層解説
l　暗褐色　t二（YI）含むj

l′　褐　色　L　（YP含まずう

2　黒褐色土（YP含むj

3　　　〝　　（ソフトロームブロックを含

み，締まりはない）

第67図　第11～19号土壌
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第20号土墳土層解説
1　暗褐色土（ハードローム・YI）含む）

2　黒褐色土（混土貝層）

2′　黒褐色土（混貝土層，貝破片が多い）

：う　暗褐色土（固く締まり，YP含む）

4　黒褐色土（YI）・ノ＼－ドロ…ムフロック

含むj

5　黒褐色　土二（大変固く締まる）

6　褐　色　土（粘性，ロームを含む）

第68図　第20～29号土壌
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第30号土墳土層解説
1暗褐色土（YP含む）

1K　　　〝　　（混貝土層）

2　　　ノノ　　　（YP含む）

2′　　　ノノ　　（YP含まない）
′1　　与日　　∠㌫　　」一　／rl　＿／軟七二乙ノ今ナ11
J　　↑勾　　亡ユ　　▼⊥ぁ　＼LJ J｛′1二上LJ　にコ　LJノ

第34号土壌土層解説
1　暗褐色土（YPを少量含む）
2　　　ノノ　　（YP・ロームブロック含む）

3　　　ノ／　　（YPを少量含む）

第36号土墳土層解説
1暗褐色土（ソフトロームブロック多く

含む）

2a　暗褐色土（ロームブロック含む）

2b　　　〝　　（ロームブロック多量に含む）

2C　　　ノノ　　（黒色ロームブロック含む）

第69図　第30～39号土鳩
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第40図土壌土層解説

1暗褐色土（YPeロームブロック含むj

2　褐　色　土（ロームブロック含む）

第42号土墳土層解説
1暗褐色土（YPを少量含む）

2　　　ノノ　　（YP・ロームブロック少量含

む）

：う　　　ノノ　　（ロ∴－ムブロック少量含む）

4　　　ノノ　　（ロームブロック少量含む）

第70図　第38～44◎46◎47e49◎50号土壌
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第45号土壌土層解説
1暗褐色土（YP・焼土粒子含む）

2　　　〝　　（YPを少し含む）

3　　　〝　　（YP・ロームブロック含む）

4　褐　色　土（ハードロームブロック含む）

○　　　　〝　　　（YP・ハードロームプロ、ソク

含む）

6　明褐色土（ハードロームを多く含む）

第54号土壌土層解説
1　暗褐色土（YPを含み，柔らかい）

2　褐　色　二（ロームブロックを少し含む）

こう　　　／ノ　　（ロームブロックを多量に含

む）

第71図　第45・51～55号土堰
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第72図　第48◎56～62号土鳩
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第48号土塀土層解説
暗褐色土（YPを少量含む）

〝　　（ソフトロームブロック含L－j

：う　褐　色　土（焼土粒子含む）

4　暗褐色土（YPeソフトローム含む）
5　褐　色　土（ローム粒子含む）
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第65号土壌土層解説
iK　明異色土（混貝土層）

2K　明黒褐色土（混貝上層，Y Peハードロー

ムブロック・焼土粒子含むj

3　2Kに同じ（畑ま含んでいない）

4　暗黄褐色士（ソフトロームブロックoYP

を多く含む）

5　黄褐色土（粘性あり，ローム粒子を含

む）

第68号士壌土層解説
1明異色土（混貝土層，YP・炭化物含む）

2　暗茶褐色土（締まりなく，Y Peソフト

ロームを含む）

：3　黒褐色　ヒ（YPを含む）

4　黄褐色土（締まりなく，ローム及びロ∴…

ムブロックを含む）

第73図　第63・65．66・68．69・70号土壌
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第73号士壌土層解説
1黒褐色土（混貝土層，締まり弱く灰粒子

を含む）

2　　　ノア　　（混貝土層，締まり弱くYPを

含むj

r3　暗褐色土〔大変固く，異色ロームブロッ

クを多量に含むj

第75号土壌土層解説
l　暗褐色土（Y Peハードロームブロッ

クの廃土粒子等を含む）

第74図　第67e71～80号土壌
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2　黒褐色土（ハードロ……ムブロック多量

に含む）

3　　　　ノノ　　　（YPのノ＼…ドtコW一ムブロック

を含むラ

ムを　　　　〝　　　（ブラック　ハード　ローームブ

ロックを多量に含むj

5　褐　色　土　はく締まり，ハードロームブ

ロック含む）

6　黒褐色土（大変固く9ブラックハード

ロ∴－ムを多量に含む）
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表27　第75回　土壌出土遺物

出土遺構 e 区 遺物No．i器形 の部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 l 備　　　　　 考

SK ～002 il l

】i

深　 鉢　 形 ［］　 径　　　 23．2 口唇部 に小突起 を有 し，蛇行沈線及 びそれ を 堀之内式

現存高　　 19．6 囲む形で沈線が垂下す る

SK －004

！

！

1 ！深　 鉢 形

i

口　 径　　　 28．6

現存高　　　 28．2

無文。表裏 ともヘ ラ削 り 明赤褐色 を呈す る

2 深鉢 目線部 口　 径　　 19．2 内外画 とも風化が著 しい。外面 にはわ ずかに 明褐色 を呈す る

現存高　　　　 5．7 縄文 を残 す

3 深　 鉢　 形

I

口　 径　　　　 32 沈線 で文様 を区画す る。沈線問 に部分的 に縄 細 砂 粒 を 含 み，精

現存 高　　　 25．5 文 をほ どこす 製されている。 明赤

褐 色を呈 す

4 深 鉢 底 部 現存 高　　 16 ．2 外面 e底部 ……へラ削 り 橙 色を呈 する

底　 径　　 10 ．6 内面 ……………ヘラナデ

5 深 鉢 底 部 現存高　　　　 7 ．7 外面 ……ヘ ラ削 り 胎土 に， スコ リア e

底　 径　　　　 8 内面 ……ヘ ラナデ，底部網代 痕 砂粒混入

6 深 鉢 底 部 現存高　　　　 7 ．5 外面……縦位 のヘ ラナデ にぷい褐色 を呈 する

底　 径　　　　 8 底部……へ ラ削 り，一部 に網代圧 痕 を残す

内面……ヘ ラ削 り

7 深 鉢 底 部 現存高　　　 10 底部…………ヘ ラナデ 胎土 にスコ リア ・砂

底　 径　　 10 ．7 内 ・外面……ヘ ラ磨 き 粒混入， にぷ い赤褐

色 を呈す る

表28　第76図　土壌出土遺物

出土遺構 e 区 遺物No．器形 ・部 位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK …016 1 鉢　　　 形 口　 径　　　 21．6

器　 高　　 10．9

底　 径　　　　 9．4

へラに よるナ デ，削 りの整形，無文 明 茶 褐 色 を呈 す る

（写40－－－1 ）

2 深 鉢 底 部 現 存高　　　　 9 ．7

底　 径　　　 10

内外面 ・底 部 ともへ ラ削 りによる整形 にぷい赤褐色 を呈す

る

3 深 鉢 底 部 現存 高　　　 3 ．6

底　 径　　　　 9 ．7

外面 はへラ磨 き，内面はナ デ整形 にぷい赤褐色 を呈す

る

S K …01 8 1． 深 鉢 底 部 現存高　　　　 10

底　 径　　　　 9 ．7

外面 はヘラ削 り， 内面，底 部 はヘ ラ磨 き にぷい赤褐 色 を呈す

る

S K －…022 1 波 状 目 線 現存高　　　　 21 体部 は無文， 内側 に折 れ曲が る口縁 に沈線 と 褐灰色 を呈 す る。

刺実が施 され る。 中空 の突起 を有 し，橋状 の

把手が付 く。突起両側 と突起 の中間 に刺実が

見 られ る

堀之 内 I式

SK －035 1 手 捏 土 器 現存高　　　　 3．0

底　 径　　　 1．8

内外面 ともヘ ラ削 り にぷ い橙 色 を呈 す

る

SK 一一06 2 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 24．2 縄文のみが施 され る。胴部下半 は縦 位のヘ ラ にぷ い赤褐色 を呈 す

現存高　　 13．7 削 り る

SK …06 3 1

i

深 鉢 底 部 現存高　　　　 5

底　 径　　　　 8．8

内外面 ともていね いなヘ ラ磨 き底部 は網代痕 黒褐色 を呈す る

2 底　　　 部 現 存高　　　　 3．7 地 文 として縄文 を施 した後，斜 めの沈線 を配 にぷ い褐色 を呈 する

底　 径　　　　 5．5 する。内面 ・底部はへ ラ削 り

3 深 鉢 底 部 現存 高　　　　 4 ．9

底　 径　　 6 ・3 i

外面 はヘラ磨 き言 亙面 e 底部 は／＼ラ削 り 明褐色 を呈す る

S K 一一07 4 1 注　　　 口 全　 長　　　　 5 ．5 沈線 で長 楕円形 を画 し，内側 に列点文 を施す。 黒褐色 を呈す る

基部径　　　　 2 ．4 外面 はヘラ磨 き

S K －08 7 1 鉢　　　 形 ［：］ 径　　　 25 ．5 縄文 を施 した後沈線 を配 す る。 ＝縁部 内側 に 異色を呈す る。

器　 高　　 13 ．4

底　 径　　　　 6 ．2

1 条 の沈線 がめ ぐる。 内外面 ともへ ラ磨 き 加曽利 B l 式

2 鉢　　　 形 口　 径　　　 21 ．5 沈線 を施 した後，縄文 を配 す る。 口唇 に刻み 黒 色を呈 する

現存高　　 13 ．1 …目。内外面へ ラ磨 き 加曽利 B l 式

一一11！「－



表29　第77図　土堰出土遺物

出土遺構 e 区 i遺物N私 器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 ・　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　 考 i

i s K ＿0 0 1
1 胴　　　 部 平行沈線 問に爪 形の刺実 を充填す る

2 口　 緑　 部 目線の小 実状起 部 で 円形刺 突状 の凹 み を有

する。 地文 は縄文

3 ノノ 目線部が 内側 に屈 曲す る。縄文のみ

SK 一一　003

！

！

i

1 口　 緑　 部
】 ［

縄文の上 に沈線 を施 す

2 ノノ 目線部 に円形刺突 を配 する

3
巨 ノ

ロ緑部 に 1 条の沈線 を施文 する。縄文 のみ

4
ヒ［胴　　　 部 縄文のみ

5 jノノ　 i 横方向の条線。地文 はまば らな縄文

6 ノノ
！

横方向→縦方向の順 で沈線 を施 す

7
「 ノ

i

数 条 の平行沈 線文 で縦 位沈線 を階 段状 に施

す。沈線 問は縄文 を充填す る。下部 はヘラ整

形

SK …」）04

i

－　 i

1 胴　　　 部 沈線 で曲線 的な文様 を区画 し，中 は磨消 し。

地文 は縄 文

2 目　 線　 部 幾何学 的な区画を沈線 で施文す る。地文 は縄

文

3 胴　　　 部 2 本 の沈線 を縦位 に施 す。地文 は縄文。

4 ！，！ 沈線で幾何学的 な文様 を区画 し，中に縄文 を

充填す る。他 は磨 消 し

堀之 内式

5 口　 縁　 部 口綾部 はわずか に内鸞 す る。縄文 のみ。ヘ ラ

削 り

6 ノノ 斜行沈線。縄文

7

！

ノノ

［l

外反す る目線で横位の沈線 のあ と，縦 位の沈

線を施す

S K …00 6 i

i

i

l l
胴　　　 部 爪 形文

2 ノノ 横 位の沈線

3 ノノ 縄 文のみ

SK －007 i

i

！

！

i

l i
口　 縁　 部 縦位 の沈線

2 胴　　　 部 沈線 で区画 し，中に縄文 を充填す る

3 ノ／ 弧状 の沈線 のみ

4 ノノ 縄文 のみ

5 ノノ
！
縄文の み

lつ20　－－一一



表30　第78図　土壌出土遺物

出土遺 構 。区
桓 伽

器形 。部 位　　　 法量 （cm ） 表 面　 e　 裏 面 の 特 徴　 一　 備　　　 考 i

SK ～00 8 1 胴　　 部　　　　　　　　 縦位 の沈線 。下部で曲が る。地文 は縄文
Ei
i

l
2 目　 線　 部 口綾部 に平行 な沈線　　　　 i

】 3 ノノ 口唇 部 に太 い沈線。胴部 は縄 文

SK －016 1 口　 綾　 部 平行 沈線 を数条走 らせ，中 を刺突 もしくは斜

沈線 で埋 め る

2 ノノ 細 い粘土紐 を幾何 学的に張 り付 け，上に刻み

を入れ る　　　　　　　 i

3 ノノ 口綾部 は外反 し，沈線 を施文 する。地文 は縄

文

4 ノノ 日縁 に平行 な沈線 を施 し，右下が りの斜沈線

を入れ る。地文 は縄文

5
i
ノノ 斜沈線のみ。地文 は縄文

6 胴　　　 部 縦位及 び横方向 に屈 曲す る沈線 を施文 する。

地文 は縄文

！
7 ノノ 太 い斜沈線 のみ

！
8 ［二］ 縁　 部 縄 文のみ i

9 ノノ Ll緑部 に横 位の沈線 を数条 回 し，胴部 にかけ

て昼沈線 で曲線 文 を施文す る

堀 之内式

10 胴　　　 部 N 0．9 と同一個体 であ ろう ノノ

SK …017 1 目　 線　 部 口唇 部 か ら直 角 に 8 の字状 の 貼 り付 け を有

し，沈線 で直線 的な文様 を構成す る

2 胴　　　 部 縄！文のみ

！ 3
／ノ 縦位の沈線

S K －…018 1 胴　　 部　　　　　　　　 波状目線 を呈 し， 口縁 に平行 な沈線 があ り， 堀之 内式

波頂部 より蛇行沈線 が垂下 する。地文 は縄文

つ？l　一一



表31第79図　土壌出土遺物

出土遺構 e 区
遺物No．i
器形 ・部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ～020
1 i

［

口　 縁　 部 口唇部 が肥 厚 し，頂部が凹 む。数条 の沈線 を

施文 する

2 ノノ 日縁部 に平 行な沈線 を一本 回し∴ 下部 は縦位

及 び斜行沈線 を施す

堀之内式

3 ！，！ 内攣 しなが ら立ち上が って きた口縁 が口唇部

で くの字状 に外反す る。沈線で文様 を区画 し，

部分 的に縄文 を施す

ノノ

4 〝 目線に平行 な 2 条の沈線 を有 し，弧状 の沈線

を垂下 させ る。地文 は縄文

5 胴　　　 部 くびれ部に 1 条の沈線 を配 し，垂下 す る沈線

を加 える

l

ノノ

6 目　 線　 部 口縁部内側が S 字状 を呈 す。沈線 で幾何学文 ノノ

を描 き，中 に縄文 を充 填する。外 は磨消 し

7 ノノ 口縁に平行 な沈線 を施 す。縄文

S K …02 1 1 胴　　　 部 2 本の沈線間 を磨消 す。 地文は縄文

2 口　 縁　 部 口縁 に平行 な沈線 を施 す。縄文

3 ノノ ゆ る く外反 し，口緑 に平行 な 3 本の沈線 か ら，

斜位 に沈線 を施文 する

4 胴　　　 部 沈線で幾何学文 を描 き，部分的に刺実 を加 え

る。地文 は縄文

5 ノノ 沈線で直線的 な文様 を描 く

l

S K 一一02 2 1． 胴　　　 部 紐線 を縦位 に付 す

2 目　 線　 部 蛇行沈線の頂部 であろ う。地文 は縄文

3 胴　　　 部 縦位の沈線及 び蛇行 沈線 を施文す る

4 ノノ 底部 に近 い胴部 で，沈線の末端部がみ える

5 波 状 口 縁 波頂部 に円形刺 突 3 個 を配 し，両方向 に沈線

が のびる。斜行 す る沈線 を施す

6 胴　　　 部 斜沈線

7 ［二］ 縁　 部 日縁部 に平行 な 1 本の沈線 を有 し，下部 に孤

状及 び斜位 の沈線 を施文す る

8 ノノ 2 本 の隆帯 が横 方向 に回 る
；
】

l 　　」　　－

…122－



表32　第80図　土埴出土遺物

j出土遺構 e 区 桓 伽 ！器形 潮 位　 法射 cm ） i 表 面 e 裏 面 の 特 徴 ！ 備　　 考

S K ～023 1
目 線 部　　　 ！口相 の円形刺突か ら 1 条 の沈線 が出る。縄

ー　　　　　　 i文 のみ

2 ノノ　 ；　　　　　　　 （ ）状の沈線 を数段 重ね，接合部 は横位 の

［　　　　　　　　　 沈線で 区画 する

3 胴　　 部 i　　　　　 斜沈線 を充填す る　　　　　　　 i

S K －0 25

！

き！

！

】
1 i
口　 縁　 部　　　　　　　　 極 めて太い沈線 が弧状 に入 る。地文 は縄文

2 胴　　　 部 刻 みを持 つ隆帯 を横位 に貼 り付 け，上下 を弧

状の沈線 で充 填す る

3 口　 緑　 部 目線 に平行 な沈線 が数条施 され学　問 に沈線 で

長楕円形 を描 く。地文 は縄 文

4 胴　 部 i

j

隆帯 を弧状 に貼 り付 け， それに平行する沈線

を施 す。下部は斜行す る沈線 で埋 める

5 口　 縁　 部 製作時 の突起部 が残 り，縄文 をつける

「五 02 6

2i

i

1 口　 緑　 部 ヨ 口唇部 を沈線及 び列点刺実でか ざる

2 ノノ　　　　　　　　　　　 日縁部先端が両側 とも凹む。斜行す る沈線 を

i 施す

3 胴　　　 部 沈線 で曲線 文様 を描 く。地文 は縄文

SK …WO 28 1 胴　　　 部 沈線文

i 2
ノノ
→ － ～ ～［ 沈線で渦巻文 を描 く。 地文 は縄文

S K ムー一一一03（j

j

i

i

1 胴　　　 部 へ ラ整形後，刺実 を施 す

2 日　 綾　 部 目線 に平行す る沈線 を有 し，下部 に弧状 及び 堀之内式

斜沈線 を施 す

3 ノノ 目線 に平行 する沈線 を有 し，弧状 の沈線 を垂　　 ノノ

下す る

4

i

ノつ 日縁 に平行す る沈線 を有 し，斜位及び縦位の　　 ノノ

沈線 を施す

5 胴　　　 部 縦位 の平行沈線 がみ られ る。

［
ノノ

［

［
6 ［：J 綾　 部 目線部 に絶縁 を付 し9 沈線 で区画 され た縄文 i

j
［

帯 をもつ　　　　　　　　　　 i

［

i
i

lj
［

7 i ！，！ I

［
liil

日縁部 に紐線 を付 し，沈線 で区画 された縄文 i

帯を もつ

8 ノノ 沈線 で区画 された縄文帯 を もつ。 へラ整形

rl
illl
［l

9 胴　 部 ～　　 忠 恕 譜 帯 に接 して， 8 の字状 堀 之内式

Fl1
li
［

10 ノ／　　　　　　　　　　 沈線で直線的 な文様 を区画 し，中 に縄文 を充 － ノノ
填す る。外 は磨消 し

［
1i［
ラ

11 ：ノノ i
l
さ
［

沈線 で直線的な文様 を区画 し，中に縄文 を充　　 ノノ

填する。外は磨消 し

j
［lj［
i

12 i口　 緑　 部 i　　　　　　 口唇 部及 び口綾部 に 3 条の沈 線 を横走 させ

i　　　　　　 る。地文 は縄文

［ミミ

13 j
〝　 i　　　　　　　 H 縁部 に 2 条の沈線 を有す る。縄文

i
i

14 i

l
ノノ　　 ；　　　　　　　　　 縄文のみ。 L R

一一1」∴；



表33　第8鼠図　土鳩出土遺物

出土遺構 e 区　 遺物NG 器形 e 部位 法還 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴
】

備　　　　 考 】

SK －03 1　　 1 口　 緑　 部 日縁部 は外反 し，縄 目圧 痕がみ られ る
i

2

3

ノノ ［コ縁部 は外反 し，縄 目圧 痕9　右下が りの沈線

を施す

胴　　　 部 くびれ上部 に縦 方向の刺実 を有 し9　横位及 び

斜位の沈線 を入 れる

SK …03 4　　　 1 胴　　　 部
i
平行沈線が みられる

SK 一一一一一一035　　　 1

2

波 状 H 縁

〝

大波状 日縁 の突起部 で謝 してお りが

形 に紐線 を付 す。斜沈線 も教条付加 され る 】
l

N 0 ．1 と同一個体

横達 する数条 の沈線 と，縦位の沈線 とに 2 分

され，地文 は縄文で ある

i l 組 の平行沈線 が垂下す る。地文 は縄文

I

3

4

5

6

［［　　　　 7

i
】】

8

9

；

胴　　　 部

i

ノノ

日　 縁　 部 口緑 に平行 に沈線 を施す

ノ／ 8 本以上 の沈線 を目線 と平行 に施す

ノノ 日縁部 に経線 を付 し， l 組 の平行沈線 が並走

する

胴　　　 部

ノノ

沈線 で区画 し，中 を縄文 で充填 する。外 は磨

消 し

沈線 で区画 し9　中 を縄文 で充 填する。外 は磨

10

】

［：」 緑　 部

消 し

▼　3 本の平行沈線の間 に刺実 を加 える

「芯 ）36 1
胴　　　 部 くびれ部 より上 は横位言 下は山形 に細 い隆帯

を残 し，刺実 を加 える

】　　　　　　　　 ？ 「．1　 線　 部 浅い沈線 を施 し，部分 的に刺 実が加 わ る

ll

l［

i

】

lll
i

i

3 ノノ

l

波状 目線突起部 で，紐線 及びメガネ状 の隆帯

を付 し，胴部 に横 方向の沈線 が走 る

4 胴　　　 部 沈線区画内 に縄文。 外は磨消 し

5 ノノ 平行沈線の横走。地 文は縄文

6 口　 縁　 部 縄文の み

7 ノノ 縄文の み
i

8 〝 口唇部 に列点刺突 がみ られ る。無文

9 ノノ 無文。補修孔 あ り
】

10 胴　　　 部 平行沈線 の横走 。地文 は縄文
i

一一1124－－一



表34　第82図　土埴出土遺物

i出土道断 区

ヨ

j遺蜘0・
法還 （cm ） ！　 表　 面　 の　裏　 面　 の　 特　 徴

i
備　　　　 考 i

i
巨 躯 －037 日

ヨ　　　 ［

目 線 可

i

i
桂 庵 部に紐線を付し，沈線で幾何学文様を区 堀之内式
j画し，中に縄文を充填する

SK …04（j 1
i

目　 線　 叫
i

；波状目線。刺案文
「

2
…　 〝 i きE［左下がりの沈線を施す

i

SK ～042

i

i

i

1
］

日　 録　 部 ！　　　　　　 突起部下に縦位の沈線。刺実を加える
さi

2
胴　 部 ！

［
1
】】

j恒 形の粘土紐を貼り付け，横位の斜位の沈線

iを施文する Ii

3
i　　　　　　　　　　 ［

つ　 i完笠の張鮒から湖 が出発し湖 凍膜を

4
［二1 線 部i＋ ＋ i弧状の沈線

㌣ 日　綾　部i＋＋！横位欄位の沈弧鵬は縄文 堀之内式胴　 部 i　　 i沈線で文様を区画する。地文は縄文
ノノ

〝 i　 i縦位の沈線。地文は縄文

巨胤 酢梱 両面に凹みをもつ（〕縄文
〃

］
i SK当 ユ

胴　 部i i横位の沈線を3本施文しヲ　中に縄文を充填す
る。外は磨消し

上 潮 ‖ 胴　 部！　 匿 禁 欝 れた廟三縄文を充填す称名寺式

［i
ミ

i
2 i 口　 緑　 部　　　　　　　　　 口緑部沈線。円形の刺突から蛇行沈線が垂下

！
堀之内式

； する
l上 目
胴　　　 部 縦位の沈線間に右下がりの斜沈線を配する ！，！

［

i 4 j ノノ
i
i直線 欄 線の沈線が垂下する

i
日 日

ノノ i＋ ＋ ！沈線文0 地文は縄文

6 j
ノノ

［
底部に近く垂下した沈線の末端がみえる

7 ＝　 縁　 部　　　　　　　　　 2本の沈線で区画された縄文帯をもつ。外は

i［
磨消 し

仁義右京「二「日縁部i＋ ＋ i数本の沈線が横走する。地文は縄文

i　　　 い
j
〝 i＋ ＋ i沈線のみ

巨 i胴　 可　　 i横位の細い沈線が施文される　　 i －

つ25－



表35　第83図　土埴出土遺物

出土遺構態区
［

遺物軋「器形e部位 表　面　e　裏　面　の　特　徴 備　　　　　考

！sK－…052

i［［
i

目 口 縁 部！
口緑に平行な8本の沈線が横走し，下部にも
撃位e斜位の沈線を施文する

［　　　　　　　　 ［
‖ つ i波状目線の突起部で詳漕測突e沈線が施さ

巨′しる

i

1；
i 3 「 つ

小波状口緑の突起部で3本の縦位沈線下より
隆帯が垂下する。上に刺実が加わる

4 i胴　 部i
横位の沈線で上部と区画され，右下がりの沈
線を施文する

1

i
［ ！十 つ

半裁竹管による平行沈線が縦位につけられ
る

i
i

i
lヨ

i

中　 ノノ ！
沈線で区画され，縄文を配す

i　 「

i っ
ノノ 弧状の沈線で区画され，縄文を充填する

巨
ノ／
i

2本の沈線間を磨消す

9 目　線　部 紐線文を付す
－

i
当　 ノノ 沈線で区画され，内部は縄文

1日　 ノノ

；i
沈線で区画され，中に縄文を充填する

［可　 ノノ

】
平行沈線で胴部と区別される

ii［ SK－054

l

1 i胴　 部
平行沈線間を刺実で埋める

i

2 ！　 〝

［
沈線文

3 「 ノ
沈線で区画された中に縄文が充壊される。外
はへラ整形

4 ！ ノノ ！
沈線の間に縄文を充填する

［＋ ！5 日 ノ
縄文のみ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

SK一一056 日 i胴　 部

iF

弧状の沈線文

i 2

i

i i 3

日

目　線　部
i口縁に平行な2本の沈線が施される。胴部に

かけては縄文
li胴　 部

】i

i

i
i

i
5～7本を1単位とする細沈線を縦位に施文
する

［
［　　 ノノ 縄文のみ

t iSK…058 日

1 2

li 3

日

目　線　部

〝 i
l

i
沈線文

くの字状に屈曲する。沈線間を刺実で埋める
】
i

ノノ
i
内攣する目線部で，三本の平行沈線間は縄文

を充填する

ノノ
i
縄文のみ。L R

一一一一つ邦Il一一一



出土遺構 。区 遺物No．器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK …058 5 胴　　　 部 荒 い縄文
！

6 ノ／ 縄文 のみ
i

S K …06 3

！

i

i

i

！

1 胴　　　 部 沈線 で内外 を区画 され，へ ラ先端 による。刺

撃 が複 数列充壊 され る

2
歳 状 。 縁

大波状 口緑 を呈 し，波頂部か ら目線 に平行 な

沈線 を施文 する。 口唇部 に は刺実が加わ る。

地文 は縄文

i
3 胴　　　 部 沈線 文

4 口　 綾　 部 口綾 部は屈曲 し，太 い沈線 が施 される

5 ノノ
！。縁 に平行 な沈線瀾 位 の沈線 が施文 され る。

地文 は縄文

6 ノノ 刺突及 び横位 の沈線

7 ／ノ 縄文の み

8 ノノ 縄文のみ

9 ノノ 縄 文のみ

10 ノ／ ゆるい波状 目線 を呈 し，縄文 のみ

11 ノ／ 細 い紐線 を付す

12 胴　　　 部 縄文

＿＿1りTl一一
▲　－J l



表36（土壌一覧表（8））

土壌‰ 地　区
Ii
平 面形 状 ［長軸方向

E長径軸）×

短径軸）m
［

！深さm

gi

備　　 考 ！分類

i
E

実測図e写真

i

ji；0 85
［［

！
i c 2 i7

i
i

楕　 円　 形 N －370－ W

L 3 0

×
1．17

iji】
；0．5 6

】
】
i

；［墳底南側は 10cm 低

くな る。覆土上部は

純貝層

［
1
i B ′ 図84

086

li

C 2 f7，f8 楕　 円　 形 N － 570－ W

：畑

壊底中央部に溝状の

！落 ち込み

i［

54
；

A i 図84

i

0 87

d 6

iC 2
i　 c6

楕　 円　 形 N … 210－ W

2．6 3 i

i ×　 性 17

2．0 7　 j

ピッ ト3 ， 魚骨多量

に出土，浅鉢，凹石，

［［
［

A l ！
j】】】】】j

図84

（写 18‾3） i

08 8

f8，f9

jC 2g 8一，g 9 楕　 円　 形 N … 600…W

1．5 7

×

L 29

0．38
S I－0 9　と重 復 員層

あ り

i

A　 図8 4 ！

08 9

i

C 2b6，b7

i
i

楕　 円　 形 N －50… E
上9 7

×
上74

0 ．77

i】

B ′ 。写禁 4 ）

】
】

09 0 C 2g8，g 9 楕　 円　 形 N －6 10…E
1．5

×

1．12

0 ．14 墳 底 まで貝層 あり

】】i

A

】

図8 5

09 1

！

C 2f8 楕　 円　 形

N －7… i 1．32

×

0．94

0 ．4 1

［

S上 い09 と重複 ，石棒

】

A i 図8つ

ヨ　　　′ヽ√ヽrl √1　ご 「Tl　　　　　　　　‾汀：イ ≠†　　nO

墳底 1 ．47

＼／ 1　．1／＼

S I－20 と重複 言混貝
】
】

r I
図85

日ソ∠ しノF2上5 「1　　　　　　 ノiノ ⊥ヽ　…‾1日 ／＼
開 口 部 L O ／

1 ．こU
鉢

＼．ノ （写 18－ 5 ）

［

093 C 2i4，i5 楕　 円　 形 N … 210… E

1 ．4

0 ．12 ピ ッ ト 1

！ Å1

ミ】

［

［
ii　 図 85
i

×

1 ．1 1

0 9 4 C 2i。 楕　 円　 形 N － 00

1 ．86

！ 1苧1 0 ．13
S K … 097　 と重 複 ，

ヨi ピ ッ ト 5 9
A l 図 85

0 9 5 ー　 C 2i4 楕　 円　 形 N － 200－ E

1 ．4

×

0 ．71

0 ．09 A 図 85

。96 l

i

！

C 2i3 円　　　 形 ／ L 34 0 ．41 墳 底 2 段 掘 り込 み B 図 85

i

一一一つ却Il－



表37（土鳩一覧表（9））

土塀‰
！　　　　　　 。
i 地 区 i 平 面 形 状 E

長 軸 方 向
長 径 ㈲ ×

短 径 ㈲ m

l

Fl
怪 さm

i
備　　　　　 考 分 類 実測図 ◎写真

ii

0 9 7

C 2i4 j 楕 円 形

N … 00

L 8 4

×

L 25

lj O ・15

j
iii

［

ピ ッ ト 4 A l

［
！
［
図 86

09 8 C 2i3　 楕　 円　 形 N ～ 740… W

I
ミ L 37

×

1．21

i

0 ．16 ピ ッ ト 3 A l
図 86

（写 18 － 6 ）

099 C 2i9　　　 ／

！

／

（N －S）1．0

（E－W ）1．2

0 ．4 1
湖上」 5 と重 複 ，純 貝

層 あ り
／

図 86

（写 19－ 1 ）

100

h J

C 2 i9 i長 楕 円 形 N － 3 10－ W

2 ．53

×

l H 7

0 ．10 墳 底 中 央 部 凹 む A l i 図 86

10 1

1 ．09 第 2 号 人 骨 を切 っ て

C 図 86C 2g 7　 不 整 円 形 N － 26 0… E × 0 ．4 7 掘 り込 ま れ て い る。

1 ．0 6 石 斧

10 2

1

C 2C 8 ほ ぼ 円 形 N － 270－ E

2 ．0 3

×

1 ．9

0 ．35
ピ ッ ト 5 ， 砥 石 状 石

器
A l 図 8 8

！

103 C 2C 8，C9 不 整 楕 円 形 N － 600－ E

1 ．39

×

1 ．13

i
i

0 ．61 混 貝 土 層 あ り B ′ 図 86

10 4 C 2b 8 円　　　 形 ／ 1．53 0 ．14 ピ ッ ト 4 A l
図 86

（写 19－ 2 ）

105 C 2f 6 不 整 楕 円 形 N … 4 10－ E

1 ．2 8

×

上 15

0 ．47
貝 層 が 厚 く 堆 積 す

る
A 図 86

10 6

l
l

C 2a 7 ；

rl】

［

不 整 楕 円 形 N － 35 ㌔一一W

3 ．29

×

2 ．86

0 ．83
ピ ッ ト一 ， 磨 石 ， 磨

製 石 斧
B l′

図8 7

（写 19… 3 ）

1 07 ！

a9，a O

C 2

b 9，b 。

楕　 円　 形 N － 420… W

1 ．61

×

1 ．34

0 ．67

j

B ′
図 88

（写 19－ 4 ）

108

a 8，a 9

C 2

b 8

溝　　　 状 N － 20 J－ E

4 ．35 以 上

×

2 ．23

0 ．8 5

北 部 は 通 路 下 ， 溝 状

を 呈 す ， ピ ッ ト 1 ，

磨 石

E 図 88

一一一12（「一一一一



表38（土塙一覧表（10））

土塀腕 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
！長 径 ㈲ ×

短 径 幽）m
深 さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 e写真

10 9

b 7，b 8

C 2

C 7，C 8

不 整 楕 円 形 N … 1 3 0… E

2 ．5 9

×

2 ．4 1

0 ．7 5
墳 底 南 東 部 が 落 ち 込

む
A l 図 8 7

1 1 0 C 2e 3，e4 楕　 円　 形 N … 1 3 0－ E

1 ．3 0

×

0 ．9

0 ．3 1 石 皿 A
図 8 6

（写 1 9… 5 ）

1 1 1 C 2b 。 楕　 円　 形 N － 8 5 0－ E

0 ．8 5

×

0 ．5 5

0 ．2 9 A 図 8 9

1 1 2 C 2a 。 不 整 円 形 N － 1 1 0－ W

0 ．8 2

×

0 ．8 1

0 ．3 2

1

A J
図 8 9

‖3

b 9

C 2

C 9

楕　 円　 形 N － 9 0… E

1 ．1 1

×

0 ．7 7

】
】
［0 ・5 5

A ′ 図 8 9

1 1 4 C 2d 4 円　　　 形 ／ 1 ．6 4 0 ．0 7 ／ 図 8 9

1 1 5 C 2d 3，d 4 円　　　 形 N … 0 0

1 ．2 7

×

1 ．2 1

0 ．2 A

l

図 8 9

0 ．9 6

1 1 6 C 2e 2 不 整 円 形 N … 3 5 0－ W ×

0 ．9

0 ．1 6 ！ピ ッ ト 3 A l 図 8 9

1 1 7 C 2e 2，e。 楕　 円　 形 N － 5 1 0－ W

0 ．8 7

×

0 ．7 7

0 ．6

l

勾 玉 状 石 製 装 身 具 B ′ 図 89

1 1 8 C 2C 9 楕　 円　 形 N … 7 7 0－ W

i

1 ．9 2

×

1 ．3 0

0 ．3 8

i

東 壁 2 段 ，ピ ッ ト 1 ，

混 員 土 層 あ り
A l

i

図 8 9

1 1 9 C 2C。，C 5 楕　 円　 形

i

N … 6 7 0－ W

1 ．4 5

×

1 ．0 1

0 ．3 5

ピ ッ ト 3 ， ピ ッ ト内

ま で 貝 層 の 堆 積 が あ

る

A l
図 8 9　 】

（写 19 － 6 ）

1 2 0

i

C 2b 。 ／ ／ i

i

㈹⊥ S）1．8

（E －W ）1．3

0 ．6 7 東 側 通 路 下 i B ′

I

［

図 8 9 i

［

－lllll二川一一



表39（土壌≠覧表（11））

土墳‰　 地　 区
平面形状 i 長 軸 方向 回 備　 考

12 1　 C 3e3，e4

i
L 33　　　　　　　　　　　　　　 ［＋ ＋＋＋ ！

l不 整 方 形　 N － 81㌧…E　　 x　　　　　　　　　　　　　　　　 n　　　 図の
［E上13　　　　　　　　　　　　　　 i
Z

122ic2 b2
l　　C2

「 尋 90苓 露 唇 欄 障 写莞空自…

回 clb8 楕円形ト 760－E十三：io・65広 ‖灘 員層icl i（写莞讐3）

喜

～124 i Cla8 i楕円形ト 500…W 十 三： 0・31i　 j A 図師

ト25 i c2C3 楕円形N…260－W ：三つ o櫻 ㌶ 笠込 Å 図鮒

126

i c3e2 i不 整方形 ト …750－W 1．12 i i＋ ＋ ＋ ＋ 「

×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B l′
1・1」 … 了 蝿 拙 冨　 i

】i
図鮒
［［l［l
プ

】
127 ［
i i

i c2b4 ［不整楕円形 i N …5〇…E

j
i

】l】1ごO i

1・12 i
i

0・57 仁 義最 遠慧音上部 i c l i（写莞竺射 i

ぎ

ヨ
］

lj
128 i；i［ll

C2i2，i3 ！円 形ト 57C～漂 1・17 i i c i（写莞竺5）

［　　 ！
l　　　　i
12中 2e8 i

7　　　　i

不整円形i N…90鳥 0・23 i芸；鵠 輌 Al i 図91

～1訂 ：j

ll

不整楕円形jN－78。－W甘 62i莞土は混貝土層杢 図91

Z
13年
不整楕円形j N十 整 唇 了 Alj 図9つ

臓 C2f6 i楕円形jN－66。－濃 0・18′iピット3 iAl 図当

一一一一∵＝1－－－



表40（土堰一覧表（12））

土壌腕
i 地 区 巨 面形 状 ！

長軸 方 向 深さm 備　　　　　 考
～分 中 測図 磯

i
2 ．05 2 基 の 土 塀 の 連 結

A l　　 図狙

i

133 C 2e7，e。 不整長楕円形 N … 830… W　　　 x 0 ．4 3　 か， ピッ ト 5 ， 貝層

上 27 あ り

1 ．2 1
ピ ッ ト 4 ， 混貝土 層

あ り

】i

13 5 C 2g7，g 8　楕　 円　 形 N … 63 0… W　　　 x 0 ．2 1 A l　　 図狙

［
i O ・93

136 C 2d 7　 楕　 円　 形

」 J ㌍

0 ．5 1
i i

混 貝 土層 あ り B ′　　　 図飢

i i 上 05

g 5
i】

軋 8 2
［ i

A l i 図 92
i
！

137 C 2　　　 不 整 円 形 N － 150… W × 0 ．19　 ピ ッ ト 1
h 5 0 ．78

138
i

d7，d8
C 2　　　 円　　　 形
上 7，e8

jN …200一打 0 05 j員層あり瀾 i

c j （写莞竺 6 ）

139

0・18 i警謡 重複瀾 i

A　　　 図盤

i

C 2b3 i不整楕円形
帖 脛 言　 誓 5

i

l
0．85

140

c ldoeo i不整楕円形

N …40…E
0 ．92
×
0．82

0 ．18

】

i

A P 92

i
i】！ 上58

i［［［i

ii

㍗ leO 楕　 円　 形

！

N …880…E ×
1．1
0．25 i墳底に段差あっ A l P 92

142

i

C le9

Ii

楕　 円　形

N －4訂 ［0・09 iピット㍉ A l i 図92

143 C le9 不整 楕 円形

［i L 47

N … 3 20… E　　　 x

。．16 i ピッ ト 4　　 A l i 図 92

上 07 ［

i

14 4　 C le8，e9
i

jl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

楕　 円　 形

N － 25。－ E i

［jg［l

1 ．11
i　　　　　　　　　　　　　　 i

i

×

0 ．89

0 ‘16　　　 A i 図 92

i　 －

溌 ‖　 C 2e 8
；［l
i［　　　　 i

不　 安　 形

i

N … 3 8〇… E

1i［！

1 ．06 i

×

0 ．85

i＋ ＋　 丁 「

鍼 射 S 「」渦 に接 す る　　　 C　 を　 図 92
」 …＋ ＋ i i 」

一一一l－1圭「－1－



表41（土埴一覧表（13））

土壌施 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 幽 ×

短 径 幽 m
深さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 ◎写真

1 4 6 C 2d 7 楕　 円　 形 N … 4 1 CL 載

1 ．4 1

×

上 2 6

0 ．3 1 ピ ッ ト 3 A l 図 9 2

1 4 7

！

C 2f2 楕　 円　 形

i

N … 2 6 0… E

1 ．6 7

×

1 ．4 8

0 ．5 2 土 偶 の 足 部 B ′ 図 9 3

1 4 8 C 2e 7

！

円　　　 形 N － 7 6 0… E

1 ．9 1

×

上 8 0

l

0 ．5 3
混 貝 土 層 が レ ンズ 状

に堆 積 す る， 石 鉄 ′

i
ii

C
図 9 2

（写 2 1－ 1 ）

1 4 9 C 2a 4

i

隅 丸 方 形 N ⊥」「…E

1 ．1 9

×

1．1 5

0 ．3 4 員 の 堆 積 あ り D
図 9 2

（写 2 1－ 2 ）

1 5 0

a 9，a O

C l

b 9，b 。

円　　　 形 N － 3 6 0－ W

2 ．2 1

×

上 9 7

0 ．7 1

！

！墟 底 に 純 貝 層 が あ

る ， 凹 石
C

t i

図 9 3

（写 2 「∴ 吊

1 5 1

i
i B l ：：

［楕 円 形 N … 8 0 0… E

「つ8

×

0 ．8 9

0 ．1 8

】

A 図 9 3

1 5 2 B l h8，h。 不 整 楕 円形 N － 4 2 0－ E

】

2 。2 6

×

上 7 5

0 ．2 小 ピ ッ ト1 7 A l 図 9 3

1 5 3
［
B l g9，g。

i＋ ＋ ＋ i

楕　 円　 形

Il 2 ．2 9

N － 4 6 0－ E　　　 x

1 ．9 4

0 ．3 6
！

】

混 貝 土 層 あ り A l 図 9 4

1 5 4 B l h 9 不　 定　 形

L 3 4

N … 7 1 3… W　　　 x

i O ・9 5
l

i

［0 °4 4
A 図 9 3

1 5 5 B l i8

l

楕　 円　 形 ［

！ 0 。9 7

N － 3 2 0－ E　　　 x

0 ．8 3

目上 9 7 B ′ 図 9 3

1 5 6

e 9

B l 楕　 円　 形

「0 6

N － 9 0 。　　　　 × 0 ．1 7 純 貝 層 あ り A 図 9 3

！ f 9 0 ．9 6

！

1 5 7 i C IC o 不 整 楕 円 形

i H 4 i

N ん一 4 9㌧凧　 ×　 ！
i　　　　　　　　　 i

0 ．5 2
壁 は垂 直 に立 ち上 が

る
B ′ 図 9 4

！ ；！i
［

i l ．1 0　 i
Zi＋ ＋ ＋＋ ；

［［［l
Ii

上昌



表42　土壌一覧表（14））

土壌‰ 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 幽 ×

短 径 ㈲ m
深さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 ◎写真

15 8

C o

C l

d。

不 整 楕 円 形 N … 90… W

1 ．0 1

×

0 ．93

0 ．4 2 B ′

！

図9 4

1 5 9 B lf。，fo 楕　 円　 形 N － 90 C

L 2 7

×

1 ．0

0 ．3 2

i

貝 層 あ り A l 図 94

16 0 B 2 d l

i 不 整 楕 円 形

N … 5 4 0…uW

上 0 2

×

0 ．87

0 ．2 ピ ッ ト 4 A l 図 9 4

1 6 1

B 2。1，。2 i

楕　 円　 形 N … 90 0

上 1 7

×

上 07

0 ．1 6

！

A

I

図 鋸

i

1 6 2

i

B l e。

B 2 e l
不 整 楕 円 形

！

N － 73 0… W

2 ．1 5

×

1 ．7 2

0 ．0 5

】

芸 言 ‖ 瀾 土 層 i

】
：［
！

！

A l i

i

図 9 4

16 3 B 2 f l

1

円　　　 形

i

N 一一64㌧運 ‖
i

0 ．83

×

0 ．78

i

0 ．8 3

i

i

】

B ′ 図 94

1 6 4

】

B l d 9 不 整 円 形 N － 4 1 0… W

1 ．1 4

×

上 目

0 ．73 混 貝 土 層 あ り

！

B ′

］
j

図 10 7

（写 21… 5 ）

（N －S）0．73
！

［ ！
165 B ld 9 つ つ 剛 0．15 i北側は通路下　 目 図94

166

…－ 「

C laO

楕 円 形 ト 86棄 耗 8 ：警 芸孟夏，りピッ i B l′】
gi
i 図107
rl

i
i 167 i

i

B l g。
B 2gl

楕 円 形 N －59。一E i ：三つ o ・35 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［i i A

E

；r［
jj［ 図107

；＋ ＋ ＋ ！

168

】i［

c lho i長 楕 円 形 N －67粟

0 ．25

；ま［lji A

l
ji 図107

［
j

i
i

i 16 9

I
l】B胤載狛

Bl転B2hlj

不 定 形 jN －44C…W 上 9 ；

0．28 ；

き［

芸； 卜7 潮 轟

Fl

i

ヨ図107　 i
i

ll　　 i
；　　　　　　　　　　　　　 1　2．17
［ ；；［ま　　　　　　　　　　　　　　　　　［
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－　L＝11．6m

‾‾‾＼＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿‥ノ／‾

－‾l二一

－　L＝11．5m

二二二／二

ー∴
・－　L＝11．6m

・一㌔
SK－85

－　L＝11．6m

二焉這コ二

第糾図　第81～88号土壌

－1：35－

芳一j
－L＝11．6m

SK－88

ーL＝11．5m

l二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿∴‾

第82号土墳土層解説

1暗褐色土　（固く締まり，YP・廃土粒

子・ハードロームブロックを

含む）

2　　／ノ　　　（大変固く粘りもある，黒色

ロームブロックを多量に含

む）

：3　黒褐色土（異色ロームブロックだけの

層）

4　暗褐色土L（固く締まりYP含む）

第85号土塊土層解説
l　純　H　層（ヤマトシジ、ミ）

2　極暗褐色土（lrP・異色ロームブロック含

む）

：弓　褐　色　土（締まりの粘性ともにあり，異

色ロームブロックを含む）

第86弓∵土壌上層解説
1　暗褐色土（YPeノ＼…ドロームプロノク

含む）

2　　　ノノ　　（よく締まりノ＼－ドロームフ

ロック合しリ



＼　　　・－L＝11・5m

‾…l∴二　一　二二

＼＼　〈＼

一課一才
－　L＝11．5m

グ＿亙

－　L＝11．5m

SK－95

：て：l七Il‾：＿ll：一一‾‾

－L＝11．5m　－

第85図　第89～96号土壌

一一llll：沌一…1－

－‾＿十‾‾一一

－　L＝11．5m

一一一一一一

－L＝11．5m

第89号土墳土層解説
1混貝土層（YP。焼土粒子を多く含み，

黒褐色土）

2　黒褐色土（ハードロームブロックを多

く含む）

二王　暗褐色土（締まりなくポロポロ，ローム

ブロックを含む）

4　黒褐色土（1に比してYPが％位にな

る）

第91号土壌土層解説
1　暗褐色土（Y P・ハードロームブロッ

ク・廃土粒子含む）

2　にぷい黄褐色土（YPeハードロームブロック

含む）

3　黒褐色土（YP・廃土粒子含む）

4　褐　色　土（固く締まりハードロームブ

ロック含む）

第92号土壌土層解説
1黒褐色土（混貝土層，締まりがない）



Zdニ二二斗十～
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一一一一　L＝11．6m

．′ノ＼、J

－L＝11．6m

‾‾‾‾、＼＼、一一＿＿＿′一　ノ‥

竺肯
ll－11一一一i L＿一一・一

一一　L＝11．6m

‾‾∴、し／－1‥一子一一

SK－101

SKl105

－　L＝11．5m

「二子

卓　　　　　SK1103

－　L＝11．7m

て二子
－　L＝11．5m

ヒ二二二二二豊二二二二∃

第105号土壌土層解説
K　暗褐色土（混土貝層）
2　　　　〝　　　（YP含む）

K　褐　色　土（混貝土層）

K　純　貝　層（白色の灰を含む）
K　極暗褐色土（混貝土層）

6　褐　色　土　よく締まりYP含む）
7　黒褐色土（YP㌦ロームブロック含む）

第86図　第97～皿◎103～105◎110号土壌

－…1：jT　一



SK－106

～怯斗丸＼

一一　L＝11．5m

lL二／～ノ二

第106号土壌」二層解説
1　黒褐色土（よく締まりハードロ∴一ムフ

ロックを含む）

2　　　ノブ　　　（大変固く　ハード　ロームブ

ロックを含む）

こう　暗褐色土（大変固く異色ロームフロッ

ク含む）

4　褐　色　土（粘性あり，ロームを含む）

5　暗褐色土（固くYPe炭化物含む）

1′　1より明るい調子になる

3′　3に異色ハードロームブロックが混入する

第87図　第106・109号土堰

上出



、

＼

SK1107

－　L＝11．6m

ヒ二二二二＝望二二二∃

第102号土壌土層解説
1暗褐色土（YP・廃土粒子を含む）

2　　〝　（ノトドロームブロックを含
む）

こう　極暗褐色土（大変固い）

ヱ1暗褐色土（少釦）YP含む）

5　褐　色　土（ノトドロームブロック多く
含む）

6　暗褐色土（いくらか締まりを帯びるj

第108号士墳土層解説

褐色土（lrP炭化祢廃土粒子含む）
2　暗褐色土（締まりなし）
こう　　　　ノ／

4　　　　〃

4′　　　　ノノ

こ）　　　　　　ノ／

第88図　第102・107・108号土堰
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はく締まりYP少量含むj

（締まりなくノ＼－ドロームブ

ロックを多量に含む）

（ノ、－ドロームブロックを特

に多量に含む）

（ロームを含み粘性あり）
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SK－112
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「＼」r

・－L＝11．6m

、　＿

一一一　L＝12．0m

SK－121

－　L＝11。5m　－

「rrr

一一一L＝桐．6ml

華ダ2　　　　第は3号土壌土層解説
褐色土（固く締ま　YPを多く含Llラ

2　暗褐色土（YPを含む）

褐色土（固く締まり黒色ノ

ムブロックを含むj

ドロー

一一L＝11．5m1－

1　「
し＼＿＿＿＿＿ノ」

2　M

第H号土壌土層解説
1K　黒褐色　L（混貝土層）
2K　　　　〝　　　（　〃　）

呂　　　／ノ　　　　rロームブロックを含む）

4　　　′　　　　纏綿f）なくlrP含む）

5　暗褐色土（粘性あり）

－　L＝11．8m

∴　＿＿′′′′

第H8号土壌土層解説

IK　黒褐色土（混員土層）

2　　　ノノ　　　憎く締まりYP含む）

3　　！ノ　　（YPを少量含むj

第89回　第111～121号土埴

11－1（l
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－L＝11．5m

－L＝11．5m

7　　　　SKl125

SK－123
／／／　　　　　一・一、－‘し一二一～

一一L＝11．5m　－

‾‾．一、－　－－．＿　‥．11

ご　l　　　・・　・l

lJr

～つ
lK　純

2　褐

2K　混

3　暗

－L＝11．8m

第122号土壌土層解説
員　層

色　土（ロームブロック混入）

土貝層

褐色 土（ハードロームブロック含む）

第123号土壌土層解説

1混土貝層（炭化物oYPを含む）
ワ 里 褐色土（混貝土層）
3　　　ノノ　　（よく締まりハードロ」ムブ

ロック及びYPを含む）

第124号土壌土層解説
1　黒褐色土（締まりなくハードローームブ

ロックを多く含むj

2　　　ノノ　　　（締まり弱くハードロームブ

ロックを多く含む）

3　暗褐色土（よ　く締ま　り　ロームのハード

ロームブロックを含む）

第90図　第122～127号土壌

－111－
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露
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ーL±11．6m

‾、＼一一一、＿＿＿＿＿＿＿＿／ノーー1－－

N

：粍舞
－L＝11．6m

一一L＝11．6m

l∴－－、＼＿＿＿‥　ノ∵

第128号土塊土層解説

1　黒褐色土（Y P・炭化物・ハードローム

ブロックを含む）

2　　　ノノ　　　（ハードロームブロック・炭化

物を含む）

2K　　　ノノ　　　（混貝土層）

3　暗褐色土（ロームブロックを含む）

第130号土壌土層解説

1K　暗褐色土（大変固くハードロームブ
ロック及び廃土粒子を含む）

2K　黒褐色土（ハードロームブロック及び
炭化物を含む）

第91回　第128～133・135・136号土壌

－ll－一つ‖2－1一一
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－　L＝11．5m

、＼　′・＼ノ／‥‾‾

カ闇

－　L＝11．5m

l「√－

SK－149

一一III－

－L＝11．6m　一一

1‾‾‾ヽ＿＿＿＿＿＿＿＿、＿ノ‾ll‾‾

＄じ竜一・帽超　　．‾　　　　　＄し忘・－て詣盟　　　‾　　　‾‾‘

－　L＝11．6m

潰す．形
：！一・二五一ミ云Jr「　…　　－、＿＿＿＿＿＿＿＿‥＿ノー‥

「し子〕
J SK1148

「㌃辛 第138号土壌土層解説
黒褐色土（混貝土層）

＼

ノノ　　（固く締まり，ハードロームブ

ロックを含む）

－L＝11．6m　　　＿　H　純　し　層

「⊥

竺深一才
一一L＝11．5m　－

＼＿＿＿＿＿＿＿＿＿了l

ご　SK1145

－L＝11．6m　－

1∴「

を
l

－　L＝11．6m

第148号土壌土層解説
1黒褐色土（ノトドロームブロック・炭化

1K　　　ノノ

1K′　黒　色　土

2K　　　／／

3　黒褐色土

4　褐　色　土

5　黒褐色土

第92図　凱37～摘6◎148◎且49号土壌

…143…

物を多く含む）

（混貝土層）

（締まり弱くハードロームブ

ロックe炭化物を含む，混貝土
層）

（混土貝層）

（よく締まりローム粒子を含
む）

（ハードロームブロック）

（よく締まりハードロームブ

ロックを含む）
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＄隠磨一

躍
－　L＝11．6m

SKl150

ヽ、、

／

－　L＝11．3m

二二二∴

N

－！．・ゝ一一

‾一二「－

－L＝11．0m

－　L＝11．0m

獲

l二＿∴
－　L＝11．0m

‾‾し＿l＿＿＿／子‾‾

第147号土壌土層解説
．＿＿｛　．，1　′7　　　　　　　　　　　7　ムナr J　レ11r rl＋と巨‥仕ノ舟有し．比

果燭巴土（よ＼楯誅リ1」「。力叱1LJ巧ド尤柁
土粒子・ハードロームブロッ

クを含む）

暗褐色土（YP・ハードロームブロック

を含む）

黒褐色土（よく締まりハードロームブ

ロックを含む）

暗褐色土（ハードロームブロックを多

量に含む）

褐　色　土（固く締まり粘性あり，ローム

粒子・炭化物を含む）

第150号土墳土層解説

1褐　色　土（よく締まりローム粒子含む）

2　暗褐色土（YP・ローム粒子・ロームブ

ロック・炭化物含む）

3　　　〝　　（ローム粒子駄ロームブロッ

ク・炭化物含む）

4　黒褐色土（締まりなし）

5　暗褐色土（よく締まりローム粒子・ロー
ムブロック・炭化物含む）

6K　混貝土層

7K　純　貝　層

第93図　第摘7◎150◎且51◎152◎且54◎155◎且56号土鳩

－144－
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：－‾二賢一：－‾三十一‾‾
－L＝11．2m

－　L＝11．2m

「二＿「

SKl161　　　Z一二キ十一

一二＿一丁＝l‾一十
・－L＝11．2m

－　L＝11．2m

「了＼子

1‾‾こ「－

－　L＝11．2m

SK－16年′一、、／
／　　　　　　　　　＼

「

㌦

SKl163

一　．

二二一1－
－　L＝11．2m

「ノ蔓「

第153号土壌土層解説
1明黒色土（ローム粒子・炭化物を含む）

lK　　　ノノ　　（混貝土層）

2　黒褐色土（締まり弱く炭化物eローム粒子・

ハードロームブロックを含む）

3　暗褐色土（よく締まり炭化物・ローム粒子を含

む）

4　黒褐色土（ハードロームブロックを含む）

2′　　／ノ　　（炭化物・ローム粒子を含む）

第158号土壌土層解説
1極暗褐色土（よく締まりYP。ローム粒子を含

む）

2　　　ノ／　（ローム粒子e炭化物・石を含む）

3　暗褐色土（よく締まりローム粒子・ロームブ

ロックを含む）

4　　　〝　　　（ローム粒子を含む）

5　　　ノノ　　（ローム粒子を含む）

第159号上境土層解説
1　表　　　土

2K　黒　色　土（混土貝層）

2K′　　〝　　（混貝土層，炭化物を含む）
3　黒褐色土（ローム粒子を含む）

4　　　ノノ　　（締まりなくハードロームブロック

を含む）

5　暗褐色土（締まりなくハードロームブロック

を含む）

第163号土壌，土層解説
1黒褐色土（よく締まりハードロームブロック・

炭化物を含む）

2　　　ノノ　　（ハードロームブロックを含む）

第錮図　第且53◎且57～且63◎165号土壌
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表超3　第95図　土塊出土遺物
出土遺構 ゆ区 遺物No．器形 。部可　 法量 （cm ．） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK …0 87 1 葉　　　 形 ＝　 径　　　 20．5 口縁部 に粘 土紐 を貼 り付 け，指頭 による刺突 胎土 にスコ リア e 砂

現存高　　　 25 ．2 を施 す。 半裁竹管文 を施 す。内面 はへラ磨 き 粒 を含 む。上半 は明

赤褐色，下半 は黒褐

色，内面 は灰黄褐色

を呈す る

2 深 鉢 底 部

】

現存高　　　　 6．5 休部 は粗い縄文のみ。内部 はへ ラ磨 き，底部 胎土 に砂礫 ・ス コリ

底　 径　　　　 9．3 に網代痕 アを含有する。 暗褐

色 を呈 す る

3 整　　　 形 口　 径　　　 18 ．4 口緑部 に粘 土紐 を貼付 ，指頭に よる刺突 を施 I橙色 を呈 する

現存高　　 16 す。半裁竹管 による平行 沈線 ・縦の爪形文 を

配す る。 内面 に 2 条 の沈線

S K …uO9 2 1 鉢　　　 形 口　 径　　　 24 ．0 口綾部 に，半裁竹管 による二重 の横長 の楕円 胎土 にスコリア e 砂

器　 高　　 16 文 を配 し，中間 に縦 2 列 の刺突文 を施 す。 地 粒 を含む。焼成は普

底　 径　　　　 8．4 文は粗い縄文 通 。灰褐色 を呈 する

2 鉢　　　 形 口　 径　　　 27

器　 高　　　 12．6

底　 径　　 15

内 ・外面 ともヘ ラ磨 き 黒褐 色を呈 する

3

i

深　 鉢　 形 ［」　 径　　　 14 ．9 日経 に 4 ヶ所 の突起 を有 し，突起 下に 2 条の 胴部上半 は黒褐色，

器　 高　　　 20 ．8 沈線。中間 に 1 条 の沈線 を懸垂 し，各々の間 下半 ばにぷ い橙色 を

底　 径　　　　 7 ．7 を羽状 を呈す る沈線 で充填 する 呈す る。堀之 内 I 式

（写33一…1 ）

表44　第96図　土堰出土遺物
出土遺 構 e 区 遺物No 器 形 。部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK …105 1 深 鉢 底 部 現存高　　 11．6 幾何 学形磨 消縄文 を有す る。外面胴部下半、 黒褐 色を呈 する，堀

底　 径　　　　 6 ．0 内面 はヘラ磨 き，底 部に網化圧痕 之 内II式

2 鉢 形 底 部 現存高　　　　 2 ．2 沈線施文後 に縄文 を施 す。底 部近 くはへ ラ削 黒色 を呈 する

底　 径　　　　 6 ．4 り， 内面 はへ ラ磨 き

S K … 1（j6 ．1 鉢 形 底 部 現存高　　　　 3 ．7 外面 e 底部……へ ラ削 り 灰褐色 を呈す る

底　 径　　 11．8 内面……………へ ラ磨 き

SK … 118 1 鉢 形 底 部 現存高　　　　 3．0 外面……へ ラ磨 き 黒 褐色 を呈す る

底　 径　　　　 4．6 内面……ヘ ラナデ

SK －′”〟が′”〝′119 1 深鉢 目線部 口　 径　　　 21．2 頚部 に縄文帯 ，内 e 外面へ ラナ デ， 日綾部へ 赤褐 色を呈 する

胴部最大 径　 24 ．1

現存率　　 18 ・5

ラ磨 き （写37… 1 ）

S K －12 9 1 手 捏 土 器 口　 径　　　　 6 ．2 外面… ……指 おさえの後 ナデ 褐灰色 を呈す る

現存高　　　　 4 ．2 内面………ヘ ラ削 り

口縁部……内 e 外面横 ナデ

（写4（仁一3 ）

SK － 13 1 1 深鉢 口縁部 口　 径　　 19．1 口緑に 8 の字形の粘土紐 の貼付 け，隆帯 に刻 暗褐色 を呈す る。堀

現存高　　 12．6 みを有する。幾何学形 の磨 消縄文 が見 られ る 之 内式

SK …13 6 1 深 鉢 底 部 現存 高　　 16．4 外面 ……………へ ラナデ 橙色 を呈 する

底　 径　　 11．0 底部 e 内面 ……へ ラ削 り

横走 する沈線 を有 する

S K － 15 0 1 小型 現存高　　　　 4 ．3 外面 。底部 ……ヘ ラ削 り にぷ い褐 色 を呈 す

深鉢底部 底　 径　　　 6 ．8 内面……………ヘ ラ磨 き る

横走す る沈線 を有 する

2

【

深鉢口綾 部 口　 径　　　 40．6

胴 部最大径　 44．2

現存 高　　　 27．8

直線 的な沈線文 を充填す る。地文 は縄文 ス コ リア 。砂粒 を含

み焼成 は艮好，黒褐

色を呈す

SK －217 1 深 鉢 底 部 現存 高　　　　 5 ．9

底　 径　　 11．6

全面 へラ削 り 明赤褐 色を呈 する i

S K …22 2 l 小型 現存高　　　　 3 ．4 外面………… …へ ラ磨 き 黒褐色 を呈 する

深鉢底部 底　 径　　　　 5 ．3 内面 e 底部……へ ラ削 り

l s K …235 1 深 鉢 底 部 現存高　　 10．2 外面……ヘ ラ磨 き 橙色 と一部黒褐色 を

底　 径　　 10．4 内面……ナデ，胴部 に炭化付着 呈す る

ー158－



表45　第97図　土埴出土遺物

出土遺構 e 区
i遺物N ！
0．器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ～080 1 目　 線　 部
i

口唇部に沈線。へラ整形

2 胴　　　 部
i

縦位の平行沈線

3 ノ／ 沈線で区画し，中に縄文を充填する。外は磨

消し

4 ノノ 沈線で区画し，中に縄文を充填する。外は贋

消し

5 口　 綾　 部 へラ整形後に沈線

S K－081 1 目　 線　 部 大きな刺実から左右方向に沈線をのばす

2 ノ／ 口緑に平行な教条の沈線をめぐらす

3 胴　　　 部 沈線で区画された縄文帯をもつ

4 ノノ 横位の沈線

5 ノノ
i

縄文のみ

6 ノノ 縄文のみ

SK ～082

！

1 胴　　　 部 縦位 e斜位の沈線を施文する

2 ノノ 縦位の沈線。地文は縄文

3 ノノ 斜位の沈線。地文は縄文

4 ノノ 縄文のみ

SK w…083 1 胴　　　 部 縦位の沈線文

2 ノノ 沈線を曲線状に施す

3 口　 緑　 部 細い紐線を付し，横位の沈線を引く

4 ノノ 紐線を付し，横位の平行沈線を施文する

5 胴　　　 部 沈線で区画された縄文帯をもつ

6 口　 緑　 部 ロ線に平行な太い沈線

7 胴　　　 部 縄文のみ

SK …－085
1 ！
胴　　　 部 太い沈線で文橡を描く。地文は縄文

2 ！
〃 縄文

3 ！
目　 線　 部 沈線で区画された縄文帯をもつ

4 i
胴　　　 部 縄文のみ

ll－1159　－－－1－



表46　第98図　土壌出土遺物

出土遺構 e 区 遺物No．器形 ・部 位 法量 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K －086 1 ロ　 縁　 部 縦位 ◎斜位 の沈線文 堀 之内式

2 胴　　　 部 縦位 の沈線 文 ノ／

3

4

ノノ 縦 位及び屈曲す る平行沈線 を施 す ノ／

ノノ
沈線で直線的な文様 を区画 し，中に縄文を充

填す る

ノノ

5 口　 琢　 部 縄文のみ

6 胴　　　 部 縄文の み

S K …08 7 1 胴　　　 部 横位及 び弧状 の沈線 を施 す。地文は縄文

2 ノノ
縦位の沈線 で区画 し，中は磨消 しと縄文

3 口　 緑　 部 目線 に平行 な沈線。地 文は縄文

4 ノノ 目線部 に紐線 を付 し，沈線で区画 された縄文

帯 を もつ

5 ノノ 6 本以上 の平行沈線 文で縦位沈線 を階段状 に

施 す。沈線 間は縄文

加 曽利 B 式

6 胴　　　 部 鉢形 土器で， 8 本の平行沈線文で ある。沈線

間は縄文

7 日　 経　 部 縄 文

8 ノノ 縄文

9 ノノ 縄文。 R L

10 胴　　　 部 縄文

11 ノノ 縄文

ll一一一1（川一一一一一



表47　第99図　土堰出土遺物

恒 遺掛 区
遺物NG 器形 ・部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK －08 8

i

1 胴　　　 部 曲線状 の沈線文

2 目　 線　 部 斜行沈線

3 胴　　　 部 沈線 で区画 された中に縄文 を充填す る

4 ・ ノノ 縦位 e斜位 の沈線 文

5 目　 線　 部 口緑部 に紐線文 を付 し， 1 本の沈線 が横達す

る

6 ノノ 紐線 を付 し，縦位の沈線 を施 す

7 ノ／ 沈線 で区画 された縄文帯

8 ノノ 縄文 のみ

9 ノノ N 0．8 と同一個体

10 ノノ 縄 文のみ

11 ノノ 縄文 。口唇 部 はナデ整形

12 胴　　　 部 縄文

S K －08 9 i

i

l

！

1 口　 緑　 部 口唇部 に段差 あ り。へ ラ整形

2 ノノ 紐線 を貼 り付 ける。縄文

3 ノノ 縄文のみ

4 胴　　　 部 縄文 のみ

5 ノ／ 縄文 のみ

S K －09 1

i

i

1 胴　　　 部 円形 の小突起 か ら上 e 左右 に隆帯が のびる。

上方向 だけ刺 突が加わ る

2 ノ／ 沈線で文様 を区画 し内部は斜沈線で埋め る

3 ノ／ N 0．2 と同一個体

4 口　 緑　 部 口緑に平行 な沈線 を有 する

5 胴　　　 部 縄文 のみ

1611一一一一一



表48　第100図　土埴出土遺物

出 土 遺 構 。区 遺物Nは 器 形 e 部 位 法 量 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K － 0 92 1 目　 線　 部 目 線 部 は くの 字 状 に内 攣 し，沈 線 で 渦 文 を施

す

堀 之 内式

2 ノノ 沈線 文 。 地 文 は縄 文 ノノ

3 ノノ 口 縁 部 は 内 攣 し， 沈 線 に よ る 曲線 文 を施 文 す

る

ノノ

4 ノノ 波 状 目 線 を 呈 し， 刺 突 文 か ら沈 線 が の び る ノノ

5 ノノ 口緑 部 は 内 攣 し， 沈 線 を施 す。 地 文 は縄 文 ノノ

6 ノノ 内攣 す る 口 縁 で ， 沈 線 文 を主 体 と す る ノノ

7 ノノ 沈 線 で 渦巻 文 を施 す 。 地 文 は縄 文 ノノ

8 ノノ 横 位 の沈 線 を 主 に 施 文 す る。 地 文 は縄 文 ノノ

9 ノノ
ゆ る や か な 波状 口 緑 を 呈 し， 刺 突 間 を縦 の輝

線 で結 ぶ。 下側 の 刺 突 か ら左 右 に沈 線 が の び

る。 地 文 は 縄文

ノノ

10 ノノ 口唇 部 が 内側 に 突 出 し， 口縁 に平 行 な沈 線 が

横 走 す る

ノノ

11 胴　　　 部 縦 位 の 沈 線 間 を 斜 沈 線 で 埋 め る。地 文 は 縄 文 ノノ

12 ノノ
縦 位 の 沈 線 文 を 主体 とす る。 地 文 は縄 文 ノ／

13 ノノ 縦 位 。斜 位 の沈 線 文 ノノ

14 ノ／ 蛇 行 沈 線 文 ノノ

15 ノノ
S 字 状 沈 線 が下 降 し，左 右 斜 沈線 を配 す る ノノ

1 6 ノ／ 沈 線 で 文 様 を区 画 す る。 胴 下 半 部 は 縦 方 向 の

ヘ ラ整 形

ノノ

2本で1単位の沈線を縦方向に施す。地文は

縄文

－1一一つ62－1一一一



表49　第101図　土埴出土遺物
桓 土遺掛 料

遺物NG 器形 e 部位 － 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴
！ヨ 備　　　　　 考

！ s K ＿10 5

i

i

i

i

！

！

1 口　 綾　 部

i

［
目線 に沿 って 円形刺突文 が並ぶ。沈線 及び刺

突文

！

l

ワ

】

ノノ 目線に沿って刺突。胴部 にかけては沈線

3 ノノ 口緑 に平行 な沈線 を有 し，斜沈線 を施 す

4 ノノ 直線 的な沈線 で区画 し9中を縄文で充填す る

5 ノノ
l

口緑 に平行 な沈線 を 3 本配 し，下部 は縄文 と

沈線

i

6 ノノ
！

沈線で幾何学的 な文様 を区画 し，中 は縄文 を

埋め る。外 は磨消 し

7 胴　　　 部 曲線 状の沈線で文様 を区画 し，内部に縄文 を

充填す る

！
ヨi

i

8 口　 緑　 部 小波状 目線で， 8 の字状の貼付文， 内側 は沈

線 によ る円文を描 く

！i
［
j
ヨ！；‘

9 ノノ 2 本 の沈線 間に縄文 を充填す る
i　　　　　 「

i　　　　　　 i

10 胴　　　 部 縦位 の沈線 間に刺 実を施す。地文 は縄文
［！

！

11 ノノ 直線的 な沈線文。地 文は縄文
†

i

1 2 ノノ
】

沈線で幾何学的 な文様 を区画す る。内外 を縄

文で埋め る

！

13 口　 縁　 部 縄 文

14 ノノ ロ緑部に浅い沈線 を有す。縄文

15 ノノ 外反 して立 ち上 が る。縄文

16 ノノ 鉢形土器 の目線部 で，隆帯 に刺実が加 わる

S K …10 6 1 口　 綾　 部 横位 の沈線文

2 ノノ 口唇部 に刺実 を有 する。胴 部 は沈線 と刺突

3 ノノ 口縁部 は内攣 し，横位 の沈線 により胴 部 と区

画 され る。曲線文 を主 にする

4 ノノ 紐線 を縦に 2 本貼 り付 け，周 囲を沈線 で埋め

る。内側 にも紐線が のび，横位の沈線 を施 す

5 ／ノ 口縁部に太い沈線。斜沈線を施文する。地文 i
は縄文

6 ノノ
円形の貼付文を施す。縄文　　　　 】 i

一一、一一つ（王「－



表粥　第摘掬　土頓出土遺物

出土遺構尋 脚 0・
器形e部位 法量（cm） 表　面　 e　裏　面　の　特　徴 備　　　　　 考

SK～n O　　 l 目　線　部 目線に平行な沈線。縦位及び蛇行沈線を配す

2
i ：

i胴　 部！
；
［

沈線で文様を区画し，中に縄文を充填する

ノノ
［
沈線で区画 され た縄文帯

口　 綾　 部－

l
】

目線部が くの字状 に屈 曲 し，太 い沈線 を有す

る

5 ノ／ 縄文

6 ノノ 縄文

i

S K － 1 17　　　 1

2

ロ　 緑　 部
！多 くの沈線が横位 に施文 される

！
li　 ノノ 縄文

S K … 1 18　　　 1

2

日　 縁　 部 2 本の沈線の間 に刺突文 が並ぶ

ノノ 目線部に紐線 を付 し，横位 の沈線 を施 す

3 胴　　　 部 くびれ部に紐線 を付 し，上下 とも荒 い沈線 を

施す

SK 一一1 19　　　 1 目　 線　 部 目線 に平行な沈線 を有 し，胴部 にかけて沈線

を施文す る

2 胴　　　 部 条線文

3

4

ノノ 横位の沈線。地文 は縄文。

ノノ 縄文

SK … 12 2　　 1 口　 綾　 部 口縁部に紐線 を付す。縄文

2 ノノ 隆線 を工学状 に貼 り付 け，上 に刺突 を加 える

3 ノ／ 縄文

S K － 12 3 l l
胴　　　 部 2 本の沈線間 に米粒状 の刺突文 を配 する。へ

ニ；赦耳≠l ／　ニiE ノl／ l

2 ノノ 2 本の沈線間 に米粒状 の刺突文 を配 する

3 目　 線　 部 円形刺突か ら横位 e 縦位 の沈線 をのばす

4 胴　　　 部 へラ整形後斜位の沈線 を施 す

－164－



表5　第柑図　土鳩出土遺物

出土遺構 e 区 遺物‰ 器形 。部位 法墨 （cm ） i　 表 面　 e　 裏 面 の 特 徴 備　　　　　 考

S K － 126 1 ロ　 縁　 部
i口縁部 に平行な 2 本の沈線 を有す る。 縄文

2 ノノ 沈線 で区画 された中に縄文 を充填す る

3 ノノ
i

沈線 で直線 的な文様 を区画 し，中 に縄文 を充

填 するタを′

4 胴　　　 部 沈線 で 区画 された文様 の 中 に縄 文 を充 填す

る

〇 ノノ 斜位の平行沈線

S K … 12 7 1 胴　　　 部 沈線及び刺突文

2 ノノ 弧状 の沈線 。地文 は縄文

3 ノノ 沈線 文
i

i

4 ノ／
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

沈線 で区画 し，縄文 を充 填す る

5 ノノ 横位 の平行沈線 の上下 に山形の平行沈線 を配

す る

6 目　 線　 部 縄文のみ

SK － 130 1 口　 緑　 部 数条の平行沈線 を横位 に施文 する。地文 は縄

文

2 ノノ 目線部 に平行な沈線 を有 し，斜沈線 を施文 す

る

3 ノノ
l

太 い沈線 を施 す。地 文は縄文

4 ノ／ 目線 に平行 な沈線 及 び刺突 を もつ隆 線 を も

つ

5 ノノ 目線 に平行 な 2 本の沈線 を もつ

6 】 ノノ まば らな縄文

一一一一一つ65－ll－



表52　第104図　土埴出土遺物

出土遺構 の区 遺物NG 器形 ・部位 法登 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K － 13 1 1 ロ　 綾　 部 8 の字状 の貼付 文 を有 し，半 円形の沈線 を施

文 する

堀之 内式

2 ノノ 細 い紐線 を付 し，数条 の沈線 を横位 につけ る ノノ

3 ノノ 口緑 は外反 し，平 行沈線で文様 を区画 し，上

に縄文 を施 す

4 ノノ 横位→斜位 の順 に沈線 を施す

5 胴　　　 部 沈線文。地文 は縄文

6 口　 縁　 部 沈線 で区画 され た内部 に縄文を充 填する

7 ノノ N 0 ．6 と同一個体 であ ろう

8 ノ／ 細 い沈線 をまばらに施文 す る

9 ノノ 口唇部 に段差 を有 し，ゆ る く外反す る。縄文

SK …13 2 1 目　 線　 部 口縁 に平行 な沈線 を有 し，縦位の沈線 を充填

す る

2 ノノ 目線 に平行 な沈線 を 2 本 施 し，その間に刺実

を加 える

SK －13 3 1 目　 線　 部 沈線で 区画 した中 に縄文 を充 填する

2 ノノ 目線部 に平行 な紐線 を付 し，沈線 で区画 され

た縄文帯を もつ

3 胴　　　 部 細 い沈線 を弧状 に施 す。地文 は縄文

S K …13 5 1 口　 縁　 部 口緑に平行な数条の沈線 を施文 し， 中は縄文

を充填す る。部分的 に縦位 の沈線 を加 える

I

2 ノノ 沈線で区画 された中 に縄文 を充填 する。縦位

の沈線 もみ られ る

3 ノノ N 0．2 と同一個体か

l

4

t

ノ／

圭

縄 文 の み

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

…136
l
1 ［］ 綾　 部 波状 口 緑 の 突起 部 で 貫 通 孔 を有 す る

2 ノ／
i平 行 沈線 で 区 画 され た 中 に縄 文 を充 填 す る。

外 は 磨 消 し

3 ノノ 目 線 部 に紐 線 を付 す 。 縄 文

4 ノ／
［

直 線 及 び 曲線 の 沈線 で 区 画 す る ［

r〇

i

ノノ 口唇 部 が大 き く削 られ ， 縦 位 の 沈 線 を施 す 。

地 文 は縄 文 ヨ！
i
i

一一、、一つ（う6　－－－－



表53　第105図　土壌出土遺物

出土遺構 e 区
F
遺物No 器形 。部位

！
法量 （cm ）

i
表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK － 138 1 口　 縁　 部
i
：i完 票完 票 芸一票線か ら下部 に伸びる弧状 の沈

2 胴　　　 部 斜沈線 のあ と，横位の沈線が施 され る。

3 日　 綾　 部 斜位 の沈線 を施文 す る

4 ノノ 縄文

S K － 140 1 口　 綾　 部 横 位の平行沈線 を施文後， 円形 の竹 管文 を刺

突す る

SK …1 4 1 1 目　 線　 部 平行 沈線 を 3 段 に施文 し，問 を縦 の沈線 で区

切 る

2 胴　　　 部 2 本 の沈線 問に刺突文 を施す 称名 寺式

3 目　 線　 部 ヘ ラ整形後沈線

4 ノノ
i
波状 目線の波頂部。 3 個 の刺突文か ら隆線 と 堀之 内式

沈 線が垂下す る。 隆線 には刺突が加わ る

5 胴　　　 部 縦位 の沈線文。地文 は縄文 ． ノノ

！ 6
ノ／ 太 目の沈線 で区画 され た内側 を磨消 す。外 は

縄文

7 ノノ
転 位 の沈線 で，直線 と蛇行が ある

堀 之内式

8 ノノ 沈線で幾何学 的な文様 を区画 し，中 に縄文 を

充填す る

ノノ

9 口　 緑　 部 沈線文

10 胴　　　 部 弧状の沈線 を充填 する

SK －14 6 1 胴　　　 部 沈線 で区画 された 中に縄文 を充 填する 堀之内式

2 ノノ　　　 、 底部 に近 く縄文のみ

S K …14 7 1 胴　　　 部 鋸歯状 の連続 貝殻文 を施 す 浮島式

2 口　 縁　 部 アナダラ属 の員を用いた腹 緑文がみ られ る ノノ

3 ノノ 波状 目線の突起部 で，太い沈線 。円形刺実の手

法が用 いられ る

4 ノノ 口唇 部に 1 条の沈線 を有 し，縦 位の沈線 を施

す。 地文 は縄文

5 ノノ 沈線 間に円形刺実 を施文 する

6 胴　　　 部 沈線文

‥167－－－－－1



表54　第106図　土堰出土遺物

出土遺構 e 区
！遺物‰

器形 。部位 法量 （cm ） 表　 面　 。　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK －15 3 1 目　 線　 部 沈線 が主 で，磨 消 し手法 もみ られ る
I

2 胴　　　 部 平行沈線間 をC 字状 の刺突で埋め る

S K ～15 4
i l

胴　　　 部 集合沈線 に貼付文 がみ られ る

2 目　 線　 部 口唇部 に刺実が入 り， 以下は沈線 文

l
3 ノノ N 0．2 と同 ‘1 個体 であろ う

4 胴　　　 部 縄 文地に縦位の沈線

5 汀　 線　 部 目線部に弱い沈線が入 る

6 ノノ 目線部に平行な半裁竹管 による沈線 を施 文す

る

！

7‾ 胴　　　 部 沈線 で平行線 か曲線 を描 き中に刺突 か縄文 を

加 え る

SK －15 6 1 胴　　　 部 三角形 の陰 刻文 列 をもつ 浮島式

2 目　 線　 部 目線部 に陰刻文 を もつ ノノ

3 胴　　　 部 帯状 の隆帯 に刻みを もつ

S K －15 7 1 口　 緑　 部 わず かに縄文 が残 る

S K －15 8 1． 目　 線　 部 鋸歯状の貝殻腹緑文 を施文す る

2 ノノ 目線 に平行 な沈線 2 本

3 胴　　　 部 縦位の沈線。地文 は縄文

S K … 169

l

1 波 状 口 緑 大波状口緑の波頂部 で沈線 と刺 突を施す。中

央に貫通孔 を有す

2 胴　　　 部 斜 沈線がみ られ る

3

】

ノノ 縄文 地に沈線 文

、－168ll一一一一一



表55（土壌一覧表（15））

土壌‰ 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 ㈲ ×

短 径 ㈱ m
深 さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 e写真

1 7 0 C 2j8 楕　 円　 形 N … 1 8 0－ E

1 ．7 1

×

約 1 ．4

0 ．1 4

i

S K － 1 9 3 と重 複 A l 図 10 7

i

1 7 4 B 2 g 4 円　　　 形 N － 0 0

上 1 1

×

1 ．0 8

0 ．0 9 ピ ッ ト 2 A l
図 1 0 8

（写 2 1－ 6 ）

1 7 5 B 2 i2 不 整 楕 円 形 N － 2 10－ W

1 ．2 1

×

0 ．9 8

0 ．4 9 B ′ 図 1 0 8

1 7 6 B l e 8 楕　 円　 形 N － 3 8 0－ W

0 ．8 1

×

0 ．7 3

1 ．5

以 上

井 戸 状 を呈 す ， 混 員

土 層 あ り
B ′ 図 1 0 8

1 7 7 B l d 8 不 整 楕 円 形 N … 3 0－ W

1 ．1 6

×

0 ．9 6

0 ．8 S I－ 2 5 と重 複 ，磨 石 B ′
図 1 0 8

（写 2 2－ 1 ）

1 7 8 B l d 8

l

楕　 円　 形 N － 6 1 0－ E

L 2 8

×

1 ．0

1 ．5

以 上

井 戸 状 を 呈 す ， 貝 層

あ り
B ′

l

図 1 0 8

17 9

C 9，C o

B l

d 。，d 。

円　　　 形 N … 7 5 0－ W

1 ．0 2

×

0 ．9 6

1 ．0

以 上
覆 土 は 混 貝 土 層 B ′ 図 1 0 8

1 8 0

f9，f。

B l

g 9，g O

楕　 円　 形 N － 4 0… E

1 ．2 9

×

1 ．0 8

上 0 4
ピ ッ ト 1 ， 混 貝 土 層

あ り
C l 図 10 8

1 8 1 A 2 i4 ／ ／
（N － S）2．0

（E － W ）1．6 5
0 ．4 9 東 側 は通 路 A l′ 図 1 0 9

18 2

14

A 2

j。

楕　 円　 形 N － 2 0… E

1 ．0 7

×

0 ．6 8

0 ．6 5 A ′ 図 1 0 8

1 8 3 A 2 i。 楕　 円　 形 N － 8 5 0… W

1 ．7 1

×

1 ．0以 上

0 ．19
北 側 は 通 路 ， 南 壁 に

ピ ッ ト 1
A l

i

図 1 0 8

1 8 4

f 9

B l

g 9

円　　　 形 N … 1。－ W

1 ．3 3

×

1 ．2 9

0 ．2 6 磨 石 A 図 10 8

一一一11（甘「一一一一



表56（土堰一覧表し16））

土壌‰ 地　 区 平面形 状 長軸 方向

！

長径 如）×

短径 幽 m
深さm 備　　　　　 考 分 類

i 実測図 e 写真

！

18 5 B lf8，f9 不整 楕 円形 N … 3 10… E

1 ．55

×

1 ．02

0 ．24 ピッ ト 2

！

B l 図 108

186

h 2

B 2

12

楕　 円　 形 N － 200－ W

1 ．04

×

0 ．85

0 ．8 5

、こ浪

西壁 は袋状 を呈 す，

貝層 あ り
B ′ 図 109

187
C 2do

C 3d l
円　　　 形 ／

l

1 ．2 0 ．3 7 砥 石 A 図 109

188

d l

C 3

e l

不 整楕 円形 N …4 70… W

1 ．4 6

×

工 2 1

0 ．66

i

覆 土 に貝殻 を含 む，

打製 石 斧

A つ

】

；

図 10 9

189

fo

C 2

g o

不　 定　 形

i

N … 27 0… E

1 ．98

×

主 59

0 ．39 ピ ッ ト 1 E 図 10 9

190 C 3d l，d2 不 整 円 形 N － 50㌧…E

0 ．8 1

×

0 ．73

0 ．53
S I－ 17 ◎18 の接点部

に位 置 す る

i

A ′ 図 10 9

19 1＿ C 2j7 楕　 円　 形 N … 80 0－ W

1 ．3 1

×

0 ．99

0 ．26 A 図 109

1　′ヽ　「、 T1　　1m

0 ．81

、／　　 ［′ヽ　　rlr 八 「、り11nl＼1リ∠ i D 2 日2 ／i＼翌 †自「1 月フ ノ＼

0 ．64

U ．∠○ n しきj⊥Uコ

193

！ 。2j8

楕　 円　 形 N － 80－ E

約 2 ．5

×

1 ．64

0 ．15 S K － 170 と重 複 A l 図 110

194
C 2j8

り2a8
不　 定　 形 N － 860－ W

0 ．95

×

0 ．75

0 ．1 ピッ ト 2 E 図 109

195

e l

C 3

fl

楕　 円　 形 N － 64㌧－W

1 ．4 2

×

1 ．2 5

0 ．15 深 鉢形 土器 A 図 109

仁 C 2eO

C 3e l
円　　　 形 ／ 上 33 0 ．25 ピッ ト 4 A l 図 109

17（「－



表57（土鳩…覧表（用）

土塀N
Gi 地 区 巨 面形状

長軸 方 向
長 径軸）×

短 径㈲ m
深さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 ⑳写真

197 C 2fo 楕　 円　 形 N … 30… E

1 ．41

×

0 ．97

0 ．23 ピ ッ ト 2 A l 図 110

198 C 2j7

i　 れ′

序 整 楕 円形

！

N ～ 53。－ W

1 ．8

×

1 ．08

0 ．14
ピ ッ ト 1 ，混 貝土 層

あ り
A l 図 110

19 9 C 2i7，i2 不 整楕 円形 N － 8 20－ W

1 ．98

×

1 ．2 8

i O ’2 7 混 貝土 層 あ り A 図 110

200 B 2dl，d 2 不 整 楕 円形 N － 820… W

0 ．85

×

0 ．7

0 ．99
井 戸状 を呈 す 9　貝 が

混入 す る

B つ

！
図 109

20 1

C l，C2

B 2

d l，d 2

不 整 円 形 N － 3 70～ W

上 目

×

1 ．04

0 ．58 B ′
図 110

（写 22… 2 ）

2 02 C 2j4

l

楕　 円　 形 N … 2 50～ E

上 17

×

0 ．9

0 ．68 B ′ 図 日0

203

！

C 2j8

D 2a 8
楕　 円　 形 N … 820… E

1 ．2 9

×

上 0

0 ．14 A 図 11（．）

20 4

a7，a 8

D 2

b 7，b 8

不 整 楕円形 N … 29。－ W

1 ．76

×

1 ．42

0 ．8 7

墳 底 2 段掘 り込 み，

オーバ ー ハ ング部経

1 m

C i
図 日 0

205 C 2j8，j9 不 整 楕 円形 N － 38C－ E

1 ．53

×

1 ．23

0 ．76 A ′ 図 111

206

g 3

B 2

h 3

不 整長 方形 N － 37。－ E

2 ．58

×

1 ．5 4

0 ．7 6 D ′ 図 111

2 07 B 2f3，f4 楕　 円　 形 N … ＿14G～ W

0 ．86

×

0 ．76

0 ．61 B ′ 図 1 10

208 B 2f3，f4 楕　 円　 形 N － 14。… W

1 ．74

×

1 ．1

i

0 ．3 8 A 図 11ユ

一171…－



表58（土壌…覧表（18））

土壌‰ 地　 区
平 面 形 状　 長 軸 方 向 漂 莞 ニ

深さm　　 備　　　　　 考 分 類 実測図 砂写真

2 0 9 B 2f l，f2

！

楕 円 形　 N － 9言 1 ご 3

0 ．9 3

モノふく

0 ．6 7　 ピ ッ ト 1 B l′ 図 1 1 0

2 1 0

2 1 1

B 2 d 4

C 2j5

り 2a 5

上 0 8

不 整 円 形　 N … 3 5 0－ W　　 x

0 ．9 9

0 ．1 8 A

A l

図 1 1 0

図 1 1 1

1 ．7 5 墳 底 は 2 段 掘 り 込

不 整 楕 円 形　　 N － 0 0 × 0 ．5 1 み ， ピ ッ ト5 ， 混 貝

1 ．0 8 土 層 あ り

2 1 2 C 2j6

上 7 5

楕　 円　 形　 N … 5 6 0… W　　 x

L 5 4

0 ．4 3 Å′ 図 1 1 2

2 1 3 C 2j 4

上 7

不 整 楕 円 形　 N … lO… E　　　 x

1 ．0

0 ．1 5　 ピ ッ ト 6 Å 1 図 1 1 1

2 1 4

2 1 5

。1／〕

C 2i l

0 ．9 8

不 整 円 形　 N … 5 6 0… E　　 x

0 ．9 4

0 ．4 8　 深 鉢 形 土 器 A ′ 図 1 1 1

16

C 2

j6

1 ．2 3

楕　 円　 形　 N … 5 4。… E　　 x

0 ．9 1

0 ・2 吊 霊 羞 覆 土 上 部
A l 図 1 1 1

J〔　h

1 ．19

接　　 ロコ　　証　　 人丁＿ 臭1。＿ u r　　　　 Y

J 純 貝 酎 混 配 層 あ 上

図 1 1 1

乙⊥U ⊥1　　　　　しノ」L　　　　　　　▼　▼ ′　ヽ
上 0 5

＼ノ．しノ∵王 り （写 2 2… 3 ）

2 1 7 C 2h l　 不 整 楕 円 形 N － 5 2 0… W

1 ．0 8

×　　　 0 ．19

0 ．8 6

！

ピ ッ ト 1

！

A l　　 図 1 1 1

l

2 1 8

h 。

C l　　 楕　 円　 形

10

N － 7 8 0… E

1 ．3 7

×　　　 0 ．3 3

0 ．8 5
I

！

A i 図 1 1 1

2 1 9 C 2il，i2　　　 ／ ／ 2 ．6 8　　 0 ．4 3
2 基 の 土 壌 が 連 結 し

た 形 を 示 す

！

十 1 1 2

2 2 0 B 2 b 3　 楕　 円　 形 N … 1 2㌧…W

「 0

×　　　 0 ．5 3

0 ．8 2

… B ′ i 図 －1 1 1

一つ72



表59（土壌一覧表（19））

土壌‰
i

地　 区　　 平 面 形 状 長 軸 方 向
［長 径 幽 ×

短 径 幽 m
深さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 傲写真

2 2 1

B 2 i3 i 不 整 円 形

N … 58 0… W

0 。7 4

×

0 ．68

0 ．1 J

i

ぎ
Å

！

図 m 2

2 2 2

i

B 2 h 3 i 円　 形 ／ 上 19 上 3 8
井 戸 状 を呈 す る 撃　深

鉢 形 土 器

i

恒 ′

！

！

図 は 2

2 2 3 B 2 d 3　 不 整 楕 円 形 N 一 作

「 撒

×

上 0

！

0 ．2 9

i

P

i

図 1 1 2

b 3 2 ．0 7

！

ぎi A ′
図 11 22 2 4 B 2　　　 不 整 楕 円 形 N … 6 0……mW × 0 ．7 1

C 3
i

1㌧3 9

2 2 5 B 2 C l　 不 整 楕 円 形 N － 75㌧…E

上 姐

の．92

j
i
l
i
i

［l

Å′

！

図甘臓×

1 ．23

［　　　　　 ［ i
0 。73

北 壁 が 1 部 で オ ー

バ ー ハ ン グす る
C

！

図 1 1 22 2 6 B 2 C l　 不 整 楕 円 形 N … 1肛 ⊥ W × 0 ．6リ

i

0 ．7 1

2 2 7 B 2 a 3　 楕　 円　 形 N … 70 0… E

0 ．9 7

×

0 ．樟

0 ．57 A ′

！
i

図 は 2

2 2 8 B ．沌 4　 不 整 楕 円形

i

N … 32 0－ E

1 。3 2

×

1 ．1ヰ

0 ．3 1
i

i

A

i

図 は 2

約 0 ．9
！

芸 芸 ㌶ 当

l

Å1

1

図 1 1 22 2 9 B 2 a 3　 楕　 円　 形 N － 0 0 × 0 ．4 2

0 86 5

2 3 0

i

B 2 a 3　 楕　 円　 形 N … 63 C…一正

主 の3

×

0 。82

0 。18
i

A i

を［

図 11 2

2 3 1 A 2 j3　 隅 丸 長 方 形 N u… 27 0… E

主 57

× 0 ．55

i ！

［I

り′

i
i
［

図 11 3

0 ．7 8

2 3 2 A 2 i3　　　　 ／

0 ．8

× 0 。45 平 面 形 状 不 明

［

［i

E 図 m 3／

0 ．6

i

一一・一一17∴「



衷60（土壌一覧表（ZO））

土塀腕　 地　 区 平 面 形 状　　 長 軸 方 向
長 径 幽 ×

短 径 ㈱ m

i深さ m
備　　　　　 考 分 類 実測図 ◎写真

i ［

0 ．1 2 西 側 通 路 ， ピ ッ ト 1 A l 図 1 132 3 3 Å 2 j2
／ ！ ／ （N － S）1．7

（E一…W ）1．5

0 ．1 7 ピ ッ ト 5 ， 北 側 撹 乱 E 図 1 13
13 J 4 3 ．0

2 3 4 A 2 ／ ／ ×

j3，j4 1 ．7

0 ．6 5

i

！ B ′

i B ′

図 1 13

（写 2 2－ 4 ）

1 ．1 8

2 3 5 B 2 d 4 不 整 楕 円 形 N － 1㌢∵ W ×．

0 ．8 9

2 3 7　 C 3e l，e 2 円　　　 形　 N … 3 8。… E

0 ．8 2

×

0 ．7

1 ．0 2 井 戸 状 を呈 す る 図 1 13

2 3 8　 B 2 j。，j4 不 整 楕 円形　 N … 2 2 0… E

上 0 8

×

1 ．0

0 ．2 7
墳 底 北 側 は 2 段 掘 り

込 み
A l

図 1 13

（写 2 2－ 5 ）

i 2 3 9　 B 2 j3，j4 不 整 楕 円形　 N … 6 0 0… E

2 ．0 8

×

上 9 2

0 ．1 3 混 貝 土 層 あ り A l 図 1 13

2 4 0　　 B 2 il 不 整 円 形　　　 ／ 1 ．9 5 0 ．9 5

l

井 戸 状 を呈 す B ′ 図 1 1 4

図 日 4ワ4 1　　 r n鉦 ／　　　　　　　 ／ 1 ＿3 3

［
E［
】
】0 ．7 8 北 側 半 分 は 不 明 A ′

4．．＿l．l　JL －ヽ・′乙、－1 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

】

2 4 2 B 2 C 4 不　 定　 形　 N － 8 5 0－ W

】
1

1 ご 8 1

1 。2 7

0 ．7 5
［

E 図 1 1 4

】

2 4 3 B 2 C 4 不　 定　 形　 N … 7 7 0－ W

1 ．7 9

×

0 ．6 3

0 ．7 2 E

i

I
図 1 1 4

2 4 4 B 2 d 3 楕　 円　 形　 N … 7 十一 W

0 ．8 7

×

0 ．7 8

0 ．7 2 B ′ 図 1 1 4

2 4 5

C 2

B 2

d 2

楕　 円　 形　 N － 2 2 0－ W

1 ．3 9

×

1 ．0 1

0 ．7 6
墳 底 部 長 径 1．7 9 m ，

同 短 径 上 2 8 m
C

図 1 1 4

】 （写 2 2 ‾ 6 ）

－1一一つ「「



表6且（土鳩一覧表（Zl））

土壌‰ 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 ㈲ ×

短 径 幽 m
深 さm 備　　　　　 考 分 類 実測図 e写真

2 4 6

i

B l d o 楕　 円　 形 N － 3 0。… W

1 ．1

×

0 ．9 8

1 ．4

以 上

井 戸 状 を呈 す ， 混 貝

土 層
B ′ 図 1 1 4

2 4 7

C o

B l

d o

円　　　 形 ／ 0 ．9 8 0 ．8 3 S K － 2 4 8 と重 複 A ′ 図 1 1 4

2 4 8
B IC。，d 。

B 2C l，d l
不 整 方 形 N － 6 1 0… W

軋 7 ！

×

1 ．4 2

0 ．7 5 S K － 2 4 7 と重 複 り′ 図 1 1 4

－175…
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＼＼＼
＼　＼

＼　＼
＼　　ヽ

－L＝11．6m

－‾‾竿一一
－L＝11．2m　　　　－

第166号土壌土層解説
1暗褐色土（YP・ローム粒子e炭化物を

含む）

2　　　〝　　　（ロームブロック含む）

3　褐　色　土（湿気あり，ロームブロック含

む）

4　明褐色土（締まりあり）

5　暗褐色土（締まり弱くローム粒子を多

く含む）

6K　黒褐色土（混貝土層，締まりあり）

7K　暗褐色士（渥月十層，ローム粍子含む）

8K　　　ノノ　　　（混貝土層，締まり弱くローム

粒子を含む）

第168号土壌土層解説
1　黒褐色土（ハードロームブロック・Y

Peローム粒子含む）

2　暗褐色土（ロームブロックeY Pを含

む）

3　　　ノノ　　（粘性あり，ハードロームブ

ロックを含む）

4　　　ノノ　　　（ハードロームブロックを含

む）

5　黒褐色土（よく締まり廃土粒子eYPe

パミス・炭化物を含む）

第五07図　第且64◎且66～鼠70号土鳩
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第180号土壌土層解説
1黒褐色土（締まりなく炭化物・ハード

ロームブロックを含む）

2　　／ノ　　（締まりなくハードロームブ

ロックを多く含む）

2′　　　ノ／　（締まりなく炭化物eハード

ロームブロックを多量に含

む）

2K　　ノ／　（混貝土層，締まりなし）

3　暗褐色土（粘性あり，ハードロームブ

ロックを多く含む）

4　　　〝　　（締まりなく炭化物・黒色ハー

ドロームブロックを含む）

第182号土壌土層解説
1暗褐色土（ハードロームブロック・炭化

物を含む）

2　　〃　　（ノトードロームブロックを含
む）

3　極暗褐色土（ハードロームブロックe炭化

物を含む）

4　黒褐色土（締まり弱く炭化物粒子を含
む）

5　暗褐色土（固く締まりハードロームブ

ロックを含む）

6　　　ノノ　　（少量のハードロームブロッ
クを含む）

第五08図　第且74～且80◎且82～且85号土鳩

－177－
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SK1200

－L＝11．2m　－

1しイ

1　′

－　L＝11．6m

I＿一　一二一一
－L＝11．6m　－

－L＝11．3m

N

一一＿－II－

SKl194

－L＝11．7m
、

し了

－　L＝11．6m

＼　　　　　／

一一‾†＿‾－‾

－L＝11．6m

第186号土壌土層解説
lK　黒褐色土（混貝土層）
2K　　　ノノ　　　（混土貝層）

3K　　　〝　　　（混員土層）

4　暗褐色土（締まりなくYP・ハードロー

ムブロックを多量に含む）

4K　　／／　　（混貝土層）

5　褐　色　土（ハードロームブロックのみ）

第109図　第181・186～192・194～196・200号土壌

一一1－1781－1一一一
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－　L＝11．7m

N

竺㌍一半
－L＝11．2m
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－L＝11．7m

竺惹之
－　L＝11．6m

「「√
N

I

－　L＝11．5m

lIII、＿11－1

－－L＝11．2m　－

？津守
－　L＝11．7m

‾ll‾、、一一一一11＿、ノ・－ノ

SK－203

－　L＝11．6m

lJ√

す譜「
－L＝11．2m

』二二二遇堅二二二二∃

第204号土壌土層解説
1　黒褐色土（混員土層）

2　暗褐色土（締まり弱く廃土粒子・Y P・ハ一一ド

ロームブロックを含むj

3　黒褐色土（よく締まりYPeハードロームブロッ

ク・炭化物を含む）

4　暗褐色土（締まり弱くYP。ハードロームブロッ

クを含む）

5　　　ノノ　　　（締まり弱くY P。炭化物・ハードロー

ムブロックを含む）

6　　　ノノ　　　（締まりなくロームブロックを含む）

7　黒褐色土（締まり弱くローム粒子を少量含む）

8　暗褐色土（締まり弱くブラックハードロームブ

ロックを多量に含む）

9　　　〝　　　（良く締まり，YP・ロームブロックを

含む）

第m図　第193◎197～199◎20且～2掴◎209◎2拍号土鳩

一一一Ilつ7（主一一…



一一　一一一

－　L＝11．8m

一千1－－‾‾一一
1－－－－＿＿＿よ．＿＿＿一一′

－L＝11。5m －L＝11．7m

‾‾（＼、㌧＿／＿ノ‾細‾

一一＿I＿－

－　L＝11．8m

SK－213 そ憮当事＼

ーL＝11．7m

‥一＼＿＿＿＿｝＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ‾l‾‾

ルe謬
－　L＝11．5m

‾：‾半＿‾一一
・－L＝11．2m

二二＿＿＿＿＿＿二　二＿＿＿＿＿＿‾‾

N

A

十

ご‾‾‾‾＼ト、＿＿、

I＿＿＿‾－

－L＝11．5m－

‥「＼＼＿、＿＿＿＿＿ノIl‾ll

2　M

第214号土壌土層解説
1黒褐色土（よく締まり廃土粒子やハード

ロームブロックを含む）

2　　　／ノ　　　（よく締まりYP含む）

3　　　〝　　　はく締まりハードロームブロッ

ク・YP・廃土粒子を含む）

4　　　〝　　（締まり弱くY Peローム粒

子。炭化物を含む）

5　暗褐色土　はく締まりブラックハード

ロームブロックを含む）

6　褐　色　土（締まり弱く粘性あり，ローム及

びハードロームブロック含む）

7　暗褐色土（よく締まりロームブロック

を含む）

第111図　第205・206・208．211・213～218・220号土塙

－ムーつ80－11－－
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－L＝11．7m
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SK－221

－L＝11．2m－、

‾、‾‾l＼、－＿＿／l‥

管－
－L＝11．2m

－L＝11．5m

：一一　一＿

－L＝11．2m

「＼　　J

－L＝11．3m

‾‾し＿＿＿＿＿＿√‾‾‾‾

第212号土壌土層解説
褐　色　土（YPを含む）

暗褐色土（ハードロームブロック・YP

を含む）

褐　色　土（ノ＼－ドロームブロックのみ）

－L＝11．2m　－

＄際229　　Zぷ二〇「←

－L＝11．3m

一‾‾l＿l－1－1‾‾

一一十七二ノ＝ブZ

二一一一一

ーL＝11．2m

ll‾‾＼し＿＿＿＿＿＿ノl、‾‾‾

」　　21M　　」

第222号土墳土層解説
1暗褐色土（よく締まりYP・ローム粒子

を含む）

2　　　〝　　（YP・ローム粒子・ロームブ

ロックを含む）

暗褐色土（よく締ま。ノトドロームブ　3　　ノノ　（締まり弱くYP・ローム粒

≡意竿ブロックを少4極暗褐色土薫誓1莞豊豊忘
（よく締まり少量のハード　　5　暗褐色土　㈲まり強く獣骨片機土粒
ロームブロックを含む）

は　く締まり少量のノ

ロームブロックを含む）

はく締まりYPを含む）

ド　　　6　　　　ノ／

子・炭化物を含む）
（ローム粒子を含む）

3

6　褐

8　　　　／ノ

第五五2図　第212◎219◎22ま～224◎226～230号土鳩

－、つ81－－
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二二二二二1－
・－　L＝11．3m 苧
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堰Z駅＿235　一七訝Z馴摘惚賢で∴＋bパ

＿‾‾：：一一＿芋一一－　L＝11．2m

－　L＝11．2m

＿l‾‾＼＿＿＿＿「

－　L＝11．5m

一一二＿一＿－
－L＝11．2m

‾ll‾l‾＼＿＿＿ノノ‾‾

ル1－　L＝11。5m

－I＿一一

－L＝11．3m　－

「つ
2　M

第231号土墳土層解説
1　暗褐色土（よく締まり廃土粒子eYPe

炭化物を含む）

2　　　　〟　　　　はく締まり焼土粒子・ハード

ロームプロ、ソク。炭化物を含

む）

：l　　　〝　　　（ハードロームブロック・廃土

粒子を含む）

4　極暗褐色土（廃土粒子・炭化物を含む）

5　黒褐色土（よく締まりハードロームブ

ロックを含む）

第235号土壌土層解説
1　褐　色　土

2　　　　ノノ

：3　　　　ノノ

4　　　　　ノノ

○　　　　　／ノ

6　　　　ノノ

（よく締まりラY P・ローム粒

子e炭化物を含む）

（よく締まりY P・ローム粒

子・炭化物を含む）

はく締まりY P・ローム粒

子・廃土粒子を含む）

はく締まりブラックローム

ブロックを含む）

（ロームブロックを含む）

（Y P・ローム粒子・ロームブ

ロックを含む）

第113図　第225◎23ト235◎237～239号土鳩

つ氾　…一一
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第240号土墳土層解説
1黒　色　土（貝片e炭化物・廃土粒子を含

む）

2a　　ノノ　　（炭化物・廃土粒子を含む）

2b　暗褐色土（ハードロームブロックe炭化

物を含む）

3　黒　色　土（ハードロ…ムブロック？炭化

物を含む）

4　黒褐色土（ノ＼－ドロームブロックを含

み，柔らかい）

5a　暗褐色土（少量のハードロームブロッ

クを含む）

5b　黒褐色土（少量のノ、－ドロームブロッ

ク・炭化物を含む）

6a　暗褐色土（ハードロームブロックを含

み，粘性ありj
6b　　　　ノ／

！　　　　　　ノノ

8　　ノノ

第114図　第240～246・248号土壌

18：一；

（ノ＼∴ドロームブロックe炭化
物を含む）

（廃土粒子・炭化物を含むj

（少量のノ＼－ド［ブームブこブッ

クを含むj
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表62　第115図　土壌出土遺物

出土遺構 e 区
i遺物N中 形 欄 位

法量 （cm ）
i 表 面　 e　 裏 面 の 特 徴　　 備　　 考

S K－170

i

l

！ 1 i胴　 部 ！ i右下がりの沈線問の凸帯に刻みを入れる

i 2

j

i 口 綾 部 i
筐 豊 沈線 とそれに沿って施される刺

3

i

胴　　　 部 横位の沈線。地文は縄文

S K …173

iE

！
1 目　 線　 部
】

巨 緑部に平行沈線を施し潤 に刺実を加える

2 胴　　　 部
i縦位の沈線文

j　3

i
ノノ 斜行沈線の末端部0 地文は荒い縄文　 i

S K －174 1 口　 緑　 部 内攣する口綾部で，貼付文がみられる　　 】

S K …176 1 胴　　　 部
！

鋸歯状の貝殻腹縁文 浮島式

2 ノノ 横位の沈線 と刺突を施す

3 口　 緑　 部 沈線文。地文は縄文

4 ノノ 口綾部が くの字状に屈曲し，太い沈線を施す

5 ノノ 横位の沈線文

6 胴　　　 部 縄文のみ

SK －177 1
】

胴　　　 部

i

沈線で区画された中に棒状工具による刺実を

有する

称名寺式

！

2 ノノ 沈線で幾何学的文様を区画 し，中に縄文を充

填する

堀之内式

3 目　 線　 部 小突起部と思われ，直線及び弧状の沈線を施

文する
ノ／

4 ノノ 口唇部断面三角形状を呈 し，刺突と沈線から

成る
〃

5 ノノ 波状目線を呈し，刺突を加えた隆線 を付し，

胴部にかけて沈線を施す
ノノ

6 ノノ 口緑部に平行な沈線を有する ノノ

7 ノノ 三本の沈線が目線に平行に走る ノ／

8 ノノ 目線に平行な沈線 と弧状の沈線から成る 〃

9
ノノ i

目線に平行な沈線と縦位の沈線からなる ノ／

…191－



表63　第116図　土埴出土遺物

出土遺構 e 区 遺物腕．
まii［器形 e部位

さ

法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴
；ぎ 備　　　　　 考

SK － 186
；ま［1 ！日　 綾　 部

】i

口緑部 に刺実 のある隆線 を貼 り付 け， 曲線状

の沈線 で飾 る

2 ノノ 口唇部 に太 い沈線。斜位 の沈線を施す

3 ノノ 口唇部 に沈線。縄文

4 ノノ 口唇部に沈線。縄文

5 ノ／ 縄 文

6 ノ／ 縄文

S K 一一 18 8 1 胴　　　 部 円形刺 突文

2 ノノ 縦位 の沈線 の間に右下が りの斜沈線

3
！　 ノ′

沈線 で区画 された中に縄文 を充填。外 は磨消

し

4 ノ／ 沈線文

5 目　 線　 部 沈線 による曲線文

6 胴　　　 部 沈線で文様 を区画 し， 中に縄文を充填す る。

外 は磨消 し

7 ノノ 縦位の沈線

8 口　 緑　 部 目線部に隆線 を付 し，沈線で文様 を区画す る。

地文は縄文

9 ノノ 目線部 に刺突 を有す隆線 を付 し，横位 の沈線

2 本 を施 す

10 ノノ

！

目線部 に刺 突を有す隆線 を付 し，沈線 で文様

を区画 する

11 胴　　　 部 縦位 の沈線

12
′つ

沈線で文様 を区画 し，中 を磨消 す。外 は縄文

13 ノノ N o．1 2 と同一個体

一一一一つ92－－－－‥一



表64　第117図　土堰出土遺物

序 土遺構 ・区
遺物NG 器形 e 部位 法量 （cm ）

表 面　 e　 裏 面 の 特 徴 i 備　　 考

［

S K ～ 188 1 口　 緑　 部 目線 に平行 な縄文帯

2 胴　　　 部 沈 線で文様 を区画 し内部 に縄文 を充 填す る

3 ノノ

［

N 0．2 と同一個体

4 口　 縁　 部 内傾 する口綾部で， 1 条の沈線 と縄文

5 胴　　　 部 横位 の沈線 と縄文

6 口　 綾　 部 外反す る目線部 で無文

7 ノノ 縄文

8 ノノ 縄 文

9 ノノ 内攣す る口緑部で，鉢形土器 とみられる。 目

線 に平行 な沈線 を施 し，内部 に刻みを加 える

S K － 19 1 1 口　 緑　 部 平行沈線 ＋刺 突

2 胴　　　 部 斜位→縦位 の順 で沈線 を施す

3 ノノ 沈線文

4 口　 縁　 部 無文

5 〃 目線 に平行 な沈線 と垂 下す る蛇行 沈線 を施

す

堀之内式

6 ノノ 目線部 が くの字状に屈曲 し，横位及 び斜位 の

沈線 を施 す　　　　　　　　　　　　　　 ‘

ノノ

7 胴　　　 部 沈線文。地文 は縄文 ノ／

8 ノ／ 縦位の沈線文。地文 は縄文 ノ／

9 ノ／ 弧状 の沈線文 ノ／

10 ノノ 沈線 文。地文 は縄文 〃

．一193－－－1



泰65　第Ⅲ8図　土壌出土遺物

出土遺構 e 区 遺物No．岩形 魯部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考 ！

SK … 193 1 目　 線　 部 目線 に平行 に 2 本 の沈線 を配 し中 を刺突 で埋

める

2 胴　　　 部 縦位 の沈線 。地文は縄文

3 目　 線　 部 縄 文

S K －19 5 1 胴　　　 部 くびれ部に 3 本の沈線 を横位 に施文 し，上下

に斜行及 び弧状 の沈線 を配 する

堀之内式

S K …19 8 1 胴　　　 部 平行沈線問 に刺突 を加 える。所々に粘土貼付

けが施 され る

2 口　 綾　 部 ゆるやかな波状 目線 で，縦 位の沈線 を主 に施

文す る。′地文 は縄文 ・

3 ノノ 目線部 に刺実 を有 し，沈線 で文様 を区画す る

4 ノノ
波状 目線 を呈 し，横位 ㊧縦位の沈線 を施文 す

る。地文 は縄文

5 ノ／
目線 に平行 な沈線 及び右下が りの斜沈線 を有

する

6 ノノ 口緑部 に低 い隆帯 を有 し，上 に刺突 を施 す。

全 面に縦位 の沈線 を施文 する

7 ノノ 爪 形の刺実を有す る

S K …199 1 胴　　　 部 横 位の沈線 文

S K －200 1 目　 線　 部
目線 に平行な沈線 を有 し，途 中に刺突がみ ら

れ る。斜行沈線 を施文 する

2 胴　　　 部 蛇行沈線。地文 は縄文

3 口　 緑　 部 紐線貼 り付 け

・一一一　HH一一…－1



表66　第119図　土埴出土遺物

出土遺構 の区 遺物腕．器形 ㍉部位
ヨ；

法量 （cm ） i　 表 面　 ア　 裏 面 の 特 徴 備　　　　　 考

S K－202
［
1 下 線 部

！
；；

［］縁に刺突のある隆線を付 し，沈線で区画さ

iれた縄文帯 をもつ

堀之内式

SK 一一……205
［
i l 日　 綾　 部 目線に平行な沈線を4本有する。補修孔あ り

！
】 2
】
胴　　　 部 横位の沈線の上下に斜沈線を配す

】

i

i 3 目　 線　 部
】
縄文
！ ！

SK ～－Y206 1 目　 線　 部
！
［コ縁部は外反し，アナダラ属の貝殻腹緑文を

！もつ

浮島式

ヨ

】：i
［

lli

［
j

i

i

［

i
】！

㌦
胴　　　 部 刺実のある隆帯を付 し，沈線による渦巻文を

i有する

i堀之内式 i

i 3
ノノ 直線状の沈線文。地文は縄文 ノノ

［

4 目　 線　 部 目線部に紐線を付す。縄文
「 〃　　 …

！ r

！ ∂ ノノ 口唇部に沈線を有する。縄文地に沈線 を施文

する

i ノ′

lj

6 胴　　　 部
横位の平行沈線　　　　 i　　　 －

巨
口　 綾　 部

i

l
】

無文　　　　　　　　 i

8 ノノ 縄文。 L R

i

9
［

ノノ 縄文

‖ K －20 8
1 目　 線　 部

L
［
口縁 に平行 な 2 本の沈線 を有す る。縄文、

2 ノノ 横位 e 弧状 の沈線 を有す る

S K …P2 09 1 口　 緑　 部 ゆる く内攣 する口縁部で，沈線文

2 胴　　　 部 縦位の沈線′

SK 一一2 15
1 巨 縁 部

縄文

2 胴　　　 部 沈線 による円弧 文

】
3 i 〝 沈線 で十字形 を区画 し，中央部に刺突 を有す

る。内部は斜沈線

L J一〝
〝 縄文

一一∵川5－－－－



‥　一　了　了‥ノ、　　∫・　・∴・ふ

出土遺構叛打遺物‰「器形の部位 法量亘m J
表 面 の 裏 面 の 特 徴 i 備　　 考

SK′”…Au－216 ［
l

1　 日　 縁　 部｝
l
i

弧状の沈線が数本走る　　　　 i

［

2　…胴　　　 部
横位硝 弧文を施す。榔 摘 文　 ［

i 畑 ノブ　 i 横位の沈線を施文する。地文は縄文

Iを
「

4 ！目　 線　 部E
i

縄文

SK…一217 l j胴　　　 部
i

沈線で三角文を措き縄文を充填する。

SK∴∵封鳶 1　 ［二］ 縁　 部

2　　　　　 ノノ

斜位の沈線を施す

無文。へラ整形

3 胴　　　 部 縄文

SK一一一一22i
】
1 i日　 縁　 部 平行沈線を横位に施し∴下部に縦位の沈線を

施す

！

－
横位の縦位の沈線を施すSK…222 1 ミ胴　　　 部

仁一

2　　　　　 〝
縦位の沈線の末端部

3　　　　　 〃 沈線。縄文も残る

4　　　　　 ノノ 斜行沈線で文様を区画する

5 口　縁　 部 沈線で区画された縄文帯をもつ

6 ノノ 縄文

SK－223 1 胴　　　 部 沈線で区画された縄文帯をもつ

2 目　線　 部 日録部に紐線を付す

3 ノノ 無文

SK…224 1 胴　　　 部 アナダラ属の貝殻腹緑文を有す 浮島式

2

目 線 部「
目線部に隆線を付し，上に刺実を加える 堀之内式

3
胴　 部i

沈線

4 ノ／ 横位の沈線。地文は縄文－ ノノ

一一一一1m主一一



衷68　第鼠別図　豊壌出立遺物

出土遺構 の区ふ　遺物N0，器形 ゆ部位　　 法量 （cm ） 表　 面　 ◎　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ～ 22 4 5 き日　 綾 部 i 波状 日録 を呈 しき蛇行沈線 を施文 す る 堀之内式

6 〃　 i 2 個の刺突か ら左右に沈線 を伸 ば し，胴部 に 〃
；
［
ま

かけては曲線文 を施 す

7 「 つ

ノノ　 i
！f

目線 に平行 な沈線。胴部 へは斜行 沈線 を施文

す る
ノノ

8 波状目線を呈 し9 波頂部 よ り縦位 の沈線 を垂
〃

下 させる

9 〝

ま

沈線文。地文 は縄文
ノ／

10 〝　 i

i
ii

目線部は S 字状 を呈 し，平行沈線 を横位 の斜

位 に施 文する
〃

H ノノ　　　 ！
［j

縄文

12 ノノ 右下が りの沈線文

13 〃 目線部は くの字状 を呈 し，頸部 に浅 い凹みを

有 する

S K … 22 5 1 日　 綾　 部 波状 目線 を呈 し，波頂部 に貫 通孔 を有す る

2 胴　　　 部 横 位の沈線 。地文 は縄文

！
3 臼　 綾　 部 目線部 は くの字 に内攣 し， 目線 に平行 な沈線

と隆線 を施 す

S K … 23 5 1 胴　　　 部 斜沈線

2 ノノ 縄文

S K …－23 1 l 胴　　　 部 三角形 の陰刻文列 を もつ 浮 島式

2 日　 縁　 部 横位の沈線で区画 し，間 に磨 消 し部 と縄文充

填部 とを施す

3 ！，！ 目線 に平行 な沈線 を有す る。縄文

4 胴　　　 部 沈線 によ り文様 を区画 する。地文 は縄文 ～

5 日　 綾　 部 沈線 e 刺突文

6 胴　　　 部 横位及 び斜位 の沈線 で文様 を区画す る

7 ノノ 沈線 で円文 を描 く。地文 は縄文

8 ノノ 縦位及び斜位の沈線文。地文 は縄文

9 ノノ 沈線上 に貼 り付 けを有す る。地文 は癖文

10 口　 緑　 部 目線部 内側 に沈線 を有 する。縄文

11 胴　　　 部　　　　　　　　　 ′縄文のみ

－lt号　－



第7号土壌土層解説
1　表　　　　　土

2　暗　褐　色　土（ノ＼－ドロームブロックを少量含む）

2′　　　　ノノ　　　（2よりロームブロックが少ない）

3　黒　褐　色　土（締まりなく，炭化物含む）

4　暗　褐　色　士（Y Pe廃土粒子eハードロームブ

ロック含む）

5　暗赤褐色土（廃土を多く含む）

6　褐　　色　　土（ハードロームブロック含む）

第25号土壌土層解説

1黒　褐　色　土（ハードロームブロックe炭化物e廃

土を含む）

2　暗　褐　色　土（ブラックハードロームブロック含

む）

3　　　　ノ／　　　（ブラックハードロームブロックを

含み，よく締まる）

第35号土壌土層解説
1　黒　褐　色　土（混貝土層）

2　　　　　ノノ　　　　（ハードロームブロックを含む）

3　　　　　〝　　　　（ハードロームブロックを多勘こ含

3′　　　　　〃

4　暗　褐　色　土

5　褐　　色　　土

6　暗　褐　色　土

7　褐　　色　　土

む）

（　　　　〟　　　　　を含まない）

（炭化物含む）

（ハードロームブロック含む）

（El血…ム及び焼土粒子含む）

（ロームを含む）

第78◎79号土壌土層解説
1　黒　褐　色　土（混貝土層）

2　暗　褐　色　土（YPを含む）

3　黒　褐　色　土（ブラックハードロ∴…ムブロックを

多量に含み，大変固い）

第96号土壌土層解説

1黒　褐　色　土（1つ）。ハードロームブロック含む）

2　暗　褐　色　土（ロームが多い）

3　黒　褐　色　土（YPeブラックノ＼－ドロームブロッ

ク含む）

第22号士壌土層解説

1純　　真　　層

1′　　　　　　　　（貝の他に，獣骨を多く含む）

2

2

暗　褐　色　土（YPe廃土粒子含む）

ノノ　　　（（YPeロームブロック含む）

3　褐　　色　土（ロームフロック多量に含む）

4　黄　褐　色　土（ロームフロックのみ）

第29号土墳土層解説

1　黒　褐　色　土（YPを多く含む）

2　暗　褐　色　土（ローム粒子含む）

第52号土壌土層解説

1　黒　褐　色　土（炭化物の廃土粒子を含む）

2　暗　褐　色　土（ブラックノ＼－ドロームプロノク含

む）

3　褐　　色　　土　はく締まり，ブラックハードローム

ブロックを含む）

4　暗　褐　色　土（ブラックハードロームのみ）

第87号土埴土層解説

1純　　貝　　層

2　黒　色　土　層（混貝土層，炭化物e廃土を含む）

3　暗　褐　色　土（よく締まりハードロームブロック・

焼土粒子を含む）

第103号土壌土層解説

lK　暗　褐　色　土（混貝土層）

2　　　　　〝　　　　　レ＼－ドロームブロックを含む）

3　極暗褐色士（灰白色粘土粒子含む）

4　暗　褐　色　土（いくらか締まりをおびている）

つ伸　一一一



第110号土壌土層解説

1黒　　色　　土（YPe炭化物を含む）

2　　　　〟　　　　はに同じ，廃土粒子が多くなる）

3　暗　褐　色　土（よく締まりYPを含む）

第127号土塀土層解説

lK黒　褐　色　土（混貝土層）
2　　　　　　ノノ

3

r）

、）

4

5

ノノ

ノノ

（締まり弱くハードロームブロック

含む）

（ロームブロックe炭化物含む）

（3より多少締まりあ男

暗　褐　色　土（ロームを多く含む）

黒　褐　色　土（締まりなくハードロームブロック。

炭化物を含む）

6　　　　ノノ　　　（ロームブロック含む）

7　ハードローム層

第155号土壌土層解説

1暗　褐　色　土（YP含む）

2　極暗褐色土（粘性あり，廃土粒子含む）

3　黒　褐　色　土（少量のハードローム粒子を含む）

4　暗　褐　色　土（少量のハードロームe廃土粒子を含

む）

5　　　　〝　　　（廃土粒子を含む）

第176号土墳土層解説

1K　黒　褐　色　土（混貝土層，廃土e炭化物を含む）
I．／

ノ／

（混貝土層，炭化物を多く含む）

（締まりなく粘性あり）

4　黄　褐　色　土（ハードロームブロックのみ）

5　暗　褐　色　土（よく締まりハードロームブロック

を含む）

第184号土壌土層解説

1黒　褐　色　土（締まり弱く灰・廃土粒子を含む）

2　　　　〝　　　（よく締まり廃土粒子e炭化物eハー

ドロームブロックを含む）

3　　　　　〝　　　　締まり弱く炭化物・廃土粒子eハ一一ド
°

ロームブロック含む）

4　暗　褐　色　土（よく締まり廃土粒子・灰・炭化物・

ハードロームブロックを含む）

5　褐　　色　　土（ハードロームブロックのみ）

第126号土壌土層解説

1K暗　褐　色　土（混貝土層）

2　橙　色　土（廃土，熟を受けサラサラしている）

3K黒　褐　色　土（混貝土層，廃土ブロックを含む）

3K′　　　ノノ　　　（3Kに同じ，廃土ブロックがない）

4　暗　褐　色　土（大変固く黒色ハードロームブロッ

クを多く含む）

5　褐　色　　土（ノ＼－ドロームブロックのみ）

第136号土塀土層解説

1暗　褐　色　土（極めて固くハードロームブロック

を多く含む）

2　　　　ノノ　　　（ハードロームブロック？炭化物を含

む）

2′　　　　ノ／　　（2より混入物がより多くなる）

2K　　　ノノ　　　（混貝土層）

第164号土塀土層解説

l　暗　褐　色　土　はく締まりハードロームブロック

1K

2　黒

3　暗

リ

を含む）

（混貝土層）

褐　色　土（ハードロームブロックを含む）

褐　色　土（よく締まりハードロームブロック

を含む）

第178号土壌土層解説

1K黒　褐　色　土（混貝上層，よく締まりハードローム

ブロックを含む）

1K′　　　ノノ　　　（混貝士風締まりなし）

第190号土埴土層解説

1　極暗褐色土　纏］く締ま　りバミ　スelr Poハード

l′　　　　　　ノノ

2　黒　褐　色　土

3　黄　褐　色　土

1里）

ロームブロックを含む）

（1より黄色味を帯びる）

（固く締まりハードロームブロック

を含む）

（ノ＼－ドロームブロックのみ）



第199号土壌土層解説

1K暗　褐　色　土（混貝土層，廃土粒子を含む）

2K　　　　ノノ　　　（混貝上層，lKより貝が少ない）

3　にぷい黄褐色土（固く締まり炭化物eハードロームブ

ロックも貝破片を含む）

4　黄　褐　色　土（ハードロームブロックのみ）

第207号土壌土層解説

1　褐　　色　　土（YPeローム粒子e焼土粒子などを

含む）

2　　　　ノノ　　　　（YPeローム粒子e焼土粒子。炭化物

を含む）

3　　　　　ノノ　　　　（Y P・ローム粒子eロームブロック

を含む）

4　　　　　〝　　　　（ローム粒子eブラックハードローム

ブロックを含む）

5　暗　褐　色　土（ブラックハードロームブロックを

含む）

第211号土壌土層解説

1黒　褐　色　王（混貝土層）

2　暗　褐　色　土（よく締まりロームブロックeYPを

多く含む）

2′　　　〝　　　（2よりロームブロックが少なくな

る）

3　黒　褐　色　土（締まり弱くYPeハードロームブ

ロックを少量含む）

4　　　ノノ　　　（締まり弱くブラックハードローム

ブロックを含む）

5　褐　色　土（ローム）

第225号土壌土層解説

1黒　褐　色　土（よく締まりハードローム粒子及び

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　′　　1　　　　ノヽ　　　ヽ

胱二ヒ租ナ甘言むリ

ノノ　　　（よく締まり廃土粒子。炭化物を含

む）

3　極暗褐色土（よく締まり炭化物を含む）

4　暗　褐　色　土（ハードロームブロックを含む）

5　褐　　色　土（よく締まりハードロームブロック・

炭化物を含む）

6　暗　褐　色　土（よく締まりハードロームブロック

を含む）

7　　　　〝　　　（よく締まりハードロームブロック

を含む）

第227号土壌土層解説

1黒　褐　色　土（よく締まりYPo炭化物を含む）

2　暗　褐　色　土（少量のハードローム粒子を含む）

3　　　　〝　　　（締まりを帯びハードローム粒子を

含む）

4　極暗褐色土　はく締まりハードロームブロックe

廃土粒子を含む）

第201号土壌土層解説

1　極暗褐色土（よく締まり少量のYPを含む）

2　黒　褐　色　土（YPe炭化物を含む）

3　　　　ノノ　　　　（YPe炭化物e廃土粒子を含む）

4

5

6

ノノ （YPe炭化物を含む）

暗　褐　色　土（YPを含む）

黒　褐　色　土（Y Peハードロームブロックを含

む）

第205号土墳土層解説

1　黒　褐　色　土（よく締まりパミスeYPe廃土粒子

2　暗　褐　色　土

3　　　　　　ノノ

を含む）

（よく締まりロームブロックを含む）

（よく締まりハードロームブロックも

パミスを含む）

4　褐　　色　　土（よく締まり粘性あり，ブラックハー

ドロームブロックを含む）

5　暗　褐　色　土（よく締まりブラックハードローム

ブロックを多量に含む）

第216号土壌土層解説

1黒　褐　色　土（固く締まり廃土粒子も炭化物・ハー

ドロームブロックを含む）

1K　純　　貝　　層

2　暗　褐　色　土（締まり弱くYP・ハードロームブ

ロックを含む）

2K　　　　〝　　　　（混貝土層）

3　　　　ノノ　　　　（極めて固くブラックハードローム

ブロックを含む）

4　　　　ノノ　　　　（固く締まりハードロームブロック・

YPを含む）

第226号土埴土層解説

1　暗　褐　色　土（よく締まり焼土粒子を含む）
l，・　．．1－　　I．t　　　′．　　　　l　　　　　　．　l l T　．、　　　　　　　　　　t、、　　　　　　　　　、　．l′　t．▼…′　　L．　ノヽ　　し　　ヽ

2　樫階偽巴土　しヅ重のハードローム枇丁甘壱「uつ

3　　　　ノ！　　　（YPを含む）

4　黒　褐　色　土（少量のハードロームブロックe炭化

5　暗　褐　色　土

6　黒　褐　色　土

物を含む）

（締まり弱くYPe炭化物を含む）

（少量のYPを含む）

5　暗　褐　色　土（よく締まり多量のハードロームブ

ロックを含む）

l一一12（川「一



3．溝

本遺跡では住居址◎土境の他に9溝が2条検出された。以下その概要を記す。

第五号溝（実測図　図122，遺物　図123◎124◎125）

本址は調査区東側に位置し，り2区よりC3区にかけて縦断する形で検出された。確認された

範囲の南端はり2e8であり，N－190－Eの方向で北北東に一直線に延び，C3a3地区まで確認でき

た。これ以北については建物のコンクリート基礎などが残り，調査不可能であった。いずれにし

ても調査区内で切れてしまうことはないと思われるので9　多分遺跡北側の陸田まで延びていると

考えられる。

溝断面は逆台形を呈し，上幅上08～1・75m9深さ0・67～0．78m，底幅0．25～私55mを測る。壁

及び底部は極めて硬いロームから成り，掘られた当初は9表土下第2層にあたる黒色土層の最上

面から掘り込まれていたものと思われる。

覆土は場所により多少の差異はあるが9基本的には3層に分けられる。暗褐色土及び極暗褐色

土が主で9　C3区の貝層堆積地区においては9表面はも・ちろん溝内部まで員の堆積がみられた。

この貝層はC3区に広がる大きな員層を本址が分断して掘られ9　その後に両側から貝が流れ込ん

で形成された状態を示している。したがってC3区の貝層が形成された後に本址が造られたこと

が堆測できる。

本址底部のレベルをみると9り2b9内で10・66mを示し，C2ioで9・93m，C3d2で10．92m9C3a3

で10815mである。確認された範囲内でのレベル差は最高0．98mである。この結果をみると必ず

しも一方向に傾斜を有しているわけではないことがわかる。むしろ確認された範囲では中央部が

最も低く，両端部が高くなり9水などは流れるよりも溜まってしまうことになる。

出土遺物はすべて縄文後期に属するとみられるものだけで9完形品は1点もなく土器片のみで

ある。この土器片の断面形状をみると，摩滅して丸くなっており，覆土とともに流れ込んだ遺物

と考えられ，溝が掘られた当時の遺物とみることには無理である。前述の貝の堆積状汎　そして

本址が加曽利B期の住居址や土壌を切って走っていることなどから考えると9古くみても縄文後

期中葉以降に掘られた溝であると判断したい。

第2号溝（実測図　図122，遺物　図125）

本址はC3b2区において検出された溝状遺構である。第1号溝に合流していると思われたが9調

査の結鼠単独の溝状遺構であることが判明した。西側は通路になっているため確認できなかっ

たが9　C2区には本址に続く遺構は検出されていないためそれほど長くはないと判断される。

一一一一一2（＝　一一一1



確認全長は約3．8m，走行方向N－63㌧1「鳥　上幅0．77～0．92m9　深さ0．87～0．94m9　底幅は0せ

38～0月5mである。壁は急角度で外反して立ち上がっており，底部は中央部がやや低くなり，東側

は1段落ち込んでいる。全体的に底部は第1号溝の方向にゆるい傾斜を有しているが，合流する

ことなく手前で切れてしまっている。

出土遺物は縄文後期に属すると思われる土器片多数と他に磨石がある。覆土から土偶の上半身

部が出土した。この土偶は後にC2a。地区から出土した下半身部と接合することができた。

＿＿∵＿二：二

第1号溝土層解説
A…A′jト牒′

1　表　　　土

2　暗褐色土（YP・ソフトロームブロック

を含む）

3　　　〝　　（YPを少量含む）

4　　　〝　　（YPを極少量含む）

5　極暗褐色土（ロームブロック・YPを少量

含む）

6　暗褐色土（YPを含む）

第122図　第1・2号溝

一一一一一2（121一一一
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第126図　グlトソド出土遺物
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第127図　グリッド出土遺物
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第128図　グリッド出土遺物
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第129図　グリッド出土遺物（5－SK150）
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第130回　グリッド出土遺物
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第131図　グリッド出土遺物
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第132図　グリッド出土遺物
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第133図　グリッド出土遺物
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第134回　グリッド出土遺物
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第135図　グリッド出土遺物
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表69　第123図　溝出土遺物

出土遺構 。区
［
i遺蜘 0．器形 e 部位 法義 （cm ）　　　 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴　　　 備　　　 考

S I）～ 1 1 口　 縁　 部 外側 は無文詳勺側 に刺 案文を 3 段 に施 文す る。 中　 期

補修 孔あ り

2 キャリバー形 キャ リバー形 を呈 しラ太 い沈線 で区画 される。 〃

地文 は縄文

3 ［二］ 縁　 部 沈線 文。地文 は縄文

4 ！，！ 厄 縁 に平行 な沈線 を有 し，円弧文 を描 く

5 ノノ 弧状 の沈線 が縦 位に施 文 され る

6 ノノ 波状 目線 を呈 し言 1了形刺案文 か ら蛇 行沈線 が

垂下す る　　　　　　　　　　　　　　　　 ［

7 胴　　　 部 蛇 行沈線 が垂下す る

8 目　 線　 部 沈線 によ り幾何 学的な文様 を構成す る。地文

は縄文

9 ノノ 横位の沈線 を教条施文 し9 縦位 の蛇行 沈線 を

加 える

波状 ［」縁 の突起 部で刺突文 を有す10 ノノ

1＿1 ノノ 目線部 に粘土粒 を貼 り付 けラ沈線 で角形の文 i

様 を描 く

12 〝 庫 鮮 幾何学的文様 を施 す。地文 は縄文

13 ノノ ；沈線 で四角文 を施す

14 ノノ 斜沈線 が充填される

15 ノノ 左下が りの斜沈線 を施文 する

16 ノノ 「二了縁 に平行 な沈線 が 6 本施文 され る。地 文は

縄文

17 ノノ 匿 沈線 が左 下が り→右側 の順で施文 さ i

18 ノノ 隆線 を有 し，沈線 で区画 された縄文革 を施 す

19 〝 隆線 の上 に刺実 を施 し，沈線 で区画 された縄 －

文帯 を もつ

20 ！，！ 波状 目線 を呈 し，沈線 と刺実がみ られ る

21 ノノ 霊㌫ 禁 禁 が残 る。 内側 には 5 本硝 ニー　　 i

i目線に平行な 2 本の沈線 を有 する22 ノノ

2 3 ノノ 沈線文　　　　　　　　　　　　 ［

24 ノノ i波状 ［］縁 を呈 しッ 貫通孔 を もつ　　 ！＋ ＋ ＋ ＋　 j

…220…



表70　第124回　溝出土遺物

出土遺構の区 遺物N中 形潮 位 法量（cm） 表 面 の裏 面 の 特 徴 i 備　　 考 1

封圭」 25 極　 可
沈線で区画された内側に縄文を充填する

［
雄 』コ　綾 部 ［璃紅 平行な沈線を配しラ下部に刺突文を加i＋ ＋ ＋ ＋ ！

える

27 〃
！

外反 して立 ち上 がる汀線 部で沈線 で区画 され

た縄文帯 を有 する

28 〝 内攣す る目線で沈線 で区画 された縄文 帯 を有

す る

29 ノノ 沈線 で区画 された縄文帯 を もつ

30 ノノ N 私2 7 と同一個体。 8 の字状の貼 り付 けが加

わ る

【

31 ノつ 豊 票を霊農芸㌶霊隆帯を有！＋ i

32 〃 横位の沈線間に斜沈線を施文する

33
胴　 可 沈線による入組文が施文される

34 目 線 可 横位の沈線を施し汗 唇部に刺実がみられる
i

35
胴　 可

横位の沈線を主に施す。地文は縄文

36

i

ゆるやかな波状目線を呈し頂部に粘土紐の貼

用 けを施す0 口縁部には紐線を付し9 横位 i

の沈線をめぐらす　　　　　　 i

！＋ 1

i
2ヨ

ニ37 ノノ
i
N （．）．36 と同一個 体。鋭角に屈曲す る沈線 が加 E

わ る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

；
38 〝 ［コ縁部 に紐線 を付 し暫横 位及び縦位の沈線 を　　　　　　　　 ！

も 施文す る
i

l
3中　 ノノ 目線部 に紐線 を付 す。胴部 は縄文

4日　 ノノ

i

冒細 に紐線 を付 し瀾 約に沈線 を走 らせ i 」

可 胴　 部
屈 曲す る沈線がみ られ る ！

】

ヨ

42 日］ 縁 酢

i l

口縁部 は外反 しヮ紐線 を付 す　　 i

43「つ　 ［讐讐禁し瀾沈線を施文す蒜管刺窯がi＋ ． ！

舶「つ 憲讐票孟宗禁禁連続胤 横位及びi　 i
i

4日　 ノノア
腺 こ平行 な沈線 を有する0 地文 は縄文　 「 ‾ ‾ 「

J】46 i
［
〃

I
へラ整形後沈線 を施 す　　　　　　　 i

［

i［
［

47 i ノノ i＋ ＋＋ i縄文　　　　　　　 i＋ ＋＋ i
可　 ノノ ！＋ ・ i縄文　　　　　　　 i　　 －‾「
49 i胴　 部！＋ ＋＋ i 重縦位の沈線間を磨消す。地文は縄文　　　 j i
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表7五　第且25図　溝出土遺物

出土遺構 や区 遺物No．器形 。部位 法還つc m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

引手つ 50 ‖　 縁　 部 2 本の沈線 間に刺実を充填す る

5 1 〃 縄文

52 〃 縄文

口唇 部に浅い圧痕 を持 ち，平行沈線間 に刺 実

を施す

53 ノノ

54 ノノ まば らな縄文

55 ノノ 口唇 部内側 に沈線 を有す る。縄文

56 ノノ 口唇 部内外面 に沈線 を施す。縄文

57 ノ／ 口唇 部に刺突文列 を有 し，右下が り→左下 が

りの順に斜位の沈線 を施文 する

加曽利 B 式

58 ノノ 平 行沈線間に刺実 を加 える。縄文 ノノ

59 ／ノ 鉢形土器で 6 本の平行沈線問 を縦位 の沈線 で

階段状に区画す る

〃

60 ノノ 口縁 は直立気味で，5 本 の平行沈線文 を有 し，

縦位沈線 を階段状 に施す

ノノ

！

6 1 ／ノ 口唇部に刺実 を有 し， 内側 に 5 本 の平行 沈線

を施文す る

ノノ

6 2 ノノ 表 は横方向のヘ ラ整形。裏 は削 りによる段差

を もち 6 本の平行沈線 を施文 する。沈線 問 に

縄文 あり

〝

63 胴　　　 部 表 は無文。裏 は削 りによる段差 を有 し，教条 ノノ

［ の平行沈線 を施文 する。沈線 間に刻 みが はい

る

S I）… 2 1 ロ　 縁　 部 沈線文

i＋ l

l

2 ノノ 沈線で文様 を描 く

3 ノノ 斜行沈線 を施 す

4 胴　　　 部 くびれ部 に横位 の沈線 と刺突文列 を有 し，み上

段 は左下が り，下段は右下が りの沈線 を施 す

5 口　 縁　 部 口唇部 に浅 い圧痕文が み られ，平行 沈線が数

条横走す る

6 ノノ 口唇部 に紐線文 を有 する。 縄文

7 〃

l

口唇部 に列点刺突 を有 し，右 下が りの斜沈線

を施す

8
l ノノ 波状 口緑 で， 口唇部 に列 点刺突及び沈線 を有

す る

9 ノノ 口唇部 に紐線 を付 す

10 ノ／ 口唇部 に刺突 が加 わ り， 1 条の沈線が横走す

る。地文 は縄文 j
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表72　第126図　グリッド出土遺物

出土遺構 。区　 遺物No．器形 e 部位 法量 （c rn） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

A 2j8　　　 1 椀　　　 形 口　 径　　　　 7 ．6 目線部が 内攣 し，沈線 文が施 され る。へ ラ整 砂粒 を含 み焼成 は良

器　 高　　　　 6 ．3

底　 径　　　 6 ．7

形 好。 にぷ い橙色 を呈

す

A 2i3 2 浅　 鉢　 形 口　 径　　 14．8 目線部に刺突文列 を有 し，上下 に沈線 で区画 砂粒 を含み焼成 は良

器　 高　　　 9．6 された弧状の縄文帯 を有 する 好，灰褐色 を呈 す

（写41… 1 ）

A 2j2 3 壷　　　 形 現 存高　　　　 8．5 肩部 に 1 条 の沈線 を有 し，他 は縄文 を充填 す 口緑 部及び底 部の一

る 部 が欠ける

A 2j2 4 小型 深鉢形 現存高　　 11．6 3 本の沈線 をめ ぐらし， 間に刺突文及び縄文 口縁部 は欠 くが，波

底　 径　　　　 5 ．7 を埋め る。底部 は極 めて厚 い 状 目線 を呈 する と思

われ る。 （写33－ 3 ）

B le 8 5 深　 鉢　 形 口　 径　　　 25 口唇 部に指先で押 した刺突文列 を有 し，二又 目線部内攣 し，橙色

現存高　　 14．3 に突起 のあ るへ ラ状工具で刺突及 び沈線 を縦

位 に施文 する

を呈す る

B ld 8 6 鉢　　　 形 現存 高　　　　 6 ．6 太 目の平行沈線 を まわす。内 e 外面 ともヘ ラ スコ リア 魯砂礫 を含

底　 径　　　 7 磨 き手法 み，灰褐 色を呈 す

B lf。 7 深　 鉢　 形 口　 径　　 （31） 波頂部か ら，平行沈線 を垂 下 させ，間 に刺突 堀之 内式，波状 口緑

現存高　　　 35 ．5 を加 える。波頂部間 に も同様 の施 文を施 し， を呈 し，突起 は 3 ヶ

蛇 行沈線が垂下す る 所　　 （写31－ 2 ）

B lb 2 8 深　 鉢　 形 口　 径　　　 22．6 口綾 部に 7 本の沈線 を施文 し， 中に L R の縄 加曽利 B 式， にぷ い

器　 高　　　 29 文 を充 填する。なお沈線 の一端 は はね上が る。 黄 橙色 を呈す。

底　 径　　　 7．3 下部 はへラナデ （写38－ 2 ）

表73　第127図　グリッド出土遺物

出土遺構 。区 遺物No．器形 e 部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

B lg。 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 30 ．5 口唇部 に刺突文列 を有 し，突起部下 に渦巻 を 堀 之内式。突起 部の

現存 高　　　 30 3 段 に施文 する。 これが 4 単位 くり返 され， 交様 は 4 ヶ所 とも異

渦巻間 は同様 の沈線文 を充填す る なっている

（写 31… 3 ）

B lg 。 2 小型 深鉢形 口　 径　　 12 ．8 目線部 に 3 本の平行沈線 を引 き，上 2 本の間 網代痕。焼成 は良好

器　 高　　 15 ．6 に S 字状の蛇行沈線 を施文 す る。内面へ ラ磨 で褐灰色 を呈 す

底　 径　　　　 5 ．7 き

B le8 3 深鉢 口　 径　　　 30．5 口緑部に刺 突の ある細 い隆線 を付 し，以下沈 2 ヶ所 の 波 頂 を有

波状 目線 現存高　　　 24 線 で幾何 学的な文様 を区画す る し，内攣す る 。

B lb o 4 深　 鉢　 形 －口　 径　 （17 ．2） 横位及 び弧状 の沈線で 区画 した中に縄文 を充 2 個の補修孔 を有す

現存高　　 12．2 填 する。縄文帯 を （ ）状の沈線 で区切 る る。砂粒 を含み，褐

灰色 を呈す る

B ld 9 5 蓋 直　 径　　　 9 ．7 沈線及 び縄文 を施 す。表裏 ともヘ ラ削 り 堀 之内式。ス コ リア

細砂粒 を含み焼成は

良好，橙色 を呈す

（写41－ 6 ）

B ld 9 6 小型 深鉢形 口　 径　　 11 ．0 口縁部 に 3 個 の突起 を有 し，刻み を持 つ隆帯 堀之 内式， 黄橙色

器　 高　　 16 ．2 と帯縄文が 目線 に沿 って一 周す る （写34－ 2 ）

底　 径　　　　 6．0

－223…



表74　第128図　グリッド出土遺物

出土遺構 e 区 遺物‰ 器形 e部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

B le 8 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 31 ．5 くびれ部 に 3 本 の沈線 を有 し，弧状の沈線 を 堀 之内式 （写32…－1 ）

器　 高　　　 39 ．9

底　 径　　　　 9 ．5

縦位 に施文 する。地文は L R の縄文

B 2d 3 2 鉢　　　 形 口　 径　　 13 ．5 目線部 に数本 の沈線 を階段状 に施文す る。 内 加 曽利 B 式，にぷ い

器　 高　　 11

底　 径　　　　 7．7

外面 ともへ ラ削 り 褐色 を呈 す

（写39… 4 ）

B 2h 2 3 小型深鉢形 口　 径　　　　 7．6 波状目線 を呈 し，把手 は 3 ヶ所，目線部 に刻 堀之 内式 ，焼 成は極

器　 高　　 10，2 みのあ る隆帯 を付 し，下 部に沈線 で区画 され めて良好で明褐色 を

底　 径　　　　 3．5 た縄文帯 をもつ 呈 す　 （写34－ 4 ）

B 2d 3 4 壷　　　 形 口　 径　　　　 5．5 頸部 及び胴 部 に，平行沈線 を施文 し中を， Z 胴 部最 大 径 14．2 cm

器　 高　　 1 3．4

底　 径　　　 5．1

字状 の磨消縄文で 区画 する 焼 成 は良好 で，黒褐

色 を呈す （写39… 8 ）

B 2g l 5 鉢 形 口 縁 口　 径　　　 35．5 口縁 に平行 な沈線間 に刺実 を加 え胴部 に逆 U 目線部 に突起 を 1 ヶ

現存高　　 1 7．9 字形 の沈線 を充填す る 所有す る

B 2d 3 6 深 鉢 底 部 現存高　　 14．2 外面 は，荒 いヘ ラ削 り， 内面 はヘ ラナデの整 胎 土 に砂粒，黒雲母

底　 径　　　　 7．0 形 を施 し，底 部 は網代痕 を含み， にぷ い橙色

を呈す

B 2h 3 7 深 鉢 目 線 口　 径　　　 15 ．7 口唇部 に刺 突文 を施 し，他 はR L の縄文 を充 砂粒 ， スコ リアを含

現 存高　　 15 ．8 填す る み灰褐色 を呈す

B 2g 2 8 鉢　　　 形 現存 高　　 13 ．2

底　 径　　　　 8 ．4

胴中央部が最大 径 を測 り縄文のみ 砂粒 を含み，明赤褐

色 を呈 す。胴 部最大

径 14．2c m

B 2e 3 9 深　 鉢　 形 現存高　　 19 ．6 縄文の み。底部 は縦 方向のへ ラ削 り 焼成 は普 通で，赤褐

色 を呈 す

表75　第129図　グリッド出土遺物

出土遺構e区 器形⑳部位l　　法量（cm）！　　表　面　e　裏　面　の　特　徴 備　　　　　考
l
B 2h3

l

l

l

深　 鉢　 形

l

胴部径　　　 46 ．0

l

l 条の紐線を付 し，上段は横位の沈線下部は

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

焼成は普通で，暗褐

現存高　　　 61．0 円弧文とくの字状の沈線 を充填する 色を呈す（写36－ 3 ）

底　 径　　 13 ．2

C la9 2 深　 鉢　 形 現存高　　　 29．5 蛇行沈線及び縦位の沈線 を施文し，下部は切 堀之内式（写31… 6 ）

底　 径　　 10．0 れずに連結する

C la8 3 円　 筒　 形 現存高　　　 29．0 全面に R L の縄文が施文され，胴下半部はへ 砂粒を含み焼成は良 …

j

i

胴部最大径 11．9 ラ削りがみられる 誓霊 宝。灰黄褐色 i

（写37－ 4 ） ！

さ
C la9 4

深　 鉢　 形 i
口　 径　　　 23 ．8

現存高　　　 22 ．4

L R の縄文を充填し，下部はへラ削りである i
n 綾部に小突起を有 ！

する　 （写35…－6 ）

S K －150 5 鉢　　　 形 現存高　　　　 6 ．3 縄文のみ。横方向のへラ整形が底部にみられ
】

底　 径　　 12 ．6 る I】！

1一一一一2圭「一一



表76（第五30図　グリッド出土遺物）

出土遺構 ・区 遺物No．器形 。部位 法義 （cm ） 表　 面 ・ 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

B 2h 3 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 4 2．2

現存高　　　 2 1．0

縄文 のみ 焼 成は悪 く，にぷい

褐色 を呈 す

B 2a 2 2 深鉢目線部 口　 径　　　 23 ．5 紐線 を口唇 部 と頸部の 2 ヶ所 に付 し，左 下が 焼成 は良好， スコ リ

現存高　　　 2 1．8 りの沈線 を施 す，地文は縄文 ア，細 砂粒 を含有 し，

精製 されてい る， に

ぷい赤褐色

B 3e 9 3 深　 鉢　 形 口　 径　 （1 7牒） 目線部 に 8 の字状 の貼 り付 けがみ られ沈線で 堀之 内式
現存高 幾何学文様 を施文 する

C IC 9 4 深　 鉢　 形 口　 径 波状 目線 を呈 し，山 は3 ヶ所，縦位の沈線文 堀之内式

現存 高 が施 され る

C la 9 5 深　 鉢　 形 口　 径　　　 28 ．7 口唇部 に 4 個 で 1単位 の円形刺突文 を配 し， 焼成 は普通 で明褐 色
現存高　　　　 9．4 横 位及 び縦位の沈線 で文様 を区画す る を呈 す

C la。 6 注 目 土 器 胴 部最大径 （10 ．4） 横位 の沈線 及び縦位の沈線 を引き，中に まば 胎土 は，砂粒が多 く

現存高　　　　 7．7

底　 径　　　 4 ．8

らな縄 文を施 す，胴下部 はヘ ラ磨 き にぷい褐色 を呈す。

堀之 内式

C la。 7 小 型 深 鉢 口　 径　　 14 ．4 沈線で幾何学的 な文様 を区画 し，中に縄文 を 堀之 内式。焼成 は良
器　 高　　 13．0 充填す る，上部の沈線部 にボタン状 の粘 土 を 好 で明赤褐色 を呈 す
底　 径　　　　 7．9 貼 り付 ける，胴 下部 はへ ラ磨 き （写3 3－ 2 ）

表77（凱31図　グリッド出皐遺物）
出土遺構 e 区 遺物No．器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

C la 9 1 深 鉢 底 部 現存 高　　 1 4．9

底　 径　　 10 ．5

無文 ，縦 方向のへ ラ磨 き 焼成 は良好で， にぷ

い赤褐色を呈す

C IC9 2 蓋 直　 径　　　 7 ．5 無文 ス コ リア，細 砂 粒 を

含 む，焼 成は良好，に

ぷい橙色 （写 41－ 7 ）

C 2b 5 3 深　 鉢　 形 口　 径　　　 25 ．6 波頂部 下に渦巻文 を施 し， その間 に蛇行沈線 堀 之内式，波状 口緑

現存高　　　 2 1．5 及 び山形文 を縦位 に施文 す る で突起 は 3 ヶ所

（写 3 1－ 4 ）

堀之内式，黒褐色 を
C 2C l 4 深　 鉢　 形 口　 径　　　 2 6．3 2 個 づつの突起が 3 単位み られ，平行 沈線 を

現存 高　　　　 2 9 垂下 し，間 に刺実 を加 える，突起 間に は弧帆

山形状 の沈線文 を施文 す る

呈 す る

C 2a 6 5 深　 鉢　 形 口　 径　　　　 22 頸部 を 2 本の平行沈線 で区切 り，上部 には， 堀之 内式，明赤褐 色

現存高　　　 2 4．2 刺突の ある U 字形の隆帯 を付 す，下部は沈線

で文様 を区画す る

を呈 す

C 2e7 6 深　 鉢　 形 口　 径　　　 38 ．9 口綾部 に平行 な沈線 をめ ぐらし，下部 に逆 V 堀 之内式，砂粒 を含

現存高　　　 30 ．6 字状の沈線文 を充 填する み黒褐 色を呈 す

完形，明灰褐色 を呈
C 2g 4

／

7 小 型 深 鉢 口　 径　　 1上 2 把手が 2 個付 き円形刺突文 か ら左 右に弧状の

器　 高　　　　 8．6

底　 径　　　 4 ．0

沈線 を引 き胴 部は沈線で曲線文 を施文 する す　　 （写 3 4－ 1 ）
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表 7 8 （第 五32 回　 グ リ ッ ド出 土 遺 物 ）

出土遺構 ・区 遺物NG 器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面 ・ 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

C 2a。 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 33．1 波状 目線 を呈 し頸部 が くびれ る。 口唇 に沿 っ 堀 之内式。焼成 は良

現存高　　　 44．1 て太 い沈線 を施 し， 波頂部 に円形及 び三 ヶ月

状 の刺突 を加 える。縦位 の沈線 文を充填す る

好 で灰褐 色を呈 す

C 2a 9 2 深　 鉢　 形 口　 径　　　 29．4 小波状 目線 を呈 し，口縁部 に紐線 を付 す。 5 スコ リア，砂 レキ を

現存高　　　 51．9 本 の平行沈線 を施 文 し，縦位の平行沈線 で区 含み，褐 色を室す

画 する。地文 は縄 文 （写38－－ 1 ）

C 2b 5 3 深　 鉢　 形 口　 径　 （39 ．7） 目線部 に紐線及 び10本の平行沈線 を施 す。沈 スコ リア を含み，褐

胴 部最大径 （40 ．7）

現存高　　　 48．5

線部 に蛇行沈線 を加 える 色 を呈す

口緑部 内側 が くぼむ。文様 は縄文 のみ。下部 砂粒 e ス コリア を含C 2C 2 4 深　 鉢　 形 口　 径　　　 20．7

現 存高　　 18．7 は縦 方向のヘラ削 り み，焼 成 は良好であ

る。にぷい赤褐色 を

！呈す

C 2g 。 5　　　　 蓋 直　 径　　　　 8．9 表 e 裏 ともヘラ整形。高 さ 2 cm の把 手がつ 砂粒 を含み，焼成 は

く 良好。にぷい橙色 を

呈す　 （写41… 8 ）

表79（第五33図　グリッド出土遺物）

出土遺構 e 区 遺物NG 器形 e 部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

C 2C5 1 深　 鉢　 形 口　 径　 （3 4．1）

現存高　　　 26 ．3

まばらな縄文 を施文 する 砂粒 を含 みにぷい褐

色 を呈 する

（写 3 5… 1 ）

C 2b 4 2 深　 鉢　 形 現存 高　　　 23 ．9 縄文。口唇部 にス リッ トのある小突起 がつ く 砂粒， スコ リアを含

みにぷい黄褐色 を呈

す

C 2a 4 3 深　 鉢　 形 口　 径　 （3 2．0）

現存 高　　　 22 ．3

大 き く外反す る目線部 で，縄文のみ 砂れ きを含みにぷい

黄橙色 を呈 す

C 3d 4 4 深　 鉢　 形 口　 径　　　 26 ．5

現存 高　　　 29 ．0

波状 口緑 を呈 し，文様 は縄文のみ 砂粒 スコ リアを含み

にぷ い黄 褐 色 を呈

す　　 （写 35－ 5 ）

6 ～ 7 本で一単位 の平行沈線 を縦位 に施文 す 砂粒 スコ リアを含みC 2d 3 5 深 鉢 底 部 現存 高　　　 25 ．0

底　 径　　　　 9 ．2 る。底部 はヘ ラ整形 褐色 を呈 す

C 2i5 6 深 鉢 底 部 現存 高　　 13 ．0 ヘ ラ整形′ 砂粒 を含 みにぷい褐

底　径　　10．4

深鉢底部 現存高　　　7．3

底　径　　11．7

ヘラ整形

色を呈す

砂粒スコリアを含み

褐色を呈す

表 8 0 （第 13 4 図　 グ リ ッ ド出 土 遺 物 ）

出土遺構 e 区 遺物NG 器形 。部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

C 2e 5 1 深　 鉢　 形 口　 径　 （16 ．4） 目線部 に， きざみのあ る隆帯 をつ け，胴部 に 砂粒 を含み，焼 成普

現存 高　　 13 ．9 沈線で 四角形 をか く。中 は縄文 適，堀之 内式

C 。g 5 2 鉢形 口綾部 現存 高　　 1 5．1 目線部 に把手が つ き胴 部 は沈線で 区画 し中に 長石 ，ス コリア を含

縄文 をほどこす み， 褐色を呈 す

C 2e7 3 壷　　　 形 口　 径　　 1 4．8 刺実 のある隆帯 を口綾部 に貼 り付 ける，胴部 砂粒 を含み，にぷい

胴 部最大径 1 8．8

現存高　　 1 4．0

に沈線 をほど こす 橙色 を室す

（写37－ 5 ）

C 2d 5 4 ノノ 口　 径 把手 が 4 ヶ所 につ き，肩部 に刺突及 び横位 の 砂粒 を含み，焼成 は

現 存高　　　 9．9 沈線 を施文 する 良好。にぷい橙色 を

呈す

口　 径　　　 3 4．5 口唇部 に 3 ヶ所 の刺突 をもち， Z 字状 の屈 曲 後期。砂粒， スコ リC 3d 5 5 深　 鉢　 形

現 存高　　　 3 3．7 する沈線 を垂下 させ る。地文 は縄文 アを含み，橙色 を呈

す　　 （写36－ 1 ）
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表81（第135図　グリッド出土遺物）
出土遺構 e 区 遺物No．器形 e部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 稟　 而　 立） 特　 徴 備　　　　　 考

C 2b 4 1 深　 鉢　 形 ＝　 径　 （30．7） 地文 は縄文。 波状 ＝縁を呈 し，＝縁部内側 に 砂粒eスコリアe白雲母

現 存高　　　 30 ．9 沈線 が 1 本 入る を含み灰褐色を呈す

C 2h 2 ！ 2 鉢 形 底 部 現存高　　　　 4 ．2

底　 径　　 1 1．2

へ ラ削 り及 びへ ラ磨 きの手 法によ る 焼成 は普通で にぷ い

黄褐色 を呈す

C 。d 4 3 円　 筒　 形 胴部最大径 17 ．6 （ ）状の沈線間 に 2 本の蛇 行沈線 を垂 下 させ 砂粒 を含み にぷ い橙

現存高　　　 23．6 る。蛇行沈線 の外 に弧状 の沈線文 を配す る。 色 を呈す

地 文は LR の縄文 （写37 m・…のが3 ）

C 3h 2 i 4 深　 鉢　 形 口　 径　 （31．1） 日縁部に刺実のあ る隆線及 び 8 の字状 の貼 り 砂粒 を少 し含み焼成

現存高　　 16．0 付 けを有 し，沈線で幾何学文 を区画 し， 中に ほ良好，黒褐 色を呈

縄 文を充 填す る。外 は磨消 し す。堀之 内式

C 3e 2 5 深　 鉢　 形 現存高　　 19．0 波状 日縁。 波頂部に同心円文 を配 し，刺実 の 砂粒 を含み，灰黄褐

i
i

ある隆線 を垂下 させる。胴 部に幾何学文及 び 色 を室 す。堀之 内式

i
l

同心 円文 を施文 する
i

ノ／ 6 深　 鉢　 形 口　 径　 （34 ．5） 口唇部 に 8 の字状 の貼 り付 け文。 沈線で幾何 砂粒，砂礫 を含 み焼

現存高　　 17 ．4 学文 を施 し， 中に縄文 を充 填する 戒 は良好， にぷ い橙

色 を呈す

C－：3g l 7 浅　 鉢　 形 ＝　 径　　　 11．6 朴 外面 ともヘラ磨 き。横位及 び弧状 の沈線 を ！焼成 は良好で橙色 を

器　 高　　　　 6．1 施 文す る 呈す

C 3i3　 i

L－

8 壷　　　 形 胴部最大径 15．0 4 ヶ所の把手 を持 ち，頚部及 び胴部 を太い沈 砂粒 を多 く含み，黄

器　 高　　 15．6

底　 径　　　　 5．6

線 で区画 し，中に縦位の沈線 を施文 する 褐色を＿呈す。堀之内

冬　 愕 39－……8 ）

表82（第136図　グリッド出土遺物）
出土遺構 e 区　 遺物No．器形 ・部位 法室 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴　　　　 備　　　　 老

C 2e。　　　 1 注 ［二］土 器 口　 径　　　 16．1 胴部は算盤玉状を呈 し，目線部に縄文帯をほ 砂粒を含み焼成は良
器　 高　　 18．2

底　 径　　　　 5．5

どこす。底部網代痕 好。にぷい赤褐色を

呈す　 （写39－ 5）

堀之内式。C 2h 2　　　　 2 注 ［：主土器 現存高　　 12．7 沈線で文様 を区画する。地文は縄文
C 2e7 i 3 注 口 土 器 胴部径　　 11．2 口唇部は刻みがみられる。頚部に平行沈線を 砂粒を含み灰黄褐色

現存高　　 11．8 2 段に配 し中にも沈線を充填する。胴部は10　を呈す。石嵐 長石

i

j

数本の目をもつ櫛状工貝により施文される を含み，黒色を呈す

（窯‾’39ヮ…”
C 2h つ 4 鉢　　　 形 口　 径　 （24 ．7）

現存高　　 11．2

無文。へラ整形 スコリア，砂粒を含

む，灰黄褐色を呈す

加曽利B 式
C 2Cつ 5

！

鉢　　　 形 口　 径　 （24 ．0） 外面はヘラ整形。内面は列点刺突文及び7 本

器　 高　　 14 ．8 の平行沈線を配し，沈線問は極めて細い刻み

底　 径　　　　 6．8 を加える

C 2a4　　　　 6　 鉢　　　 形 ＝　 径　　 10 ．9 目線部に四本の平行沈線をほどこし，中に縄 白雲母，砂粒を含み

i
ii

器　 高　　　　 7．6

底　 径　　　　 6．4

文を充填する。胴部へラ整形 焼成は良好

C 2b l 目　 深 鉢 形 口　 径　　　 15．2 口縁部に縦位の沈線，頸部に3本の平行沈線 砂粒を含み焼成は良

器　 高　 （16 ．8）

底　 径　　 （5．9）

をめぐらす。平行沈線間には刺案文を施す 好，灰褐色を呈す

（雪湖ト 4）

砂粒 を含み異色を呈C 2C5 i 8 鉢　 形 胴部径　　 10 ．8 4 本で一単位の平行沈線 を3段に配 し，沈線

現存高　　　 8．4　問に縄文を充填する。2段 目の沈線をほさん す。加曽利 B 式
底　 径　　　　 5．8 で「の」の字状の沈線で文様 を加える （写39…3 ）

石英・砂粒を含み，異
C 2C4　 9 i鉢 形 ！胴部径　　 14．1 4 本の平行沈線で幾何学的な文様 を区画 す

現存高　　 10．7　る。中に縄文を充填する

底　 径　　　　 6．9
褐色を呈す。加曽利

B 式
C 2dl lO i 深 鉢 形 i

i　　」

［］ 径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒 スコ リア を含

器　 高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 み，焼成は良軌 に

底　 径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぷい橙色を呈す

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （写34－…3 ）
C 2f。 i ll 鉢　　 形 L」 径　　 9．6 i文様 は縄文のみ。内部はて庸 ユいなへラ磨き i白雲母eスコ リアを

i i

ヨ「 ＋つ
ま　　　　　　　l

雷 雲 。5曾 まどこす　　　　 恕 こぶい黄矧

一一一里　一一



珪」二遺構 の区　 遺物転．一器形 の部位 法童つ“11） 表　 面　 あ　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

G dをi　　 12　 鉢　　　 形 日　 経　　　 124

器　 r㌔ニ＿も　　　 10．0

底　 径　　　　 7．2

無文。ヘ ナ整形

王

砂粒 を含み焼成 は良

好，赤褐色 を呈す

C 2i8　　　 13　 鉢　　　 形 ［」　 径　　　 13」 無文。ヘ ラ整形。底部 畠 や 」状の沈線 がみ ら 砂粒 を多 く含み暗赤

器　 高　　　　 5 ．7 れ る 褐色 を呈す

（写4（「　 2 ）

G C。　　　 14　 浅　 鉢　 形 Lj　径　　　 13 ．1

器　 高　　　　 6 ．4

横位及 び弧状の沈線 を施 文す る 砂粒 のス コ リア を含

み，異褐色 を呈す

C 2i9　　　 15　 鉢　　　 形　　　」　　　 … 口　 径　　　　 9 ．6 無文。ヘ ラ整形 砂礫 eス コ リア を含

器　 高　　　　 4 ．l み，焼成 は良好， に

ぷ い橙色 を呈す

表 8 3 （第現 職 当　 グ リ ッ ド出 土 遺 物 ）

出土遺構 の区 遺物No。器形 e 部位　　　 法室 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

蛇行及 び平行沈線 を縦位 に施文 し普　その間 に 堀之 内式。 日縁部 はi　　 C 3e 5　　　　 1 深　 鉢　 形　 口　 径　　　 33．4

現 存高　　　 27．9 斜位 の沈線 をつける 外 反する

C 。j3 2　　 椀　　　 形　 口　 径　　　　　 9 ＝縁部 に平行 な縄文帯 を有 し，胴下部 に は孤 ＝縁 部は内攣 し9　底

器 ［号一一も　　　　　　 7 状 の縄文帯 を有 する。〕 4 ヶ所 に縦位の沈線 を は丸底 である

胴 部最大径　 11．4 加 え る （写4（「みム4 ）

［」縁 部に平行沈線 で区画 された縄文背が 2 段 外 面は縦 方向のヘラC 3g 1　　　　 3 小 型 深 鉢 ［二丁　径　　　　 ＿11．2

器　 高　　　　 14 に施 文 され，沈線 の 1 端 は上 にはね上が る。　 ミガキ。焼成 は良好

底　 径　　　　 5．7 縄文 は L R　　　　　　　　　　 P 甥 潤 色を呈 す　 l

i　 （写33－－…”ム5 ）

C 3e 2　　　　 4 小 型 深 鉢　 ＝　 径　　　 11．宣 j表0裏 とも＝縁 に平行 な沈線 をめ ぐらす。表 6 ［二‾‾1唇 部に刻みあ り

器　 高　　　 1こし3 本 。稟 4 本。胴 部は 7 ～ 9 本 で 1 単位 の細 い

底　 径　　　　 5．1 沈線 を充填す る

C 3d 5 5 深　 鉢　 形 器　 高　　　　　 44 蛇 行沈線 及び左右の 2 本づつ の沈線 を 1単 位 堀 之内式。焼 成は曹

底　 径　　　　 11 急 霊 霊 ‡．子を施文 する0 沈線間 は主鵠 ㌢ ㌫ 誓

C 3d 3 6　　 深　 鉢　 形 ［」　 径　　　 36．0 5 本の沈線 を頚部 に施文 し， ∠4 ～ 6 本 の沈線 堀 之内式。焼成は良

器　 高　　　 47．3 を縦 位に引 き， この沈線間 を弧状の沈線 で充 好で，赤褐 色を呈 す

底　 径　　　 12．8 壌す る （写32－ 2 ）

C 3b 2 7 台 村 土 器　 現存高　　　 4 ．8　 接合部に 2 本，開脚部 に 1 本 の沈線 を有 し， 加曽利 B 式。台村浅鉢

底　 径　　　　 5 ．l 中に L R の縄文 を充填 する もしくは異形土器の脚

部ではなかろうか

C 3C 2 8　 台 付 鉢 形　 現存高　　　 4 ．1 内e外面 ともへラナデに よる整形がみ られ る　 胎土 は砂粒 を多 く含

底　 径　　　　 7 ．4 み，暗黄 灰色を呈す

′一‾ヽ　　　′ l　　　 l、存F，ハ＿＿⊥＿　r一恵“ヤ「7 ［†H十一一”ナi－　　　　　　 J ハ　　′，J享石上J ．〈＋こち＋㌣・ぶ、」←　 「た1青宕　ヰノ、ニ　裏目か1／ハ‾赦荘子、「青 】て　つ　い　て。右′1）射　れ今探　朔ゝノ且　冨PlJ兄十百可　　　　　　　隼・U

底　径　　　　6　4

ノ「田」Vcふ一＼／　＼、／J　－19　iノコL上りrcネ　＼／「1一」　ノリノjユニノlノんいく

を残す み褐色を［f月

表 錮 （第 鼠3 8 図　 グ リ ッ ド出 土 遺 物 ）

出土遺構 。区 遺物No．器形 。部位　　　 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 億　　　　 ．考

焼 成 は良好で，にぶC 3C l 1 深　 鉢　 形　 口　 径　 （33 。6） 目線部に紐線 を付 し， 口唇部 に小突起 を有 す

現存高　　　 3 5．4 る。縄文　　　　　　　　　　　　　　　　 い褐色 を呈す

（写二賂 －AAm・”2 ）

C 3d l 2 深鉢 形底 部　 現存高　　　 10．1 縄文。胴 下部は縦方向のヘ ラ削 り　　　　　　 網代痕がみ られ る○

底　 径　　　 10．1 スコ リアの砂 粒 を含

み褐色 を呈す

縄文のみ。底部 はへラ整形 。網代 痕 を有 する i焼成 は不良で， にぶC 3f2 3 深鉢形底部　 現存高　　　 18 ．6

底　 径　　　 10 ．2

C 3e 5 1 4　 深　 鉢　 形

1

口　 径　 （3 0．1） 縄文のみ　　　　　　　　　　　　　　　 胎土 に砂粒 を多 く含

現存高　　 26 ．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 み， にぷい黄褐色 を
呈 す　　 （写 35－－－－”2 ）

C 3g 2

】】r

5 i鉢 形 ［二l 径　　　 23 ．5 7 本 の平行沈線 を施 し言 下 5 本には短 い縦位　 加 曽利 B 式。砂粒 。ス

器　 高　　　 18 ．1

底　 径　　　　 7．4

沈線 を埋 める。沈線 間には縄文を充填す る コ リアを含み，異褐

色 を呈 す （写 3 8－……〃′3 ）

C 3g 8 6　 桓 鉢 形

i
i

口　 径　　 （3 1 ．6） 縄文 のみ 砂粒 。ス コ リア を含

現存 高　　　 1 3．6 み，褐色 を呈 す

1一一一一黒　一一一一一一一



表85（第皇39図　グ単ッド出土遺物）

と鉦土遺構 e 区 遺物No 器形 e 部位 ！ 法射 c nl）
表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

C 。g l i＿ 鉢　　　 形 現存高　　 1．5 ．9 平行沈線 を 2 段 に施 し，沈線 間に縄文 を充填 加 曽利 B 式。砂粒 eス

底　 径　　　　 8 ．3 す る コ リアを少 し含 み，

焼成 は良好，灰褐色

を呈す

C 3d 2 2 鉢　　　 形 口　 径　　　 2 0．9 口縁に平行な 4 本の沈線 を施 し，沈線間 は縄 加曽利 B 式。砂粒 を

器　 高　　 1 L 6

底　 径　　　　 5．9

文。 内 e外面 と もへ ラ磨 き 含み焼 成は良好，黒

褐 色を呈 す

C 3C l 3 鉢　　　 形

［

口　 径　　 15 ．1 ［二］縁 に平行 な 6 本 の沈線 を施 し，沈線間 に縄 加 曽利 B 式。 スコ リ

器　 高　　　　 9 ．8 文 を充填す る ア e砂礫を含み，焼成

底　 径　　　 6 ．2 は良好，黒褐色 を呈

す　　 （写 39－－ヤーつ ）

巨 3d 5
4 壷 形 （？） 現存高　　　 6．0　底 部は球 形 を呈 し，縦位の沈線 を施 す

i
堀 之内式。細砂粒 を

含有 し精製 されてい

る。にぷい橙色 を呈

す

C 3f4 ○ 蓋 直　 径　　　　 7 ．5 表 e裏 ともヘ ラ整形。高 さ 1．3 c m の把手がつ 長 石 e スコ リア を含

く み，灰黄褐色 を呈す

D 2C o 6　　 注 目 土 器 ／／ 注目部のみ。沈線 が施文 される 堀 之 内 式。砂 粒 e砂

礫 eスコ リア を含 み

焼 成 はやや買 い橙色

を呈す

！ B lg。 7 i鉢 形
L二1 径　 （23 ．3） 日縁部 は内攣 し，［二］唇 部に円形の粘土紐 を付 堀 之内式。砂粒 を含

胴 部径　 （2 9，9） す。胴部 にかけて蛇行及び斜位の沈線 を施文 み焼成 は良好，にぶ

現 存高　　　 20 ．6 す る い黄褐色 を呈 す

C 2C 4 8 手 捏 土 器 ［］　 径　　　　 3 ．9 3 山の波状 口縁 を呈 し，外 面はへ ラ磨 き言内 スコ リアを含 み，焼

器　 高　　　　 5 ．1 面 は指ナ デによる整形 を施 す。底 は網代 痕が 戒 は良好。黄橙色 を

残 る 呈す　 （写 4 1ル……一2 ）

・C 2f8 9 手 捏 土 器

i

口　 径　　　　 2．0

器　 高　　　　 2．8

ヘラ整形 砂粒 を多 く含 み， に

ぷい黄橙色 を呈す

（写 4 1… 3 ）

C 2f。 1 0　 手 捏 土 器 口　 径　　　　 3 ．5 表 ・裏 とも指痕が残 る 長 石 eス コ リア を含

器　 高　　　　 3 ．3 み，灰黄褐色 を呈 す

（写 4 1－－－4 ）

C 2f6 1 1 手 捏 土 器 ［］　 径　　　　 4 ．4

器　 高　　　　 3．9

無文。へ ラ整形 石英 e長石 を含み，に

ぷ い橙色 を呈 す

（写 4 1′… 5 ）

C 2d 8
12 ！土　　　 玉 最大径　　　 1．2

筒　 さ　　　　 3．3

ナデ整形 灰黄褐色 を呈 す

C 2f2 1 3 土　　　 玉

I

最大 径　　　　 2．2

高　 さ　　　 1．5

ナデ整形 砂 粒を多 く含み，橙

色を呈 す

C 2iつ
14

l

土　　　 玉 最大 径　　 （1．8）

高　 さ　　　　 2 ．0

ナ デ整形 砂粒 を含 み，にぷい

黄橙色 を呈 す

C 3dつ 15 巨　 玉

！

最大径　　　 l．4

高　 さ　　　　 2．4

表面 はへ ラ整形 砂粒 を含み， にぷい

橙色 を呈 す

C 3つ 当 士　 玉
最大径　　　 1．6 内径 は約 4 m lTl で，ナデ整形 砂粒 を含み，灰黄褐

高　 さ　　 2彗 色 を呈す

－　コブt1



第3節　ま　　と　　め

冬木A貝塚における調査の結果，29軒の住居址，243基の土壌，2条の溝が確認された。住居

址の時期は，出土遺物の大半が覆土からの検出ということもあり確実なことは言えないが，ある

程度の推測は可能である。推定するに29軒の住居址のうち言縄文時代前期のものが1軒，後期前

葉と思われるものが最も多くて19軒，後期中葉が5軒，時期不明が3軒となる。上境は詳細につ

いては後述するが，大きく5種の形態に分類できる。数的に多数の割合を占めているのは平面形

が円形もしくは楕円形を呈し，深さの浅い土境である。いわゆる袋状土壌も20基ほど確認されて

いる。溝は明確な遺構としては1条だけで，排水溝ではないかとみられるものである。

上記各遺構からは大量の土器片と石器類9　そして自然遺物が出土している。土器類は前期◎中

期の後期に編年されるもので，極めて多量に出土しているのが後期前葉に位置する堀之内式土器

である。これは全体の8割以上を占めている。石器類では打製◎磨製石斧，凹石，磨石などが比

較的多く出土した。他に石鉄，石棒もみられた。自然遺物も多量に出土し，貝類，魚骨◎獣骨類

が検出され9　釣針も確認された。なお，人骨が18体発見されている。

1．貝層と人骨の埋葬ゾーンについて

冬木A貝塚の貝層は，その平面的な広がりを見ると，ブロック状に貝殻が密集する部分とやや

貝の密集の度合が希薄である部分がある。断面を観察することによってもブロック状の純貝層が

認められ，20～40cmの堆積を示している。各ブロックに多くの場合遺構を伴う。これは，本貝塚

の貝層の形成過程を，「遺構廃棄→貝設投棄→埋没→投棄範囲の拡大→ブロックの連続」としてと

らえることが可能であることを示している。

貝層が重なり合っている部分は認められなかった。これは地点毎に形成時期が異ることを示す

ものと思われる。しかし貝層だけを見た場合，層位◎広がりのいずれを見ても，形成時期を明確

に区別することは困難であった。エリア西側の土採り◎木工所建設の際の削平等によって破壊さ

れ，貝層の残った部分が，今回調査した区域であったと思われる。

本貝塚における人骨の埋葬ゾーンは，著しい偏在性を示し，貝層堆積区の周縁部に位置してい

る。埋葬した場所は「ゴミ捨て場」そのものではなく，堆積しつつある貝層の周辺だったのであ

る。これは，人骨の上に堆積した貝層がいずれも薄く，貝殻を投棄した場所の中心と見なすこと

ができないからである（注1）。

人骨が上述した場所に集中していることは，保存の問題を考慮しても，埋葬が意図的に貝層周

辺に行なわれたと考えてさしつかえないと思われる。当時死体を「ゴミ」と同様に考えたか否か

ほ不明であるが，意図的に「場所」を定めて埋葬が行なわれたということは，とりもなおさず当
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時「埋葬する場所」（「墓」と同一視することは疑問である）の概念が存在したものと見てさしつか

えないであろう。

人骨の頭位は大部分が南から束の間にある○これは出土層位◎埋葬姿態の如何にかかわらず，

極めて顕著な傾向と言える。埋葬姿態に関しても誹P臥伸展葬と右膝位仰臥屈葬が大部分を占め

る。以上の2ノ如〕ら，埋葬に際して頭位及び埋葬姿態に関する一種の「形式」が存在したことを

考えることが可能である。

「形式」は9時期及び埋葬者の所属集団によって異る可能性が考えられる。この間題は，他の

貝塚の発掘が行なわれ，より多くの資料が集められた時に初めて明らかにされる性質のものであ

る。従ってここでは可能性を指摘するにとどめたい。

2。住居土止について

本遺跡で確認された住居址は29軒である。遺跡内での位置をみると，北側を除く3方向で検出

された。北側の一部が調査できなかったためもあるが，いずれにしても，C2区中央部より北側

一帯における遺構の分布密度は他の部分よりも薄くなっている。住居址もこの一帯からは検出さ

れておらず，広場的性格が考えられよう。

平面形状をみると，方形◎隅丸方形◎円形の楕円形などがみられ，いずれかの形状に片寄る傾

向はみられない。これは時期別にみても同様である。各住居址の時期は縄文後期の堀之内期～加

曽利B期に属するものが大部分である。しかし堀之内期◎加曽利B期とも明確な形状差は認めが

たく，平面規模もほとんど差はないといえよう。

これら各住居址の確認面は表土下50～80cmのローム層上面である。最初は一層上面にあたる

暗褐色土層で遺構をとらえようと努力したが，確実にとらえることができず，止むなく前述のよ

うにローム面での確認となったわけである。

この結果，炉址が単独で暗褐色土中に残ってしまったり，ピット列で検出した床面の上部に炉

址が浮いてしまった住居址が若干あったことは誠に残念である。

以上のことに加えて，冬木A貝塚は元来もっと高低差のあった土地であったと言われるが，木

工所の建設等でかなり土地削平と撹乱を受けており，これも遺構確認が困難であったひとつの理

由であろうと思われる。

ところで今回調査された住居址の特徴及び問題点等について若干ふれておきたい。

まず，炉を持たない住居址が全体の4分の3を占めていることである。ちなみに炉址あるいは

廃土の確認された住居址は，第9号◎10号◎11号◎13号◎21号◎22号e24号◎27号の8住居址

に過ぎず，他はその痕跡は全く認められなかった。この炉址をもたない住居址は床の軟かなもの

が多く，ピットもそれほど良好でないことなどを考えると，長期間にわたって生活が営まれた遺
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構ではなかったと考えてよいかもしれない。

炉址そのものは，全て地床炉である。住居址床面を鍋底状に掘り下げた上で火を使用したもの

である。炉に伴う礫や埋設土器は検出されなかったが，第11号住居址と第21号住居址で検出さ

れた炉址は極めて良好な状態であり9　灰白色の灰層と赤褐色の焼土層が鮮明なコントラストを成

して観察された。

埋設土器に関しては，前述のように遺構内からの検出はなかったが，Cl区及びC3区におい

て単独で確認された。いずれも縄文式の深鉢形土器で，2個並列に並んでおり，内部には灰が充

填されていた。ただこの土器は暗褐色土中に検出されたもので，関連する遺構は確認されていな

い。この事例から考えると黒色土及び暗褐色土中に営まれた住居址があったのではないかと思わ

れる。しかし前述のように黒色土層での遺構確認は極めて困難であるため確認できなかったもの

で、あろう。

今回の調査では第16号◎27号住居址の2遺構だけが黒色土中に検出された遺構である。第27

号住居址については最初に焼土が確認され，この廃土を追っていったところ本遺構が確認された

わけである。床面は軟かで，焼土がなければ覆土との区別は困難であった。

住居址の出入口部が確認できたのは第21号住居址のみであった。一周してきた壁溝が南西コー

ナー部で分断され，ここが出入口部であると考えられる。この幅は数10cmで両側にはピット列

が溝状に検出された。これとよく似た遺構が第22号住居址でも確認されている。位置的にも第21

号住居址と同様に南西コーナー部である。ただそれほど良好な検出状態ではないため断定はでき

ないが，恐らく出入口であろうと思われる。

調査された29軒の住居址群のなかで，第26号住居址と第29号住居址は他の住居址と比較して若干そ

の形態を異にするものであった。平面形状は楕円形で，長径3・52～3・94m，短径3・31～3・52mを計り，

炉を持たず，床中央部に向けて鍋底状に傾斜を有し，壁の一部が2段掘り込みになっている。覆土か

ら出土した遺物をみると，共に堀之内期に属することがわかる。この住居址に似た形態を有する

住居址は他に確認されておらず，その性格等についてはさらに追求していきたい。

3．土増について

本遺跡で確認された土境は243基である。ナンバーは248までついているが，134◎171～173◎

236の5基が欠番となるため実数は上記の通りである。

さて整理の都合上いくつかのグループに分類したわけであるが，まずその結果をまとめておき

たい。

実数243基のうち全体の調査ができず分類不可能な土境を除く237基を対象とした。

数量的に最も多かったのはAグループで，147基あり，次にBグループの48基，Cグループの
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土　鳩　分　類　　（斜線部は貝層を含む土壌）
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20基，Dグループの13基，Eグループの9基と続く。以上のようにAグループに属する土境が圧

倒的に多く全体の62％を占めることがわかる。ちなみにBグループは20．2％である。

Aグループについてみると，A及びAl類の土壌が極めて多く全体の89％を占めている。これ

に対してより深くなるA′砂Al′類は極めて少量になっていることがわかる。

Bグループでは，B◎Bl類は少なく，B′◎Bl′類が多くなり93．8％を占めている。Aグルー

プではピットを持つものが半数近くあったのであるがラBグループにおいては10．4％しか存在し

ない。

Cグループはいわゆる袋状土壌であり，それほど多くは検出されなかった。全体の8．4％ほどで

あり，他のグループとはその性格に違いのあることがうかがえる。

りグループはAグループに似かよっているが，平面形状だけが異なるものであり，大局的には

Aグループと同類とみてもよいと考える。全体の5．5％とこれも少数である。

A～Dグループのどれにも属さない土境をEグループとしてまとめたわけである。平面形状が

不定形を呈する土嬢で，検出例は少なく全体の3．8％程である。

ところでAグループとBグループを比較してみると興味ある事実が出てくる。Aグループは墳

底までの深さが浅く9　かつピットを持つものが極めて多いのに対し，Bグループはまったく反対

に深さ40～50cm以上でしかもピットを持たないものが大部分を占めているのである。これだけ

の相異がみられるからには両グループの用途にもはっきりした違いがあったものと思われる。し

かし現状では明確な使用日的◎方法等は不明である。ただ両者とも「貯蔵穴として利用されたも

の」と仮定することが許されるならば，次のようなことが言えるのでほないだろうか。すなわち

Aグループの土墳群は，簡単な上屋を設け9　毎日の食料あるいはそのまま保管しても悪くならな

い食物などの倉庫として使用され9　Bグループの十墳群は何らかの手段を講じないと保管できな

い物，もしくは木の実などを長期間保存する際などに屋根は特に設けず土などをかぶせ，その上

豆目印でも置いておくというような使われ方が考えられる。ただBグループに属していても，調

査途中で出水のため墳底の確認ができなかった土壌が数基あり，これなどは明らかに井戸として

の利用を考えてもよいと思われる。

今回の調査で内部に貝の堆積が認められた土壌は237基中72基であった。これは全体の30．

4％に当たっている。この割合も各グループ間で比較すると興味あるデータが浮かび上がってく

る。A◎B◎D◎Eの各グループは11．1％～38．5％程度であるが，Cグループだけ70．0％と極端

に高い比率を示すのである。この数字から判断すると，Cグループいわゆる袋状土壌が他の土境

よりも貝捨て場として利用される機会の多かったことが考えられよう。しかし当然ながらこの事

実が袋状土塀本来の使用目的を意味しているのでないことは明らかである。Cグループに属する

残り30％は貝の堆積は認められないし，また認められた土壌にしても，墳底から堆積している例
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は少なく，覆土途中あるいは上面での堆積例がかなり認められるからである。

それにしても各種土壌の中で9貝をはじめとするゴミ捨て場として最も多く利用されたのがC

グループの袋状土壌であったことは確かなことである○この土壌は比較的規模の大きいものが多

く9開口部が崩れても他の土壌よりほ長期間埋まらずに凹んでいたことが予想される。そしてこ

の凹みを当時の人々が再利用したのかもしれない。

最後になったがラB類の土境の中で恐らく井戸であろうとみられる数基の土境は，遺跡の中で

もBl区のC◎d◎e列付近に集中して検出されている。第246号土境は深さ上4mまで確認で

き9その後出水のため調査不可能となってしまったが9ボーリングしてみるとさらに1mは楽に

掘ることができる状態でありラ元来は少くても2m以上の深さがあったようである。この種の土

壌の時期がいつのものかは不明であるがヲ出土遺物はすべて縄文土器片であった。

結局多くの土頻の中でその利用日的あるい劇生格等の推定できるのは上述の井戸とみられる土

墳ぐらいであった。大多数の土壌については不明としか言いようがない。土壌の性格については

従来から多くの説が言われてきた。最も一般的な考えは貯蔵穴説であろう。ただ袋状土壌につい

ては最近になって9土器の原料である粘土を取るための採掘墳ではなかったかという考えも出て

きている。極めて興味のある考えであるが，冬木A貝塚で調査された袋状土壌に関してはこの考

えは当てはまりそうにもない。土壌内部からは粘土の検出は全然なく9墳底及び壁ともにローら

あるいはハードロームから成り9粘土層らしきものは一切認められなかったからである。覆土の

状態をみると，大部分が自然堆積であることを示しており9若干壁部の崩れがわかるぐらいで，

採掘疲らしき痕跡は検出されなかった。他の土壌も同じような傾向をみせており，本遺跡で調査

された土墳は貯蔵穴として利用された可能性が強かったのではないだろうか。一部の土境で墳底

直上に純貝層が存在していた例がありり　これなどは最初から員捨て場として掘られたものである

かもしれない。しかし覆土上部には貝の混入はなく，まるで貝殻を捨てた後土をかぶせてしまっ

たかの如き様相を呈しており9必ずしも貝捨て場として掘られたものであったかは疑問である。

貝捨て場としての使われ方は9あくまでも土壌本来の使用目的を失った後の再利用という形が多

かったと考えられる。

4．溝について

本遺跡で検出された溝は2条である。第2号溝は短かく不完全なものであるが，第1号溝は遺

跡東側を南北に従断する形で伸びている。

断面形状をみると，逆台形を呈しており，底部までの深さは70cm前後である。底部のレベル

は両端が高く，中央部が比較的低くなっている。出土遺物はすべて縄文土器片であり9完形品は

1点も出土していない。なお詳細は溝の項を参照されたい。

－12：うう、



さて本址の性格及び用途であるが確実な結果はでていない。恐らく排水溝であろうと思われる

が，関連するとみられる遺構も確認されておらず撃　現段階では不明とせざるを得ない。

時期については，上限は推定できると考える。すなわち本狛ま加曽利B期の住居址及び土墳を

切って掘られていることから学　少なくとも加曽利B期以前までさかのぼることはあり得ないこと

である。貝層部では溝中にも貝の堆積があったが9　これは溝の凹みに直接堆積したわけではなく

両側の貝層から流れ込んだものと思われ，純貝層はなくラ　混土貝層◎混貝土層である。また土器

片の断面も摩滅しているものが多くみられる。さらに覆土の様子などから判断してもう　弥生時代

以降に揺られたのではないかと想像されるのであるが，下限の時期を決定する資料がないため断

定しかねるところである。

5．出土遺物について

冬木A貝塚の出土遺物はその種類⑳量とも極めて豊富であった。土器類ラ　石器類9　自然遺物類9

と三大別される。土器類については型式分類をするまでに到っておらず9　ここではその概略を記

するにとどめ今後の研究の参考としたい。

（土器類）

本遺跡からは縄文前期の中期◎後期の各時期に編年される土器が出土した。前期では浮島式，

諸磯式に属するものであり，数は少ない。文様としてほ貝殻腹縁丸波状貝殻丸　半裁竹管文9

爪形文などである。少数ながらも目立つのは集合沈線にボタン状貼付文を施された諸磯C式の土

器片である。中期に編年される土器群としては，五領力台式9加曽利E式に属するものがみられ

る。文様は山形の連続する陰刻文が五領力台式にみられ9加曽利E式では磨消縄文が施されてい

る。後期に編年される土器群日ノては曾称名寺式，堀之内　⑳紺式管加曽利Bl◎2式に属する

ものである。本遺跡ではこの時期の遺物が最も多く出土しており9全体の90％以上を占めてい

る。称名寺式はそのほとんどが深鉢の胴部片と思われ撃沈線によって渦巻文あるいは曲線文が描

かれ，沈線間には縄文や棒状工具による米粒状の刺突文が充填される。

本遺跡を代表するのは堀之内式である。器形としてほ深鉢形が多く9胴部に張りを有する大型

深銑胴部から目線部にかけて外反もしくは直線的に立ち上がる小型深鉢があり9他に鉢形土諷

浅鉢形土乳注目土器等がみられ，少数ではあるが壷形土器9　ミニチュア土器なども出土してい

る。文様は沈線文系と磨消縄文系とに大別できる。沈線文系では目線部が無文のものが多く，頸

部以下に曲線文，直線文，同心円丸蛇行沈線文が施文される。地文はそのほとんどが縄文であ

る。磨消縄文系では沈線によって三角形や四角形などの幾何学的な文様を区画し，なかに縄文を

充填するものが多い。この土器群には8の字状の貼付文や平行沈線文9　さらに細い隆線を口縁に

平行あるいは縦位に付し，その上に刺実を加える手法も多く使われている。前者は堀之内I式に9
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後者は堀之内紆式に編年されるものと考える。

加曽利B式になると器形的には鉢形および浅鉢形土器が多　な縮　小型深鉢や大型深鉢撃　そし

て注目土器等もみられる。精製品は9　磨消縄文の手法が多ら　岩壁は丹念にへラ磨きされ　黒色

を呈するものが目立つ。大型の深鉢では粗製土器が多　な仇　いわゆる経線文系の土器である。

文様はほとんど施されず撃　目線部の経線以外では荒い縄文の上に条線がみられるぐらいである。

土器以外の遺物としては土偶や耳栓が出土している。土偶は摘体ほど発見され9堀之内期～加

暫利B期に位置づけられるものが多いと思われる。このなかでも第2号溝と鎧観地区から出土し

たものが接合できた点は興味深い（図170…3）。この土偶は頭部に翼状の突起を有し撃顔は鼻が

隆起し9　まゆほ沈線9　日は竹管刺実で表現され9　日の直下から復部にかけて且条の沈線が垂下す

る。胸部には豊かな乳房が付けられ9　背後は左肩より腰部まで2条の沈線がカーブを描いて施さ

れている。第2号溝とC2勘地区とでは約3のm離れている。このように遠く離れた2地点から出

土したものが接合できるという例は土偶などではままあることだと言われているが撃　今回の例も

土偶の性格などを考える上でひとつの資料となるであろう。耳栓は直径mcmの小型のもので撃

上面に2本の沈線が施文されている。

（石器類）

本遺跡で最も多く出土したのは凹石9　磨石である。これらは比較的小型のものが多ら　石質は

火山岩系のものである。その使用痕をみると9　両者の機能が明確に区別できるのは少なら　磨石

であっても凹みを有するものも多く見られ9　使用目的によって且個の石を使い分けていた場合が

多々あったと考えられる。石斧は磨製と打製の2種があり撃　打製石斧が極めて多い。磨製石斧の

なかには長さ数cm程のミニチュア的なものも出土している。刃先に使用痕のみられるものが多

い。石質昼大部分が安山岩であり9　硬砂岩◎縁泥片岩が少数まじっている。石鉱は有茎と無茎と

に大別される。さらに無茎石軌こついては9挟入みを有するものと有しないものに分類できる。

数的には挟入みを有する無茎石鉱が大多数を占めている。第膵7図十一鋼言緒言鰻などほ比較的少

数のタイプである。石質は黒曜石撃　チャート9　硬質砂岩などである。石皿は完形品はなら　すべ

て破片である。これは形として残る限度まで使用されたためと考えられ撃　出土した破片のなかに

は厚さ数mmのものも認められた。火山岩系の岩石が利用されている。なお石皿にも凹みを有す

るものが多く凹石の機能をも合わせ持っていたことが考えられる。以上の他に石棒撃　石錘撃　装身

具9　淳子等が出土Lとている。第膵　図W一一5ほ先端部に沈線状の彫り込みがみられ撃　明らかに男

根を表現しているものであろう。石錘は4点出土している。円板状が狛薫　は銅瀾トは言鵜

1結　棒状のもの自責　悩∬徴＋臓　である。装身具は　点　図膵…凱　摘　出土した。鋸細

長い刀子状を呈し撃　両方向からの磨切り手法がみられる。蟻の石質は素翠である。淳子はすべて

軽石が利用されていた。形状の確認できるものはほとんどなら　小破片である。一端に孔を有す
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るものが確認された。

（その他の遺物）

本遺跡では18体の人民多数の自然遺物類が発見されている。人骨と獣骨◎魚骨の一部につい

ては東京大学理学部人類学教室に鑑定を依頼していることもあり，詳細については別項を参照さ

れたい。

貝輪は破片も含めると数10点検出されたが，写63…貝輪はC3e5グリッドから小型の深鉢に入れ

られた状態のまま一括して発見されたものである（写24－6）。他にいわゆる浮袋の日といわれる

ものや，刺突具，垂蝕針などが出土している。骨銀は3点だけ確認された（写64－12，13，写

65－13）。獣骨や鹿角のなかには切断痕や擦痕の認められるものがある（写66）。これらは解体す

る時についた傷や9　製品化する時の加工痕であろうと推察できる。

注1「埋葬ゾーン」については，「加曽利南貝塚」（杉原荘介編　中央公論美術出版）において後藤和民氏が同様

のことを指摘している。
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第4章　冬木　迅　腰亀塚
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第五40図　冬木B貝塚グリッド及び遺構配置図
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第濫節　画　然　遺　物

1。貝　　層

二日＿二′胤3－・・1　Cd）

2　M

2　暗褐色土（　ノノ　）
3　　　　〃

4　地　　　山
d貝層断面図土相

1　黒褐色土（混土貝層）
2　　　　〝　　　（混貝土層）

：3　灰黄褐色土（混貝粘土層）
4　極暗褐色土

5　黒褐色土
6　褐　色　土

第141図　冬木B貝塚貝層断面図

冬木B貝塚における貝層の堆積は9第1妙1姐図に示すように4ヶ所に確認された。それぞれ

の堆積区とも小規模であり，地点貝塚状である。説明の都合上，西側から順にa～dの番号を付

した。

a堆積区は写本貝塚の中心であるエリア西側の住宅地から東へ広がる大きな堆積区の末端部に

あたるものと思われる。耕作等により混土貝層の上面が撹乱されているため9堆積の厚さは不明

であるが，残存部で最大30cmを測る。周辺は貝殻が少なく，混貝土層となっている。20cm内

外の堆積である。貝層下からは9第1号◎6号土壌及び第6号住居址が検出されている。

b堆積区の貝層は，暗褐色土中にわずかに貝殻を混ずる混貝土層である。堆積の厚さは7～15

cmを計りラビット状に落ち込む部分があることが認められる。本来はもっと厚い堆積であったも

のが9耕作等により撹乱を受けたものであろう。貝層下からは第7号住居址のピット群が検出さ

れており，同住居址の廃棄後に投棄された貝殻によって形成されたものと思われる。

C堆積区は，第3号住居址が廃棄された後に投棄された貝殻により形成されたものである。断

面図（第3号住居址の項）の第1層からは縄文時代晩期中葉に属する土器片が出土し，第2層か

らは同前葉の土器片が出土している。

d堆積区では，遺構を確認することはできなかった。あるいは自然の凹地に投棄された貝殻に
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よって形成されたものかも知れない。周囲には投棄された貝殻が小ブロック状に散在している。

員層は20～25cmの厚さを有するが，貝殻の密度は比較的小さい。

以上の4堆積区の貝の種類はほとんど同じである。シジミが圧倒的に多く，極く少量のタニシ◎

カワニナを混ずる。A貝塚と同様に9ほとんど単一種から成っていると言える。ハマグリ2点の

オキシジミ2点（同一個体）を検出したが9本貝塚では珍らしい。（写67）

2．獣骨・魚骨

本貝塚において出土した魚骨◎獣骨は9写68◎69に示した通りである。種類は，A貝塚のそれ

と類似しているが9量的に極めて少量である。保存状態も冬木A貝塚と比較すると劣悪であった。

第2節　遺構と遺物

1．住居址

第且号住居址（図142，1529　写28－1）

本址はBla8にあり9第9号住居址と重複しているが，新旧関係は不明である。平面形は隅丸

万形状で，主軸はN－420－Wを示し9長軸は2・1m9短軸は2・05mである。壁高は約0．35mで，

800内外の傾斜をもって立ち上がっている。床面は平坦で軟かい。ピットは6ヶ所あり，その大き

さは径35～50cm◎深さ20～60cmである○炉址は検出されなかった。出土遺物は，縄文晩期に

属する多量の土器片，石皿片，磨石片，耳飾片等である。

第2号住居址（図143，153，写28－2）

本址は第1号住居址の東側に位置し9Bla8◎a9にまたがっている○平面形は隅丸長方形状で9

主軸はN…880－Wを示し9長軸は3・59m9短軸は3・Omである。壁高は約0．25mで壁は約700

傾斜で立ち上がっている。床面は平坦で軟かい。ピットは17ヶ所あり，東側と西側の壁に沿った

状態で径40cm内外のピットが並び北側の壁に沿った状態で径70cm内外のピットが並んでい

る。深さは30～60cmである。遺物は9縄文後期に属する土器片及び同晩期に属する土器片が多

量に出土した。住居址内に土壌が検出されたが9本住居址に伴うものかどうか不明である。

第3号住居址（図142，154）

本址はBlb7◎b8にまたがっており，第1号住居址の南西約2mに位置している。南側半分は

エリア外である。平面形はほぼ円形状を呈するものと思われ，径3m以上に及ぶものと推測され

る。壁高は0・35m内外で，ほぼ垂直に立ち上がっている。壁に沿った状態で11ヶ所のピットが

検出された。大きさは径17～25cmであるが，1ヶ所だけは径9cmと小さかった。床面から焼

土塊が検出され，炉址と思われるが判然としない。遺物は縄文後期～晩期の土器片が多数出土し
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生Il，＝仕◎汀b

語手
軍＿　カダラン　　逆

三三三一一二

＼、

第1号住居址土層解説
1極暗褐色土（炭化物e廃土粒・YP凋占土

を含む）

2　暗褐色土（炭化物・廃土粒・YPを含む）
3　　　ノ／　（YP・ロームブロック・炭化

物e焼土粒を含む）

4　極暗褐色土（YPeローム載ブロック・炭
化物・廃土粒を含む）

5　褐　色　土　仕まりなし）
6　　　〝　　（YP・炭化物・焼土粒を含む）
7　　　〝　　（YPeローム粒を含む）

8　　　〝　　（YP・ローム粒・廃土粒を含
む）

9　　　〝　　（ロームブロックを含む）

10　明褐色土（ロームブロックを含む）

第3号住居址土層解説
1極暗褐色土（混土貝層）
2　　　〝　　　（混貝土層）

3　暗褐色土（　〝　）
4　黒褐色土（　〝　）

5　暗赤褐色土（廃土）

第142図　第1・3～5号住居址

－242－



B，　c c，

第2号住居址土層解説
1　褐　色　土（廃土粒・炭化物を含む）
2　　　ノノ　　　（ロームブロックを含む）

3　　　〝　　　（ロームブロックを多量に含

む）

4　　　　ノノ　　　（ロームブロックを主体とす

る）

5　暗褐色土（ローム粒・廃土粒を含む）

6　　　ノ／　　（ローム粒を含む）

7　　　〝　　　（ロームブロックを含む）

8　　　〝　　　（炭化物・廃土粒eローム粒を

含む）

9　黒褐色土（ローム粒・炭化物を含む）

10　暗褐色，土（ロームブロックe炭化物を含
t＿1、－

11褐　色　土（ロームブロックを含む）

12　暗褐色土（ローム粒・ブロックを含む）
13　褐　色　土（ローム粒・廃土粒を含む）

14　暗褐色土（ローム粒を含む）
15　　　ノノ　　　（ローム粒e廃土粒・炭化物を

含む）

16　黒褐色土（ローム粒e廃土粒・炭化物を
含む）

第2号住居址内土壌土層解説
1

1暗褐色土（YP・ローム粒・炭化物・廃土
粒を含む，締りあり）

2　　　〝　　（YP・ローム粒・炭化物・廃土

粒を含む）

こう　　　〝　　（YP・ローム粒・炭化物・廃土
粒を含む，水分多い）

4　　　ノノ　　　（Y P・ローム拉e炭化物e廃

土粒を含む）
○　　　〝　　　（YP・ロ㌧…ム粒・炭化物e廃土

粒を含む，粘性あり）
6　褐　色　土（ローム）

第摘3図　第2号住居址
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た。住居址が廃棄された後学　貝殻が投棄されている。

第4号住居址　出目Lは1

本址はA最9沌高二またが㌦てお仇一部がh9にかかっている。平面形は隅丸万形状で9　主軸は

N…悪声J紺を示し撃　長軸2。33m⑳短軸2．25mである。壁高は045mで壁は垂直に近い立ち上

がりを見せているが9　西隅に撹乱を受けている。床は軟かいラ　ビットは南東隅に1ヶ所のみを確

認した。太ききは径40cm◎深さ42cmである。

第5号住居址　中く1ll－は1

本址はAli。砂A封にまたがっており学第4号住居址の東側OJmに位置している。平面形は楕

円形状で言封酢蛸上部○当町を示し撃長径2。85m◎短径2・43mである。壁高は0849mで約700の

傾斜をもって立ち上がる。床面は平担で軟かい。ピットは2ヶ所あり径45cm深さ20～30cmであ

る。

第6号住居址（図仕1）

本址はA蟻◎i4砂i5砂j4◎j5にまたがったピット群の検出によって確認されたもので9貝層下に

ある。調査エリアの西端に位置し撃　中央部付近で第2号土壌と重複するが9新旧関係は不明であ

る。壁◎周溝は確認できなかった。ピットの配列状態から9平面形は長方形状を呈し9主軸はN

…3㌢ニW圭昆軸約4。55m◎短軸約3薫mあったと思われる。ピット群は壁柱穴群と思われるグルー

プと主柱穴群と思われるグループに分けられる。前者は径1～姻cm　深さ15～60cmを測り，

後者は径25～40cm9深さユ5～80cmを測る。住居址廃棄後学貝殻の投棄が行なわれたものと思

われる。

第7号住居址（図14の

太狛すAIL傲　rのB乱の罰。信連ナフボスP、ソト群の検出によって確認されたものである（第6号
l　‾‘－⊥⊥・t　－一′、　　●　‾　▲＿1‘t　　　　＿l、l　　　　　‾‾‾　、、‾‘t　　　　　‾I・l　’－．、ノ．’、‾‘‾　　、J　　　－

住居址の南東20緬に位置し9南西部はエリア外である。壁◎周構等の確認はできなかった。ピッ

トの配列状態から9平面形は方形状を呈し9主軸はN－340－W9長軸約4・3m◎短軸3m以上と

思われる。ピット群は径20～40cm◎深さ15～20cmで撃壁ぎわまたは壁から若干離れた位置に

並んでいたものと思われる。

第8号住居址（図144）

本址はAlj7◎j8⑳Bla7◎a8にまたがるピット群の検出によって確認されたものでタ第1号住居

址の西側に隣接している。壁◎周溝の確認はできなかった。中央で第48号土壌言ヒ側で第50号

士風西側で第69号土壌とそれぞれ重複するがタ新旧関係は不明である。ピットの配列状態か

らラ平面形は楕円形状を呈し，主軸はN〕祈」鶴長径5・7m内外◎短径4・2m内外を測るもの

と思われる。ピットは南側に径約30cm◎深さ3～H cmを測るものが並び9他の側には径50

＼70cm，深さ4（）＼90cmを測るものがある。

一一一一一∵十日一一一一一一
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第9号住居址　し図1151

本址はBla8◎a9◎b8◎b。にまたがるピット群の検出によって確認されたもので北西隅が第1号

住居地北東部が第63号土壌◎第64号土境とそれぞれ重複しているが，新旧関係は不明である。

壁◎周溝等の確認はできなかった。ピットの配列状態から，平面状は方形状を呈し，長軸約5・2m◎

短軸2．7m以上と思われる。ピットは，中央部付近に径40～55cm◎深さ20～60cmを測る一群

があり，壁に沿って径40～50cm◎深さ20～60cmを測る一群があったと思われる。ただし，北

東部付近は重複のため判然としていない。

第10号住居址（図145）

本址はB2alea2◎bl◎b2にまたがるピット群の検出によって確認されたもので9北東隅で第59

号土壌と重複している。壁◎周溝は確認できなかった。ピットの配列状態から，平面形は楕円形

状を呈し，主軸はN－300－Wを指し，長径約5・2m◎短径約4・4mを測るものと思われる。ピッ

トは南西隅で径90cm◎深さ36cmを測るものがあり，他は径30～50cm◎深さ25～60cmで

ある。それぞれ，壁に沿って一周したものと思われる。

表86　住居址一覧表

住居址Nけ 地　　 区 主軸方向
長軸

＼
短軸（m ）

壁高 （m ） 炉　 址 備　　　 考

1 B la8 N …－42 0…W
2．1

×
2，0 5

0．3 5
な し

隅丸方形

土器片 ◎石器，耳飾

2 B la8，a9 N …88㌧…W
3．5 9

×
3．0

0．25
な し

隅丸長方形

土器片

3 B lb 7，b 8

（3 ） 0．3 5 地床炉

（？）

円　 形 （？）

土器片

4

i

A li9，i。

】

N － 590…“W

2 ．33

×

2 ．2 5

0 ．4 5

な し

隅 丸方形

5
A li。

A 2il
N － 75。… W

2 ．8 5

×

2 ．43

0 ．4 9

な し

楕 円形

6

A li3，i。

15
j4言 5

N v〃－330… W

4 ．55

×
3 ．9

な し

長 方形

ピッ トのみ

7
A lj4，J5

B laの a 5
N － 34㌔－…W

4 ．3

×

（3 ）

な し

方　 形 （？）

ピッ トのみ

8

】

A lj7言8

B la 7，a 8
N … 7 1㌔一一W

5 ．7

×

4 ．2

な し

楕 円形

ピ ッ トのみ

jI 9 a 8，a 9
B l

b 8，b 9

5 ．2

×

（？十7 ）

な し

方　 形 （？）

ピ ッ トのみ

l1
1　 1 0
i　 i

a l，a 2
B 2

b l，b 2

N － 30こノー W

5 ．2

×

4 ・4 i
】 な し

楕 円形

ピ ッ トのみ
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2．土　　埴

本貝塚における土壌は，以下に一覧表として示したとおりである。

表87（土壌一覧表（1））

土境地 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 軸 ×

短 径 軸 m
深さm 備　　　 考 実測図◎写真

0 1 A lj4 不 整 楕 円 形 N … 63 0… E

1 ．8 1

×

1 ．42

0 ．29 ピ ッ ト 2 図 14 6

0 2 A li4 不整長 楕円形 N … 6 0 0… W

1 ．55

×

0 ．9

0 ．17 ピ ッ ト 4 ， 縄 文 土 器 片 （少 ） 図 146

0 3

15

A l

j5

楕　 円　 形 N … 61 0－ E

上 47

×

1 ．3 1

0 ．48
墳 底 は ロ ー ム ， 平 担 ， 縄 文

土 器 片 （少 ）

図 146

（写 29… 1 ）

04 A li5 楕　 円　 形 N … 16 0… W

0 ．99

×

0 ．88

0 ．63 ピ ッ ト 2
図 14 6

（写 2 9… 2 ）

05 A li5 不 整 円 形 N … 0 0… S

0 ．66

×

0 ．65

0 ．58
ス リバ チ状 ，縄 文 土 器 片 （数

点 ）

図 146

（写 2 9… 3 ）

06

h 4

A l

14

長　 方　 形 N … 28 0－ E

1 ．87

×

1 ．15以 上

0 ．9
墳 底 は ロ ー ム， 平 担 ， 縄 文

土 器 片 （少 ）
図 146

0 7 A li6 】

！

不 整 楕 円 形 N … ll O… E

1 ．23

×

0 ．9

0 ．58
南 側 が 深 い ， 縄 文 土 器 片

（少 ）

図 146

（写 29 … 4 ）

08

h 5

A l

15

不 整 方 形 N － 90 0… E

0 ．87

×

0 ．7

0 ．25
ピ ッ トに切 ら れ る， 縄 文 土

器 片 （数 点 ）
図 146

0 9 A lj5 不 整 楕 円 形 N … 6 5 0－ E

0 ．73

×

0 ．61

0 ．57 床 は ロ ー ム ， 平 担 図 146

1 0

i A lj5，j6

不 整 円 形 N … 5 9 0－ E

0 ．94

×

0 ．91

0 ．59 縄 文 土 器 片 （数 点 ） 図 146

1 1

i

A lj5，j6

I

楕　 円　 形 N … 81 0－ W

0 ，76

×

0 ．55

0 ．58 縄 文 土 器 片 （数 点 ）
図 147

（写 29 － 5 ）

12 A lj6

l

不 整 双 円 形 N － 6 〇一 E

1 ．36

×

1 ．24

縄 文 土 器 片 （多 ） 図 147

l－12着　一一一一一一



表88（土壌一覧表（2））

土壌NG 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 軸 ×

短 径 軸 m
深 さm 備　　　 考 実測掛 写真

13 A lg 5，h 5 長　 方　 形 N ～ 270－ E

1 ．85

×

1 ．24

墳 底 は 凸 凹 ， 後 世 に掘 られ

た もの
図 147

1 4

g 5

A l

h 5

長　 方　 形 N － 320－ E

2 。16

×

1 ．72

後 世 に 掘 られ た もの 図 14 7

1 5 A li7，j7 楕　 円　 形 N － 2 90－ E

上 0

×

0 ．6 7

0 ．3 縄 文 土 器 片 （数 点 ）
図 147

（写 29 － 6 ）

16 A lh 4 楕　 円　 形 N … 110… E

0 ．38

×

0 ．31

図 147

1 7 A li6 楕　 円　 形 N … 120～ E

1 ．3 1

×

0 ．87

0 ．4 1 図 14 7

1 8 A li5，i6 円　　　 形

0 ．72

×

0 ．7 2

0 ．5 8 図 147

1 9

16
A l

j6

楕　 円　 形 N ～ 60～ W

0 ．68

×

0 ．63

図 147

2 0 B la 9，aO 不 整 楕 円 形 N － 30。－ E

1 ．3 2

×

0 ．88

ピ ッ ト 1 ， 縄 文 土 器 片 （少 ） 図 14 7

2 1 B la 。 楕　 円　 形 N － 860－ W

1 ．2

×

L O 2

0 ．9 4
中 央 部 ス リバ チ 状 の 落 ち 込

み ， 縄 文 土 器 片 （多 ）
図 148

2 2 B la 。 不 整 楕 円 形 N － 460－ W

L 1 9

×

0 ．79

0 ．41
墳 底 は ス リバ チ 状 ， 縄 文 土

器 片 （少 ）
図 148

2 3 A lj 9 楕　 円　 形 N － 4 〇一 W

0 ．79

×

0 ．75

ピ ッ ト 1 ， 縄 文 土 器 片 （多 ） 図 148

2 4 A lj9 形

「 6

0 ．5

墳 底 は ス リバ チ 状 ， ピ ッ ト

× 1 ， 縄 文 土 器 片 （多 ）， 磨 石 図 148

1 ．6 （l）

一・月　一一



表89（土壌一覧表（3））

土壌NG 地　 区 平 面 形 状 長 軸 方 向
長 径 軸 ×

短 径 軸 m
深 さm 備　　　 考

i 実測図胡

25

19

A l

j9

楕　 円　 形 N － 52〇一 W

0 ．6 9

×

0 ．6 2

0 ．6 2
墳 底 は ス リバ チ 状 ， 縄 文 土

器 片 （多 ）， 敲 石 （1）

i

図 148

2 6 Å 1j9 不 整 楕 円 形 N － 160… W

0 ．9 2

×

0 ．7 5

0 ．1 5 図 14 8

2 7 A lj 8 不 整 楕 円 形 N － 140… W

1 ．0 6

×

0 ．93

0 ．26
2 グ 所 で ピ ッ ト に 切 ら れ

る ， 縄 文 土 器 片 （多 ）
図 14 8

！

28 A lj8 円　　　 形

0 ．4 7

×

0 ．4 7

図 14 8

2 9 A lj8 楕　 円　 形 N … 170一…W

0 ．88

×

0 ．76

ピ ッ トと重 複 ， 縄 文 土 器 片

（多 ）
図 14 8

3 0 A lj8 楕　 円　 形 N … 82 。… E

約 0 ．5

×

0 ．43

ピ ッ トと重 複 ， 縄 文 土 器 片

（多 ）
図 14 8

3 1 A lj8 楕　 円　 形 N － 0 0… S

0 ．55

￥

0 ．53

図 14 8

n √ヽ 八　こ 1∵ 1封オ「Tr　コZ

0 ．44

＼／ 女史寸 」・聖 ト」一「気＼ 匝11／1Q
J こ √1 1J8 ／＼

0 ．4 4

L∠さ1⊥「rU

3 3 A li8 楕　 円　 形 N － 5 6 0－ W

0 ．5 9

×

0 ．4 3

縄 文 土 器 片 （多 ） 図 14 8

3 4 A lj6 不 整 楕 円 形 N － 4 0 0－ W

1 ．0 7

×

0 ．6 6

縄 文 土 器 片 （数 点 ） 図 14 8

3 5 A lj8 双 楕 円 形 N … 5 5 0－ E

0 ．8 6

×

0 ．4

ピ ッ ト 2 ヶ の 切 り 合 い か ？

縄 文 土 器 片 （数 点 ）
図 1畢

3 6 A lj8

i

不 整 楕 円 形 N － 1 3 0－ E

0 ．8

×

0 ．6 4

縄 文 土 器 片 （数 点 ）

l

図 14 8

一一一一1一一25日一一一一一一



表90（土塘一覧表（4））

土壌‰ 地　 区 平 面形状 長 軸方 向
長 径軸 ×

短 径軸 m
深さm 備　　　 考 実測図6写真

3 7 A lj8 円　　　 形

0 ．34

×

0 ．34

図 148

38 A lj9 不 整 楕 円 形 N － 2 2㌔一一W

0 ．5 5

×

わ．49

i

図 149

3 9 B la O 楕　 円　 形 N － 440－ E

0 ．87

×

0 ．68

！

縄 文 土 器 片 （少 ） 図 149

40 A ふ j9 不 整 円 形

0 ．57

×

0 ．5 7

縄 文 土 器 片 （少） 図 149

41 B la 。 不 整 楕 円 形 N … 48。… E

2 ．45

×

上 6

ピ ッ ト 4 図 149

4 2 B la 6 円　　　 形

0 ．72

×

0 ．72

縄 文 土 器 片 （数 点） 図 149

43 A lj。，j9 不 整 長 方 形 N － 7 50～ W

1 ．8 9

×

0 ．83

縄 文 土 器 片 （多） 図 14 9

4 4 B 2a l 楕　 円　 形 N － 790－ E

1 ．0 1

×．

0 ．9

！

0 ．72
墳 底 は ス リバ チ状 ，縄 文土

器片 （主点）
図 149

45 B 2b 2 不 整 楕 円 形 N － 74 0－ E

0 ．89

×

0 ．55

ピ ッ ト 1 ，縄 文 土 器 片 （少 ）9

磨 石 片 1
図 149

46 B 2b l 不　　　 明

N S O ．3 9

×

E W 私9 7

ピ ッ ト 1 ， 縄 文 土 器 片 （数

点）
図 14 9

4 7 B 2b 3 不 整 楕 円 形 N … 79e－ E

0 ．93

×

0 ．71

ピ ッ ト 1 ， 縄 文 土 器 片 （少） 図 149

48 B la7，a8 不 整 楕 円 形 N － 660－ E

1 ．53

×

0 ．84

0 ．43

1

墳 底 は ス リバ チ状， 縄文 土

器 片 （少 ）
図 149

l一一一一251－－－1－一



表9鼠 （土蔓肇…覧泰 （5））

土壌NG 地　区 平面形状　　 長軸方向
長径輌恢

短径軸m
深さnl

備　 考　 巨 服 胡

49 A lj7 楕　 円　 形 N …19。…E

主93

×

上39

0 ．58

縄文土器鋸 多） 1

図日9

50 A lj7 不整楕円形 N …19。－E

0 ．65以上

×

0．7

：霊登三雲笠。少）　　 図149

1 51 Å1j6，j7 不 整 方 形 N 一一560…E

L 36

× 縄文土器片（多）　　　　　　 図149

上11 1

52 A lj7 隅 丸 方 形 N －260－E

1 ．15

×

上07

票芸芸莞片（少）　　 酎 50

53 A lh6，h7 不　　　 明

E W l。25

×
N SO。4

諾 覧 リア外誹 文土器片　 酎 50

54 A lh6 不　　　 明

E W l．0

×

0 ．25

諾 覧 リア外誹 文士献　 酬 50

55

h8

A l

18

円　　　 形 N …30－E

上28

×

上22

縄文土器片（少）　　　　　　 図150

ピット1ゥ　縄文土器片（少）　 図150ら浣 A，hr、 岳 楕　円　弄之 N …43。…E

1．96

×
しハノ JL　jL　▲▲0

1 ．29

5 7 A lh 9 不 整 円 形

1 ．34

×

1 ．34

ピ ッ ト 1 9　縄 文 土 器 片 （少 ） 図 150

5 8
B lb 。

B 2b l
不 整 楕 円 形 N － 6 7。… E

主 21

×

0 ．86

忠 は9

5 9 B 2a 2 不 整 楕 円 形 N … 9。… E

0 ．77

×

0 ．5 1

ピ ッ ト 1 9　縄 文 土 器 片 （少 ） 図 149

6 0

！B lb 9，bo

i

隅 丸 方 形
十 4 2C‾ W

0 ．83

×

私 8 1

縄 文 土 器 片 （少 ） 図 15 0

一一一一　二5」・



責阜：、「東一一号き　年

土卿轟 区～平面形状 斥 軸方向 忠 霊 深 m　 備　 考　 棚 胡

i
61 Blbo 長楕円形上 斗 窯つ　 序文土器片沙ラ　　 図一封・）

！ i
F

1 ．35

6 2　 B lb o　 不 整 楕 円形 N ～ 52。－ W　 x　　　 圧 ッ ト ヱ9 縄 文 土 器 片 （多 ）　 酎 50

0 ．9 9

63 Bl：；楕円形上 司 誓 「 序文土器片沙）瀾　 図150

EW O．92
… la8，a9 不　 明i　 議2　 諾 エリア外瀾 土断 酎50

1の32　　　　　 ～ ～ ‾　「
6 5　 A lj 8　 不 整 楕 円 形　 N 一一47 0～ E　　 x　　　　 縄 文 土 器 射 多 ）　　　　 図 15の

O ．リJ
ii

1 ．04

6 6　 A li7 不 整 楕 円 形 N ‾U封ト W　 議 8　　 縄 文 土 断 機 真）　 酎 50

0 ．96

6 7　 A li5，i6　 楕　 円　 形　 N ～ 69 0… E　　 x　　　　 縄 文 土 器 片 激 ．真）　　　 飢 5の

0 ．92

68 Aii7，j7 双 円形 N－75。～W ：三鷹 羞震 孟 ㌫ 合いか撃　 図150

69 Bla6，a7 長楕円形 N…23才 業 ‖ ㌫ ㌶ 切られる言 酎50

70 Al柚6 長 方形 N－30。十 三： 後世に掘られたもの　 図蟻の

～71 A：頴 方 形iN－2斗 ※ 日 に掘られたもの　 図描

ま

…1－　25∴1－
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－　L＝11．2m
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ぎ二も】9i

l　′！（1－

し＿ノ

－L＝11．3m－

1J

、＼ll－－

牛≠

＄l長一〆＼

一一‾「一一

－　L＝11．4m

一一∴　二　一一

「ノ

＼こプ／

－L＝11．3m－

1J

軽Z

二‾「＿一一

－L＝11．3m

一一一一一一一

一一1－＿∵

tJ‾

2　M

第1号土壌土層解説
l　黒褐色土（ローム粒子ブロック？炭化物

を含む）

2　褐　色　土（粘土ブロックを含む）
3　　　〝　　（ローム粒子の廃土粒e粘土ブ

ロックを含む）

第2号土埴土層解説
1暗褐色土（ローム粒e粘土粒・炭化物を

含む）

1′　　　ノノ　　（粘土粒ブロックを含む）

2　　　〝　　（粘土ブロックe炭化物を含

む）

2′　　　ノノ　　（粘土ブロックを含む）

2′′　無褐色土（ローム粒・粘土粒を含む）

3　褐　色　土（粘土ブロック・炭化物を含

4　　　　　ノノ

4′　　　　ノノ

5　　　　ノノ

む）

（ローム粒を含む）

（ローーム粒・炭化粒を含む）

（粘土層である）

第7号土壌土層解説
1　暗褐色土

2　黒褐色土

3　極暗褐色土

4　　　　　ノノ

5　暗褐色土

6　黒褐色土
7　褐　色　土

（粘土ブロック・ローム粒を含

む）

（粘土ブロック。ローム粒？炭

化物。廃土粒を含む）

（ローム粒e廃土粒・粘土粒を

含む）

（ローム粒e粘土粒・廃土粒を

含む）

（粘土ブロック。ロームブロッ

クを含む）

（粘土層である）

（粘土層である）

第146回　第1～10号土壌

－254－



鮒

一二Jl‾一　二

－L＝11．0m

SK－19

＋

つ．

「‾二二
＄深

顎
‥「

SKl18

第12号土壌土層解説
1極暗褐色土（ローム粒・粘土ブロック・焼

土粒e炭化物を含む）

2　褐　色　土（ローム粒e粘土ブロックを含
む）

3　暗褐色土（ローム粒・粘土ブロックe焼

4　　　　ノ／

5　　　　ノノ

6　　　　ノノ

土ブロックを含む）

（ローム粒・粘土ブロック・炭

化物を含む）

（ローム粒ブロックを含む）

（ローム粒e粘土ブロックを含

む）

第20号土壌土層解説
1明褐色土（締りあり）

2　褐　色　土（粘性あり，やや締りあ男

3　　　ノ／　（かなり締りあ男

4　　　ノノ　　（締りあり）

5　　　〃　　（粘性あり）

6　暗褐色土（締り・粘性あ男

7　　　ノノ　　（締り・粘性あり）

8　　　ノノ　　（粘性あり，焼土粒を含む）

第摘図　第1～20弓1号土鳩

一一　255一一



－‾華一一1‾

－　L＝11．0m

S亡竜一2感　　＿・、・一一ニ

ー1－「二
－　L＝11．0m　－・

‾‾‾t尋一二聖フ「l‾

カクラン

SK131

1「l

iI二、二

SK－32

：二：l‾賢圭一
－　L＝11．0m

二＿ノ‾‾

二千II

SKl23

∴∴
－　L＝11．0m

∴二二
第21号土壌土層解説

1　褐　色　土（やや締りあり）
2　暗褐色土（ローム粒・炭化物・廃土粒を含む）
3　黒褐色土（やや軟かい）
4　　　ノノ　　　（粘性あり）
5　　　ノノ　　　（ローム粒e炭化物・廃土粒を含む）
6　　　ノ／　　（粘性あり，ローム拉e炭化物e廃土粒を含む）

7　明褐色土（炭化物・ローム粒を含む）
8　褐　色　土（締りe粘性あり）
9　黒褐色土（締りなし）
10　暗褐色土

第24号土壌土層解説
1黒褐色土（ローム粒・炭化物・廃土粒を含む，締りあり）

2　極暗褐色土（YP・ローム粒e炭化物e廃土粒を含む）
3　暗褐色土（YPeローム粒。炭化物・焼土粒を含む）

4　　　ノノ　　（YP・ローム粒・炭化物e廃土粒を含む，締りあ

5

6

7

8

9

10

11

12

り）

ノノ　　（YP・ローム粒・炭化物・廃土粒を含む）

ノ／　　（YP・ローム粒・炭化物e廃土粒を含む）

褐　色　土（YPeローム粒・廃土粒・炭化物を含む）

ノノ　　（YP・ローム粒・焼土粒・炭化物を含む）

ノノ　　（ロームブロックを多量に含む）

〝　　　（ロームブロックを含む）

暗褐色土（YPe炭化物を含む，粘性あり）

SKl24

－　L＝11．0m

諏

二二十戸

．Kl25

－L＝11．0m－・

SKl25

＄隈‾拒

二！＿

＋‾

SK－36

‾‾「＿＿

駁
2　M

第25号土壌土層解説
褐　色　土（YP・ローム粒・廃土粒・炭化物を含む）
ノノ　　（YP・ローム粒・焼土粒・炭化物を含む）
〝　　（YPeローム粒・廃土粒・炭化物を含む）
ノノ　　（YP・ローム粒・廃土粒・炭化物を含む，粘性あ

り）

○　　　〝　　　（YP・ロ㌧一ム粒を含む）

第26号土壌土層解説
1褐　色　土（YPを含む，締りあり）

2　　　／ノ　　（YPを含む，締りあり）

3　　　ノノ　　（YPを含む，かなり締りあり）

第49号土壌士層解説
1褐　色　土（YPe焼土粒・炭化物を含む，締りあFj）
2　　　〝　　（YP・焼土粒・炭化物を含む）
3　　　ノノ　　（YP・廃土粒・炭化物を含む，締りあ男
4　　　〝　　（YP・ローム粒・廃土拉・炭化物を含む）

5　暗褐色土（YP・廃土粒・炭化物を含む）
6　　　　〝　　　（YPを含む）

7　　　ノノ　　（YPを含む誹占性あ男
8　褐　色　土（YPを含む，粘性あ男

褐　色　土（炭化物・YPを含む，粘性強い）

第148図　第21～37号土壌
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SKl38

◎i
干Il規二一l二‾l‾±l

二：二　二

SKl49　　　　　　∴・中ノ㍉

‾「‾‾－‾‾－

∴二二Ill二
SK－47

1＋l

SK－51　　－－一十七二＝7lZ

第44号土顔土層解説
黒褐色土（ローム粒を多量に含む）

〝　　（ローム粒・焼土粒を含む）

〝　　　（ロームブロックを含む）

〝　　　（ローム粒を含む）

第46号土壌土層解説
1暗褐色土（ローム粒・炭化物・焼土粒を

含む）
2　　　〝　　　（ローム粒を含む）

3　　　〝　　（ローム粒を多量に含む）

4　黄褐色土（締りあり）

二∴‾

二l≡崇

』二二二聖二ここヨ

第48号土壌土層解説
1　褐　色　土（Y P・ローム粒ブロックe焼

土粒を含む）

1′　　　ノノ　　　（Y Peローム粒ブロックe焼

土粒を含む，締りなし）

〝　　　（ローム粒ブロックを含む）

〝　　　（ローム粒を含む）

／／　　（ロームブロックを含む）

ノノ　　　（Y P・ローム粒ブロック・炭

化物・廃土粒を含む）

6　　　〝　　　（Y P。ローム粒ブロックe炭

化物・焼土粒を含む）

7　　　〝　　　（ローム粒を含む）

8　　　ノノ　　　（粘性あり）

9　　　ノノ　　　（締り弱い）

第49号土壌土層解説
1褐　色　土（ローム粒ブロック・炭化物e

廃土粒を含む）

2　　　ノノ　　（多量のローム粒ブロックを

含む）

3　暗褐色土（ローム粒ブロックを含む）

4　　　ノノ　　　（YP・ローム粒を含む）

5　褐　色　土（YPeローム粒を含む）

6　明褐色土（ローム層である）

第149回　第38～5巨58c59号土堀
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壬‥l二怒「　二二
第52号土壌土層解説

1暗褐色土（炭化物を含む）
2　　　ノノ　　（ローム粒ブロックを含む）

3　　　〃　　（ローム粒を含む）

4　　　ノノ　　（ローム粒ブロック・炭化物・

粘土粒を含む）

5　黄褐色土（締りあり）

第53号土壌土層解説

1灰褐色土（粘土粒eローム粒を含む）

2　褐灰色土（粘土粒eローム粒を多量に含
む）

3　褐　色　土（ローム粒ブロックを多量に
含む）

4　　　〝　　（ローム粒ブロック・粘土粒を

多量に含む）

第54号土壌土層解説
1灰褐色土（ロームブロックe粘土ブロッ

クを多量に含む）

2　暗褐色土（粘性・締りあり）
3　褐　色　土（粘性e締りあの

2M

第55号土埴土層解説
1　暗褐色土（ローム粒を含む）
2　　　　ノノ

3　　　　ノノ

4　　　　　ノノ

5　　　　ノノ

1

2

3

（ローム粒・炭化物を含む）

（ローム粒・黒褐色土ブロック

を含む）

（ローム粒ブロックを含む）

（ローム粒を多量に含む）

第56号土壌土層解説
暗褐色土（ローム粒を含む）

ノノ　　　（ローム粒ブロックを含む）

黒褐色土（ローム粒を含む）

褐　色　土（締りあり）

ノノ　　　（ロームブロックを含む）

里

第57号土壌上層解説
褐色土（ローム粒を含む）

ノノ　　（ロームブロックを含む）

褐　色　土（締りあり

第且50図　第52～57◎60～70号土壌
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3．遺　　物

遺構出土遺物（実測図・拓影図）・グリッド出土遺物（実測図）に分類し，以下に掲載した。
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蔑毀　第摘図　住居址◎土壌出土遺物

出土遺構 ゆ区 遺物No 器形 の部位 法義 （c m ） 表　 面　 砂　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

覧上」M 1 台 付 鉢 形 口　 径　　 1 5．3 沈線 で区割 された［］綾 部及び弧状 沈線 と横走 明赤褐色 を呈 する，

器　 高　　 1 4．6 す る沈線の問 には縄文 （R L ）が施 されてい 安行 1 式

る。内面 はヘ ラ磨 き

S K … 14 1 浅　 鉢　 形 口　 径　　　 2 4 ．8 外面 はへ ラ削 りによる雲形丸　 内面 はヘ ラ磨 にぷい赤褐色 を呈す

器　 高　　　 私」 き，口唇に深 い刻み る，大洞 C I 式

S K － 5 0 1 鉢　　　 形 口　 径　　 1 8．7 内 も外面 ともヘラによ るナデ 。削 りに よる整 全 体 に薄 く最 小 厚

器　 高　　 1 1．4

底　 径　　　 5 ．4

形。外面胴部 に炭化物 付着 4m m ，にぷい黄褐色

を呈す る

2 深　 鉢　 形 現存高　　 13 ．8 外面 はヘ ラ削 り言 内面 はへラナデ一部 （下半 ） にぷ い橙色 を呈す る

底　 径　　　 5 に炭化物付着

3 浅　 鉢　 形 口　 径　　 1上 8 外 面はへラ削 り後雑 なへ ラ磨 き，内面 はナ デ， 内面は橙色，外面は

器　 高　　　　 3．3

底　 径　　　　 5

底部 は一部 へラ削 り にぷい黄 橙及 び灰黄

褐色 を呈 する

S K － 52 1 深 鉢 底 部 現存高　　　 3

底　 径　　　 3 ．6

外面 はへ ラナデ， 内面 はへラ削 り ’にぷ い褐色 を呈す る

S K － 54 1 深　 鉢　 形 現存高　　　　 5．3

底　 径　　　 4．4

外 面はヘ ラナ デ，内面 はへ ラ削 り にぷい橙色を呈す る

S K … 5 6 1 深　 鉢　 形 ［］　 径 目線 に粘土貼付 に よる二癌の隆起太 い沈線 で 暗褐色 を呈 する9　前

現存高 区割 し，、目線部縄 文帯 と下位無文革 浦式

2 浅　 鉢　 形 現存高　　　　 2 ．8

底　 径　　　　 6

外面 はへ ラ削 り， 内面 は指 による整形 にぷ い 黄 橙 を呈 す

る

S K － 6 2 1 深　 鉢　 形 口　 径　　　 2 0 目線 部無文私　 縄文 （L R ）施文後，細 い沈 褐色を呈 す る

胴 部最大径　 20 ．8 線 による菱形文

S K … 69 1 深 鉢 底 部 現存高　　　 4 ．3

底　 径　　　　 7 ．6

外面へ ラ磨 き， 内面はナデ，底 部 は網代痕 褐灰色 を呈 する

表94　第152図　住居址出土遺物

出土遺構 e 区 遺物No．器形 ・部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S「」）1 1

i

口　 縁　 部 隆起帯状文 （R L 横 ） とそれ をつ なぐ癌状突

起が ある。隆起帯 間は横 方向の研 磨

安行 1式

i 2
口緑波頂部 波頂部 に粘土紐 を巻 く。隆起帯縄文 晩　 期

3 目　 線　 部 口縁に 1 条の粘土紐 を巻 き，指頭 による刺突，

頸部以下 は半裁竹管 による横 方向の沈線

安行 2 式

4 胴　　　 部 横 方向の沈線 に よって上下 を区画，上 は無文，

へラ状工 具に より三叉文，下 は縄文 （横 ）

晩　 期

5 口　 緑　 部 厚 みを有 する口緑 と，太めの沈線 による区画

内 に施 され た縄文

6 口縁波頂部 ボタン状の文様 と，沈線 に よる区画内の縄文

及び菱形の無文帯

晩　 期

7 目　 線　 部 ！
三帯の隆起帯状縄文と隆起帯間の横方向の研磨

8 ノノ 連 弧状の沈線 と沈線 によって区画された無文

帯

9

！

ノノ
！
頸部 のやや広い無文帯 と，胴部 と区画 する帯

縄文

一一一　芳　一一一一一一一



桓 士道新 区 遺物‰ 器形 。部位 法量 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

∫上」M

I

10 ノノ 横方向の沈線

11 ノノ やや肥厚 した口緑部 と横 方向の沈線

12 〃 肥厚 した口綾部 と横方 向の沈線

13 〃 沈線 による 2 段 の区画，下段 は沈線問 に刺突 晩　 期

14 ノノ 頸部の連弧状沈線 とその下の横方向の沈線 晩　 期

15 ノノ 横方向の 2 本の沈線 と，その下の弧状 沈線 ，

沈線の上下 に刺突， 目線 は外 反

安行 3 C 式

16 ノノ 横 方向の 2 本の沈線 と弧状沈線9　沈線 問に刺

突を施 す

i安 行 3 C 式

17 ノノ 刺突及 び横 方向の沈線 安行 3 C 式

18 ノノ やや厚味 をおびるロ縁 と広 く浅 い沈線，刺突

を 2 段 に配 する

19 ノノ 細 い沈線 とその上下 に刺実 を施 す

20 ノノ 攣曲す る頸部，沈線 による区画 内の刺 突 安行 3 C 式

21 胴　　　 部 沈線 に よる区画内 に刺実 を施 す 安 行 3 C 式

i

l

i
2 2 ノノ 弧状 の沈線 に よる区画 と， その 内部 の刺突 安 行 3 C 式

23 目　 線　 部 地文 として縄文 （L R ），半裁竹管 による横方

向の平行沈線

24 ノノ 目線部 に横方 向の太 い沈線 ，胴 部は半裁竹管

による横及 び斜 の条線

25 ノノ やや肥厚 した目線に横 の沈線 を施 し，斜方向

に条線

26 ノノ 条線

表95　第153図　住居址出土遺物

出土遺構 e 区 遺物NG 器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴
ll

備　　　　　 考

S 上欄2 1 目線波頂部 波頂下の蛇行沈線 による懸垂文。 口緑 の沈線

と懸垂 文の間 に充填 され る沈線

2 ノノ 波頂部 を沈線で区画 し，縄文 （R L ）を施す，

内面 は， くびれの下 で大 き くふ くらむ

3 日　 綾　 部 2 帯 の隆起帯 状縄文 とそれ をつな ぐ瘡状突起

がある。横 方向の研磨が見 られ る

安行 1 式

4 ノノ 口縁部 の沈線 と，沈線 による懸垂文，地文 は

無節縄文

5 ノノ 目線部外側 に細 い隆線 を貼 り，刺突 を施す。

8 の字状貼付， 目線 部内側に 1 条の沈線 i

6 ノノ 縦長の癌状突起 に刻み 目，隆起帯状縄文 安行 2 式

7 ノノ 3 帯の隆起帯状縄 文 （R L ），隆起帯間 は横方

向の研磨

安行 1 式

8 ノノ 「く」の字 に折 れ曲が り，外反す る口緑， く

びれの直下 に， よ く研 磨 された帯状の部分

9 ノノ 2 帯の隆起帯状縄文 と研磨部 分

10 底　　　 部 無節縄文 （L r ） 胴部下端 より台にか

けての部分
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出土遺構 e 区 遺物No．器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SI－02 1 1 胴　　　 部
i 2 帯 の隆起帯状縄文 とそれをつな ぐ癌状 突起

に縦 長の刻み 目。隆起帯 間は横 方向の研 磨が

見 られ る

安行 2 式

12 ノノ やや太 目の弧線 によって区画 され た縄文

13 目　 線　 部 沈線 及び三叉文 安行 3 b 式

14 ノノ 肥厚 した目線 と刻み 目 1 条 の沈線

15 ノノ 2 帯 の隆起帯状縄文 （R L ），横 方向の研磨 安行 1 式

16 ノノ 口唇 に粘土癌，横方 向の研磨が良好 大洞系

17 胴　　　 部 横位 の磨消縄文

18 日　 縁　 部 口緑 部外側の縄文及 びその下の横 方向の研磨 補修孔 （？）あ り

19 ノノ 横位 の太い沈線 と刺突

20 ノノ 沈線による入組文で区割された中に縄文を施す 安行 3 b 式

21 ノノ 沈線 に よる入組文 安行 3 C 式

22 ノノ 沈線 に よる入組文 安行 3 C 式

23 ／ノ 2 つの隆起 を有す る癌状突起 と， 突起 を中心

に横 走す る太 い沈線

24 ノノ 目線部に 2 条の沈線 がめ ぐる

25 ノノ 口緑部に 1 条の沈線 がめ ぐり，上 に刺 突，下

に横走 す る条線が ある

26 ノノ

ノノ

肥厚 した口緑部下 に三角形 の刺突 があ り，下

に横走 す る沈線 と斜 の条線 がある

27 肥 厚 した目線 に連続爪形文 を施 し，胴部 には

横 方向の条線が走 る

28 ノノ 外面 は縄文のみ。 口綾部 内側 に 1 条の沈線 が

め ぐる

表96　第154図　住居址◎土壌出土遺物

出土遺構 e 区 遺物‰ 器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴

i

備　　　　　 考

S「」）3

】

】

1 口　 緑　 部 癌状突起 に，縦長 の刻み 軋　 2 帯 の隆帯状縄

文 と横方 向の研磨

安行 3 a 式

2 ノノ 目線 をめ ぐる帯状縄文 と，沈緑に よる三叉状

入組文

安行 3 b式

3 ノノ 目線部下 の三 角形刺 突文 と条線

4 ノノ 弧状沈線

5 ノノ 弧状沈線

6 胴　　　 部 沈線 による入組 文で区割，弧状 沈線 安行 3 C 式

7

8

目　 線　 部 縦方向 の沈線

底　　　 部 網代痕

縄文の みS K … 0 1 1 胴　　　 部

2 口　 緑　 部
波状口緑の波頂部で感状突起 と貫通孔を有す去 安行 1 式

S K － 0 4 1

2

胴　　　 部 横走す る 2 条 の沈線 の間に波状沈線 と縄文

日　 緑　 部 目線 に粘土紐 を貼 り付 け指頭に よる刺突 を施

す。胴部 は横 方向の条線
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出土遺構 ゆ区 遺物腕．器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ～04 3 目　 線　 部 外面 は 3 条の沈線。内面 は削 りによる段 を有

し， 3 条の沈線 を施す。上位沈線 間に刻み 目

加 曽利 B l 式

S K …07

！

i

1 ノノ 2 帯 の隆帯状縄文 とそれ をつな ぐ削 りによる

隆線。横 方向の研 磨

2 ノノ 3 帯の隆帯 に爪形 文を配 し，下位の隆帯間 に

綾杉状の条線

3 ノノ 口縁 はやや肥厚 し，横走 する沈線 で区割 され

た間に縄文 （R L ）

4 ノノ 目線 に粘土紐 をめ ぐらせ，指頭 による刺 突文

を配 する

5 胴　　　 部 区割 内縄文 を三 角形に配 し， 内部 を条線 で充

填す る

堀之 内II式

6 口　 緑　 部 肥厚 した目線下 に連続刺 突文 と縦位の条線

7 ノノ 口縁 に粘土紐 をめ ぐらせ，連続刺 突文 を配す

る

表97　第155図　土埴出土遺物

出土遺構 e 区 遺物‰ 器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考 、、、

S K …10 1 口　 綾　 部 2 帯 の隆帯状 縄文。横方向の研磨

2 胴　　　 部 癌状 の小突起 をつな ぐ隆線 と刻み 目

SK ～ 12

i

1 目　 線　 部 口縁 と平行 に横走 する沈線 と，胴 部の沈線 に

よる区割

2 胴　　　 部 粘土紐上 の刺 突

3 口　 綾　 部 横走 する沈線

4 ノノ 沈線文

5 ノ／ 目線部無文帯 と横達 する沈線

6 ノノ 口緑 に段 を有 し，刺突文 を配 す る。左下へ沈

線 が走 り，縄文がわ ずかに残 る

7 ノノ 口緑 に粘 土紐 を貼 り，指頭 による刺 実を配 す

る。胴部 は右 下へ条線が走 る

8 胴　　　 部 縄文の みである

9 ノノ 条線のみで ある

S K …13

！

！

！

1 口　 綾　 部 口縁に沿 って沈線 を配 し，点 刻を加 える。胴

部 は縄文 を施す

加 曽利 B 2 式

2 ノノ 外反 する目線に縄文 を施 し，頭部 にやや太い

沈線 を有する

3－ ノノ 目線 に粘土紐 を貼 り，下位に沈線，刻 み目を

配す る

4 胴　　　 部 交差 す る条線 を有 する

5 ノノ 沈線 で器面 を区割 し，縄文 を配 する

6 口　 綾　 部 絡文 を施 し∴下位に横走す る沈線 を配 する

7 胴　　　 部 沈線が横走 する

8 日　 縁　 部 内面 に段 を有 し， 外面 は右下へ条線 が走 る
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出土遺構 e 区 遺物No．器形 ◎部位 法量 （cm ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ……14 1

2

3

ノノ

ノノ

ノノ

隆帯状縄文 をつな ぐ部 分に癖状突起 を有 し，

刻 み目，刺実 を配 す る

安行 2 式

波状 目線の突起 ，感状 突起 に豚 鼻状の刺実 を

配す る

安行 2 式

隆帯状縄文 に癌状 突起 を配す る 安行 2 式

4 ノ！
目線部無文帯 を有 し∴ 下位 に沈線 と刺実 を有

する

表98　第156図　土堰出土遺物

出土遺構 ゆ区 遺物No．器形 。部位 法室 （cm ） 表　 面‘ 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ……14 1 日　 縁　 部 横走す る 2 条 の沈線

2 ノノ 1 条の沈線 で上下 を区割 し，上位 に刻 み目下

位 に右下へ の条線 を配す る

3 ノノ 口縁 と平行 に刺 突 e 沈線 を配 し，下位 に斜の

沈線 を施す

4 ノノ 横走す る 2 条 の沈線

5 胴　　　 部 横走す る沈線 と平行 に配 された刺突

6 ［」　 縁　 部 口唇部 に粘土 の小突起 をもち， 2 帯の隆帯状

縄文が配 され る

7 胴　　　 部 2 帯の隆帯状縄文 を有す る。横方向の研磨が

見 られ る

8 口　 縁　 部 目線 に爪形文 を有 し，目線 をめ ぐる 1 条 の沈

線 と縦方向 の沈線 が見 られ る

9 ノノ 目線 に刻み 目を有 し，右下へ走 る条線 がある

10 胴　　　 部 横走す る 1 条 の沈線 のみであ る

11 ！ノ 弧状の沈線 と縄文 が見 られ る

12 H　 縁　 部 無文

13 ノノ 無文

14 帽　　　　 郭 構走す る条線 とまば らな縄文

S K 一一16 1 ［．］　 縁　 部 沈線 による入組 文で区割 された中 に縄文 が施

文 される

i
i

l

i

Ii

i＋ ＋ ＋ ＋ i

2 ノノ 沈線 e 弧状沈線 によ り区割 され，内部に縄文

が施文 され る

3 ノノ 横走す る沈線 e 連孤 文に より区割 され，内部

に縄文 e 列点文 が施文 され る

4 ノノ 目線 に縄文帯 を有 し， 下位の縄文帯 との間 に

やや広 い無文帯 を有 す る

5 ノ／ 縄文のみで ある

6 〝 沈 線 によ る入 組文 に よる 区割 内 に縄文 を施

し，∴部 に無文帯 を残す

S K － 20 1 胴　　　 部 縄文が施文 され た中に沈線 が横走 す る

2 ノノ 縄文 （L R ）の み

3 ノノ 上端に縄文が見 られ， 以下は無 文

一一一一骨2　－－



表99　第157図　土埴出土遺物

出土遺構 ゆ区 遺物N8 器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK ～2 1 1 目　 線　 部 2 帯の降帯状縄文 と瘡状突起

2 胴　　　 部 2 帯 の隆帯状縄文。横方向 の研磨

3 ［二了　縁　 部 肥厚 した目線 に斜 の条線 を有す る

4 ノノ 目線 をめ ぐる粘土紐 に刺実 が配 される

5 ノノ 沈線 による入組 文 と三叉文。貫通 孔が見 られ

る

安行 3 C 式

6 ノ／ 斜 の沈線

7 ノノ 目線 に沿 って数条 の沈線 が配 され，三段の列 安行 3 C 式

点文が施文 され る

8 ノノ 縦及 び斜の沈線

9 胴　　　 部 縦及 び弧状 の沈線 と列長 文 安行 3 C 式

1日 目　 線　 部 無文

11 ノノ 縄文 のみ

12 胴　　　 部 条線 のみ －

13 底　　　 部 縄文のみ

sK －22 ！ I
l 口　 縁　 部 日経に沿 って列点文 の沈線 が配 され る

i

i
S K － 22 1 口　 縁　 部 日経に沿 って列点文 の沈線 が配 され る

2 ノノ 2 帯 の隆帯状縄 文

3 ノノ 沈線 に よる入組文 。三叉文

4 〃 目線 に沿 って縄文帯 を有 する。 弧線 文に よっ

て無文帯 e 縄文帯に分 けられ，蛇行沈線 が縦

に施文 される

5 ノノ 弧線 による入組文

6 胴　　　 部 横 位の沈線 と弧状沈線 による区割 の内部に縄

文 が施 され る

7 ノノ 沈線 による区割 と三 叉文

8 ノノ 沈線 による区割 と感状突起

S K …23 1 日　 綾　 部 沈線 による円形文

2 ノノ 目線 に沿った沈線

3 ノ／ 縦 ・横 の沈線

4 胴　　　 部 横走 す る 2 条の沈線

縦位 の条線5 目　 線　 部

6 ノノ 無文
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図　土埴出土遺物表 1 0 0　 第 1 5 8 凶　 土 塀 出 土 虐 欄

出土遺構 ・区 遺物No．器形 e部位 法量 （c m ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K － 2 4 1 目　 線　 部
口縁部に粘土紐 を貼 り付 け，刺実 を施 す。縦

方向の沈線 と横の条線 が見 られる

2 ノノ
口縁 に沿 って沈線が め ぐり， 刻み目が施 され

る

－

3 ノノ
目線部 に粘土紐 を貼 り付 け暫刺突を施す

4 胴　　　 部 横走す る 2 条 の太 い沈線 に よって区割 された

帯縄文 と下位 の弧線文

5 口　 縁　 部
口縁 に沿 って 2 条 の沈 線 を配 し，弧 線 文 に

よって区割 し， 条線 を施す

6 胴　　　 部 横走 する 2 条 の沈線 と弧線文

7 ノノ
横達 する沈線 と縦方向の沈線が施 されサ列点

文 が配 される

8 ノノ
弧線 文が何 重に も組 み合わ されて木葉状 を呈

し，列点文 が配 され る

9 目　 線　 部
波状目線に沿 って数条 の沈線 が配 される。地

文 は粗い縄文で ある

10 ノノ 口縁 に沿 った 2 条の沈線

1 1 ノノ 目線 に沿 った 2 条 の沈線

1 2 ノ／ 2 条の沈線問 に爪形文 が配 される

1 3 ノノ
波状 目線 に沿 った弧状沈線 と横走す る 1 条の

沈線

14 ノノ
口緑 に沿 った沈線 と弧状 沈線

15 ノノ 弧状沈線 による入組 文

16 〝
日縁に沿 った 2 条の沈線 と列点文

17 ノノ
目線部 無文 帯下に沈線で 区割 され た条線文 l

18 胴　　　 部 沈線 による入組文

1．9 ノ／

沈線 による入組文 で区割 された中に列 点文が丁高 手‾‾‾云式

配 され る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

20 口　 縁　 部
太 い沈線 による入組文 で区割 された中に縄文　 前浦式

が施 され る　 ノ

2 1 ノノ
口縁波頂部のハチ巻状粘土紐 と沈線 による入　 晩　 期

組 文

2 2 ノ／ 横走 する条線

2 3 胴　　　 部 弧状 の条線

2 4 ノノ 弧状 の条線

2 5 ノノ

口　 綾　 部

弧状 の条線

26
目線部粘 土紐 の刺突文 と横走す る条線
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表101第159図　土堰出土遺物

出土遺構砂区 器形の部位 法簑総m）i　　表　面　e　菜　面　の　特　徴　i　備　　　　考

SKふん一一一一W〃24
主 7 ［二j 縁 可

！

。縁に平行な沈線を数条施文する。地文議 「

文　　　　　　　　 i
鍋　　 ノノ　　　　　　　　　 巌位の沈線 を施す。地文は縄文　　　　 …

29 ！ ノブ　　　　　 j斜行沈複文　　　　　　　　　　　　 …

30　　 ノノ　　　　　　　 i横位の沈線　　　　　　　　　　 ！

31　　 ノノ　　　　　　　　 i無文

32　　　 ノノ　　　　　　　　　　　 「まばらな沈線

33　 胴　　　 部　　　　　　　　　 i
i
縄文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

S K ～27
！
1　 日　 縁　 部　　　　　　　　 目線に平行な沈線を2 条有する。縄文

2　　　 〝　　　　　　　　 i 2 本の放線間に円形胡刺案文を配する

3　　　 ノノ　　　　　　　　　　　 口唇部に刺楽を有し㍉下部に躯恒 沈線 を施す

j
4　　　 ノノ　　　　　　　　　　 圧］唇部に沈線文

i

5 ！ ノつ　　 滝 票‡区画された中に縄文を充填する。外は

2
畑　 ノノ　　　　　　　　 外反する日綾部で沈線を施文する　　　　 安行 3 C式

ヮ i　 ‖　　　　　　　　　 i

J i　　 〝　　 i　　　　　　　　　　 iN ゎ・6 と同一個体と思われ管理部で く鉦手渡に i　 ノノ　　　　　 i

L ／　　　　　　　〝 八（）カと恒「）値持拳と思われ9頭部でく鉦亨状に　　　ノノ
屈曲する

！i SK‾‾‾‾‾′．．rW28

i
i

i

i

辛 『 ～ 「 恵 をもつ感状突起を酎潤 がみ安行2式 i

‘2　　　 ノノ　　　　　　　　　　　 感状突起 の沈線 をもつ。地文は縄文　　　　　　 ノノ

l■事鵜l■SS■S S■■8888 8－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i －3　　　 ノノ　　　　　　　　　　　 口唇部に列点刺実を有し∴下部に斜沈線を充

填する

4　　　 ノ／　　　　　　　　　　 隆起帯状縄文がみられ9 横位の沈線が施文さ

れる

わ　　　　 〝　　　　　　　　　　　 「唇部に縄文帯を有し撃　沈線が施文される

中 同　 部　　　　 沈線で区画された縄文帯を有する　　　　　　　 …

守 綾 部　　 霊 禁 孟羞‡孟豊 吉 沈線区画した下部　 ［

中　 ノ　　　　　 日縁部に刺案文列を有し言用 は斜行沈線を

i　　　　　　 充填する　　　　　　　　　　　　 i

中　 〃　　　　 Noサ8 と間瀬 であろう　　　　　　　 j

…285～



表柑　第相聞　土鳩出土遺物

出土遺構 。区 遺物No．器形 e部位 法量 （cm ） 表　 面　 の　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

10

11

12

13

口　 緑　 部 i

ノノ

ノノ

ノノ

太 い沈線文

SK－28
i …

i

縄文

斜方 向に細 い沈線 を施す

内攣 して立 ち上 が る目線部。無文

SK 一一29

！

1 目　 線　 部 太 い沈線 で，口唇部 と区画 し，上 部は刺突丸

下部 は沈線 文を施す

2 ノノ 目線部 に横 位の沈線 を施 し， それ に刺突 を加

える

3 ノノ 口唇部 に突起 を有 し，沈線 と刺突文 が施 され

る

4 ノノ 口唇 部に刺突文列 を有 し，沈線 で文様 を区画

す る

5 ノノ 横位の沈線 と刺突文 を有 する

6 胴　　　 部 斜行沈線

7 ノノ 沈線で区画 し中に刺実 を加 える

S K … 32 1 胴　　　 部 沈線文。地文 は縄文

2 ノノ

－
横方向の感状突起 を有 す る

3 ノノ 横位の沈線 間に刺 突を加 える。地文 は縄文

S K …38 1 目　 線　 部 目線 に沿 って刺 突文を施 し，下部 は横位の沈

線

2 ノノ 口唇部 の刺 突 と横 位の沈線文か らなる

SK …40 1 口　 縁　 部
横位 の沈線 間に刺突 を加 え，太 目の沈線 を施

文 する

2 胴　　　 部 細 い帯 紙文中に小感状突起 を有す る。

SK －44 1 ロ　 縁　 部 ロ緑部 に平行な沈線 を施 し，間 に刺突 を加 え

る

SK －45 1

2

3

胴　　　 部 沈線 文のみで，連孤文 の 1 部が みえる

底　　　 部 網代 痕

ノノ 網代 痕
［

・一一一一1286－－－－



表且03　第鼠6星図　土堵出土遺物

出土遺構 の区 遺物‰ 器形 e 部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K ～ 4 6 1 目　 線　 部 沈線のみ

2 胴　　　 部 縄文＿

3 ノ／ 縄文

S K ～ 4 7 1 日　 経　 部 横 位の沈線

2 ノノ 口唇部 に段差 をもつ。縄文

3 胴　　　 部 横位 の紐線 を有 し，地 文 は縄文

4 目　 線　 部 口唇部 に刺突 を有 し，細 い沈線 を施文す る

5 ノノ 口綾部に爪形の刺突文列 を有 し，斜沈線 を施

す

6 ノノ 口唇部 は縄文。紐線 を有す る

7 ノノ 横位の沈線文が みられ る

8 ノノ 帯縄文 を有 す る

9 ノ／ 目線 に平行 な紐線及 び沈線 を施す。地文 は縄

文

10 ノノ 口緑部に紐 線 を付 し，横 位の沈線 を施文す る

地文 は縄文i l l ！ l地文 は縄文 l　　　　　　　　　　　 i

11 ノ／ 沈線文及 び入組文 を有す る

1 2 ノ／ 数条の沈線 を施 す

13 ノノ　′ 横位及 び縦 位の沈線で 区画 する

14 ノ／ 縄文

1 5 ノノ 縄文地 に沈線 を施 す

16 胴　　　 部 縄文 地に斜行沈線 を施す

17 〃 縦位 の平行沈線 を施 文す る

S K …－48 1 胴　　　 部 沈線 文。地文 は縄文

2 ノノ 感状 突起 を縦方向 に貼 り付 け， 斜位 の平行沈

線 を施 す。 地文は縄文

3 目　 線　 部 2 段 の帯縄文 がみ られ る

4 ノノ 粗雑で あるが帯縄文 を 2 段 に施 す

5 ノノ 口唇 部に突起 を有 し，沈線 で区画 された帯 縄

文 を もつ

ー287ll－ll－



衷柑　第蟻区　土壌出土遺物

出土遺構 。区 遺物‰ 器形 。部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

SK －48 6 目　 線　 部 口唇部 に紐線 を付 し， 斜位 の沈線 を施す

7 ノノ 刺突 を有す隆線 をめ ぐらす。縄文

8

9

胴　　　 部 刺突 を有す隆帯 をめ ぐらす

ノ／ 縄文帯 をもち，玉抱 き文が施文 され る 安行 2 式

10 ノ／ 帯縄文 の中に感状 突起 をつ ける ノ／

11 目　 線　 部 沈線 で文様 を区画 する。地文 は縄文

12 ノノ 横位及 び弧状 の沈線 文 を有す る 安行 3 C 式

13

14

胴　　　 部 弧状 の沈線 を主に施文 す る ノノ

ノノ 平行沈線 問に刺 突文を有す る

15 ノノ 縄文地 に平行沈線 を施す

16 ノ／ 横位 及び斜位の沈線 を施 す

17 目　 線　 部 内攣 する口緑部で，無文で ある

S K …49 1 胴　　　 部 刺 突のある突起 を縦につ け，沈線 を横位 に施

す。突起下 に円弧文 を配 する

堀 之内式

2 口　 緑　 部 8 の字状 の貼 り付 け文及 び刺突 を加 えた隆帯

を施 し，下部は細い沈線 を配 する

ノノ

3 胴　　　 部 沈線 文を施 す。地文 は縄文

4 ノノ 斜位 の沈線 を施文す る。地文 は縄文

5 ノ／ 斜位の沈線が多 くみ られる。地文 は縄文

6 ノノ 孤状の沈線 を充填す る

7 目　 線　 部 目線 に平行 な沈線 を 2 本横走 させる

8 ノ／ 大 き く屈曲 し，刺突文 を施 す

9

10

ノノ 外反す る目線で，平行沈線 及び刺 突文 を有す

る

胴　　　 部

〝

ノ／

ノノ

ノノ

〝

ダ

縄文

11

1 2

1 3

1 4

1 5

沈線で文様 を区画 し，中に縄文を充填す る。

外 は磨消 し

目線 に平行 な沈線 を有す る。地文 は縄文

沈線文 を施 す

三叉状入組文 が施文 され る

縄文
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表且05　第163図　土鳩出土遺物

出土遺構 e 区 遺物N0．器形 e 部位 法量 （cm ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴　　　 備　　　　 考

SK ～ 5 0 1 波 状 目 線 波頂部か ら縦位 に感状突起 が 3 個 つけ られ，

平行沈線が施文 され る

安行 1 式

2 目　 線　 部 沈線 で区画された帯縄文 を有す る

3 ノ／ 口唇部 に 1 条 の沈線 をめ ぐらし，右下が りの

斜沈線 を施す

4 胴　　　 部 横位 の沈線 に より下部に屈曲す る沈線 を縦位

に施文 する

5 口　 綾　 部 口唇部 に圧痕 あ り。横位 の沈線 を施 文す る。

地文 は縄文

6 ノノ 刺 突及び沈線 文がみ られ る

7 ノ／ 縄文

8 胴　　　 部 斜行沈線。地文 は縄文

SK － 5 1 1 口　 綾　 部 沈線 文 堀之内式

2 ノノ 紐線 を付 し胴部 は条線 文

3 ノノ 紐線 を付 し斜位 の沈線 を施 す

4 ノ／ 2 段以上の帯縄文 をめ ぐらす

5 ノ／ 横位 の沈線 を施 し，へラ整形がみ られ る

6 胴　　　 部 横位及 び縦位の沈線文 堀之 内式

7 ノ／ 沈線で楕円形 を描 く。地文 は縄文

8 目　 線　 部 口緑 に平行 な沈線 を2 本施文す る

9 胴　　　 部 弧状の沈線文。地文 は縄文

10 口　 緑　 部 縄 文

11 ノ／ 縄文

1 2 ノ／ 縄文

13 〃 縄文

S K … 52

i

1 口　 緑　 部 横位 の平行沈線

2 ノノ 帯塚采 を施 し，瘡状 突起 をつ ける

3 ！
ノノ 口唇部 に帯縄文 を有 する

4 小 型 浅 鉢 目線に平行な帯縄文 を 2 段 に施文 し下段 の縄

文帯 に接 して半円形の縄文帯 を施文 する
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表鼠06（第且64図　土壌出土遺物）

出土遺構 e 区 遺物NG 器 形 ¢部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K － 5 2 5 口　 緑　 部 沈線 で区画 された帯縄文 を有 する

6 ノノ 波 状 目線を呈す と思われ，紐線 を有 する。 内

外 は横 位の沈線 を施す

7 ノ／ 口唇部 に紐線 を付 し，右下が りの斜沈線 を施

文 する

8 ノノ 沈 線文 安行 3 C 式

9 ノ／ 沈 線文 で， 入組 文が施 され る と思われ る ノノ

10 ノ／ 沈 線文。部分 的に条線 が施 され る ノノ

11 ノノ 入 組文 と沈線 で区画 された中 に刺突文が施 さ

れる

ノノ

12 ノ／ 沈 線 で連孤文 が施 文 され る ノ／

13 ノ／ 沈 線文 ノノ

14 ノノ 条 線文 が部分 的に施 され る

15 ノノ 口唇部 が極 めて うす くな り，浅 い沈線が斜位

及 び縦位 に施文 される

16 ノ／ 不 明確 な横位 の沈線 が残 る

17 ノノ 口唇部 に刻 みを入れ，条線 を施す

18 ノ／ 横 位 の沈線 文

19 ノノ 横 位 の沈線 を 1 条 め ぐ らす。地文 は縄文

2 0 ノノ 縄 文

2 1 胴　　　 部 斜位の沈線文 ．

S K － 53 1 臼　 綾　 部 太 い沈線が施文 される

C l√－ ら4 1 「「　　玄嘉　　皐R 吉 城 廿 右射 酷にJ l ナ㌧1 7 1 拓す 寄 行 1 音
し．ノ▲lL　　　　Lノー ⊥ ト」　　　 ！I！づ＼　　 lJl」

2 胴　　　 部 屈 曲 部 に 帯 縄 文 を 施 文 す る ノ／

3 臼　 綾　 部 刺 突 及 び 沈 線 文

4 ノノ 刺 突 及 び 沈 線 文 、

5 ノ／ 1 本 の 沈 線 で 口 唇 部 と 区 別 し ，上 部 に 刺 突 文 ，

下 部 に 斜 位 の 沈 線 を 施 す

6 ノノ
口 緑 部 に 2 本 の 沈 線 を 有 し ， 中 を 列 点 刺 突 文

で 埋 め る

7 ノノ 口 綾 部 に 刺 突 を 加 え た 横 位 の 隆 帯 を 施 す

8 ノノ 沈 線 間 を 刺 突 文 で 埋 め る

9 胴　　　 部 細 い 縄 文

一一290一一一



表107（第165図　土埴出土遺物）

出土遺構 e 区 遺物腕．器形 の部位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K … 5 5

i

！

！

！

1 胴　　　 部 平行 沈線を残す
l

2 目　 線　 部 目線 に平行 な沈線 を有す る

3 ノノ 口唇部 に帯 縄文 を有 し， それ に刺突文が加わ

る

4 〃 沈 線 及 び刺突文
i安 行 3 C 式

i

5 胴　　　 部 沈線間 に刺突文 を施文 する ノノ

6 日　 綾　 部 目線に平行 な沈線 を施文 する

i

7
】
ノノ まば らな斜沈線

8 ノ／ 横 位 e斜 位 の 条線文

9 ノノ 無 文

10 ノノ 縦 位の条線

11 ノノ 刺 突文 を施す

S K … 56

！

1 日　 綾　 部 沈線 及び刺突文

2 ノ／ 平 行沈線 問に刺突 を有す る

！ i

3

i

ノノ

】 l

沈 線 文 。 へ ラ整形

i　　　　　　　　　　　　 i

［

4

5

ノ／ 斜 位 の沈線文 を施 す

ノ／ 口緑部 は外反 し，無文

6 胴　　　 部 条線 文がみ られ る

S K ……57

i

i

i

i

1 目　 線　 部 目線 部は S 字 状 に屈曲 し，沈線及 び刺突 文を

施 す

2 胴　　　 部 平行沈線 間に刺 突 を加 える

3 ［］ 縁　 部 沈線及 び刺突文 がみ られ る 安行 3 C 式

4 ノノ 斜 位の沈線 を有 する

l

ノノ

5 胴　　　 部 横 位の沈線 を施文 し，上部 には刺 突文が加わ ノ／

る

1－1一一去月・一一一▼－



こ　こを　：；‡′一一．／く　　　ら　　三二量∴

出土遺構の区　遺物軋 器形欄 可　 法射 cnl） 表　 面　 0　裏　 面　 の　特　 徴 備　　　　　 考

筐 辞＝　縁　部 沈線による入組文を施す 安行3C式
〃 沈線による入組文が施されていると思われる ノノ

〝 I 沈線で円及び長方形を施文する

胴　 可 N 0 ．8 の下部に相当すると思われる

SK 一一一”ルー6‾1　　 1

！ 2．

胴　 部 ［ 平行沈線及び弧状の沈線を施文 し，弧状の沈

線間には縄文を充填する

口　 緑　 部 わずかに条線文がみられる

S K 一一ムー62　　　 i

i

口　 緑　 部

i

沈線で三角形状の文様を区画し，中に縄文を

充填する。外は磨消し

堀之内式

2　　　　　 ノノ 横位及び弧状の沈線で文様を区画し中は縄文

を残す。外はへラ整形

3　 j　　 ノノ 横位及び弧状の沈線で区画し中に細い斜行沈

i

4 i胴　　 部

線を充填する

沈線文で入組文を呈 していたと思われる 安行 3 C 式

S K …63　　 1　 胴　　　 部 沈線で文様を区画 し9　中に縄文を充填する。

2

】
j

外は磨消し

i　 ノノ　 ！ 沈線及び縄文が施文される

3 〝 ； 縦位の沈線が施される

…
SK －F一一64　　　 1 口　 縁　 部 沈線文

2
胴　 部 i 弧状及び斜位の沈線が施される。地文は縄文

E
3
目　 線　 部 ［ 波状目線の波頂部で，刻みのある隆帯が付き

！ れている

4 〃 目線に平行な刻みのある隆帯を付す

堀之内式5 胴　　　 部 沈線で方形状の文様を区画し中に縄文を埋め

6

［
る。外は磨消 し

青首千 口唇部に平行な細い沈線を施文し，胴部は条
線を埋める

」

表109（第167図　土蠣出土遺物）
出土遺構 ゆ可 遺物‰ 器形 e部 位 法量 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

S K … 69　　　 1

2

i 3

！ 4

； 5

6

7

匝 綾 部

［ ノノ

！胴　 部

i

8 の字状 の貼 り付 けを有す る

竹管刺実から隆線がのび，下部に斜沈線を施す

沈線 で区画 された中に縄文 を充填す る。外 は

磨消 し′

〃

ノノ

横位 の沈線文 がみ られ る。地文 は縄文 堀之 内式

［ 沈線 で区画 された中に縄文 を充填す る。外 は

磨消 し

ノノ 上部 に刺突 のある隆線 を配 し，横位及 び縦位

の沈線 を施文 する′

安行 2 式

H　 縁　 部 目線 に平行 な沈線 及び刺突文 を施す iI
】

ト I

！9 i

巨 中

日 1 ！

巨 2 ！

ノノ ［ 口唇部 に刺突文 がみ られ る 1i】

ノノ 沈線文 ？ 】

ノ／ 縄文 ！
［i

ノノ 縄文　　　　　　　　　　　　　　 i
［

〃
i縄 文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

－　2里　一一一、－



衷Ⅲの（第五雄図　ダ声ソ　出土遺物）

出土遺構 ゆ区 遺物‰ 器形 の部位 法凝 （c m ） 表　 面　 e　 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

A li9 1 台 付 鉢 形 現存高　　 14 ．1 外面 はへ ラ磨 き，内面 はて いね いなへ ラナデ， 黒褐色 を呈す る

横走 する 2 段の縄文帯 （R L ）を有 する 写 48－ 1

A li7 2 注 口 土 器 器　 高　　　 5．8 沈線 e隆帯 に縄文 が配 され，日綾部は刻み 目， 外面は灰黄褐 色，内

底　 径　　　 7．8 刺実 が施 され る。 目線部左右 に 1 対の貫通孔 面 は灰 白色 を墨 す

が ある る。晩期　 写 4 8…－3

Å1j。 3 深　 鉢　 形 日　 形　　　　 10 外面 はヘ ラ削 り， 内面 は上 部横 ナデ，下部 は にぷ い 褐 色 を呈 す

器　 高　　 10．2 ヘラ削 り る。晩期　 写 4 7… 5

底　 径　　　 2．3

A li7 4 深　 鉢　 形 口　 径　　　 1 0．3
萱
外面 はへラ削 り後沈線及 び細密線，－一部炭化 明赤褐 色を呈 す る。

器　 高　　　 1．3

底　 径　　　　　 2

物付着， 内面 はへラ削 り 晩期　　　 写 4 1… 4

A lh 7 5 深　 鉢　 形 口　 径　　　 12 へ ラ削 り後斜め方 向の浅 い条線 を施 し，文様 黒褐色 を呈す る。晩

器　 高　　 15．3 を施 す。縦 方向の 1 単位文様 は全周 1 1ヶ所で 期　　　　 写 4 7…－3

底　 径　　　 2．8 ある

A li9 6 深　 鉢　 形 口　 径　　 1 2．7 へ ラ状施文具 によ り，全面 に沈線 を配 する。 灰褐色 を呈 する。晩

器　 高　　 15 ．3 胴部上位 は平行沈線 間に羽状 を呈す る沈楓 期　　　　 写 4 7… 2

底　 径　　　　　 5 中位 は横走，下位 は縦位 の沈線。 口唇 に粘 土

紐 による 3 ヶ所 の小 突起

A lh 7 7 浅　 鉢　 形 口　 径　　　 16．4 目線 に粘土紐貼付 に よる 4 ヶ所 の隆起 を有 す にぷい褐色 を呈 し，

器　 高　　　 5．8 る。 平行沈線 間に列点文 を配 する。 内外面 と 底 部 は 橙 色 を呈 す

もへ ラナデ る。 安行 3 C 式

i 写 46… 2

A li9 8 鉢　　　 形 して　径　　　　 10 頸部 ・胴 部両文様 帯 ともに沈線 に よる区割内 茶褐色及 び黒褐色 を

器　 高　　　　 8．3 に刺突。全体 にへ ラナデ， 外面底 部付近 はへ 呈す る。安行 3 C 式

底　 径　　　　 4．6 ラ削 り 写 4 5… 4

A li9 9 浅　 鉢　 形 ［］　 径　　　 1 5．7 角の丸 い方形を呈す る。胴 部・底部 とも沈線 に 灰 黄褐色 を呈す る。

器　 高　　　 5 ．3 よる入組文。 日経下に 2 ヶ所の貫通孔 を有 す 安行 3 C 式

底　 径　　 10 ．6 る 写 4 6… 1

A lh 6 1り 浅　 鉢　 形 口　 径　　 13 ．5 沈線 e弧線 に よる区割内 に刺突 が配 される。口 黒色 を呈す る。安行

器　 高　　　　 4．6 縁部に貫通孔あ り 3 C 式　　 写 4 5－ 6

i　 A li。
11 鉢　　　 形 口　 径　　 16．6 口唇及 び平行 。弧状沈線間 に列点文 を配 す。弧 橙色 を呈す る。安行

器　 高　　　　 9．3 状沈線間 に沈線 による入組 文が施 され る 3 C 式　　 写 45… 1

A li9 12 深　 鉢　 形 日　 形　　　 l L 7 外面 はへ ラ削 り後 ，沈線 e刺実 を配す る。内面 暗褐 色及至極暗 褐色

器　 高　　 13 ．1 はへ ラ削 り を呈 する。安行 3 C

底　 径　　　 4 ．2 式　　　　 写 4 7－ 6

A li。 13 壷　　　 形 口　 径　　 10．7 全 面横 方向へ ラナ デ， 内面下部 のみ縦 方向へ 極 暗 赤 褐 色 を呈 す

器　 高　　 11．8 ラナデ，沈線 は丸 ノ ミ状の もの及 びへラ先に る。安行 3 C 式

底　 径　　　 4．2 よ り刺 突又 は棒 状 の物 の先端 を斜 に刺 突 す

i
i
る

A li9 1 4 鉢　　　 形 ：
完 芸 1；：； i 口緑に大小 1 対の突起 が 5 ヶ所 ，弧線 e平行沈　 褐色 を呈 する。安 行

線 e爪形文 を組合 せて上下 2 段 に配列す る　　 3 C 式　 写 4 5－ 2

一一　黒目一一一



泰摘盈（第朋融勇　グリッド出土遺物）

出土遺構 ・区 遺物‰ 器形 の部位 法量 （c m ） 表　 面 。 裏　 面　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

A lh 8 1
I

深　 鉢　 形 口　 径　 （3 7 ．8） 頸部 に刺実 を有 す る平行沈線 を施 し，上部 に 長 石 ゆス コ リア を含

現 存高　　 1 4．5 は三叉状入組文 言下部 に連 孤文を施文す る み焼 成は普通， にぷ

い褐 色を呈す。安行

3 C 式　　 写 49… 1

A lh 7 2 深　 鉢　 形 口　 径　　 1．2．0 表 e裏面 と もへ ラ削 り手法がみ られ，目線部 か 砂粒 を含 み，極 暗褐

器　 高　　 15．3

底　 径　　　　 3．9

ら胴 部にか けて炭化物 が付着 する 色 を呈 す　 写 47… 1

A lj。 3 深　 鉢　 形 口　 径　　 15．0

器　 高　　 16．8

底　 径　　　 4．9

表 e裏面 と もへ ラ削 り後 ナデに よる整形。無文 砂粒 e雲 母 を含 み，

にぷ い赤褐色 を呈 す

A li9 4 浅　 鉢　 形 口　 径　　 16．9 ゆるやかな波状 目線 を呈 し，三叉状 入組 文 e連 ス コ リア e砂粒 を含

器　 高　　　 6．8

底　 径　　　 9．5

孤文が施文 される み灰 黄褐色 を呈す。

安行 3 C 式写 45－ 3

A ljo 5 鉢　　　 形 ノ底　 径　　　 4．3 逆 U 字形 の沈線 が横方向 に 1 周す る。 内外面 ス コ リア e砂粒 を含

現 存高　　　 6．2 ともへラ削 り後へ ラナ デ み， にぷ い橙色 を呈
t

す る。安行 3 C 式

A ，h 6
！ 6 小形丸 口　 径　　 12．6 ヘラ削 り後 へラナデ による整形，外面 は輪積 ス コリ’ァ e砂粒 e砂礫

底 土器 器　 高　　　 9．1 痕 が残 る を含み， にぷい赤褐

色を呈す

写 49－ 2

平行沈線 が三段 に施 され，上位の空間 に向 き ス コ リア e砂粒 を含Å1i9 7 壷　　　 形 口　 径　　　　 7．0

器　 高　　　 9．9 合 った弧状沈線 が交互 に配 され る む。安行 3 C 式

写 5 0… 1

A lj。 8 鉢 形 底 部 現存高　　　 3．8

底　 径　　　 6．5

内外 面 ともへ ラ磨 きが見 られる ス コ リアや砂粒 を含

み，黒褐 色を呈 する

A 2j2 9 婆　　　 形

！

口　 径　 （29 ．2） 外 面は太い沈線 による入組文 と縄文， 内面は ス コ リア e砂粒 を含

胴 部最大径 （19 ．2）

現存高　 （1 5誹）

目線に沈線 がめ ぐ り胴部 はへラナデ み褐色 を呈す。前浦

式

B 2C 2 10 深　 鉢　 形
】

］口　 径　　 22．6
目線部 に 8 の字形 の粘土紐 を貼 り付 け，下位 砂粒 を含 み灰褐色 を

現存高　　 14．2 には三角形 の磨 消縄文 が 1 周す る 呈す る。堀之 内式

T）　L 1 1 「「　　チ又　　　　　　 つつ　Q r l辰 ～ノブ婆上ヰ・幻1去．目上n 太十汁ナ，／！＼空蔚 右．丙声す ス 融パ紡。ス コ リア を多
⊥）2U l ⊥⊥

l

H　　　に土二　　　　　　　J J．U

現存高　　　 23 ．2 横 方向の磨消縄文 をつな ぐ感状突起 に縦長の
rl／　　　l－」⊥　　　′
く含 み，灰黄褐色 で

刻み を有す る 部分 によ り橙色 を呈

す る

幅　　　　　 13 ．0 胴部 は沈 線 に よる区割 内 に小刺 実 を充 填 す 砂粒 ・砂礫 を含 む，にA lh 7 12 角　 形　 壷

現存高　　　 5 ．9 る，底部 は沈線 による入組 文内に列点文 と三 ぷ い赤 褐 色 を呈 す

叉文 る。安行 3 C 式

第3節　ま　　と　　め

本貝塚においては，純貝層の堆積をみることはできなかった。4ヶ所の小規模な堆積区は全て

貝殻の密集の度合が小さく，冬木A貝塚の貝層の様相と異っている。これは9調査エリアが冬木

B貝塚の中心を大きくはずれていたためであると思われる。各堆積区の周辺には，ブロック状の

貝殻の小堆積が見られる。これは9「貝殻を捨てる場所」へ正確に投棄されたとはかぎらないこ

と9言い換えれば，「貝殻を捨てる場所」の「あたり」へ「適当に」投棄が行なわれた可能性があ

ー一一一一一黒目一一一



ることを思わせる。そのまま投棄が続けられれば，中央には貝殻が厚く堆積して純貝層を形成し

て周囲に広がり，周辺に捨てられた貝殻（ブロック状の小堆積）と連続して混土貝層◎混貝土層

を形成したであろうことが予想される。今回調査した各堆積区は，貝層の形成過程の観点から考

えるならば9　冬木A貝塚において見られた堆積区の前段階と考えることができる。

住居址は，その大半がエリアの南縁にあたる台地の縁辺部の線とほぼ平行に並び，特に中央部

に集中している。北部は第4号◎5号住居址を除き検出されていない。平面形は楕円形状を呈す

るものと隅丸方形状◎長方形状を呈するものである。ピット群の検出によって確認された住居

址は，楕円形状を呈する1群が北寄りに並び，長方形状を呈する1群が南寄りに並んでいる。構

築時期は不明であるが，その位置から二期に分けることが可能である。なお，これらの住居址の

床はロームであるが，本来はもっと上の面にあった可能性が強い。床が確認された住居址の構築

時期については，不明である。炉址と断定できる遺構を確認することもできなかった。出土遺物

についてみると，第1号住居址は縄文晩期に属する土器片が多く，第2号住居址は同後期に属す

る土器片が多い。

土壌は9住居址群の北寄りに住居址群とほぼ平行に並び9　中央部に多く検出された。平面形は

多岐にわたるが，円形状を呈するものが最も多い。床は大部分が平担である。小ピットを有する

土壌が数例見られた。第1号◎41号の土壌の小ピットは柱穴と思われるが，他の土壌の小ピット

については，性格は不明である。

本貝塚において出土した土器は，縄文後期後半から同晩期に属するものが大部分を占める。第

4号住居址の西側◎南側から，小型深鉢等の完形品が多数出土している。遺構は確認することが

できず，むしろ「包含層」としてとらえるべきであったかも知れない。石斧◎石鉄等はあまり多

く出土していないが，台付石皿◎石棒◎独鉄石等の石製品がみられた。

本貝塚は，遺物等から判断して縄文後期前葉から中葉にかけて小規模な集落が営まれ9　同末葉

晩期初頭及び中葉に隆盛期をむかえたものと思われる。冬期A貝塚の隆盛期（後期前葉）にはす

でに集落が営まれ9　同貝塚の終末期である後期末葉に，最初の隆盛期を迎えたわけである。両貝

塚において，同時に集落が営まれた可能性については9何とも言えない。しかし，時期的には冬

木A貝塚において集落が営まれて貝塚が形成され，その後冬木B貝塚に集落が営まれたと見る事

が妥当であろう。

1－－－－…黒清　一一一
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第172図　冬木A・B出土独鈷石・石棒・石剣
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第175図　冬木A・B出土石皿・磨石類
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表Ⅲ2　第五70図　冬木A◎B出土土偶

N o． 冬木A e B 出土位置 部　 位 備　　　　　　　　　 考

ユ A C 2h。 頭 e左 肩 目は円形貼付 ，日は貫孔 によって表現 され る。後頭 に 「髪」 を表現 した

と思われ るブ リッジ状 突起 の痕跡 を残す。堀之内式期　　　 写52－ 1

2 A C 2a。 頭 e 胴 全体 に粗雑で，休部 はへラに よる縦位のナデ。頭頂部 は指頭に よる渦文。

眼は刺 突。鼻孔 1 ヶあ り。加 曽利 B 式期　　　　　　　　 写52－一・一2

3 A S D 2

C 2a。

頭 ・胴 e 右足 乳房 e腹 を誇 張す る。頭部 を渦巻状 に盛 り上 げ，髪 を表現 してい るらし

い。上半身 は SD 2，下半身 は C 2a4か ら出土。加 曽利 B 式期　 写52－ 3

4 A A 2i3 頭 ・肩 ・胴 ・足 乳房 e 鼻 などは貼 り付。文様 はへラ と丸棒 状の工異 によ り浅 い沈線 が施

される。頭部 はS 字状の凹 みを有 する。 目及 び性器 （？）は凹 みで表現 さ

れ る。脚部 は空洞 にな っている。縄文後期

5 A C 2a 5 頭 ・胸 胸部 を誇張。 目 e 口は小豆状の粘土 を貼 り付 け，刺突 を施 す。後頭部は

瘡状隆起。加 曽利 B 式期　　　　　　　　　　　　　 写 52～ 4

6 A C 2g 6 胸 列点 文に より体の線が表 わされる　　　　　　　　　　 写52－ 5

7 B S Il 右 足 全面 に沈掛 隆帯 を配 し，隆帯上 には刻み目が施 され る。朱が付着 する

写52～ 6

8 B A 2C 3 頭 眉 e 鼻 は貼 り付 け。 目 ◎鼻孔 e 口 ①耳 は刺実 によ り表現 される。耳 は貫

適孔 であ る。後頭部 に突起 を付 け，顔面 には朱が残 っている

9 A B 2j4 左 足 下が太 い丸太状 O へ ラ磨 きが施 され る　　　　　　　　　 写52…当

10 A C 2f8 胸 浅い沈線 によ り文様 が施 され る。整形 はヘ ラによる縦位 のな で

写 52… 8

H A C 3e l 頭 e 胴 e 左手 頭部 は抽 象的に表現 され る。胴部 は丸棒状　　　　　　　 写52…－9

12 A B le 8 下 半身部 休部 の整形 は指頭に よる粗雑 なもの。立 っこ とがで きる　　 写52～10
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表Ⅲ3（No．1～14）第五7且図　冬木A◎院出土土製品

N o． 名　　　　 称 A e B 貝塚 出土位置 層 位 備　　　　　　　　　 考

1 土　　　　 面 B A lh9 III 断面 は攣 曲 し， 目 の鼻 は沈線で施 し言 コは貫 通 してい る。 へ ラ削

り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写53… 1

2 土　　　　 版 A A 2jl II 糸巻状 を呈 し，頂部の左右 に貫通孔 を有 する。鼻 ・眉 は隆帯 貼付

で目は沈線 で表現す る　　　　　　　　　　　　　　　　 写53… 2

3 有孔 土製円板 A C 3g 3 II K 沈線及 び刺実 で施 文 し，中央左右の穴 は貫通孔 である。人面 を表

現 しているのであろ うか　　　　　　　　　　　　　　　 写53… 3

4 ノノ A B lh 。 IIK 2 ヶ所の貫通孔 を有 し，径 0．9～ 1．0cm であ る　　　　 写53… 4

5 耳　　　　 飾 B SK 63 直径 4．3cm ，高 さ 2．眈m を測 る。内部 には刻 みのある隆帯 がみら

れる。図 中異色部 には朱が付着 して いる　　　　　　　 写53… 5

6 ノノ B A lj。 III 極 めて大型 の耳飾 で直径 10cm をオーバー する と思わ れる。立体

的 な装飾が なされてい る　　　　　　　　　　　　　　　 写53－ 6

7 ノノ B A lh7 II 〝　　　　　　　　　　　　　　 写53… 7

8 ノノ B A lh 9 IH 〝　　　　　　　　　　　　　　 写53… 8

9 ノ／ B A li9 II ノノ　　　　　　　　　　　　　　 写53… 10

10 ノノ B A lh 7 II 〝　　　　　　　　　　　　　　 写53「 ll

11 ノノ B A lh 7 III 上面直径 7．8cm 。下面 直径 5．2cm 。

内部 には平行沈線 を 2 段 に施 し， 4 ヶ所 に縦位の沈線 を引 く。窯

色部に朱が残 っている　　　　　　　　　　　　　　　　 写53… 12

12 ノノ B SK 2 9 粘土板 を巻い て仕上 げた もので，上 面中央部 に突起が つ く。上面

は弧状の 沈線 を施 し，下面 には板 を巻いた痕が沈線状 にみ える直

径 2．8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写53～13

13 ノノ B A lh 7 III 上 面外端 に刻みが施 される。厚 さ 2．0cm　　　　　　　 写53一一・14

14 ノ／ A A 2jl II 直径 1．7cm 。厚 さ 1．5cm 。上面 に 2 本の沈線が施 され る。へ ラ整

形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写53－15

（No．15～28）

N o． 名　　 称 出 土 位 置 ノッチ問長 さ（長径 H cm ） 幅 （短 径 ） （cm ） 重　 さ （g ） 備　　 考

15 土　　 錘 S K 56 5 ．4 4 ．2 33 ．5

16 ノノ S K 25 3 ．9 4 ．9 25 ．5 上 部 欠

17 ノノ S K 25 2 ．5 3 ．8 14 ．0 下 部 欠

18 〃 S D l 2 ．0 2 ．9 8 ．0

19 ノ／ S K 55 3 ．3 4 ．3 15 ．5 切 れ 込 み 3 ヶ所

2 0 ノノ C 2h 9 4 ．6 4 ．6 】　　 24 ・0 写 53 …P 9

2 1 ／ノ C 2d 5 3 ．0 3 ．1 14 ．0

22 ノノ B 2a 2 5 ．4 5 ．2 33 ．5 冬 木 B 貝 塚

23 土 製 円 板 A lh 8 5 ．2 4 ．7 24 ．5 冬木 B 貝 塚

24 土　　 錘 A lg 8 4 ．5 4 ．4 16 ．5 冬木 B 貝 塚

25 ノノ A lh 7 3 ．3 3 ．3 8 ．5 冬 木 B 貝 塚

26 ノノ B 2a l 4 ．2 4 ．1 17 ．5 冬 木 B 貝塚

27 ノ／ A lh 8 4 ．2 3 ．8 9 ．5 冬 木 B 貝塚

28 土 製 円板 S K 2 4 3 ．5 3 ．2 8 ．5 冬 木 B 貝 塚
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表は4（第且72図　冬木A e B出土石製晶）

N o． 器　　　 種 出 土位 置 層　　 位 石　　　 質 備　　　　 考

1 独　 鈷　 石 S K 52 覆　　 土 安　 山　 岩 冬木 B 貝 軌 使 用痕 あ り　　　　 写 51－ 4

2 石　　　 剣 C 3f4 H 頁　　　 岩 明瞭 な擦痕 が残 る　　　　　　　 写 43－ 7

3 石　　　 棒 B 2a l 閃　 緑　 岩 冬木 B 貝塚 ，先 端が B 2a l ：下部 が A lh 8 か ら

A lh 8 出土　　　　　　　　　　　　 写 5 1－ 2

4 石　　　 剣 A lh 9 ノノ 冬木 B 貝軌 断面 菱形 を呈 す る　 写 51－ 3

5 石　　　 棒 C 2a 4 II 雲 母 片 岩 先 端 に沈線 を配 す る　　　　　　 写4 3リー 1

6 ノノ A lj9 H 安　 山　 岩 冬木 B 貝 塚

7 ノノ A lg 9 II 閃　 緑　 岩 冬木 B 貝 塚， 先端 に 2 条 の沈 線 を配 す る

8 ノ／ A lj9 Ⅲ 貫　　　 岩 冬 木 B 貝塚

9 ノ／ B IC。 Ⅲ 緑 泥 片 岩

10 ノノ S K 91 覆　　 土 ノノ

表且且5（第且73図　冬木A出土磨製石斧）

N o． 器　　　 種 出土 位置 層 位 石　 質 備　　　　 考

1 磨 製 石 斧 S K lO 6 覆　　 土 安　 山　 岩 使 用痕　　　　　　　　　　　 写 4 2－ 1

2 ノノ C 2eO II K 砂　　　 岩 安 山岩 質　　　　　　　　　　 写 4 2－ 2

3 ノノ C 2C。 ノ／ 安　 山　 岩 写 42 － 7

巨
ノ／ C 3d 4 〃 砂　　　 岩 写 42－ 4

5 ノノ C 3e。 II 安　 山　 岩 写 42－ 3

6 ノノ C 3e3 II K ノノ 写．4 2－ 9

7 〃 り2a7 Ⅲ ノ／ 写 42 － 8

8 ノノ り2a 7 Ⅲ 〃 写 42－ 6

9 ノ／ C 2C3 H K チ　 ャ　ー ト

10 〃 C 2f2 H 蛇　 紋　 岩

11 ノノ C 2i7 H ノ／

12 ノ／ C 2g 。 H チ　 ャ ー ト

13 ノノ C 3e5 H K

14 玉 C 3h 3 m 墟　　　 石 穿 孔部 で半 分 に欠
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褒鼠鼠6（第鼠74m・冬木糸出土打製石斧）

No． 器　　　 種 出土位 置
！
層 位 石　 質 備　　　　　 考

1 打 製 石 斧 S I25
i

覆　　 土 局 部磨 製　　　　　　　　　　　　 写 4 2－ 14

2 〃 B 2f3 I 貫　　　 岩 一 方 の端 が三 角形状 に尖 る　　　　 写 4 2… 5

3 ノノ B 2fl m K 安　 山　 岩 局 部磨 製　　　　　　　　　　　　　 写 4 3… 4

4 ノノ B 2d o H K 頁　　　 岩 写 43 － 2

5 〃 C 2b l H K 砂　　　 岩 写 43 …p2

6 ノノ C 3i2 H 貢　　　 岩 局 部磨 製

7 ノノ C 3a 3 Ⅲ バ ン レイ岩 ノノ

8 ノノ C 3i3 班 ノノ ノノ　　　　　　　　　　　　　　　 写 42 … 1 1

表Ⅲ7（第盈75図　冬木A◎払出土石皿の磨石類）

N o． 器　　　 種 出 土 位 置 層 位 石　 質 備　　　　　 考

1 石　　　 皿 B lb 9 Ⅲ 安　 山　 岩 冬 木 B 貝 塚 ， 良 く整 形 さ れ て い る　 写 5 1－ 1

2 ノノ S I l O 覆　　 土 縁 泥 片 岩 両 面 に 小 さな 凹 み

3 〃 S K O 5 6 〃 安　 山　 岩

l

両 面 に 多 数 の 深 い 凹 み　　　　　　 写 4 3－ 9

4 ノノ S H 」 ノノ ノノ 多 孔 質

5 ノ／ S K O 4 9 ノ／ ノノ 側 面 に 深 い 凹 み　　　　　　　　　 写 4 3… 8

6 ノノ S K 1 3 0 ノノ ノノ 表 面 に明 瞭 な 稜 を持 つ

II ∃三高 J＿ツロ口脇 ナナ音義九セキ）「′‾サ （1T．rn L）「 II
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表温漫8　第膵図　冬木轟出立磨石◎凹石類）

腕． 器　　　 種 出土位 置 層 位 石　 質 備　　　　 考

1 敲　　　 石 Sの2 覆　　 土 安　 山　 岩 磨 石 として も使 用 （？）

2 砥　　　 石 S K lO2 ノノ 砂　　　 岩 敲 石 として も使 用 （？）

3 ノブ ノノ ノブ ノノ

4 磨　　　 石 S K O 25 ノノ 安　 山　 岩 両面 に浅 い凹 み

5 ノノ S K O 13 〃 〃

6 ノノ S I2 5 〃 ノノ 両 面 に凹 み　　　　　　　　　　 写 射上二は

7 砥　　　 石 S I26 ノノ 砂　　　 岩

8 剥　　　 片 S K 188 ノノ 安　 山　 岩

長上9（賢／！雪　冬人A t　景ナーヰ工紋）

旅1 器　　　 種 出土 位置 層　 位 石　 質 備　　　　 考

1 石　　　 墳 B lf8 紆薬 黒　 曜　 石

2 ノノ C 2d 6 H チ　ャ　ー ト

3 〃 C 3e3 II K ノノ

4 ノノ C 。e4 H ノノ

5 ノノ C 2g 4 II K 黒　 曜　 石

6 〃 S I2 覆　　 土 〃

7 ノノ C 3d 2 Ⅲ
え

チ　 ャ　－ ト

8 ノノ り2C6 II j
［
ノノ

9 ノブ C 3C 4 Ⅲ ノノ

10 ノノ C 2d 9 Ⅲ 〃

11 ノノ C 2g 5 II 〃

12 ノノ B 2h l II K 石　　　 英

13 ノノ C 3f5 Ⅲ チ　 ャ　ー ト

14 ノノ S I－8 覆　　 土 黒　 曜　 石

15 ノノ C 2C 。 Ⅲ チ　 ャ ー ト

16 ノノ C 3f4 II K 黒　 曜　 石

17 ノノ C 3e4 H チ　 ャ　ー ト

18 ノ／ S n 2 覆　　 土 ノノ

19 〃 B 2a l m 〃 冬木 B 貝塚

20 ノノ B 2fl 黒　 曜　 石

21 ノノ C 3d 6 H K チ　 ャ ー ト

22 ノノ C 3a 5 H 黒　 曜　 石

23 ノノ C 3h 3 Ⅲ 硬 質 頁 岩
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東芝20（第五78図　冬木A◎B出土石製品）

No． 器　　　 種 出土位置 層 位 石　 質 備　　　　 考

1 有柄尖頭器 B 2C4 H 硬 質 貢 岩

2 異形石製品 C 2b7 I 黒　 曜　 石

3 石　　　 鉄 C 2e9 H K チ　ャ　ー ト

4 石　　　 鉄 SI8 覆　　 土 チ　ャ　ー ト

5 ノノ C 2h。 貢　　　 岩 未成品

6 ノ／ SK 78 覆　　 土 チ　ャ　ー ト 末成品　　　　　　　　　　　　　 写35… 4

7 剥　　　 片 C 3C4 IIK 砂　　　 岩 自然画を残す

8 石　　　 斧 り2b8 蛇　 紋　 岩 研磨により光沢

9 垂　　　 飾 S「11 覆　　 土 くびれあり （穿孔の痕跡か？）

10 ノ／ B ld9 IIK ヒ　 ス　 イ 穿孔部より欠

11 石 製 円板 B la。 H 泥　　　 岩 冬木 B 貝塚

12 石　　　 錘 C 2h9 砂　　　 岩 四隅を両面から打ち欠

13 ノノ C 2b 2 H K ノノ 両端を打ち欠

14 ノ／ C 3e2 II K 貢　　　 岩 打ち欠部に磨耗が見られる

15 ノ／ B 2il I 縁 泥 片 岩 断面V 字形の溝
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版

冬木A貝塚
冬木B貝塚



写真1　冬木A

1，冬木A貝塚遠景

2，冬木A貝塚発掘前全景



写真2　冬木A

1，調査風景

2，調査風景



写真3　冬木A

1，81・B2区遺構全景

2，C2区遺構全景



写真4　冬木A

1，C3区遺構全景

2，D2区遺構全景



写真5　冬木A

1，第1号住居址

2，第3号住居址



写真6　冬木A

1，第4号住居址

2，第5号住居址



写真7　冬木A

1，第6号住居址

2，第29号住居址



写真8　冬木A

1，第9号住居址

2，第9号住居址炉址断面



写真9　冬木A

1，第10号住居址

2，第10号住居址遺物出土状況



写真10　冬木A

1，第11号住居址

2，第11号住居址炉址断面



写真11冬木A

1，第15号住居址

2，第17号住居址



写真12　冬木A

1，第21号住居址

2，第21号住居址土層断面



1，第22号住居址

2，第24号住居址



写真14　冬木A

1，第25号住居址

2，第27号住居址



写真15　冬木A

1，第1号溝（C3区内）

2，第1号溝土層断面



写真16　冬木A

1，冬木A貝塚全景（航空写真）

2，D2区貝層分布状況



写真17　冬木A

1，第3号土壌

3，第11号土壌

5，第16号土壌

2，第10号土壌

4，第16号土壌遺物出土状況

6，第20号土壌



写真18　冬木A

1，第42号土壌

3，第87土壌

5，第92号土壌

2，第63土壌

4，第89号土壌

6，第98号土壌



写真19　冬木A

1，第99号土壌

3，第106号土壌

5，第110号土壌

2，第104号土壌

4，第107号土壌

6，第119号土壌



写真20　冬木A

1，第122号土壌

3，第123号土塙

5，第128号土壌

2，第122号土壌土層断面

4，第127号土塙

6，第138号土壌



写真21冬木A

1，第148号土壌

3，第150号土壌

5，第164号土壌

2，等149号土壌

4，第150号土壌土層断面

6，第174号土壌



写真22　冬木A

1，第177号土壌

3，第216号土壌

5，第238号土壌

2，第201号土壌

4，第235号土鳩

6，第245号土堰



写真23　冬木A

1，第4号人骨出土状況

3，第7号・10号人骨出土状況

5，第17号人骨出土状況

2，第4号人骨顎部出土状況

4，第15号人骨出土状況

6，第18号人骨出土状況



1，第2号溝土偶出土状況

3，C2h。グリッド土偶出土状況

5，第105号土壌遺物出土状況

2，C2d7土偶出土状況

4，第46号土壌鹿角出土状況

6，C3e5グリッド遺物出土状況



写真25　冬木A

1，C2e。グリッド遺物出土状況

3，Cla9グリッド遺物出土状況

2，B2h。グリッド遺物出土状況

4，第4号土壌遺物出土状況



写真26　冬木B

1，冬木B貝塚全景

2，冬木B貝塚調査風景



写真27　冬木B

1，冬木B貝塚遺構全景

2，冬木B貝塚C貝層分布状況



写真28　冬木B

1，第1号住居址

2，第2号住居址



写真29　冬木B

1，第3号土壌

3，第5号土塙

5，第11号土埴

2，第4号土壌

4，第7号土鳩

6，第15号土壌



写真30　冬木B

1，Blb。グリッド遺物出土状況

3，Alh7グリッド遺物出土状況

5，Ali7グリッド遺物出土状況

2，第52号土壌遺物出土状況

4，Aligグリッド遺物出土状況

6，Blb8グリッド獣骨出土状況



写真31冬木A

5

第26号住居址（1），第21号住居址（5），グリッド（2～4，6）出土遺物（S＝％）



写真32　冬木A

第17号住居址（5），グリッド（1～4）出土遺物（S＝％）



写真33　冬木A

第92号土壌（1），グリッド（2～5）出土遺物（S＝％）



写真34　冬木A

グリッド出土遺物（S＝％）



写真35　冬木A

グlトッド出土遺物（S＝％）



写真36　冬木A

グリッド出土遺物（S＝牙5）



写真37　冬木A

「
　
白

第119号土餓（1），グリッド（2～5）出土遺物（S＝牙5）



写真38　冬木A

グリッド出土遺物（S＝牙5）



写真39　冬木A

第10号住居址（7），グリッド（1～6，8，9）出土遺物（S＝％）



写真40　冬木A

第16号土壌（1），第129号土壌（3），第13号住居址（5），グリッド

（2，4）出土遺物（S＝易，3のみ昇）



写真41冬木A

グlトッド出土遺物（S＝兄5）



写真42　冬木A

石斧・磨石（S＝％）



写真43　冬木A

石棒・石斧・石皿（S＝％）



写真44　冬木A

石鍍・石斧・石鐘（S＝％）
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写真45　冬木B

グリッド出土遺物（S＝％）



写真46　冬木B

グリッド出土遺物（S＝％）



写真47　冬木B

グリッド出土遺物（S＝％）



写真48　冬木B

グリッド出土遺物（S＝％）



写真49　冬木B

第56号土壌（2），グリッド（1）出土遺物（S＝％）



写真50

1，冬木Bグリッド出土遺物（1S＝％）（2S＝％）

2，冬木B石鉄・石製晶（S＝％）



写真51冬木B

石皿・石棒・独鈷石（S＝％）



彗
j
了 3

冬木A・B貝塚出土土偶（S＝％）



写真53

14

冬木A・B貝塚出土土板・有孔円板・耳栓（S＝％）

15



1～6ヤマトシジミ，7～15カワニナ　16－19オオタニシ，20～23イシガイ

24～26ハイガイ，27サルボウガイ　28ツメタガイ，29・30オキシジミ，31カガミガイ（S＝％）

冬木A出土貝類



冬木A出土貝類 1～3チョウセンハマグリ，4・5オオノガイ

6・7アカニシ，8・9マガキ（S＝％）



冬木A出土鹿角（S＝％）



冬木A出土獣骨（シカ）（S＝％）



冬木A出土獣骨（イノシシ）（S＝％）



冬木A出土獣骨頬1～6・8・9・11タヌキ，10テン　7・12～17イヌ（S＝％）



冬木A出土魚骨（ボラ）（S＝％）



冬木A出土魚骨類1～20スズキ組蓋骨（S＝％）



冬木A出土魚骨類 1～10フグ，11・12・14～16クロダイ

13マダィ，17～21スズキ，25～27タイ（S＝％）



冬木A出土貝輪（S＝％）



冬木A出土骨角器　1・11装身具，2へラ状製品，3釣針　4・5・10・14～17針，
6不明（装身具か？）．7～9未成品，12・13鉄（S＝％）





冬木A出土切断痕を有する骨・角（S＝％）



冬木B出土貝類　1・2チョウセンハマグリ，3・4オキシジミ　5～20ヤマトシジミ，

21オオタニシ　22アカニシ殻軸，23カワニナ（S＝％）



冬木B出土獣骨　1～9イノシシ，10～29シカ（S＝％）



冬木B出土獣・魚骨1～4・6～10シカ，11イノシシ，13フグ（S＝％）



£－i一、円？弓し」

∴＿‾∵〕三∵‡千十三三∴二　二

漁措活動

赤沢　威　東京大学総合研究資料館

小宮　孟　千葉県文化財センター

丁－9番で

財団法人　茨城風教蘭財瀾



本論は冬木貝塚産魚骨の種同定結果を報告し，その先史学上の意味を検討することにある。本

論は次の5章で構成されている。第1章は貝塚産魚骨の同定結果で，魚種の組成◎種間の量的な

組み合わせの特徴を検討することにある。第2章は9第1章で示す結果を他遺跡で報告されてい

る同種の結果と比較することである。それによって冬木貝塚の魚種組成の特徴を解釈する手掛り

がえられる。第3章は縄文時代の漁拝具の特徴を用いて縄文遺跡を分類する。この結果は魚種の

組成にもとづいて特徴づけられる縄文貝塚を縄文人の漁扮適応という面から検討する手掛りとな

る。第4章は以上の議論を総合して冬木貝塚人の漁携適応を検討することである。最後に上記の

研究の基礎となる冬木貝塚産魚骨の同定の結果を記載する。

第且章　分析標本と同定結果

今回扱う資料は，冬木A貝塚◎第mK層出土品である。標本のサンプリングは発掘と平行して

おこなわれ，発掘時に検出されたものである。従って，すでにしばしば指摘されているように微

小な標本が検出されていない可能性が高い。この問題点を考慮して9SK…87（第87号土壌）の堆

積物で試みられた水洗選別法によって検出された標本が追加分析されている。

第1表は今回分析した第mK層出土標本の同定結果を示す（同定の基準は第5章に記載されて

いる）。同定部位を特定できないために魚種組成を個体数にもとづいて示すことはできない。しか

し，この結果によって魚種の組成に関する一般的傾向を知ることはできる。

出現頻度の高い魚種は9　フナ属◎ボラ科◎スズキ属◎トラフグ類である。同定部位を考慮して

個体数レベルでの比較を試みると，椎骨数が高い値を示したフナ属の出現頻度を他のボラ科◎ス

ズキ属◎トラフグ類の頻度と同一レベルとみなすことはできない。そして，フナ属を除くと，ボ

ラ科の出現頻度が最も高く，次いでトラフグ類◎スズキ属の頻度が高いという傾向が認められる。

以上4魚種の出現頻度は9相互の割合は別として9残る多数の同定魚種に比べて有意に高い。

そして9クロダイ属の頻度がやや高い点を除くと，他の魚種はほとんど無視できる程度にしか出

現していないことになる。

すでにのべたように，サンプリング法が必ずしも完全ではなく，かつ末同定の椎骨数が202点

を数えるから，以上の結果をもって冬木貝塚の魚種組成とみなすには尚若干の問題を残す。従っ

て，今回扱った標本の同定結果としては，フナ属◎ボラ科◎スズキ属◎トラフグ類の出現頻度が

高かったという点にとどめる。
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第且表　冬木貝塚第mK層の魚骨標本同定結果
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d e
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種　 不　 明 F a m ．in d e t． C e 20 2

ang：角骨，Ce：椎体，de：歯骨，mX：上顎骨，Op：主鯉蓋骨，pal：口蓋骨，Ph：咽頭
骨，pmX：前上顎骨，q：万骨
L：左，R：右，PRECAU：腹稚，CAU：尾稚
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第2章　他遺跡との比較

貝塚産魚種の組成が遺跡によって異なることはしばしば指摘されている。そこで冬木貝塚の魚

種組成の特徴を先史学的に検討するために，他の若干の遺跡で報告されている魚種組成との比較

をおこなう。対比資料は，岩手県宮野貝塚（鈴木，1977），茨城県上高津貝塚（小宮，1980），千

葉県新田野貝塚（小川他，1975），同西広貝塚（金子◎牛沢，1977），同富士見台貝塚（金子，

1964），同錠切遺跡（金子，1958），神奈川県称名寺貝塚（鈴木，1977），以上7遺跡である（第

1図）。

以上の遺跡は魚骨の分析結果が詳しく記載されており，尚かつ，宮野◎称名寺◎上高津貝塚で

は堆積物に対してシステマディックなサンプリング法が適用され，同じレベルの同定結果が利用

できる。

第2表は，新田野◎西広◎菊名◎富士見台◎錠切5遺跡の間で，スズキ◎クロダイ◎マダイ3

魚種の出現頻度を比較したものである。その結果は極めて明瞭である。各遺跡における3魚種の

量的組み合わせは様々であるが，その中で特別に頻度の高い魚種が認められる。すなわち，スズ

キが新田野貝塚を特徴づけ，クロダイは西広◎菊名遺跡，マダイは富士見台◎錠切遺跡をそれぞ

れ特徴づけている。

第2表　貝塚産：スズキ（1），クロダイ（2），マダイ（3）の前上顎骨＋歯骨数の比較
！

！
11】】

（1 ） （2 ） （3 ） 】 T o ta l

文　　　 献
N ％ N ％ N ％ ［ N ％

新　 田　 野 縄　 文　 中　 期 F 1 22 6 5 ．59 6 0 32 ．2 6 4 2 ．15 186 100 ．0 0 小 川 他 19 75

新　 田　 野 縄　 文　 前　 期 5 51 6 0 ．68 3 3 6 37 ．0 0 21 2 ．3 1 908 99 ．9 9 小 川 他 19 75

西　　　 広 縄 文 後 期 一 晩 期

i

17 1 6 ・54 2 40 92 ．3 1 3　　 1 ．15
［
260 10 0 ．0 0 金 子 他 19 77

菊　　　 名
l
縄　 文　 前　 期 10 3 4 ．48 17 58 ．6 2 2 6 ．90

】
29 10 0 ．0 0 小　 宮 19 76

富 士 見 可 縄 文 後 期 15
ll 7 ．8 9 16 8 ．4 2 15 9 8 3 ．68 190 9 9 ．9 9 金　 子 19 64

錠　　 切 jI 縄　 文　 後　 期 2 0 ．5 0 13 3 ．24
l

38 6 96 ．26 4 01 10 0 ．0 0 金　 子 19 58

第3表は9　さらに宮野◎称名寺2遺跡の魚種組成を追加し，第2表と同様の比較を試みている。

比較には魚種の同定に利用された部位の数が用いられている。第2表は，同定が特定の部位数で

もって表現されているため同一レベルで個体数を推定できる。第3表の場合には，個体数を同一

基準で比較することができない。その代りに，前上顎骨◎歯骨の保存が望めないか，あるいはそ

のような部位の同定が困難な魚種の出現頻度をも含めた一般的傾向を知ることができるという利

点がある。
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第3表　貝塚産魚種の比較
宮　 野 上高 津 「新 田野 西　 広　 富士見台 錠　 切 称 名 寺 菊　 名 。
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！
23 ．

」 」 ヱ空 撃＿不明 C arang idae gen ・＆ sp・ind et・ C‖
2

！
25
」 空 ＿＿i

－　5　－



i
宮　 野 上 高 津 新 田野 西　 広 富士見台　 錠　 切 称 名 寺 菊　 名

鈴　 木 小　 宮 小 川 他 金　 子 金　 子　 金　 子 鈴　 木 小　 宮

1977 1980 1975 1977 1964　　 1958 1977 1976

＊ マアジ　 r 用rん〟用S 元如蕗裕 pm ＋d

Ce

SC

2

3

176

52

［
】
i
E
i
i

＊＊ ブリ属　 5gγわb SP． Pm ＋d

Ce

2 1

1

21

138

皐　＊ イシダイ属 （劾／g乃α純〟∫Sp． Pm 十d 7 8 4

l
… ！スズキ属　 上α如 わあ7揖 SP・
lつ

pm 十d

Ce

12

5

10 1 673 17 15 2 16

5

10

29

マハタ　 励 乃ゆ磁 〟5 5ゆ絶叫b c由〃∫ Pm ＋d 28

ハタ科種不明 Pm ＋d 2

こべ科種不明　 Sciaenidae gen・＆ sp ・indet・ p m ＋d 16

チダイ　 五秒の蕗り吻矧磁化
l

f 1

へダイ　 励α撒5 5αγゐα P m 十d 3 10

＊容 クロダイ属 ．舶胡肋妙聯W SP． P m ＋d

Ce

179 396 240

10

16 13 30 17

マダイ　 月相川∫肌め0γ P m ＋d 31 63 25 3 159 386 77 2

キダイ　 強雨ば お痴れ昭 p m ＋d

f

4

2

＊ タイ科種不明　 Spa ridae gen．＆ sp ．indet． Ce 15 7
6 ［

＊＊＊＊ フエフキダイ　 ムの兢γ7乃〟∫血椚甑血が〝附 Pm ＋d 11
】

メジナ？　 C γど血 ♪〝乃rね α pm ＋d 1 ［
［［

イサキ　 飽明細通如傲＝γが乃紺 〟名柁 Pm 十d 8 ［

コショウダイ　 P ／eCわγ毎乃Cん〟S C7乃C加S Pm ＋d 8 8 2 l1】

マハゼ　 血馴 血 即 紘勘 助前 脚 棚 Pm ＋d 255
1
l

カンダイ　 S川前瑚妨短日扉彿血お Pm ＋d

Ph

1

1

10

33 ；

ベラ科種不明　 L abrid ae g en ．＆ sp．ind et． Pm 十d 4

ブダイ　 Cb 仏如硯がカ砂川元の Pm 十d

P h

5

17

アオブダイ　 拘通用撒＝所短冊 Ph 1

カワハギ　 S 壇血抑通か＝五γん姉γ dsp 4

カワハギ科種不明　 A luteridae gen．＆ sp．indet． dsp 1

Fモンガラカワハギ亜冒種不明　 B a listoidei fam ・indet・ dsp

1 9

3

l
ji

Ce 7

巨 ラフグ類　 花母物 狛融萌 如 Pm 十d 18

マフグ科種不明　 T etraod ontidae g en ．＞＆ sp．ind et pm ＋d 7 5 2 1

イシガキフグ　 C ゐZわ抑伊ごね用S q析乃ね pm 十d 2

＊

フサカサゴ科種不明　 Scorpaenidae gen ．＆ sp ．indet． pm ＋d

Ce

78

50

3 12

18 4

トゴットメバル　 5由が触日毎現前 pm ＋d 6

カサゴ　 Sd 収納料搬ゞ 細腸用胱明地肌 pm ＋d 8

オニカサゴ　 嵐明知徹秋涼 d γ祓osα POP 1

オニオコゼ　 血彿南瓜元如 ぬ朋 POP 2

＊ アイナメ科種不明 H ex agTam mi d ae gen．＆ fam ．indet． ce 39 8

コ　 チ　 月払如・紗短抜目旋転裕 pm ＋d

Op

Ce

22 119 5

2

2

3

ホウボウ　 C 磁J材0乃わ如卯 坤 乃OS〟5 pm 十d 1

ヒラメ　 fb γ誠C如毎5 07わαCg〟S Pm ＋d 1 5

ウシノシタ科種不明　 C ynog lo ssida e gen・＆sp・in det・ Ce － 1

真骨類種不明　 T eleostei fam ．indet． Pm ＋d 10 ？ ？ ？ ？ ？ 23

138Ce 220 4，392 ？ ？ ？ ？ 600

CSP：尾疎，Ce：椎体，d：歯骨，dsp：背鰭蘇，f：額骨，m：上顎骨，OP：主鯉蓋骨，Pm：前上顎骨，Ph：咽頭骨，POp：前鯉蓋骨，SC：稜鱗

＊同定に疑問があり，今後の検討を要すと思われるもの
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＊＊現状では同定を属もしくは科段階までにとどめるのが妥当と思われるもの

＊＊＊小川ほか（1975）では鋤骨板

＊＊＊＊金子（1958）ではタマミ

－データが不明確なもの

この結果も第2表の場合と同じく，魚種組成の特徴によって遺跡のグルーピングが可能である。

そして，第2表では認められなかった新しいタイプの魚種組成があきらかとなる。それは新たに

追加された宮野貝塚の魚種組成にみられる。宮野貝塚の組成は第2表で用いられた遺跡の富士見

台◎錠切遺跡の組成と比較的類似している。特に錠切遺跡との類似点が多い。しかし両者の間に

は，サメ類◎ニシン類◎ウツボ◎ウナギ類◎ボラ科◎マアジ◎ブリ属◎マハタ◎クロダイ属◎タ

イ類◎カサゴ科◎アイナメ科等において出現頻度に差異が認められる。また発掘容積を考慮して，

すなわち発掘容積が非常に少なかった宮野貝塚でマグロ◎カツオ◎サバ◎タイ科◎カサゴ科の頻

第4表　宮野・称名寺・上高津貝塚魚種組成

宮　　 野 称 名 寺
上　　　　 高　　　　 津

S T … III S T 一一II S T … I

軟骨魚綱 （魚種不明） 13 7 54 3 8 6

ニ シン亜 目 106 14 3 2 1 15 7 13

カ タクチイワシ 33 10 2 1 34 6 3 8

フ　 ナ　 属 0 0 2＊ 4＊ 2＊

コ　 イ　 科 0 0 2＊ 0 0

ウ ナ ギ 科 24 0 59 3 69 5 39 0

サ ヨ リ　科 0 0 4 6 20 4 2 3

ボ　 ラ　 科 0 0 3＊＊ 0 1＊＊

カ マ　ス 科 0 15 0 0 0

マ グ ロ 属 13 0 0 0 0

カ　 ツ　 オ 2 7 0 0 0 0

マ グロ属／ カ ツオ 3 5 0 0 0 0

ソ ウダカツオ属 2 1 0 0 0

サ　 バ　 属 4 1 9 0 1 0

ア ジ 亜 科 2 2 5 27 ＊＊＊ 3 6＊＊＊ 8 ＊＊＊

ス　ズ キ 属 5 5 4＊＊＊＊ 12＊＊＊＊ 9＊串本＊

タ　 イ　 科 15 7 8＊＊＊＊ 14＊＊＊＊ 0

マ　 ハ　 ゼ 0 0 54＊＊＊＊ 12 5＊＊＊＊ 76＊＊＊＊

カ ワノ＼ギ科 1 9 0 0 0

マ　フ　グ 科 0 0 4＊＊＊＊ 2＊＊＊＊ 1＊＊＊＊

カ　サ ゴ 科 50 1 8 0 0 0

ア イナメ科 3 9 8 0 0 0

コ　　　　 チ 0 0 0 0 1＊＊＊＊

末　 同　 定 22 0 6 00 1，00 9 2 ，3 10 1，07 3

＊咽頭骨，＊＊主鯉蓋骨，＊＊＊稜鱗，＊＊＊＊顎骨
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度が高いという結果となる。一方称名寺◎富士見台遺跡の組成は，各種サメ類◎ボラ科◎マアジ◎

クロダイ　◎マダイ等の組み合わせが顕著な特徴といえよう。

残る4遺跡を調べるとき第2表の結果ではスズキで代表される新田野貝塚と，それ以外のグルー

プに分れる。しかし第3表の結果ではそのようなグルーピングは無理である。むしろこれらの遺

跡はイワシ類◎ボラ科◎スズキ属◎クロダイ属◎フグ類◎二コチ等の出現頻度が高いという共通し

た特徴が認められる。

ところで第3表の同定結果は，すでに触れたように発掘容積に差があり，サンプリング法にお

いても異なる出土標本にもとづいている。その結果を同一基準で比較するのは無理な面がある。

次に宮野◎称名寺◎上高津3遺跡の同定結果を利用した比較を試みる（第4表）。

この結果は3遺跡の魚種組成がそれぞれ異なることを示している。マグロ属◎カツオが宮野貝

塚を特徴づけ，他の遺跡ではこれらの魚種が認められない。称名寺◎上高津遺跡間の差異も顕著

である。称名寺で同定されるカマス科◎サバ科◎カワハギ科◎カサゴ科◎アイナメ科等は上高津

遺跡では認められない。しかし，フナ属◎ウナギ科◎サヨリ科◎ボラ科◎マアジ◎フグ科等は上

高津貝塚でしか同定されなかった。

以上3種類の表を用いて遺跡によって魚種の組成が異なり，しかも一定の基準をもうけること

により魚種組成にもとづいた遺跡分類が可能であることを示した。すなわち今回比較に利用した

遺跡の魚種組成は次の3つのタイプに分類できる。

Aタイプ魚種組成

宮野貝塚の結果に代表される組成である。マグロ属◎カツオ◎サバ属◎カサゴ科◎アイナメ科

等の出現頻度が高い。しかし，ウナギ◎サヨリ属◎マハゼ◎ボラ科等の出現頻度は非常に低いか，

ゼロに近い。

Bタイプ魚種組成

富士見台◎錠切◎称名寺遺跡の結果に代表される組成である。タイ科，特にマダイの出現頻度

が高い。Aタイプの魚種組成との類似が強いが，より沿海性の魚種の割合が多く，相対的にAタ

イプを特徴づけるマグロ◎カツオ◎サバ等の頻度は低くなる。

Cタイプ魚種組成

上高津◎新田野◎西広◎菊名貝塚の結果に代表される組成である。このグループに分類される

遺跡の間では組成が変異に富む。一般的傾向としてボラ科◎ウナギ◎フナ属◎マハゼ◎クロダイ
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属のスズキ属等が高い出現頻度を示す。

以上3つのタイプに大別される魚種組成を調べると，それぞれのタイプを構成する魚種は相互

に類似した習性⑳生態を示すことがわかる。例えば，Aタイプを構成する魚種は，いわゆる外洋

性の回遊魚と岩礁性の沿海底捷魚から成るという特徴を示す。Bタイプの組成の主要魚は岩礁性

の沿海底捷魚である。そしてCタイプの組成を代表する魚種は内湾域⑳河口◎河川域に生息する

潮間帯◎塩水◎淡水性魚である。何故このように遺跡によって同種の習性◎生態を示す魚種が組

み合わせをもつようになるかが問題となる。これを解決する鍵は遺跡テリトリーを想定すること

によってえられる。

遺跡テリトリーとは，遺跡の住人が食物その他の資源を得るために恒常的に利用していた地理

的広がりである。遺跡テリトリーの範囲は当然遺跡によって異なっていた。資源の分布◎密度◎

変異により利用法に変化が生じる。また採集狩猟民と農耕民とでは当然活動範囲は異なる。縄文

貝塚人のテリトリーの分析は末だ試みられていないので，今回は外国の研究者がしばしば利用す

る遺跡中心半径10－kmの円テリトリーを用いることにする。実は，このテリトリーは今回比較

資料として利用した新田野貝塚に適用されたことがあり（Akazawa，1980），その結果分析概念と

して一応有効であることがあきらかになっている。この遺跡テリトリーを各遺跡に適用し，遺跡

の魚種組成の特徴を説明することが，テリトリー分析の一つの目的である。

第2図は，第2◎3表の作成に利用された上高津◎新田野◎西広◎富士見台◎錠切◎称名寺◎

菊名の7遺跡，及び冬木貝塚の分布図である。各遺跡は今回適用する半径10…kmの円テリトリー

をもって表現されている。すなわち各遺跡の住人が恒常的に利用した地理的な広がりをテリト

リーでもって想定してあることになる。

第2図には，約6000年前の縄文海進によって海水が侵入したと想定されている標高10m以下

の範囲があわせて記入されている。この縄文海進図は海進が最も進行した時点での状況を示して

おり，必ずしも各遺跡が形成された時期の海岸線図と一致しない。ただ，現在の自然地理学上の

知見でもって縄文時代を通じての海岸線を復原することはできない。従って，この図をもって各

遺跡テリトリーと関連する海岸線の一つのイメージとしておきたい。この分布図にもとづいて，

遺跡テリトリーと魚種組成との関連を調べると次のようになる。

Bタイプの魚種組成に特徴づけられる富士見台◎錠切◎称名寺遺跡は現在の海岸線に近く分布

し，かつテリトリーの中に外洋水の影響を強く受ける海水域を広く包含している。また岩礁性の

海岸線を有している点においても共通している。縄文海進の影響を受けた面積は少なく，淡水の

影響を直接受ける部分も少ない。

Cタイプ魚種組成を示した上高津◎新田野◎西広◎菊名貝塚は現在の海岸線から遠く内陸に位
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置している。そして，テリトリーの中に縄文海進によって海水が侵入したと考えられる部分を多

く含んでいる。このようなテリトリー内にはいわゆる干潟が広く形成され，それも淡水の影響を

強く受けた海水域が広く存在したことが想定される。

Aタイプの魚種組成を示した宮野貝塚は三陸海岸の太平洋岸に位置し（第1図参照），テリト

リー内の海岸線はいわゆるリアス式の岩礁性である。縄文海進の影響は殆んど受けておらず，テ

リトリーの海水域は黒潮e親潮が混流する外洋水から成る。一方淡水域の影響はないに等しいと

いえる。

以上のように遺跡テリトリーとその海水域の環境を想定すると，遺跡の魚種組成と遺跡テリト

リーの潜在的な魚類生産との間に高い相関を認めざるを得ない。遺跡で同定される魚種がすべて

遺跡の住人がテリトリーの中で漁獲したかどうかは疑問である○しかし，各魚種組成タイプを代

表する魚種がテリトリーの中の潜在資源量と相関していることは明瞭である。簡単に要約すると9

宮野貝塚のテリトリーは外洋性海水域に適応しており9潜在魚種である回遊性魚や外洋性種が実

際に漁獲されている。錠切◎富士見台◎称名寺遺跡テリトリーは外洋性から若干内湾性に向いて

いるが，潜在魚種としては外洋性の岩礁性種が大きな比重を占めていたことが想定され9事実そ

れら遺跡魚種組成もそのような特徴を示している。その他の遺跡テリトリーは内湾性の特徴を示

し，潜在魚種として濠水性種◎淡水性種が大きな比重を占めたと推測されるが9事実それら遺跡

の魚種組成がそのような特徴を有している。

以上の結果から，遺跡で同定される魚種の組成が遺跡テリトリーの潜在魚種組成と強い相関を

示すことがわかる。おそらく多くの遺跡に於て，精密なサンプリングがおこなわれ，正確な同定

分類作業が試みられれば，以上の関係はさらに明瞭な事実となる可能性が高い。

ところで以上のような関係は，冬木貝塚のテリトリーと魚種組成との間にも想定できよう。第

3図は冬木貝塚のテリトリーを想定したものである。

冬木貝塚は縄文時代後期一堀之内式－の土器が大多数を占める。おそらくこの時期に形成され

た遺跡である。縄文海進はこの時期にはすでに可成り後退していたとする考え方が強い。従って，

第3図に示されている標高10m以下の低地が海となっていたかどうかは疑問である。ところが

一方でこの時期の海岸線のイメージを正確に描くこともできない。そこで今回の分析に利用して

いる半径10－km　円テリトリーの中に海水が侵入していたという想定のもとに冬木貝塚資料を

検討する。

まず冬木貝塚の魚種組成とすでに定義したA◎BeCの3タイプの魚種組成との比較を試みる。

あきらかにその組成はCタイプとした特徴と一致する○フナ属◎ボラ科◎スズキ属eトラフグ類
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の組み合わせは，Cタイプの組成を特徴づける内湾性の潮間帯◎濠水性◎淡水性種の混在を示し

ている。やや出現頻度が高かったクロダイ属も同じ傾向を示す魚種である。第1表と第2◎第3

表との比較を試みると，例えば上高津貝塚の魚種組成との類似が非常に強いことがわかる。

ところで一方，冬木貝塚テリトリーの環境を調べると，少くとも今回利用している分析基準で

は，Cタイプの魚種組成を示す遺跡群，すなわち上高津◎西広◎新田野◎菊名貝塚等のテリトリー

とよく一致している。
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すなわち，冬木貝塚の魚種組成はCタイプを示し9　その結果は遺跡テリトリーの特徴と矛盾す

るものではない。そして冬木貝塚においても遺跡テリトリーと漁獲物の特徴との間に高い相関が

認められる。ここで問題として残るのはテリトリーを想定するために用いた半径10－kmの基準

である。この点については第4章で再検討する。
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第3童　漁拶巣にもとづく縄文遺跡の分類

遺跡産魚種組成が遺跡テリトリーと相関しているという事実は，遺跡産漁拝具の組成が遺跡テ

リトリーあるいは魚種組成とも一定の相関を示す可能性を意味する。縄文時代人は様々な環境に

適応したが，そのテリトリーが有する潜在魚種を開発する過程で独特の漁拝具の組成を発達させ

た可能性がある。テリトリー分析はこの過程をあきらかにする上でも有効である。そこで遺跡テ

リトリーが異なる若干の遺跡を用いて，発見されている漁拝具の組成にもとづいた遺跡分類を試

みてみる。

分析に利用する遺跡は，渡辺（1973）が記載した遺跡の中から漁拝具を比較的多量に出土した

もの45遺跡である（第5表）。第4図は分析遺跡の分布図であり，北海道から近畿地方に分布す

第5表　分析遺跡リスト（渡辺1973から抽出）．遺跡番号は

第4図の遺跡番号と一致する

番号 遺跡 名 時期 （縄文） 所　　　　　 在
［

lE番号 遺跡名 時期 （縄文） 所　 二重 ］

1
l

船　　 泊 後 北海道礼文町 24 馬　　 場 後晩 ノノ　 原町市

2 三　 ツ　 谷 晩 〝　 乙部町 25 万　　 聞 後晩 〝　 浪江町

3 大　　 浦 晩 青森 県青森市 26 蟹　　 沢 中…晩 ノノ　 猪 苗代 町

4 鍬 ガ 崎 後晩 岩手 県宮古市 27 大　　 畑 中後 l 〝　 いわ き市

5 宮　　 野
！後晩

〝　 三 陸村 28 寺　　 脇 晩 ノノ　　　　　 ノノ

6 門　　 前

l

後
1 ノ！ 陸前 高田市

29 i 綱　 取 後 ノノ　　　　　 ノノ

7 中　沢 浜 i後晩 ノ／　　　　　　 ノノ
i 30 崖　 ノ　上 晩 〝　 棚倉町

8 大　　 洞 後晩 〝 大船渡市　 巨 1 i 御 所 内
中後 茨城 県東海村

9 細　　 浦 後晩
〝　 ノノ　 巨 2

i 平　 原 中後 ／ノ　　　　　ノノ

10 瀬　　 沢 後晩 ノノ　 陸前高田市 33 若　　 海
】

中後 〃　 玉造町

11 貝　　 烏 後 ノノ　 花泉町 34 岩　　 坪 中後 ／ノ　 出島村

12 神 矢　 田 中…晩 山形 県遊佐 町 35 高　　 松 中～晩 栃木 県足利市

13
】浦　　 島 晩 宮城 県唐 桑町 36 姥　　 山

i

中後 千葉 県市 川市

14 泉　　 沢 中一後 ノノ　　　　　ノノ 37 祇　　 薗 後 ノノ　 木更 津市

15 山　　 下 中後 ！ノ　 女 川町 38 富士見台 後 〝　 天羽 町　 i

16 尾 田　 峰 晩 ノノ　　　　 ／ノ 39 錠　　 切 後 〝　 館 山市

17 沼　　 津 中一一一晩 〃　 石巻町 40 称　 名 寺 後晩 神奈川県横浜市

18 南　　 境 中後 ／ノ　　　　　ノノ 41 西　　 富 後 ノノ　　 藤沢市

19 西　 の　浜 中…晩 〝　 松島町 42 堤 後 ノノ　　 茅 ガ崎

20 台　　 囲 後晩 〝　 鳴瀬町 43 娩　　 塚 後 静 岡県浜松市

21 二　 月　 田 後晩 ノノ　 七が浜町 44 長　　 瀬 中…晩 岐阜 県小坂町

22 三 貫 地 後晩 福島 県駒 ガ嶺村 45 上　 賀　茂
I

後 京都府 京都市

23 小　　 川 後晩 〃　 新地 村
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る。関東地方から東北地方の太平洋岸に分布する遺跡が多いが，若干内陸に分布する遺跡も抽出

した。時期は縄文時代後期から晩期の堆積物を有するものである。

遺跡の分類には漁拝具が用いられる。すなわち渡辺が各遺跡ごとに集計した漁拝具である。た

だ，渡辺の分類法が非常に詳細であり，その結果をそのまま利用した場合分析結果の解釈が困難

であり，かつ分析上問題もある。従って実際の分析には渡辺の分類法を基本とするが以下のよう

に修正し利用した。

分析変数

1．H1

2．H2

3．F1

4．F2

5。F3

6．N1

7。N2

8。N3

9．N4

漁拝具の名称

開窟式回転式錆頭

開音式回転式鈷頭

単式釣針

錨形単式釣針

組合釣針

土器片錘

切目石錘

有溝土錘

有溝石錘

異体的な分析目的は，上記9タイプに分類された漁伊具を変数として，45遺跡問の類似度を計

算することである。統計計算には東京大学大型計算機センター，HITACシステムを利用した。分

析プログラムとして，BIOMEnICALCOMPUTERPROGRAMS－Pの中からクラスター分析

にはBMDP2M，因子分析にはBMDP4M，判別分析にはBMDP7Mをそれぞれ利用した。

漁掃具のコンビネーション

最初の分析は45遺跡を用いて分析変数とした9種類の漁拝具がどのようなコンビネーション

をもって出現するかを目的とする。第6表は各変数が示した因子負荷量である。この結果9つの

変数が4つのグループに大別されることがあきらかとなる。H2◎Fl◎Nlが1つのコンビネー

ションを作り，主として第1因子によって支配されていることがわかる。ただH2◎Flは正の

値を示すがNlは負の値を示している。第2因子で抽出される変数は，Hl◎F3である。第3

因子ではN2，第4因子ではN3がそれぞれ抽出されている。以上の結果は45遺跡における漁拝

具のコンビネーションを知る手掛りとなる。
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第4図

第6表　漁掃具を変数とする因子分析によって抽出された

4つの因子と因子負荷量
i
i
i

第 1 因 子 第　 2　 国 子 第　 3　 因 子 第　 4　 因 子

l

H l 開 簡 式 回 転 式 話 頭 －0 ．08 9 0 ．87 5 － 0 ．0 43 － 0 ．05 6

i H 2 閉 背 式 回 転 式 鈷 頭

！

1　 0 ．6 94
－ 0 ．09 4 － 0 ．133

i
－ 0 ．05 0

F l 単 式 釣 針

1

0 ．78 0 0 ．06 3 － 0 ．2 65
！ 一 日 3 7

F 2 錨 形 単 式 釣 針 0 ．49 1 － 0 ．11 9 － 0 ．0 48 ！＋ ‾ 0 ・13 0　 I

F 3 組 合 釣 針 … 0 ．0 22 0 ．8 6 4 － 0 ．0 57
li

－ 0 ．0 16

N l 土 器 片 錘 － 0 ．7 17 － 0 ．288 － 0 ．4 58 － 0 ．42 1

N 2 切 目石 錘 … 0 ．14 7 … 0 ．0 63 0 ．8 72 … 0 ．22 2

】 N 3 有 溝 土 錘

】

～ 0 ．18 0 － 0 ．0 7 9 － 0 ．0 36 0 ．92 5
i

；
N 4 有 溝 石 錘 － 0 ．18 1 － 0 ．0 8 1 0 ．5 40

0 ．32 6 ！

l

次に変数ごとの因子負荷量を用いて漁拝具の関係を調べてみる。第5図は第1◎第2因子負荷

量を用いて9つの変数の相互の関係を二次元に展開表示したものである。第7表は因子ごとの固

有値と累積寄与率とを示しているが，第1と第2因子負荷量を用いた第5図によって約40％の情
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報が示されていることになる。

第5図の結果は9つの変数が4つのクラスターを形成することを明瞭に示している。すなわち，

1）Fl－F2－H2クラスター，2）Hl－F3クラスター，3）N2－N3－N4クラス

ター9　4）Nlクラスターである。この結果を第6表の結果と対比してみると9　4つのクラスター

を構成した漁扮貝のコンビネーションが抽出された因子によって，十分説明できることがわかる。

すなわち今回分析した45遺跡では漁拝具の組合わせとして次のような一般的特徴が認められ

たことになる。先ず，閉駕式回転式結頭と2種類の単式釣針の組合わせ，開駕式回転式鈷頭と組み合

わせ釣針の組み合わせ9　土器片錘を除く他3種類の錘の組合わせ9　最後に土器片錘である。すで

にのべたようにこの結果は約40％の情報しか含んでいない第1と第2の因子負荷量を用いた結果

の解釈である。従って十分な説明には程遠いのであるが9　一般的傾向を示していることは確かで

ある。そしてこのような傾向から9　遺跡によって漁援兵の組合わせに差が生じている，すなわち

遺跡によって異なった漁揆具が発達していることがわかる。これが，おそらく異った遺跡テリト

リーへの適応の結果であることを，遺跡の分類によって検討してみたい。

1F芯監随一二J2

断眠廉膵　凰



縄文遺跡の分類

第7表　因子分析で算出

された固有値と累

積寄与率
r
国　 子 固有値　　 累積寄与率

i
1

2・05 3 ！ 0 ・2 28 ！

2
1・62中　 0 ・4 08

3
l・頼 i o ・5 64

4
1・08日　 0・68 5

5 0 ．9 59 0．79 2

6 0 ．8 28 0．88 4

7
0 ・5 9 1 i o・94 9

8 針 4舗　　　　 主00 0

上記分析に用いたデータを利用して45遺跡の因子分析◎クラス

ター分析を試みた。第6図は因子分析で算出された因子得点を用

いて遺跡間の関係を二次元に表示したものである。一見して，45

遺跡が3つのクラスターを形成することがわかる。1つはY軸の

右側で一群を成す遺跡である。次にY軸の左側で近接して群を成

す2つのクラスターである。Ⅹ軸上方の4遺跡は必ずしもクラス

ターを形成するとはみなされない。
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Y軸の右側でクラスターを形成する16遺跡は，閉寓式回転式鈷頭と2種の単式釣針が高い頻度

を示すが，錘の出現頻度は低いという共通性を示す。一方Y軸の左側に分布する2つのクラスター

は，錘が高い頻度で発見される遺跡で構成されている。ただ2つのクラスターの間で錘の組合わ

せに差がある。より左側のクラスターは土器片軌　その右側のクラスターは他の錘が，それぞれ

高い頻度で発見されるという共通性がある。

以上の結果は，すでにのべた漁携異のコンビネーションの結果と比較的よく一致している。た

だ遺跡のクラスタリングが未だ不十分という感をもつ。そこで同じデータを用いて45遺跡のクラ

スター分析を試みた。

第7図はクラスター分析の結果算出された遺跡間の距離を樹状図を用いて表現したものである。

結果は明瞭であるが，例えば距離3．0の点で切ってみるとA◎B◎C◎Dの4つの遺跡クラスター

が認められる。遺跡の分類結果としては前記因子分析よりも説明し易い。この結果を分析に利用

した遺跡の原データにもとづいて説明すると以下のようになる。

；約
24

23

27

25

29

34

32

36

41

40

33

31

42

割



クラスターA

このクラスターを形成する遺跡群は，変数N2（切目石錘）が最も重要な因子として働いてい

る。それに変数N3（有溝土錘）◎N4（有溝石錘）等も同時に影響力をもった支配的因子として

働いている。

クラスターB

クラスターAと同じく土器片錘を除く各種錘が支配的因子の役目を果しているが，特にN3（有

溝土錘）が支配的変数として強く関与している。

クラスターC

このクラスターを形成する遺跡では土器片錘の出現頻度が高いという一般的特徴がある。ただ

遺跡間の漁按具組成の変異が大きく，変数Fl（単式釣針）の頻度が高い例もある。

クラスターD

このクラスターを構成する遺跡はH2（閉駕式回転式錆頭）とFl（単式釣針）が多数発見さ

れる点で共通している。この2変数が主たる支配因子として形成されたクラスターとみなすこと

ができる。

以上の結果の先史学上の意味を検討するため，各クラスターを構成した遺跡の地理的分布を調

べてみる（第4図参照）。

クラスターAを形成した12◎26◎35◎44◎45の5遺跡は日本海側から琵琶湖畔にかけての内陸

に分布する。いわゆる河川流域e内陸湖水域に近く分布するといえる。クラスターBを構成する

1巨22◎23◎24◎25◎27の6遺跡は東北地方南部◎関東地方北部の太平洋岸に近く分布してい

る。クラスターCを構成した29◎31◎32◎33◎34◎36e37◎38◎39◎40◎41◎42◎43の13遺跡

は関東地方から東海地方に分布する。第4図では説明しにくいが，このグループの多くの遺跡は

すでにのべた縄文海進で形成された内湾に近く位置する。クラスターDを形成する3◎4◎5◎

6e7◎8◎9◎10◎13◎14◎16◎17◎18◎19◎20◎21の16遺跡は東北地方の太平洋に画して分

布するという共通性を示す。

以上の結果を総合すると，漁揆具のコンビネーションで分類された遺跡クラスターとその地理

的分布との間の一定の相関が認められるといってよいであろう。この結果をすでにのべた遺跡テ

リトリーと魚種組成との関係と一緒にして考慮すると，あらたに遺跡テリトリーと魚伊具組成と

の間に相関が成り立つことがわかる。すなわち，遺跡テリトリーの潜在魚種と貝塚人との関係に
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よって遺跡に独特の魚種組成があらわれるが，その両者の関係を結びつける技術として遺跡独特

の漁携貝組成が発達した。ここに縄文人の遺跡テリトリーへの適応の一つの結果をみることがで

きる。そのような適応状態を前記Å◎B砂Cのりと分類された遺跡を用いて次のように要約する。

遺跡クラスターA

今回魚種組成を調べた遺跡の中にはこのクラスターに分類される例がない。すでにのべたよう

に9　このクラスターを形成する遺跡は内陸に分布し，河川域◎内陸湖水域に近く位置している。

今回は福井県鳥浜貝塚（福井県教育委員会，1979）を用いてこの遺跡のクラスターの特徴を要約

する。

第8図は当遺跡テリトリーを示し9半径5」転n：用一kmの2種類の円テリトリーが描かれて

いる。10…kmテリトリーの場合9　外洋水域が含まれる。この場合には外洋性種9　例えばBタイ

プの魚種組成に近いものが認められてよい。ところが実際に固定された魚種組成は9　フナ属⑳コ

イ属を主としている。員種の特徴は9　ヤマトシジミ◎トンガリササノバガイ◎イシガイ◎マツカ

サガイ等である。すなわち9　魚貝類とも淡水性◎濠水性種の出現頻度が高い。ところが9　外洋性

ないし潮間帯性種であるマダイ◎クロダイ◎スズキ◎サザェ⑳レイシ等の頻度は極めて低い。

以上の魚類◎貝類組成は9　当遺跡テリトリーとして用∴kmよりも5－kmテリトリーを想定

する方がより適当であることを示している。このテリトリーは縄文海進の影響を大きく受けてい

ない。たとえあったとしても内陸湖水が拡大したにとどまる。以上の特徴はクラスターAを形成

した内陸遺跡のテリトリーを定

義する一般的特徴であったと考

えられる。

このような遺跡テリトリー及

び潜在魚種資源に対する適応結

果として学クラスターAを定義

した変数であるN2（切目石錘）

が発達する。事実鳥浜貝塚では

この種の遺物の出現頻度は高い。

また9　今回の分析で利用されて

いない漁伊具であるヤスが同じ

くこの遺跡テリトリーと柏関す

る（第8表）。

第8衷　銭頭（1）9　釣針（2），ヤス（3）の遺跡別出現頻度

（金子1971：第1表を改変）

（1 ） （2 ） （3 ） 発掘面積 （m Z） 遺跡テントリータイプ（本文参照）

西　 の　 浜 38 4 3 10 2 74 ＝

錠　　　 切 ＿
i
2 2 0 2 8 ？ B

余　　　 山 22 2 2 4 3 12 8 B

富 士 見 台 4 7 9 24 B

称　 名　 寺 12 6 1 6 70 H

大　 倉　 南 0 2 5 4 21 C

上　 高　 津 0 1 23 2 7．2 C

稚　　　 塚 1 ？ 2 40 16 C

広　　　 畑 0 3 30 16 C

睨　　　 塚 0 0 148 ？ A

鳥　　 浜＊ 0 0 多 ？ A

＊鳥浜貝塚報告書1979より
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第8図

遺跡クラスターB

当クラスターを構成した遺跡は，富士見台・錠切・称名寺遺跡を特徴づけたBタイプの魚種組

成との相関が高い。今回は詑切遺跡のテリトリーを利用して当クラスターの一般的特徴をのべる。

第9図は錠切遺跡の10－kmテリトリーを示す。テリトリーの特徴は鳥浜貝塚とは著しく異な

る。直接外洋に面し，かつ外洋水域の割合が極めて高い。また縄文海進の影響を受けた範囲は狭

く，長い海岸線は直接外洋水の影響を受けている。このような遺跡テリトリーの潜在魚種組成は

主として外洋性種・岩礁性種から成るはずである。事実当遺跡組成がそのような特徴を示す。
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高い頻度で同定された魚貝種は，タイ科◎ウツボ◎マハタ◎ベラ科◎サザェ◎マッハガイ◎レ

イシ◎スガイ◎アワビ等である。あきらかに潜在魚種と共通している。

このテリトリーに適応する貝塚人は土器片錘以外の錘をともなう例が多いという結果をみるが，

実際には錠切遺跡のように変数Fl（単式釣針）を発達させたグループも認められる。このよう

な矛盾は分析遺跡e分析変数をさらに厳密に選定することにより再検討する必要がある。

遺跡クラスターC

当クラスターを構成した遺跡は上高津◎新田野◎西広◎菊名遺跡の魚種を特徴づけたCタイプ

の組成との相関が高い。この遺跡テリトリーを新田野貝塚の例をもって定義する。

第10図は新田野貝塚の10…kmテリトリーを示している。当遺跡は，鳥浜貝塚と同じように，

海岸から5－km近く内陸に位置する。しかしその意味は両者で大幅に異なる。当貝塚が形成され

た縄文時代前期，約6000年前は縄文海進の時期にあたる。当時の遺跡テリトリー内の地形は現在

と大幅に異なり，夷隅川ぞいに内湾が形成されていた可能性が高い（Akazawa，1980）。すなわ

ち，鳥浜貝塚のような内陸湖水に画した内陸遺跡ではなく，実は内湾に近く位置した海岸遺跡で

あった。

当遺跡で同定されたCタイプの魚種組成の中で特に高い頻度を示したスズキ◎ボラeクロダイ◎

コチ◎その他のヤマトシジミ◎オキシジミ等の貝種は，すべて内湾の潮間帯種か一定期間内湾に

侵入生息するものか，あるいは淡水性種である。この結果は，遺跡テリトリー内に内湾が形成さ

れていたことによってはじめて説明可能である。

縄文海進期に海岸地帯低地の多くが海となり，海岸線が増大すると同時に，ずい所に内湾が形

成された。このような海水域をテリトリーの一部とした遺跡で以上の関係が成立したものと推定

される。それとともに関東地方の多くの遺跡では土器片錘が製作される。この用途は渡辺（1973）

により魚網錘と記載されている。その用途が何であれ，この遺跡クラスターと土器片錘との関係

は非常に密接である。この種の遺跡テリトリーをもった貝塚人力日常的な活動と関係があった遺

物であることに間違いない。

遺跡クラスターD

当クラスターを構成する遺跡は東北地方太平洋岸に分布する。それを特徴づける魚種組成は宮

野貝塚で同定されたAタイプである。第11図は宮野貝塚の10－kmテリトリーを示す。同テリ

トリーはリアス式の岩礁性海岸を含み，黒潮◎親潮が混流した外洋水域を包含している。この海

域は現在でもよく知られた漁場であり，その潜在魚種資源としてマグロ◎カツオ等の回遊魚を含

んでいることでもよく知られている。

－22－



′

＋

房 総 半 島　 l

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JL　　　l■－－
－

T

l l

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′

1 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

．1

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ．．

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Y ：：‥：・無 野

1 h ・ ・．

M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一＿ d P d C p－ ．’・‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾－ ‾‾．・一一．h　　　　　 t ． ‘

一 一がl騨 ’．’・‾‾‾

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －d ′ r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼．

＿が r
■　　　　　　　　　　 ＿′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l J

t ′ ′ ′　　　　　　　　　　　　　　　　　 毎 蝿 ‥ ・ン ∈悪

t

H

J ・・

H

葺 言 ：〕

1

1 ．

－

ト ′ l

．　　　　　　　 ：・：・：・．u　　 r抒

け

■ ．∴ ：：：：：：：：：買 ：：：：・i ‘；’…’．…． ・、

－

t

が 薫 無

∴ ‥ ヽ

r

t

－

－ T ∴ ‘．‘．．∴ ．‘：・：・：：字 ヽ 、 ‥工

‘；’：：：＝も

：：I

㌣ i も ，

′

1

l

h ’．’．‘

l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′

t ・．．． ． ．， ．

l

l

l

E

r ．‘．’．．．

ー1 ．．°°ee ．e

． ・：克 ㌔

粥 塙 か

：二二l

・：・】

：：：l

：：ブ

：′

）

ら ＋ ＋ ＼ ＋ i

i

i

が 認p

i

i

－4 1－ヽ

・：ヽ

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

． q h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
■　 題

1

l

I

l

l

l

コ

l

l

l

l

i

l

l

l

l

j

E

l

，

l

l

l

l

，

も ・∴ ・∴

♪ t °・

1 °．．．’．．．

さ ．．．．．．

P ．’．‘．

、　　 － ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ フ シ ’く ・：‥：：：：・：・∴ ・：・：ジ ＼ ：・‥・：・：・：・：・：・：・■ 壱 ：・‥：‥：‥：
′

I 麒 ‥ ・∴ ・．i 王 ．∴ ≠ ソ ソ　 も も　 i 7　 1

l

E
ー

ノ

F t ．

も

、 泣　　　　　　　　　　　　　　 虫

l

j

臨 ▼． ‘ ．

．　 ヽ ■

や ：

1 L l ．

‘’’ヽ J ・・

1 t も・・L ．． ヽ ＿

▼U ．． ． ・ ・

　 、　 ′ ． ．

も ：：：：漁

、 ’績 融

‘．：：：：＝：：：‥‥l　　　　　　 ♂

訝

堅 ．遮 汐

撃 彿 璃 盛 壁 ‘

■

一 ′．

．J ′r　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿′r

1 ヽh ．　 J　 r

A′

＿＿，が′－r
‾ ‾q h も．＿・．．．．＿

t

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

3 0 0

′

1 0 0　　　　　　　 、

黒 …圭 …榊

峯 ： o m

l

l

l

0

l

1 号　 で　 4　 5 k m － 童

第9図

ー23－



房

第10図

宮野貝塚はじめこの一帯の遺跡産魚種はこのようなテリトリーの特徴をよく反映している。す

なわち，マダイ・カサゴ科・アイナメ科の外洋憧岩礁性魚，マグロ・カツオ等の回遊魚が高い頻

度で発見される。同じく高い頻度で発見されるイガイ・スガイ・チョウセンハマグリ等はいずれ

も岩礁性・外洋砂質性の貝種である。

このようなテリトリーに適応した縄文人は各種の漁按異を発達させ，他のいずれのクラスター

よりも海への適応度が高かったことがわかる。特に発達した閉裔式回転式鈷頭・単式釣針は，そ

の形態の分化において，かつ頻度において，他のいずれのクラスターよりもまきっているのが特
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徴である（第8表参照）。

今回は各遺跡テリトリーの特徴を魚種組成・漁揆具組成にもとづいて検討するにとどめた。し

かし，各遺跡テリトリーは，図示されている地形上の特徴においてもテリトリー間の差異は著し

いことがわかる（第9表）。すなわち，縄文遺跡のテリトリー分析は土地利用の状態を含めたもの

でなければならない（Akazawa，印刷中）。それによって縄文人の遺跡テリトリーとの関係がより

明確となり，縄文人の環境への適応形態，そのプロセスがより具体的に復原できるはずである。
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第9表　遺跡テリトリーの標高差にもとづく地形区分とその面積比

テ リ ト リー面 積 O n l以 下 0 … 1 0 10 － 10 0 1 00 － 30 0 30 0 以 上

（k n 12） 面 積　　 ％ 面積　　 ％ 面 積　　 ％ 面 積　　 ％ 面 積　　 ％

宮　　 野
5 － k m 7 8 ．5 4

2 1 ．9 0 ［27 ．9
2 ．10 l 2 ．6 18 ．7 5

】
23 ．9 2 5 ．74　 32 ．8 10 ．0 5 1 2 ．8

10 － k m 3 14 ．1 6 142 ．3 5 45 ．3 8 ．40 2 ．7 49 ．8 5 15 ．3 7 4 ．16 23 ．6 3 9 ．30 1 2 ．5

錠　　 切
5 … k m 7 8 ．54 45 ．4 9

1
5 7 ．9 5 ．42　　 6 ．9 24 ．7 2 3 1 ．5

i
2 ．9 1 3 ．7 0　　　 0

10 － k m 3 1 4 ．16 1 99 ．7 0　 6 3 ．6 2 1 ．20 6 ．7
84 ・1 3 i 2 6 ・8

9 ．13 2 ．9 0 0

新 田 野
5 … k m 78 ．54

i o i o
13 ．3 2 17 ．0 6 3 ．3 2 8 0 ．6 1 ．9 0 2 ．4 0 0

10－ k m 3 14 ．16 3 0 ．4 1 i 9 ・7 i 46 ・9 7 14 ．9 1‘9 5 ．94 6 2 ．4 40 ．8 4 13 ．0 0 0

鳥　　 浜

5 … k m 78 ．5 4
10 ．2 0 ＊

0

1 3 ．0

0
8 ．7 0 11 ．1 2 4 ．30 30 ．9 16 ．7 4 2 1 ．3 18 ．6 0 2 3 ．7

10～mk m 3 14 ．1 6
13 ．95 ＊

6 1 ．20

4 ．4

19 ．5
16 ．65 5 ．3 5 1 ．9 6 16 ．5 8 9 ．85 28 ．6 80 ．5 5 2 5 ．7

冬　　 木
5 … k m 78 ．5 4 7 ．68 ＊ 9 ．8 2 7 ．44　 34 ．9 43 ．4 2 5 5 ．3 0 ． 0 0 0

10 － k m 3 14 ．16 16 ．45 ＊ 5 ．2 9 1 ．45　 29 ．1 2 06 ．2 5 6 5 ．7 0 0 0 0

＊内陸湖及び大河川（例えば冬木の場合の利根川）

第4章　結論一冬木遺跡テリトリー

冬木貝塚の魚種組成はCタイプである。すなわち内湾性の潮間帯種◎濠水性種が高い頻度で発

見されている。一方冬木遺跡の10－kmテリトリーは縄文海進期に形成されたはずの内湾を有し

ている（第2◎3図参照）。従って，遺跡クラスターとしては，すでに分析した上高津◎新田野貝

塚と同種のCに属する。

ところで，冬木貝塚が形成された縄文時代後期，主として堀之内式の時期はすでに縄文海進は

終り，海退期であったとする考えが強い。すなわち，海岸低地に形成されていた内湾は縮小ない

し消滅の傾向にあったことになる。これが事実とすれば，冬木遺跡テリトリー内の内湾もすでに

大幅に縮小ないしテリトリー外に後退していた可能性が強くなる。従って，今回の分析に利用し

た半径10－kmの円テリトリーでは魚種組成の説明を試みることが無理である。そこで，テリト

リーを想定する基準を10－kmより遠くするか，あるいは主たる魚種が交易その他の方法で持ち

込まれた可能性を考えなければならない。今回の結果から以上の可能性を否定する証拠は得られ

ていないが，もう一つ別の可能性を指摘し本論のしめくくりとする。

冬木貝塚の堆積物の状態は，今回の分析標本を出土した第HK層の下部に地質学的に細分され

る数枚の地層が認められる（堆積物の記載の章参照）。ところが，第IIK層は純貝層と記載される

ごとく多量の貝を包含するが，その下部層は極めて低い頻度でしか貝を包含しない。そして土層

ないし混貝土層と記載されている。これら区分されている地層はそれにともなう土器の型式から，

同じ縄文時代後期，堀之内式の時期の堆積物とみなされている。このような堆積物の性質の著し
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い差異を考えると，1）同型式の土器が使用されていた期間に海進海退が繰り返され，テリトリー

の環境が変った，2）当遺跡の形成されたのは貝層が形成された時期であり，その期間は海進期

でテリトリー内に内湾が形成されていた。従ってそれ以外の地層は二次的な堆積物であるという

2つの可能性が考えられる。ただいずれの場合も，縄文時代の後期に海進期のあったことを推測

している。

以上の推測をうらづける直接的証拠はない。ただ今回行なった遺跡テリトリー分析にもとづく

限り、，このような可能性によって冬木貝塚のデータを合理的に説明できる。また次に示す上高津

遺跡のデータが以上のような解釈を間接的にうらづける一つの証拠となる（小宮，1980）。

上高津貝塚は大別して縄文時代後期初頭（堀之内期）◎中葉（加曽利B期）◎末葉（安行I◎H

期）の堆積物から成る。魚種組成はCタイプである。遺跡テリトリーもクライスターCの特徴を

示し，魚種組成との間に矛盾はない。ところが，後期中葉の魚種組成がその前後と若干異なる。

すなわち，この時期の堆積物からマダイが高い頻度で発見される。この事実も，冬木貝塚の場合

と同じく，遺跡テリトリーの範囲を変更するか，テリトリー外から持ち込まれた可能性を検討す

る。にもかかわらず。その られなかったかという

疑問が残る。この現象が海進海退が繰り返された結果にもとづくとすれば，冬木貝塚において示

した2つの可能性も十分に考えられることになる。

今回は魚種の同定結果を中心とした分析結果である。その他の遺物を加味したテリトリー分析

を試みることにより以上の問題も解決するであろう。
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第5章　冬木層塚産魚骨の同定結果

今回分析した標本は12種類に分類された（第1表参照）。以下その同定基準を記載する。学名

についてはヲ中村（1971）魯内田編（1979）を用いた。微小な標本はオリンパス製Ⅹ－Tr型実体

顕微鏡を用いて6．3倍に拡大し同意した。同定に利用した現生骨格比較標本にはHKC（Hajime

KomiyaColiection）番号◎体長（cm）◎採集場所◎採集年月日を示した。

軟骨魚綱　　Chomdrichthyes

エ　イ　目　　Rajiformes

種不明　Fa111．indet．（I：）lateI：fig．1）

同定標本は特徴的な形態をもつエイ類の歯で，2つの歯が連なったまま採集されたが9　いずれ

も一部を欠損する。欠損部を復原したのち計測した歯の左右両端問は約28mmである。唆合面

は平滑で硬く，ほぼ全面に前後方向に走るかすかな溝が多数存在する。裏面は櫛歯状になる。唆

合両側から見た歯の形状は弱い弓形で両端は尖らない。

現在比較に用いるエイ類の比較骨格標本が不備であり，科以下の同定はおこなわない。

尚，軟骨魚綱に属する小形の稚体が1点採集されている。ただ目以下の同定は困難であった。

硬骨魚綱　　のsteichthyes

真骨類　　Teleostei

コ　イ　目　　Cypriniformes

コ　イ　科　　Cypridae

タナゴ重科種不明　Rhodeinaegen．＆sp．indet．

同定標本はタナゴA娩誠毎傲班徽日航前通彫（HKC7206，7．0，茨城県北浦，1967，IX）の咽頭骨

に酷似するが，前腕◎後腕などは欠損している。さらに同標本は小林◎前田（1961）が記載する

タナゴ亜科咽頭骨の特徴と以下の点で一致する。

（1）咽頭歯は1列で少なくとも3本以上の咽頭歯をもつ。

（2）前角と後角がある。

（3）前角と後角間の長さに比べて咽頭骨幅が相対的に広い。

以上の点から本標本をタナゴ亜科に同定した。なお，同標本の咽頭骨のサイズは，小林◎前田の
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方法にもとづくと推定体長5～6cm前後の個体のものとなる。

二ゴイ属　IIt）jj］lb（ZJ・bllS SP．（PlateI：figs．2－－5）

同定標本は破損した咽頭骨である。員gs．2◎3は比較的大形で9　コイ¢妙γ裾〝S Cαゆわの可能性

もあるが，以下の点に着目しこゴイ属とした。

用　後突起は側崩し撃　比較的長くのびる。

（2）後突起先端部がわずかに曲る。

（3）咽頭歯が3列で9　その大部分は脱落しているが9　残存する2列第1歯は小形で先端が尖り9

嶋囁面は刻まれない。

咽頭骨幅を復原計測し響　小林の前田の方法で体長を推定すると約50cmの個体となる。

上記標本以外にも破損したコイ科咽頭骨片が認められた酌離）。この標本は咽頭歯の列数を復

原することが困難であったが9　以下の6点からこゴイ属とした。

持　咽頭骨が大形である。

（2）残存する1本の咽頭歯は大きく9　それが1列目の歯である。

持）咽頭歯の先端部は曲り9　前縁部が凹状である。

この標本の推定体長は50～60cmと考えられる。

中村（1971）によれば9　わが国に分布するこゴイ属はこゴイ　肋間蕗αγ〝ぶ　αγ〟S　とズナガこ

ゴイ甜わ喝前戒壷である。後者は近畿地方以西に分布する。縄文時代にこの2種がどのように

分布していたかを推測するには比較標本が不備である。従って今回の同定はこゴイ属にとどめる。

フナ属　C〟mSJillJ SP．（PlataII：figs．6－－－8）

同定標本はギンブナCαれ器ぶ彿Sα〟和才〝5彪裾があ所g　個KC7905，15臓千葉県東金市，1979，

亙Ⅴ）の咽頭骨◎前上顎骨◎歯骨および椎体に酷似する。同標本はHKC7905比較標本とのサイズ

を比べると9　体長10cm前後の個体の資料とみられる。

フナ属の尾稚標本はニシン科Clupeidaeの尾椎と類似する。しかし今回の標本については以下

の基準にもとづいて区別することができた。

は）側隆線は1本で明瞭であるが，隆起の程度が相対的に弱い。

（2）前神経顆突起および前血管顆突起は前方に細くのびていない。

（3）神経弓門⑳血管弓門の発達は良好であり9　前面観では両者の基部が椎体の側面側にそって

発達する。

ヨイ　鋤γ玩〟S CαゆわLINNAEUS　げate m　はigsJrj）
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同定標本は咽頭骨◎上顎骨◎前上顎骨◎歯骨である。同定の基準は咽頭骨の咽頭歯であり，そ

れが臼歯状を呈し，第l列第1歯を除いて，他はいずれも岨囁面を横切る溝が認められる。この

標本類はそのサイズを現生比較標本と比較することによって，推定体長約15cmの個体となる。

ウナギ目　　Anguil旧ormes

ウナギ科　　Anguillidae

ウナギ　Anguilhlht）Onica TEMMINCKETScHLEGEL

同定標本は椎体である。以下の特徴にもとづいて同定した。

（1）神経弓門と椎体が癒合している。

（2）神経棟が椎体後部から発し，細い。

（3）側隆線が網目状で，側方に突出する骨柱突起がない。

スズキ目　　Perciformes

ボ　ラ　科　　Mugilidae

種不明　Gen．＆sp．indet．（PlateIII：figs．1M5）

同定標本はボラ〟材存Cゆ短／〟S（HKC7430，22・0，神奈川県葉山町，1974，Ⅹ）の主鯉蓋骨◎椎

体に酷似する。わが国では本種以外に，セスジボラ〟材Z／Cαγ乃α〟S◎メナダェねα　αど∽αわC磁血

等の近縁種が分布している。しかし，比較標本が不備のため属以下の同定は困難であった。

当日煤房だう親壁太は侭左十台　力封痛めで自好7㌔薪スれ　目　宥産γだう親の士碩茎：骨は間島喜Rイ音圏ミ刀
」　　　／　ヽrノリヽ／－⊥一　ハト．／　I l　ト勺ヽ′l　－ILノヽl／l、lJ l／ヽノしンヽ‘ヽ′　l一三二一⊥〉ノ′　　、・ノ／ヽ－／、」　　ヽ－　）、ノ　Ly U　　　／　ヽ　イJ、／」　」’1　　／　】　t　‾ノ′　llノlヽYLl’」IIL　「コ　1」ノヽlノヽJJ＿フヽ．ト」lJl－ニ⊥一／「てJ／ヽ」こ

を除いて欠損している例が多い。ところが冬木貝塚標本には完全なものが極めて多く，鯉蓋緑部

の特徴を詳しく観察できる。

スズキ科　　Percichthyidae

スズキ属　Lateohlb7m Sp．（PlateIV：figs．1－5）

同定標本はスズキ上αわ0わわⅧ』吻如明料那（HKC7002，57．5，千葉県夷隅郡大原，1967，灘）の

前上顎骨e上顎骨◎歯骨◎角骨◎主観蓋骨の特徴と類似する。マハタ属の海砂払短比較標本と

の対比をおこなっていないが，今回はスズキ属と記載する。

わが国にはスズキ属に分類される2種が分布している。ただ貝塚産標本をこの2種に区別する

ことは困難である。
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同定標本の多くは，上記HKC7002標本と同じ程度の推定体長を示す個体である。

タ　イ　科　　Sparidae

クロダイ属　Acanthopqgrus sp．（Plate V：figs．1－4）

同定標本はクロダイ　強制面坤邸傲描挽物祓（HKC7003，43．0，千葉県館山市，1969，Ⅹ）の

前上顎骨◎歯骨の角骨◎口蓋骨の特徴と一致する。ただ，現在貝塚産標本を，本属に属する3種

に分類することは困難である。従って同定は属のレベルにとどめた。

採集標本の中に，HKC7003標本の主鯉蓋骨と類似したものがある（Plate V：figs．5）。し

かし，チダイ属戯御用鋸　◎へダイ属地αγ〝Seマダイ属鞄用S◎キダイ属かピ乃加など本属以外

のタイ科標本との十分な対比が困難であったため，当標本の同定をタイ科レベルとした。同定さ

れたタイ科◎クロダイ属の標本はいずれも大きく，上記HKC7003標本と同程度の個体と推定さ

れる。

フ　グ　目　　Tetraodontiformes

フ　グ科　　Tetradontidae

トラフグ属　　Takifugu

トラフグ類　7bkihqu rubr4）eS（PlateVI：figs．1Y4）

同定標本は歯と顎骨とが癒合し，囁状になった前上顎骨◎歯骨◎角骨e万骨である。フグ目に

は歯が囁状になるものが比較的多く，同じ特徴はフグ科以外にもウチワフグ科Triodontidae◎ハ

リセンボン科Diodontidae◎マンボウ科Molidaeなどにも認められる。またフグ目以外にも，

イシダイ属物毎押臓勉雛◎アオブダイ属i衝ねCα撒Sに於ても同様の特徴がある。しかし，冬木貝

塚の標本は以下の点でフグ科に同定した。

（1）歯板の唆合部が刃状で臼歯状を呈していない。

（2）上顎◎下顎の歯板で中央部の縫合面が明らかで，上下顎骨とも左右の歯板がこの縫合部分

でつながっていたことが明瞭である。

（3）当標本がブダイ科Scaridaeに属するとすれば，その咽頭骨が発見される可能性が高い。

しかし全く発見されていない。

フグ科には今回同定したトラフグ属以外にもキタマクラ属Cαの彷彿油γ◎サバフグ属

ェdgOCゆ短／〝5◎モヨウフグ属7壱地肌克明等が分布する。顎骨からこれらを区別することは困難であ

る。しかし当標本類は以下の特徴からトラフグ7壱々掬〝撒あγかSγ〟あゆ俗もしくはカラスフグ
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第撒か海崇蕗彿徽壷と同義するのが適当である。

棚　上下顎骨のサイズが大きら　復原推定体長が60～70cm以上の個体が多い。

ほ）フグ科には上記2種以外で以上の体長に成長するものがある。カナフグ　ん拷α増油壷那

ら、′ノく言∵、′ノ′用・′、　　　　　′　　′′／′′′′′！り′／√里ノ！‘！′車＼い！′′〟〃＼　′、ノ　′　′　右有／）祀〃

誰購娩明地猪那等である。ただいずれもわが国にはほとんど分布しない（阿乱1963）。

カジカ目　　Sco㌘paem豆foymeS

コ　チ科　　Patycepha掴ae

－　一　雄′五／ノ！′′ノ！／／、、！．′在／′＼．・＼、＼＼・し＼日．、一・、！こ、、i　　五ぐ、「」

同定標本は大給　は943）が報告したコチの標本と特徴の一致する前上顎骨◎歯骨である。

／／／〆一／

種不明　F；ml．indC、t．

目◎科レベルの同定が困難な稚体202点である。いずれも真骨類の稚体である。そのうち19射回

は稚体直径1～2mmであり讐　おそらくその多くは小形魚に由来すると考えられる。

腹稚標本は普　いずれも神経棟がよく発達しており9かつ神経辣基部が稚体から脱落せず残存し

ている。さらに神経弓門が稚体と癒合していない。以上の特徴を総合的に検討するとラ　これら稚

体は撃　少なくともニシン目◎ウナギ目以外の魚種に属する可能性が高くなる。
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図　版　説　明　文

第1図　本論で分析する縄文時代遺跡の分布図。

1◎宮野貝塚　2。上高津貝塚　3。菊名貝塚　4◎西広貝塚　5。新田野貝塚

6。富士見台貝塚　7。錠切貝塚　8。称名寺貝塚　9。鳥浜遺跡

第2図　本論で分析する関東地方の縄文貝塚分布図（主上高津貝塚　2◎新田野貝塚　3◎西

広貝塚　4。富士見台貝塚　5。錠切遺跡　6¢称名寺貝塚　7。菊名貝塚　8◎　冬木

貝塚）。各遺跡を中心とする円は半径10－kmであり，本研究用に想定される遺跡テリ

トリーを示す。当図は約6，000年前の縄文海進期の海岸線のイメージを示す（破線が縄

文海進期の海岸線）。

第3図　冬木貝塚の半径10－kmを用いた場合の遺跡テリトリー図。縄文海進期の海岸線（破線）

のイメージが記入されている。

第4図　縄文遺跡のクラスター分析に用いた45遺跡の分布図。遺跡は渡辺，1973から選択。

第5図　45遺跡で発見される9タイプの漁扮異の頻度を用いた因子分析の結果。因子負荷量第1

と第2を用いて9タイプの漁拝具相互の関係を示す。9タイプの漁拝具が4つのクラス

ターを形成している。

第6図　45遺跡の因子分析の結果，因子得点第1と第2を用いて遺跡問の類縁関係を示す。

竹　r7「示刀
月うJ　凶

Jr、▼整ロニむ／Tヽ力こち　ツ　カ　　∠ゝ土にJ†ト　〈プ質し力、斗十わナフニ醤駄巨男／71日　弾丸÷百七ト裏話、桂匝1〉7㌔恵、Z A　◎限◎
qJJ且躍jlUノ／　ノ／＼ノ　｝ノJ′iノi V」くお　ノ　」夕子LU Cごペレ／」ノほま勅1日」）ノ甚「二代旧こくL／」、フ　′l渡Jrlノ＼kOj＼－（ぺノ′Qノ○⊥太　上J

C◎抄は距離レベル3．0で切った場合に認められる4つの遺跡クラスターを意味する。

第8図　鳥浜貝塚の半径10－km，5－kmを用いた場合の遺跡テリトリー図。縄文海進の影響が

弱いことがわかるが，たとえあったとしても　5－kmテリトリーの中の内水湖の割合が

増加したことになる。

第9図　錠切遺跡の10－km　テリトリー図。

第10図　新田野貝塚の10－kmテリトリー図。

第11図　宮野貝塚の10－km　テリトリー図
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